
ヶ沢遺跡

h 九壊毒薬文化財発掘調査報告書

岡市-1

2 0 (i 1〆

，中日本高速道路株式会社横浜支社

財団法人静関嬢埋蔵文化財調蜜研究所

f 

γz 



静岡県埋蔵文化財調査研究所調査報告第176集

小瀬戸遺跡鶴来ヶ沢遺跡
/ 

第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調杢報告書

静岡市-1

2 0 0 7 

中日本高速道賂株式会社横浜支社

財団法人静縄県埋蔵文化対調査研究所



序

第二東名高速道路は約170kmにわたって静岡県内を東西につらぬく形で建設が予定

されている。本書は、その建設に伴い実施された、静岡市葵区小瀬戸・飯聞に所在

する小瀬戸遺跡と栗ヶ沢遺跡の発掘調査報告書である。

静岡市域では、周知の遺跡である内牧城跡や庵原城跡においても第二東名高速道

路建設に伴う発掘調査が行われ、別に報告がなされる予定である。本書で報告され

ている小瀬戸遺跡ー栗ヶ沢遺跡は、今回の調査で新たに発見された縄文時代~中世

の遺跡である。静岡市域の中でも、藁科川中流域の遺跡は、そのほとんどが土器片

の出土が報じられているにすぎず、本格的な発掘調査により遺跡の内容が明確とな

ったのは、この小瀬戸遺跡・栗ヶ沢遺跡が初めてである。

小瀬戸遺跡・栗ヶ沢遺跡が所在する藁科J'I中流域は、沖積地においては藁科)11と

その支流による堆積物が厚く、遺跡のあり方が判然としない地域であった。また、

丘陵部においては縄文時代の遺跡が散在する地域でもある。このような、遺跡を明

確に把握し難い要素を合む地域における調査成果は、今後の調査@研究の進展につ

ながる資料を提供したことになるだろう。山間部の道を介して志太平野や川根地域

との交通もできる場所ということもあり、静岡市域のみならず、周辺地域との関わ

りのなかで今回の調査の成果が活かされることを期待するものである。

今回の発掘調査ならびに本書の作成にあたって、中日本高速道路株式会社横浜支

社、静岡市教育委員会、静岡県教育委員会等の関係機関各位、地元住民の方々より

多大な御理解と御協力をいただいた。さらに、多くの方から御指導@御助言をいた

だいた。この場を借りて、心よりお礼申し上げる。最後に、現地調査、資料整理に

関わった調査研究員、作業員諸氏にも感謝の意を表する次第である。

平成19年3月

財団法人 静岡県埋蔵文化財調査研究所

所長粛藤 忠



1.本書は、静岡市葵区域における第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査の総論と、静岡県静岡

市葵区小瀬戸に所在する小瀬戸遺跡及び同小瀬戸・飯聞に所在する栗ヶ沢遺跡の発掘調査報告書で、あ
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2.第二東名建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書の作成は、地区(市町村)単位で実施している。静

岡市域では本書が第1冊目であるため「第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 静岡市一

1Jとした。

3.調査は第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査として、中日本高速道路株式会社(I日日本道路

公団静岡建設局)の委託を受け、静岡県教育委員会文化課の指導のもと、静岡市教育委員会社会教育

課(現静岡市文化スポーツ部文化財課)の協力を得て、財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が実施

した。

4.現地調査・資料整理の期間と担当者は以下のとおりである。なお、調査体制は第1章に明記した。

(1) 小瀬戸遺跡

確認調査.平成11年 4 月 ~7 月 青木

本調査:平成14年2月~平成16年3月川上努、大畑

資料整理・報告書作成 平成16年4月~平成17年3月

平成17年4月~平成18年3月

平成18年4月~平成19年3月

要、三井文洋、増岡充弘

努

修、鈴木淑子 (7月"')

修、鈴木淑子

川上

河合

河合

修

(2) 栗ヶ沢遺跡

確認調査:平成13年5月'"'-'8月大畑要、大林

平成14年11月'"'-'12月川上努

本調査:平成13年4月"-'12月大畑要、大林

資料整理・報告書作成:平成16年4月~平成17年3月 川上努

平成17年4月~平成18年3月 間合修、鈴木淑子 (7 月~)

平成18年4月~平成19年3月 河合修、鈴木淑子

5.本書の執筆は第l章第1節を及)11 司が、第2章第4節、第5節2・4. 6 . 8 .10、第4章1・

2を龍谷昌彦が、第l章第1節2の一部(古墳時代)、第2章第5節目の一部(銭貨、石器・石製品)

を鈴木淑子が、他を河合が行った。

6.調査における協力者等は、文末に記載した。

7.国産陶器については井上喜久男氏(愛知県陶融資料館)、藤沢良祐氏(愛知学院大学)に、貿易陶般

については小野正敏氏(国立歴史民俗博物館)に指導いただいた。

8.現地での基準点測量、空中写真撮影及び遺構測量の一部は株式会社フジヤマに委託した0

9.本書で使用した遺物写真図版は、すべて当研究所写真室が撮影した。

10。脆弱遺物の取り上げ及び保存処理、木製品の樹種間定は、当研究所保存処理室が実施した。

11.調査の概要は、当研究所の出版物で一部公表されているが、内容において本書と相違がある場合は

本報告をもって訂正する。

12.本書の編集は財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所があたった0

13.発掘調査の資料は、静岡県教育委員会が保管している。

フじ

ヌじ



凡例

1.座標は平面直角座標第咽系を用いた国土座標、日本測地系(改正前)を使用している。

2.本書で使用した遺構の表記は次のとおりである。

例)SF16 (SF:遺構の種別 16 :遺跡内の遺構種類別通し番号)

SB:竪穴住居跡 SH:掘立柱建物跡 SD:溝状遺構 SF:土坑

SP: SB外の小穴 p: SB内のピット

3.遺構図、遺物実測図の縮尺はそれぞれの図版に明記した。

4，遺物番号は、種類ごとに通し番号を付している。

5.本文中に用いる色彩に関する用語・記号は、新版『標準土色帖Jl(農林水産省農林水産技術会議事務

局監修 1992)を使用した。

6.本書の函中に用いたスクリーントーン等の使い分けについては、必要なものを各図の中で表記して

いる。
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第 I章総論

第1節静岡市西部地区の位置と環境

1 地理的環境

静岡市西部地区(静岡市葵区@駿河区)は、静岡県のほぼ
中央に位置する。この地域は、最北端を間

ノ岳 (3，189.3m)に代表される3，000m前後から2，000m台後
半の急峻な山脈(赤石山脈)とし、最南端

を安倍川@藁科川が形成した扇状地とする、南北におよそ
100kmを測る広大な地域である。行政界として

は、北側に長野県@山梨県、東に静岡市東部地区(静岡市
清水区)、西に川根本町や川根町@藤枝市⑨岡

部町、南に焼津市と接している。人口集中地区は市域の約
5.4%にあたり、南部に広がる静岡平野に集中

している。

~丘陵部の、奥側にあたる笹山構造線以北の部分は、約 1億
年前に形成された中生界白亜系四万十層群

に属する層で構成されている。北側は千枚岩質黒色頁岩、
下部タービダイト@下部に玄武岩質溶岩を主

体とし、南側では凝灰質頁岩・下部に安山岩質凝灰岩を主
体とする。これらの層は破砕しやすく、河川

に大量の土砂を供給する原因ともなっている。なお、藁科
川の源流は、この地域の南側にある。平野部

にほど近い部分は新第三系中新統と約5，000万年前に形成され
た吉第三系瀬戸川層群に属する層で構成さ

れており、安倍川東岸に走る十枚山構造線と糸魚川 静岡
構造綜によって、大きく三つの地域に分ける

ことができる。十枚山構造線以西の丘陵は古第三系瀬戸川
層群の頁岩および砂岩、頁岩互層、下部に玄

武岩質火砕流に砂岩を主とする層が縞状に入る地域が南側
に広くあり、北側を黒色頁岩で構成される。

十枚山構造線と糸魚川一静岡構造線聞は、新第三系中新統
の粗面岩が主となり、北に行くにしたがって

粗面岩や流紋岩から主として火山破屑物からなる層(御坂
層群など)に変化する。安倍川の源流はこの

地域にある。糸魚川一静岡構造線以東は、倉真層群や磯岩
、砂岩、シルト岩、それらの五層(相良層群

など)によって構成される。一方、安倍川下流西岸にある
高草山山塊の南側は玄武岩からなり、駿河湾

「酔矧上部ターピダイト
四万十層群4且品品

L 喜路間頁岩下部に安山岩質凝灰岩

「阻出頁岩およりゅ砦、頁岩互層、
! 下部に玄武岩質火砕岩

瀬戸)11層群十霊童臓を主とす柑

L関手通佳品質喜章、

怒~松脂岩

~流紋岩

区ヨ中位段丘堆積物(磯層)

図泥砂醐地盤

$]00岩

砂泥質地盤

~ill 玄武岩

重真層群など

低位段丘堆積物(磯層)

E三ヨ中イ立・高位段丘泥質堆積物
EE高位段跳積物(磯層)
機~砂磯質地盤

砂質地盤

泥質地盤

第1図 静岡市南部の地質(国土庁ほか『土地保全図~22より再トレース)
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に面する部分には枕状溶岩が観察される。これらの地質で構成される丘陵は、平野部の周辺で、も標高400m

前後と比較的高く、小河川によって解析された谷を多く持つ複雑な地形を呈している。これら丘陵部の

植生は、高山を除く地域ではヤブツバキ、ブナ、ミズナラ、クリ等の広葉樹林に、スギ、ヒノキなどの

針葉樹の人工林とが交互に入り込み、さらに低位の斜面部を中心としてミカン、茶などの畑に利用され

ている。

平野部は安倍川と藁科川の合流点以南から、平野部に突出した賎機山を東に回りこむようなかたちで

発達した扇状地である。これらの河川からもたらされた砂醸やシルトが厚さ100m以上にわたって堆積し

ているとされ、その蔚頂部にあたる賎機山丘陵南麓付近の標高はおよそ28mを測る。安倍川の流路に平

行する南向きにはおよそ0.4%の傾斜を持って下り、海岸線から0.5kmで、標高5m程度となる。安倍川河

口部から東側の海岸線には、安倍川から供給された砂礁が再堆積したと思われる砂堤が発達する地域が

ある。一方、これに直交する東向きでは0.3%程度とやや緩い傾斜となり、主に巴川の堆積による清水平

野につながる。麗頂部の北東側、すなわち賎機山丘陵の東側は、丘陵に遮蔽されて安倍)11・藁科川の堆

積物が充分に行き届かなかった部分であり、播鉢状に寵んで広く低湿地を形成している。その中心にあ

るのが巴川の源流ともなる浅畑沼である。これら平野部は、蔚頂部や自然堤防上を中心に広く市街地化

されている。後背湿地においても、農業振興地域以外の農地は次第に市街地の中に取り残されて維持が

困難になり、徐々に宅地等に開発されている。

平野を形成した河川のひとつである安倍川は、静岡市街地から北へおよそ34km遡った梅ヶ島の奥にあ

る安倍峠から発するサカリ川や、大谷崩から発する大谷川などを源流とする一級河川である。平野部で

の川幅は500"-'700mで、 0.5"-'0.7%の勾配で南に流下する。中流域の平均水位は1.81mで、あり、多量の

土砂を供給している。安倍川の最大の支流は、安倍川との合流点から北北西に24km遡った七ッ峰(標高

1，533.2m)南側にある大間付近を源流とする一級河川藁科川である。 )11幅は200"-'300mで、中流域の平

均水位は1.72mである。また、安倍川との合流点からおよそ2km上流の川原ほぼ中央には、『枕草子』に

も記された県指定名勝木枯森が茂っている。この二つの河川は静岡市街地の北西側約2.5kmで合流し、南

東向きに流れを変えておよそ6kmで駿河湾に至る。

o 5km 

』面司函函司
1凹 m

第2函 静岡市南部の地形と地名(地名は主なもののみ抜粋)
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2 歴史的環境

静岡市西部地区では縄文時代中期以

降、遺跡が把握されるようになる。弥

生時代中期までの遺跡は、主に丘陵尾

根部~裾部に分布する。弥生時代後期

以降は、沖積地の自然堤防上を中心に

遺跡が把握されている。ここでは、静

岡平野を合んだ概要を述べるとともに、

小瀬戸遺跡の主体となる歴史時代に重

点を置くこととする。

!日石器時代・縄文時代 静岡市西部

の遺跡から!日石器時代の遺物が得られ

たという報告は、今のところ極めて乏

しい。静岡・清水平野一円で、も、現在
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までに把握されている旧石器時代の遺跡は、有度丘陵上の北向き緩斜面上にある日本平遺跡、有度丘陵

の西麓にある宮川遺跡、庵原地区の午王堂山古墳群・大乗寺遺跡など数例にとどまる。

縄文時代の遺跡についても、他地域に比べれば決して多くはない。調査が行われていない遺跡が多く、

時期的な変遷を把握することは困難であるが、縄文時代全般を通じてみれば、その分布は①安倍)11 .藁

科川流域、②浅畑沼周辺、③有度山麓の3箇所に分けることができる。

①の地域は、河岸段丘の発達が大井川ほど進んでいないために、ごく狭小な河岸段丘上や丘陵の尾根、

丘陵裾部の緩斜面などを利用して小さな集落を営む{頃向が窺える。最も山深い位置にあるのが中期の野

田ノ段遺跡(静岡市葵区日向)であり、藁科川を南に臨む丘陵斜面にある。藁科川筋では中流域の遺跡

が把握できておらず、これに最も近い位置でもおよそ13km下流の養源山遺跡(葵区小瀬戸)となる。こ

の遺跡は西へは富士城(川根本町)を経て大井川流域へ、東へは本杉峠を越えて安倍川の支流伝いに交

通が可能な場所にある。藁科川下流域にある養源山遺跡、羽鳥遺跡(葵区羽鳥)、吉津遺跡(同吉津)は

およそ 3kmの範囲に分布する。この地域は、安倍川下流域の遺跡にも程近い。また、縄文時代遺跡が比

較的密集する朝比奈川上流域(岡部町)とも、小瀬戸谷を遡った西又峠や飯間谷を遡った野間沢峠を介

して比較的容易に交流することが可能な地域でもある。一方安倍川流域では、中流域に比較的広範囲に

及ぶ別所平遺跡(葵区松野別所平)がある。北に近接する津渡野段遺跡(同津渡野)との関係も想定さ

れる。これよりおよそ4km下流にある八十岡遺跡(同足久保口組)は、安倍川の支流である足久保川を

北に望む遺跡である。ここから東へ安倍川を渡河し、賎機山の付け根にあたる現在の桜峠付近を越えれ

ば、浅畑沼一帯へ通じることができる位置にある。このように、安倍川 e 藁科川流域の縄文集落はいず

れも、流域はもとより山間部ルートを介して近接地域と接することができる位置に営まれていることが

特徴である。

②の地域は、静岡平野北側の丘陵裾部に集落が営まれる。ここは賎機山に阻まれることにより安倍川@

藁科川の堆積作用が十分に及ばなかったことに起因する低湿地帯(浅畑沼)が広がっている。遺跡はこ

の低湿地帯の周囲に位置するため、相互の立地は水上交通も絡めた有機的なかかわりを持っていると考

えられる。つまり、これらの集落に生活する人々の生業は、他の地域に比べれば淡水湖における漁労に

偏重していたことが想定される。

③の地域は、有度山の緩斜面から山裾にかけて営まれる集落であり、静岡市西部では、最も縄文時代

遺跡が発達している。これには、有度山の駿河湾に面する南側斜面は急に切り立ち、他では縄文時代遺

跡が営まれ易いやや広めの緩斜面が頻繁に見られるといった地理的な有利牲が働いている。小河川によ

って開析された谷に区切られた緩斜面は上下に比較的広いため、他の地域に比べれば広範囲に及ぶ遺跡

が発達しやすい環境にある。この地域の遺跡は比較的古くから注目されてきた(静岡県1930、静岡市1930、

大津1935)01984""88に発掘調査が実施された神明原・元宮川遺跡からは後~晩期の土器とともに、クス

ノキ製の丸木舟や権、ヤスが出土している。これは、活発に漁労を行っていたことを示すものであるが、

集落自体が丘陵上~丘陵裾音防込ら次第に自然堤防上に移ってきたことをも示唆しているのだろう。

弥生時代 弥生時代の遺跡は、安倍川。藁科川の中@上流域には分布が把握できない特徴があり、出

現期である中期の遺跡は丘陵部に位置しながら、沖積地上にも分布し始める傾向がある。中期前半の遺

跡がみられるのは安倍川下流域西岸にある丘陵上で、セイゾウ山遺跡(駿河区丸子)がよく知られてい

る。この遺跡は1938年に行われた調査によって内容が確認されたものである(安本1939)。出土した条痕

文系土器を「縄紋式文化を持った土蓋に繭生式文化の接嫡を受けた民族によって焼成された土器」と位

置づけ二この一群を「丸子式」としている。中期後半に至ると、体部上半から口縁部にかけて縄文を施

す壷や、新たな器種としての高坪を伴う「有東式」が平野部の遺跡に出現する。この標識となる有東遺

跡(駿河区有東)は登呂遺跡の北北東に位置する遺跡で、 f王陵上にあるセイゾウ山遺跡より格段に広く、

つ
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沖積地上への本格的な進出を窺わせる遺跡である。この様な傾向は、巴川製紙工場内遺跡(駿河区用宗

巴町)や駿府城内遺跡(葵区駿府公庫|ほか)瀬名遺跡(葵区瀬名)、川合遺跡(同川合)等にもみられ、

沖積地、特に自然堤防上が居住に適するようになったという自然的な変化、水間を積極的に用いる生業

的な転化が、彼等に住まい方の転換を求めていった結果と捉えられる。

弥生時代後期に至ると、専ら自然堤防上に遺跡が分布するので、沖積地上に集落を営む傾向は定着し

たものと思われる。生産域である水田と、住居のある居住域が連続して検出されている遺跡で代表的な

ものは登呂遺跡(駿河区登呂)である。この遺跡は承知のとおり、戦時中に行われた軍需工場の造成に

よった発見され、戦後の弥生時代研究の晴矢となった遺跡であり、現在は特別史跡として保存・活用が

図られている。この他、豊田遺跡、小黒遺跡、有明遺跡、沙入遺跡など、静岡平野南部の広範囲に遺跡

があらわれる。

古1童時代 古墳時代の遺跡は、人々の埋葬施設である古墳が平野を取り囲む丘陵部に盛んに造られる。

一方で、それらを造り、葬られた人々が暮らす集落も依然として沖積地上を主体に営まれている。

静岡平野と東隣の清水平野(以後「静清平野」という。)では、古墳時代前期より神明山 1号墳(全長

71m)・午王堂山3号墳(全長81m)・三池平古墳(全長79m)など庵原)I!・巴川流域に前方後円墳や前

方後方墳が造られ始めた。一方4世紀後半、谷津山山頂に静清平野で最大の前方後円墳である谷津山1

号墳(全長110m)が築かれている。これらの立地から、この時期に中央政権とつながりをもち静清平野

を治めていた有力者は、当初庵原川・巴川流域に勢力基盤があったことが窺える。

古墳時代中期後半には、古墳群の盟主墳として小型前方後円墳が複数の地域に造られたことから、勢

力が小地域に分散して存在するようになったことがわかる。 5世紀末頃の前方後円墳としては、有度山

北麓に西の原1号墳(全長45.8m)、巴川上流の瀬名丘陵上に瀬名 5号墳(全長30m)がある。瀬名 5号

墳を含む瀬名古墳群は後期まで継続する。これらとほぼ同時期に、安倍川西岸・藁科川流域の尾根上に

も古墳が造られ始めた。

安f吾川西岸の丘陵上には、 5世紀末"-'6世紀に宗小路1号墳(全長37mト猿郷1号墳(全長55m)・

徳願寺山 1号墳(全長36m)が築造された。いずれも、二段築成の小型前方後円墳で、小規模古墳群の

中の盟主墳であると考えられる。このうち猿郷1号墳と徳願寺山 1号墳には、静清平野のこれまでの古

墳では採用されていなかった埴輪(円筒埴輪。形象埴輪)が配置されていたところに特徴がある。また、

6世紀中頃には有力者を示す墳形として方墳が造られるようになる。佐渡山2号墳は、横穴式石室を持

つ方墳で畿内との関係を示す古墳である。埴輪。方墳など静清平野の他地域には見られなかった文化が

採用された安倍川西岸地域には、中央政権と関係が深い新しい技術者集団の流入または移入があったと

いう推測ができる。 5世紀後半"'-'6世紀にかけて、寒冷期で河川氾濫が激化していた安倍川流域では砂

醸の堆積が進み、可耕地が拡大したといわれている。安倍川西岸に新たに広がった平地は、庵原川・巴

川流域の旧勢力の影響が薄く、新丈化を取り入れて発展した新興地域と考えられ、有力古墳の被葬者も

旧勢力とは別系列の首長であったと推測される。

このような状況から、古墳中期後半~後期前半にかけては、静j青全域が政治的 e文化的には均一に統

一されてはおらず、それぞれの小地域が独立してそれぞれの文化圏を形成していた、という姿が浮かび

上がってくる。つまり、静清全域を階層的に支配する盟主は存在せず、各小勢力が同列な位置づけでそ

れぞれの小地域を治めていたと考えられ、新興地域が直接王権に組み入れられていったことを示してい

るとも言えよう。その中にあって、 6世紀中頃に造られた賎機山3号墳は、その規模と大和政権の上疏

階級に匹敵する内容の副葬品を有することから、静清地方を越える政治的権力を持った被葬者を考える

ことができ、大和朝廷による地方の直接支配を示唆する。

古墳時代後期後半になると、下層階級まで古墳を造営するようになり、群集墳が爆発的に増加する。
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第1章総論

丘陵の尾根上のみならず丘陵奥地まで小規模古墳が密集して分布するようになる。これらの群集墳は、

いくつかの地域ごとに分けられる。東久佐奈岐古墳群(庵原川流域)・三滝ケ谷古墳群(巴川流域)・谷

間古墳群(有度山北麓域)・小鹿古墳群(有度山西麓域)・平城古墳群(安倍川西岸t或)などが代表的で

ある。安倍川西岸域の群集墳は千代古墳群⑮羽鳥古墳群・牧ヶ谷古墳群など、安倍川や藁科川に面した

丘陵の突端や谷上、または小支谷の閉口する部分に造られている。また、丸子の東海道筋に面した丘陵

tには大炉古墳群や稲荷神社古墳群などが、用宗海岸沿いの丘陵上には石部古墳群などが営まれている。

なお、安倍川中流域右岸には半兵衛奥古墳・西ヶ谷古墳のように、群集墳を構成せず単独で築かれる後

期古墳が複数存在し、他地域とはちがったあり方を感じさせる。

さて、これらの古墳を築造した人々の集落に関しては、現時点では不明な点が多い。人々は、安倍川

や田川によって形成された自然堤防上に住居を営み、水田を経営する生活を弥生時代から続けていた。

断続的に古墳時代全般に渡って続く集落(駿府城内遺跡・川合遺跡@鷹ノ道遺跡・神明原元宮川遺跡な

ど)と、弥生後期から継続し古墳前期で廃絶してしまう集落(豊田遺跡・登呂遺跡・上ノ山遺跡など)、

古墳後期になって開始される集落とが知られているが、中期の様相ははっきりしていない。集落の立地

が洪水などの災害による自然環境の変化に大きく左右されめまぐるしく変わっていたのであろうと推測

される。なお、古墳後期の有力な集落が、後の官街遺跡へと発展していったと考えられる。

奈良'平安時代 奈良・平安時代の遺跡も、やはり沖積地上に営まれる傾向がある。古代の静岡平野

には、安倍郡と有度郡が所在する。これらは曲金北遺跡で検出された古代の東海道を境とするため、平

野部の北部地域が安倍郡域に、南部地域が有度郡域に含まれる。

駿河国の政治の中心をなす国街の比定地は、安倍川の扇状地の最高所付近に位置する駿府城内遺跡と、

これより北西ヘ500rnほど隔てた静岡高校校地内遺跡(葵区長谷町)がある。前者からは、特に遺跡の南

東側で古代の遺物を多く出土する地域が認められており興味深い。後者ではまとまった資料が得られて

いないため、状況は明らかでない。

安倍郡街に関連すると考えられる遺跡は内荒遺跡・宮下遺跡・川合遺跡である。これらは静岡平野と

清水平野の接点付近の川合丘陵と長尾川に挟まれた一帯にあり、古代においてはここが平野部の中でも

っとも安定していた地域のひとつであったことが窺える。最も古く位置づけられるものは川合遺跡八反

田地区であり、掘立柱建物群とともに人名墨書のある土師器やものさしが出土している。内荒遺跡から

は、溝と柵列によって固まれた掘立柱建物群が検出されている。ここからは9世紀前半の助宗窯(藤枝

市)産の須恵器や、尾張産の灰紬陶器が多量に出土している。これらには「建J 0 i同」パ主J 0 i J 11万呂J

などの墨書が多く残されている。また、「造大神印」銅印や鋳帯金具が注目される。宮下遺跡は内荒遺跡

の東側に接する遺跡である。ここからは小規模な掘立柱建物や内荒遺跡で検出されたものに類する溝を

もっ掘立柱建物が検出されている。遺物は、内荒遺跡とほぼ同時期である 9世紀前半代から見られるが、

10世紀代までが主体となるため、内荒遺跡よりもやや新しい段階まで利用されていたことがわかる。ま

た、墨書も頻繁に見られる。

有度郡捕に関連すると考えられる遺跡は、安倍川の自然堤防上に位置するケイセイ遺跡(駿河区中間

三丁目)である。真北を指向する掘立柱建物や礎石建物、柵列が検出され、 8世紀中頃"'--'10世紀代の遺

物が出土している。注目されるのは9世紀代前半の尾張産の灰紬陶器や洛北産の椋紬陶器、「有厨I墨書

のある土師器の坪である。神明原の元宮)ii遺跡(駿河区大谷)では、同時期の祭IFrB遺構が検出されている。

古代の交通の要衝をなす駅は横田駅が知られており、地名からも谷津山西麓の地域に比定されるが、

の実態は明らかでない。これからおよそ1km東にある曲金B遺跡(駿河区曲金一丁目)からは、建物

跡や井戸が検出され、瓦が出土していることからも、横同駅に関する遺跡であると考えられている。

j駿河国分寺として有力視されるのは片山廃寺(駿河区大谷)である。東名高速道路の建設に先立って

- 5 -



発掘調査が実施され、 8世紀後半から10世紀前半の、一辺二町を測る寺域の中に配置される金堂・講堂・

僧房など主要な施設が明らかになっている。ここに瓦を供給するために作られたのが宮川瓦窯である。

これら一群の遺跡は、国指定史跡となって保存されている。

以上のような、地域支配の要となる部分については、徐々にその内蒋が把握されつつある。一方で、

一般民衆が暮らした集落は余り目だっていない。このころすでに安定していた安倍川の自然堤防上に集

落は営まれていたと考えられる。

中世 12世紀以降、東遠江~西駿河地域でも山茶椀生産が活発に行‘われて静岡市域にも盛んに融入さ

れる。この普遍的に出土する山茶椀が、 11世紀代よりも遺跡の存在を格段に把握しやすくしている。

一方、東遠江~西駿河地域での山茶椀生産が終意する13世紀末ごろを境に出土遺物量が激減するため、

14.-..-15世紀前半代を遺跡として明らかにすることは、いまだ模索されている段階である。したがって現

在では、人々の動きの多くを文献の成果に求めざるを得ない。

南北朝期には北朝方の今川範国が守護となり、駿府に入ったものとされている。当時南朝勢力は、今

川方から「安倍御敵」と呼ばれた狩野氏が、安倍)11・藁科川流域の山間部を拠点として活動していた。

狩野氏は伊豆狩野氏の一流であり、建武新政時には貞長が武者所に勤番している。建武3年 (1336)、南

北朝に分裂し騒乱状態になるに際して駿河に戻った貞長は、以後南朝勢力の一角を担うことになる。

狩野氏の拠点は、従来から安倍城であるといわれてきた。沼館愛三は、安倍川と藁科川に挟まれた丘

陵部の最高所でもある標高435.4mに築かれた本城を中心に尾根伝いの久住砦・羽鳥砦・千代砦 a 内牧

城を合む城砦群を、狩野氏が築いた安倍城と解釈している(沼館1933)。小和問哲男は、狩野氏が駿河の

南朝方の拠点としてこのような広大な城砦群を持って今)I!と対峠し得たのは、大覚寺統に伝領された服

部荘を基盤として後醍醐天皇が孫にあたる興良親王を派遣したことを要因に位置付けている(小和田1981)。

現在、城の遺構は本城や久住砦において観察することができるが、数段の曲輪、尾根を遮断する堀切で

構成され部分的に石積みを持つことから、今見る遺構は室町時代~戦国初頭に改修されたものと考えら

れる。このように現在では南北朝期の城の構造を知ることは極めて困難であるが、比較的高所でなおか

つ尾根を伝って広域にわたる連絡が可能な要害地形を「城」としていたことが想像される。

第1表周辺遺跡一覧表
番号 選 跡 ;(， 崎町 代 種別 番号 j室 跡 名 時 代 種別

小瀬戸遺跡(No.73-3地点) 古代・中近世 集落 29 ~ì竜ヶ谷古墳群 市墳後期 古墳

卜ト 東ヶ沢遺跡(No.74-2地点) 縄文 集落 30 瀬名 5号墳 古墳中期 古墳
小瀬戸城(向IJ1持) 中世 城館 瀬名古墳群 古墳 市i責

4 養源111遺跡 縄文 散布地 31 川合遺闘1 %卜勺二~近位 集落・墓

1 5 古枠遺跡 縄文 散布地 内荒遺跡 古代 官f討
6 牧ヶ谷iIf境群 j'iJ賞後期 古墳 宮一ド遺跡 古代 集落
7 猿郷1号墳 I，tj墳中・後期 r[i墳 32 日差機山3号墳 ，~.墳後期 古墳
8 平城古墳群 古墳後期 古墳 33 静i吋高校校地内遺跡 弥生 集落
9 徳;願寺1[11号墳 古墳中・後期 古墳 34 駿府城内遺跡 弥生~古代 集落
10 宗小路l号墳 古墳後期 古墳 35 谷津iln号墳 古墳前期 -iii墳
11 セイゾウ山遺跡 弥ヨ三中j切 散布地 36 曲金北遺跡 総生中~古代 ノk同・道路
12 稲荷神社i'i墳群 古墳後期 古墳 37 曲金B遺跡 古墳・古代 集落・官和I
13 大炉i'，'I墳群 i!i墳後期 古墳 38 fI'iの)ポ1号墳 山墳 ;，f賞
14 巴川製紙工場内遺跡 弥生中期 散布地 39 谷間古墳群 古墳後期 '，Iji賓
15 正i部古墳群 r!_l墳後期 ifT~墳 40 小泉遺跡 弥生末・古墳初 集落・永田
16 千代古墳群 古墳後期 古墳 41 ;盟問遺跡 弥生・古墳 集落・ノk問
17 羽鳥遺跡 縄文 散;(Iil也 42 有明遺跡 t亦生後期 集落
18 羽鳥古墳群 [~i墳後期 ，ej:t貫 43 有束遺跡 弥生 集落

19 羽鳥持 中世 城官官 44 ケイセイ遺跡 市代 集落

20 久{~二持 中世 おi自官 45 騰の送遺跡 羽生・古墳 集落
21 1({音域 中位 城官官 46 登品遺跡 弥生後@市i貰 集落園ノk閏
22 凶ヶ谷古墳 古墳後期 古墳 47 汐入選制 弥生.'，'ji責・中世 集落
23 半兵衛奥古墳 古墳後期] 古墳 48 t'll明尿・ Iし宮川遺跡 縄文~中III 集落ー祭紀
24 内牧城 ，+，世 城館 49 上ノ 1[1遺跡 縄文~古墳 集落・慕

城山r':i墳 古墳 古境 50 片山廃ーヰ 古代 寺院
25 八十!吋遺跡 縄文 散布地 51 宮川遺跡 !日石探~古代 散布地・集落

26 別所可Z遺跡 縄文 散布地 52 宮川瓦~ 出代 ifr窯
27 沖波野段遺跡 縄文 散布地 53 小鹿古墳群 古墳後期 l:!_日直

U.L琵皇謹一ー 中日1 城館
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第1章総論

o 2kr日

i==ニ~二"'"

第3図周辺の遺跡分布図
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松井助宗らを率いた今川範国が安倍城を攻撃したのは暦応元年 (1339)10月のことであるが、狩野氏

は宗良親王が駿河入りしたといわれる興国元年 (1340)にはまだ勢力を維持していた。しかし、延丈3

年 (1358)には「安部凶徒蜂起」に際して兵糧料所として預かっていた有度郡中田保。西嶋郷を今JII範

氏が伊豆走湯山へ返付していることからも(~静岡県史』資料編 6-591 以下『県史~ 0-00と略す)、

宗良親王が信濃国へ退去した興国2年以降、今川氏の攻勢によって延丈年間初頭までに南朝勢力として

の狩野氏はほぼ制圧されていたとみられる。

南北朝期に整えられたとされる城砦群は、更に西側の藁科川西岸域から上流部にかけて築かれている。

西岸域にある城は小瀬戸城である。この城の西側谷部には小瀬戸集落があり、興良親王の御所が所在し

たという「ゴショノ谷」という地名が存在する。この谷から南西に向かう県道静岡・朝比奈・藤枝線は、

志太平野へ抜けるための旧来からの間道である。この道は標高231mの西又峠を越えて西又川沿いに、鎌

倉御家人の涜れを汲む朝比奈氏の本拠地で、ある殿(岡部町殿)へ通じる。この道程と小瀬戸周辺は朝比

奈氏にとっても縁が深い。小瀬戸城のちょうど藁科川対岸にあたる新聞には、朝比奈氏の菩提寺のひと

つである見性寺があり、現在は廃しているが、小瀬戸にも同じく西福寺があった。また、天文12年 (1543)

には葉科荘内富士雅楽助跡が朝比奈又八郎に安堵されている(~県史~ 7 -1654)。後年まで今川氏の重

臣として活躍する朝比奈氏がいつから小瀬戸周辺に影響を及ぼせたかは確かでないが、このルートを今

川方が掌握することによって、志太平野の南朝方拠点である大津城への連絡路を遮断し、南朝方の各拠

点を孤立させることになったと考えられる。このことは、観応3年 (1352)に今川範氏が大津城の佐竹

兵庫入道らを攻め落とし(~県史~ 6 -513)、翌年にあたる文和2年には藁科川を遡って土岐氏の篭る土

岐山城攻めを行うといった一連の軍事行動からも察せられる。つまり一連の軍事行動までには、小瀬戸

を合む藁科川流域の南朝勢力が完全に排除されて、今川勢の自由な往来が可能になっていたと考えざる

を得ないのである。

土岐山城攻めの際に今川勢がまず取り掛かったのは、藁科JII上流部日向にある萩多和城である。その

まま藁科川の支流である黒俣川を遡り、土岐山城のーの木戸と称された護応土城に攻め上った場合、退

路を絶たれる恐れがあったのであろう。 2月11日に萩多和城、 13日に護応土1戒を落として、 18日から土
岐山城攻めが開始される。 25 日には土岐山城を陥落させ m県史~ 6 --520 . 521)、これによって藁科川

伝いに南朝勢力が駿府に至る恐れを一掃したのである。

後の永享5年 (1433) 9月3目、安倍城からおよそ12km安倍川を遡った場所にある湯島城が攻略され

ている(~県史~ 6 -1826)。ここには今川範政没後におこった永享の内証に際し、今JII範昔、の家督相続

を不服とする三浦ー進藤・興津・富士氏らとともに蜂起した狩野氏が、同年7月以来の転戦の末立て篭

もっていた。したがって、 14世紀後半以降、狩野氏は今川氏に恭順し、安倍山を領する一国人として命

脈を保っていたことになる。しかしこの内証の後、安倍山は幕府直轄領となり足利義教の御判御教書に

よって義忠に預けおかれる m県史~ 6 --1845)。なお、戦国期にここからさらに西へ、安倍川の支疏で

ある中河内川を4kmほど遡った落合を拠点とする狩野氏は、今川氏に追われた狩野氏の末商である。

戦国時代の静岡平野の中心は、今川氏の館を中心とした駿府である。この頃にはすでに、現代に踏襲さ

れる町割りの基礎は出来上がっており、おおむね近世駿府城二ノ丸の範囲に主要な機能がまとまっていた

ものと考えている。当時の繁栄を伝える史料は多くはない。 15世紀代では、永享4年 (1432)に将軍足利

義教の富士遊覧を迎えた今)11範政が、御座所である「富士御覧の亭」を新築したことが知られている(~富士

御覧日記~)。しかしおよそ半世紀後、今川義忠の戦死を発端とした文明の内証によって駿府は一旦焼け落

ち、長享元年 (1487) に当主となった氏親が、館とともに改修したとされる(~宇津山記~)。享禄 3年 (1530)

3月3日の『実隆公記』に記された「駿河府中二千余聞凹禄J (~県史~ 7 -1064) という火災の記事は、

氏親からその嫡子氏輝の代にかけて駿府が急速に発展していったことを填間見せるものである。
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第 1主主総論

第2節調査に至る経緯

混雑化する東名@名神高速道路の抜本的な対策として、昭和62年の道路審議会において第二東名@第

二名神の建設が建議された。その後、第四次全国総合開発計画の閣議決定、国土開発幹線自動車道建設

法の一部改正等を経て、平成元年1月に開催された第28回国土開発幹線自動車道建設審議会において、

飛島村~神戸市聞の第二名神とともに、横浜市から東海市に至る延長約270kmの第二東名高速道路の基本

計画が策定された。静岡県内においては東西に貫く形となり、その延長は約170kmで、あるo この基本計画

策定を受けて静岡県は、平成元年12月、第二東名建設推進庁内連絡会議を設置したが、教育委員会文化

課もメンバーとして協議に参加した。

その後、第二東名の基本計画については、文化財を含む環境影響調査等が行われ、他の公共事業や地

域開発計画との調整を図った上、平成3年9月24日には静岡県内長泉町~引佐町聞の都市計画決定告示

がなされた。

こうした環境影響調査と並行する形で、埋蔵文化財の分布状況の把握作業もなされている。第二東名

建設に関する調査の指示を受けた日本道路公団は、平成4年2月17日付で文化庁へ通知を行うとともに、

平成4年5月11日付ムで、日本道路公団東京第一建設局長から静岡県教育委員会教育長あてに、長泉町~

引佐町聞の埋蔵文化財分布調査、その手続きの依頼を行った。また、平成4年8月27日付で日本道路公

団東京第一建設局静岡調査事務所長から静岡県教育委員会教育長あてに、「第二東海自動車道の埋蔵文化

財包蔵地の所在の有無について」の照会がなされている。これを受けて県教育委員会は、平成4年9月

29日に関係市町村教育委員会を集めて、第二東名路線内の埋蔵文化財踏査連絡会を開催するとともに、

第二東名路線内における埋蔵文化財の所在についての照会を行った。踏査結果については、各市町村教

育委員会からの回答を基に協議を行い、県教育委員会が取りまとめたものを平成5年3月18日付で、静

岡県教育委員会教育長から日本道路公団東京第一建設局静岡調査事務所長あて回答がなされている。こ

の時点での調査対象箇所は136箇所、調査対象総面積が1，453，518mとなっている。

その後、長泉町~引佐町聞については、平成5年11月19日付けで日本道路公団に施行命令が出された。

これに伴い、日本道路公団東京第一建設局および静岡県土木部高速道路建設課、静岡県教育委員会丈化

課で、埋蔵文化財調査の進め方について協議が行われた。調査対象範囲の確定、個々の遺跡の取扱い等

について協議されるとともに、発掘調査の実施については日本道路公団が開)静岡県埋蔵文化財調査研究

所へ委託を行うことが確認されている。しかしながら、第二東名建設に伴う埋蔵文化財調査については、

短期間に膨大な調査量が想定され、そのための調査体制をどのように確保していくかが、大きな課題と

なった。

さらに平成6年度には、県教育委員会文化課職員が上記の調査対象箇所について、具体的な調査を進

めるための状況調査を行うとともに、前年示されたパーキングエリア・サービスエリア予定地について

の踏査を当該市町村教育委員会に依頼、年度末にはその報告@取りまとめがなされている。こうした状

況調査やあらたな踏査結果を基に見直しがなされた結果、この段階での調査対象地点は133箇所、調査対

象総面積は1，286，759mとなっている。

平成7年度後半には、路線の一部では幅杭の打設が開始されており、埋蔵文化財の調査の開始につい

てもかなり見通しがでてきた。こうした状況の中で¥第二東名建設に係る埋蔵文化財の取扱いを協議す

る場として、日本道路公団静岡建設所(平成6年2月設置)と県教育委員会文化課による「第二東名関

連埋蔵文化財連絡調整会議」が設置され、第1回の協議が平成7年12月13日に行われている。これ以降、

細かい埋蔵文化財の取扱いについては、この会議において協議していくこととなった。なお、日本道路

公団静岡建設所は平成8年7月1日をもって、日本道路公団静岡建設局に改組されている。
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平成8年度には、第二東名建設に係る埋蔵文化財の調査の実施が具体化し、日本道路公団静岡建設局

と静岡県教育委員会は、平成8年9月24日付けで第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財の取扱いについて

の確認書を締結、さらに調査実施機関である側)静岡県埋蔵文化財調査研究所を入れた三者は、平成8年

9月25日付けで第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査実施方法等について定めた協定書を締結し、

平成8年度内に一部埋蔵文化財の調査に着手していくこととなった。年度後半には、掛川市倉真のNo.94

地点、浜北市大平、のNo.136地点、同市四大地のNo.137地点の確認調査が実施されている。その後、平成9

年度からは、発掘調査も本格化し、県内各地の確認調査から順次着手していった。

一方、長泉町~御殿場市聞についても日本道路公団に対し、平成9年1月31日付けで建設に係る調査

開始指示が出され、さらに平成9年12月25日付けで施行命令が出されている。この区間については、建

設省の依頼により平成6年度後半に踏査が行われ、調査対象地点、のリストアップが行われていたが、調

査開始指示を受けて、再度平成10年9月2日付けで日本道路公団静岡建設局長より静岡県教育委員会教

育長あてに「埋蔵文化財包蔵地の所在の有無について」の照会がなされている。これを受けて、県教育

委員会文化課は関係する市町村教育委員会に平成10年9月25日付けで再踏査の依頼をするとともに、 10

月2日には踏査の実施に関する打合せ会を行った。 11月上旬には、長泉町・裾野市・御殿場市教育委員

会から踏査結果についての報告がなされたが、県教育委員会文化課はそれを取りまとめ、平成10年12月

17日付けで県教育長から日本道路公団静岡建設局長あての回答を行った。この区間で埋蔵文化財調査の

対象となった箇所は21地点、調査対象総面積は108，734ばであった。関係者協議の結果、これらの調査対

象地点についても、側静岡県埋蔵文化財調査研究所が調査を実施することとし、平成11年3月5日付け

で協定変更を行っている。

なお、第二東名に係る埋蔵文化財の調査は、関係者協議の結果、基本的には本線及びサービスエリア・

パーキングエリア、排土処理場について閑静岡県埋蔵文化財調査研究所が調査を実施、工事用道路及び

取付道路部分については、当該市町村教育委員会が対応することとしたが、調査の進展に伴う調査の事

業量の増大に側静岡県埋蔵文化財調査研究所の体制が追いつかず、本線部分の一部について、沼津市や

静岡市、浜北市、富士宮市、裾野市、富士市の各教育委員会に対応してもらうとともに、特に東部地域

を中心に、民間の発掘調査支援機関の導入を図った。

第2表静開地区現地調査の体制
平成9年度 平成10年度 5JI成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度

所 長 済藤忠 斎藤忠 斎藤忠 斎藤忠 斎藤忠 斎藤忠 続藤忠 粛藤忠

品リ pji- 長 池谷和三 山下晃 III-F 晃 I[I-F 晃 飯田英夫 飯田英犬 飯田英夫

常務想事兼総務部長 ニ三村岡昌 a~ 伊藤友雄 伊藤友u;il 伊藤友雄 粂回徳幸 粂同徳幸 平松公夫 平松公夫

次 長 鎌田英巴 鎖t田英巴
市古
総務課長 fJJIt1i野英治 杉木敏雄 杉木敏雄 杉木敏雄 本杉昭一 本杉昭一 鎌田英巳 鎌岡英巴

務
経玉県専門員 稲葉保幸 稲葉保幸 稲葉保幸 稲葉保幸 稲葉保幸 稲葉保幸 稲葉保幸 稲葉保幸

主主 総務係長 後藤稔 問中総代 問中級代 田中雅代 山本広子 山本広子 山本広子 佐藤美奈子

部
会計係長 杉田智 杉田智 大石真二 大橋蒸 大橋蒸 大橋薫 野島尚紀 野島尚紀

当 白日 〕三 任 鈴木秀幸 鈴木秀幸

事 鈴木秀幸 鈴木秋侍 鈴木秋博

百日 長 {it且英犬 ;u.t丘英夫 佐藤達雄 佐藤達雄 佐藤達雄 111本昇平 山本昇平 111本昇平

次 長 東野克己 佐野五十二三 及川司
栗野克己
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第 1主主総論

こうした経過の中で、静岡市西部地区における第二東名建設に伴う埋蔵文化財調査について、確認調

査の対象をNO.67""75地点の9地点に、本調査の対象をNO.69地点(キョウダイヤト遺跡)、 NO.70地点(キョ

ウダイヤト遺跡・内牧城跡・城山古墳)、 NO.72地点、(小瀬戸城跡)、 No.73-1.-.._.3地点(小瀬戸遺跡)、 NO.74-

1地点(小瀬戸城跡)、 NO.74-2地点(栗ヶ沢遺跡)、 NO.75地点(番匠カイト遺跡)及び代替地(有東遺

跡)の8地点とした。本調査の実施については、 72. 73-1・73-3の一部・ 74-1・75地点を静岡市

教育委員会が担当し、他を側静岡県埋蔵文化財調査研究所が受け持った。作業の着手は用地買収が進ん

で、一部調査実施が可能となった平成9年度以降となった。

第3節確認調査

1 調査の体制

静岡市西部地区の確認調査及び本調査は平成9""15年度に実施しており、その体制は第2表のとおり

である。この体制は、日本道路公団静岡建設局各工事事務所の範囲に合わせて設定した静岡工区(静岡

市・藤枝市・島田市)のうちの静岡市西部地区で実施したものである。

静岡市西部地区の担当は、確認調査段階では静岡市駿河区緑が丘町に所在する中原整理事務所を、本

調査段階では各現地事務所を拠点として各現地調査を実施している。

2 確認調査の方法と経過

(1 ) 位置と現況

第二東名の路線は、静岡・清水平野の北縁にある丘陵部を東西に横断する。静岡市西部地区での路線

はおよそ29kmを測る。なお、計画ではトンネル9箇所、インターチェンジ 1箇所、パーキングエリア 1

箇所が計画されている。路線の多くは丘陵部をトンネルで通過するものであり、河川によって開祈され

た部分では高架橋で谷を横断することとなる。

路線内の丘陵地の現況は、多くが杉・桧の植林や竹林、茶畑として利用される。土採りによって大き

く改変されている丘陵は見当たらない。したがうて、各丘陵の地形は、ほぼ本来の形状が残されている

とみられる。一方、平野部@谷平野においては、道路や建築物@宅地によって開発されている部分もあ

るものの、水田や畑に利用されている部分が比較的多い。

(2) 対象地点の選定

第二東名路線範囲において、静岡県教育委員会および静岡市教育委員会が確認調査を必要とする対象

地点とその範囲を選定している。その後においても、路線範囲の変更や側道等とい》った本線以外の工事

範囲の確定、さらに遺跡の所在の再確認等によって、対象地点の範囲の変更や新たな対象地点の追加も

同様に行われた。最終的に、静岡市西部地区では9ヶ所の対象地点 (No.67，-....，75地点)及び代替地1箇所

の計10ヶ所が選定された。

10ヵ所の対象地点の内、 3地点 (No.70・72地点、代替地)は既に周知の埋蔵文化財包蔵地(以下、周

知の遺跡)を合んだ場所、その他は周知の遺跡を含まないが、遺跡の存否を合めて確認調査は行う必要

があるとされた場所である。周知の遺跡を含むNO.70地点は、丘陵上に南北朝期の山城(内牧城跡)及び

古墳(城山古墳)の存在が知られていた場所である。丘陵は安倍川と藁科川の間にある山塊から派生し

た小さな尾根で、急峻な地形を備えることから、斜面部を含めて全面に遺跡が及ぶ可能性が高いことか

ら、開発範囲のすべてを対象地点の範囲とした。同じくNO.72地点は、丘陵上に戦国期の山城(小瀬戸城

1
1
-



第4図 第二東名の路線と対象地点

跡)の存在が知られてーいた場所である。対象となったのは、城域の最高所から北へ派生する痩せ尾根で

あるが、曲輪とも考えられる複数の平坦地が観察されていたことから、開発範囲のすべてを対象地点の

範囲とした。代替地は、安倍川が形成した自然堤防上にあり、弥生時代中期~古墳時代前期の遺跡であ

る有東遺跡の範囲内にある。現地表面から 1m弱下位で、遺構面に到達するため、遺跡の保全が図られな
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いと判断され、開発範囲のすべてを対象地点の範囲とした。

但) 調査の方法

第 1章総論

確認調査の開始にあたっては、まず駐車場・作業員棟設置等の準備と並行して、対象地点の位置と範

囲を確認した。調査区は、対象地点の多くが斤ー陵上であることから、 トレンチを基本とし、把握の難し

い場合はその周囲を拡張した。また、遺跡の有無とともにその範囲を把握するため、調査区を対象範囲

の全域にわたるように設定することに努めたが、急斜面部においては、作業の安全上を考慮してやむな

く調査区の設定を避けた部分もある。調査区の掘削は、 NO.69地点、 NO.73地点や代替地、 70地点、 74地点

と75地点の一部以外は、重機が入らない場所で、あったので、表土から人力で、行った。

土層については、特に遺物や遺構を発見した場所について、遺物包含層と遺構面の判断に重点を置い

て、平面や調査区各壁の土層断面によって検討し、記録した。ただし、丘陵上では表土や流土・崩落土

層直下が遺構面となる場合が多く、遺構の有無確認の方に重点を置いて調査を行った。

発見した遺構については、遺構面・覆土 e平面形を調査区内で把握し、記録した。遺構であるか、根

痕や撹乱・自然地形等であるか判断できない場合は、実際に覆土を掘り下げるか、遺構全体を把握でき

るように部分的に調査区を拡張して判断に努めた。

出土遺物については、基本的には位置と層位を確認・記録した後に取り上げたが、遺構内でまとまっ

て出土した遺物など遺構の性格をあらわすものについては、本調査をすることを前提として、出土位置

に残したままとした。以上の方法によって、遺構や遺物の確認と層位の把握を行い、遺跡の有無、さら

に発見した遺跡の範囲について判断した。

現地の記録図面は、全体図は1/100、土層断面もしくは柱状図は1/20を基本とし、必要と判断した遺構

図等は1/20もしくは1/10で作成した。なお、測量基準杭は、三角点や第二東名の工事関係用基準杭を使

用し、その国土座標をもって作成した。また、条件を満たす基準杭がなかった場合は、任意に基準杭を

設定して記録作業を実施した。現地記録写真は、作業工程撮影用と併行して35mm判カラーネガを用い、

必要に応じて、 35mm判や6X7判のモノクロも使用した。

調査区の埋め戻しについては、各地点あるいはその部分の事情に合わせて行った。

(4) 調査の経過

各地点の確認調査は、実施できる条件がそろい、要請のあった順に実施した。よって、地点順に確認

調査を実施してはいない。また、問主地点内でも部分的に数度に分けて確認調査を実施せざるを得ない

場所もあった。その場合は， rNo.73地点その 1J 等として実施することとした。

各地点の調査期間は、第3表のとおりである。それぞれに示した期間内において、先述の調査の方法

に従って確認、調査を実施し、遺跡の有無と範囲を把握した後、調査を終了している。

3 各地点の概要

(1) NO.67地点

{立置。立地と現混 静岡市葵区遠藤新聞に位置する。標高120"'-'150mの南へ張り出した尾根上であり、

茶畑ー杉の植林に利用され、部分的に雑木林が残存していた。茶畑や植林に際して若干畝:1犬に改変され

ている部分もあったが、現況では大きな地形の変化は認められなかった。

対象地に近接して古墳が確認されており、対象地内にも墳丘と思われる高まりや、石室の石材の可能

性を感じさせる離の散布がみられる箇所があったため、古墳が存在する可能性を想定した。

調査方法と確認状説 墳丘と思われる高まりや、離の散布域を中心にトレンチによる調査を入力で行っ

た。表土は厚さ10cm前後で、その下位に厚さ50""'70cmの礁の混じる黄褐色土、さらに赤褐色~黄褐色の
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第5図 各地点対象位置図1

基盤層を確認した。墳丘と思われた高まりの頂部付近で同一個体である須恵器の書体部片2片が出土し

たが、遺構は検出されなかった。

結果 本地点対象範囲内において、遺跡が残存しているという根拠は得られなかった。

(2) No.68地点

位置・立地と現涜 静岡市葵区幸庵新田に位置する。標高140~150mの南へ張り出した尾根上であり、

茶畑や杉の植林に利用され、部分的に雑木林が残存していた。茶畑や杉の植林に際して若干畝状に改変

されている部分もあったが、現況で、は大きな地形の変化は認められなかった。

対象地内には、堀切状のくぼみや平坦部がみられたため、 111城に関わる遺構の存在を想定した。また、

近接地域には、尾根上に古墳がのる例がみられるため、古墳の存在も考慮した。

調査方法と確認状現 堀切状のくぼみや平坦部を中心にトレンチによる調査を人力で、行った。表士は厚

さ20"-'30cm程度で、その下位に厚さ15へ'120cmの角醗の混じる褐色士、さらに基盤層である岩盤を確認し

た。堀切状のくぼみは地すべりの跡であり、平坦部も自然地形であることが把握された。

結果 遺物の出土はなく、遺構も発見されなかったため、本地点対象範囲内において、遺跡が存在して

いるという根拠は得られなかった。

(3) No.69地点

位置@立地と現j兄 静岡市葵区内牧に位置する。標高54m前後の内牧川による沖積地で、水田・畑・宅
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第1章総論

地に利用されていた。堆積土が厚いため、地表面からは遺跡の存在は把握できなかった。

調査方法と確認状況 橋脚が築かれる位置を中心に、 4"'5m四方のグリッドを複数個所設定して、主

に重機を用いて掘削を行った。内牧川左岸一帯は、いずれの箇所からも砂利・砂・シルトの互層が確認

され、内牧川の把濫原が広がっていることが把握された。内牧川右岸でも、現地表面からおよそ2mに

わたって内牧川による堆積物が確認されたが、この下位にある黄褐色~暗褐色粘土層において奈良時代

の遺構および当該時期の須恵器・土師器が検出された。

結果 内牧川左岸地域では、遺物の出土もなく、遺構も確認されなかった。右岸地域では遺物包合層お

よび遺構の存在が認められ、遺跡が存在していることを確認した。現在この遺跡をキョウダイヤト遺跡

としている。

(4) No.70地点

位置・立地と現涜 静岡市葵区内牧に位置する。標高99.1mを頂部とする城山とその西側尾根からなる

丘陵部、南側の谷によって構成される。丘陵部は多くが茶畑に利用されていたが、部分的に雑木林や竹

林となる。茶畑に利用されていた部分には、古墳に用いられていたものと思われる石材や古タイヤを積

み重ねて土留めとした段が一面に造成され、かなり地形が変化していることが知られた。また、谷の奥

(北西側)では、大規模な地すべりによって形成されたとみられる高さ約2mのほぼ垂直な崖面が認め

られた。対象地内では、地表面で明確な遺構を把握することはできなかったが、丘陵頂部を中心に内牧

城跡が、頂音防当ら南東に突出する尾根先端に城山古墳が存在することが判明していた。

調査方法と確認状況 内牧城の機能が城山の急峻な地形に集約されていると理解し、城山一帯の詳細な

地形測量を実施し全体像を把握することとした。沼館愛三が記録した見取り図(沼館1933)では、丘

陵上を中心に山城が築かれ、南側尾根末端に古墳が存在することが把握された。また、畑の土留めに用い

られている石材についても、石室から引き出されたものであることが地元民からの聴き取りで判明した。

結果 丘陵上を中心に、内牧城跡が存在することが確認された。また、南側尾根末端に横穴式石室を持

つ古墳1基(城山古墳)の存在が確認された。

(5) NO.71地点

位置@立地と現混静岡市葵区内牧に位置する。標高165m付近を頂点とする北東向きの尾根であり、頂

部の一部と北向き斜面が茶畑で、あったほか、多くの部分が杉の植林に利用されていた。頂点付近には幅

20m、長さ60mほどのやや平坦な部分があるが、北東向きに下がるに従って徐々に狭くなり、標高120m

付近で、はi幅3m程度の痩せ尾根となる。調査対象地は、内牧城と尾根続きであるため、 UJ城に関する遺

構の存在を想定して調査を実施した。

調査方j法去と確認状j現児 等高線に直交.平行する位置に幅1mのトレンチを1日3本設定し、すベて人力で

査を実施した。厚さ 5へ"'-'2却Ocmの表土下にに、褐色~黄褐色シルト(厚さ10"-'30cm)、地山に起因する牒を多

く含む樫色シルト(厚さ30cm)の)1慣で堆積しこの下に岩盤が検出されている。

結果 いずれのトレンチからも遺構・遺物は検出されなかったため、本地点対象範囲内において、遺跡

が存在しているという根拠は得られなかった。

(6) NO.72地点

イ立置・立地と現況 静岡市葵区小瀬戸に位置する。小瀬戸城から北側へ延びる、標高150m付近から99m

に至る尾根であり、主に茶畑と杉の植林に利用されていた。標高151m付近に、尾根を遮断するi幅10m前

後の堀切が東西方向に掘られていることが現況地形で観察されていた。尾根は部分的に小さな平坦部を

持つ3~- 5 mの痩せ尾根であり、小瀬戸城の曲輪が存在することを想定して調査を実施した。

調査方法と確認状現 尾根上に、およそ220mにわたってトレンチを設定し、人力で掘削した。その結果、

尾根の至るところから、現在の山道とは異なる位置にある道状の遺構が検出された。また、平坦面から

一日一



は炭を多く合む士坑が2基検出された。

結果 検出された遺構は表土から掘りこまれたもので

はないので、小瀬戸城の時期に遡る可能性が想定され

た。なお、この地点の確認調査・本調査については、

静岡市教育委員会が担当している。

(7) No.73地点

位置・立地と現混 静岡市葵区小瀬戸に位置する。小

瀬戸谷川が開析した標高59"'72mの谷部にある。付近

は主に山沿いが宅地に、谷の中心部が水聞や畑といっ

た耕作地に利用されていた。谷は小瀬戸谷川や安倍川

による堆積が厚く、現況地盤では遺跡の存在は把握で

きなかった。しかし、「ゴショノ谷」や「門内」という

南朝に関わりのあると考えられる地名や集落の機能を

示す地名が散在することからも、中世集落の存在が想

定された。

調査方法と確認状j見 調査対象地全域にわたって 3"-'

5m 四方のテストピットや幅2mのトレンチを設定し、

重機と入力を併用して掘削した。その結果、谷の奥側

の一角に古代に遡る集落が検出された。その他の部分

には、全域に渡って中世~近世の集落と水田が検出さ

れた。

結果 調査対象地のほぼ全域から中世~近世の遺跡が

確認された。なお、この地点の確認調査については、

静関市教育委員会と当研究所が地域を区切って分担し、

本調査は73-3地点を当研究所が、他を静岡市が分担

し実施している。

陪) No.74地点

位置@立地と現j兄 静岡市葵区小瀬戸・飯聞に位置す

る、小瀬戸城本曲輪から南西方向に続く尾根上を中心

とした部分である。この地点は広範囲に及ぶため、地

形の変化点によって74-1' 2・3地点の3ヵ所に分

割して調査を実施している。 74-1. 2地点にあたる

丘陵部は標高115~169mで、尾根や斜面の多くは杉の

植林や竹林、茶畑に利用されていた。 74-3地点は74-

2地点東側の谷沿にある平坦面で、標高90"'97mを測る。この地点は宅地等に利用されていたG いずれ

第6図

の地点でも小瀬戸城に関する遺構の存在を想定して調査を実施した。

調査方法と確認状現 74-1地点では、等高線に概ね直交・平行する 8ヶ所のトレンチを入力で掘削し

た。その結果、焼土を合む土坑や溝、縄文時代の石斧が検出されている。 74-2地点でも等高線に直交・

平行する位置に30本のトレンチを設定し入力で掘削した。地点の中程にある尾根上において現況地形で

観察されていた尾根に平行する方向のi幅の広い溝は、掻き揚げられた土が両側に盛られ、深さは2mに

及ぶことが判明した。また、尾根の平坦部を中心に、複数の土坑や溝が検出されている。 74--3地点に

po 



第 l京総論

第3表調査実施期間

遺跡1'， 地点(内容) 而(n:l'積) 
平成9年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度

415 617 819 10111 1211 213 415 617 819 10111 1211 213 415 617 819 10111 1211 213 415 617 819 

67(雌認) 35 回

68(l確認) 340 回 固・

キョウダイ
69(確認) 942 ー園田

ヤト遺跡
69(本調査) 169 

内牧城跡ダ・ 70(椛認)
キョウイヤ
ト遺跡・城111

70(本制査) 4，872 回7片墳

71(確認)

73 <1i的忍) 1，347 
小瀬戸遺跡

73 3(本制査)

74(碓認)
栗ヶ沢遺跡

74 2(11確認)

有東遺跡 (本調査) 662 園田-・圃

遺跡名 地点(内容) 市(rr積n 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度

10111 1211 213 415 617 819 10111 1211 213 415 617 819 10111 1211 213 415 617 819 10111 1211 213 

67 (1確認)

68W在認)

キヤョトウ遺ダ跡イ
69(確認)

69(本調査)

内牧城ウ跡ダ ・ 70 (1t在認)
キヨ イヤ
ト遺跡・城山

70(本調査)
古墳

71(確認)

73(確認)
小瀬戸遺跡

73-3 (本調査) 21， 163 

74 2(雌認) 200 回国

栗ヶ沢遺跡
74-2(本調査) 7，352 

有束遺跡 (本調査)
..L.ー」ー」ー』ー

ついては、等間隔に8ヶ所の トレンチを設定し、重機を用いて掘削した。近現代の造成が激しく、遺構 ・

遺物は確認されていなし、。

結果 74-1・2地点では、縄文時代と中世以降の遺跡が確認された。 74-3地点では遺構・遺物は検

出されなかったため、本地点対象範囲内において、遺跡が存在しているという根拠は得られなかった。

なお、この地点の確認調査の多くは、静岡市教育委員会が担当し、本調査は74-1地点を静岡市、 74-

2地点を当研究所で分担し実施している。

(9) NO.75地点

位置・立地と現況 静岡市葵区飯問、飯間谷川左岸に位置する。西側の丘陵裾部から飯間谷川に近い低

地部にかけて西から東へ傾斜する地形であり、現在は安定した丘陵裾部を宅地等の居住域に、低地部を

水間や畑に利用している。調査地点は2ヶ所に分かれ、下流側をA区、上流側をB区とした。

調査方法と確認状況 A区・ B区ともにトレンチを設定し、人力・重機で掘削した。 A区の丘陵裾部か

らは土坑や小穴が、低地部からは水間が検出されている。 B区では遺構・遺物は検出されず、丘陵裾部

月
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を中心にみられる平坦面は現代の造成によるものと把握された。

結果 A区では、戦国時代にあたる遺跡が存在することが把握された。 B区では遺跡が存在していると

いう根拠は得られなかった。なお、この地点の確認調査・本調査については、静岡市教育委員会が担当

している。

第4節本調査

1 本調査の方法と経過

本調査を実施した対象地点とその範囲は、前節で述べた確認調査の結果に基づいて静岡県教育委員会

から示されたものである。なお、本調査を実施した対象地点および対応する遺跡名は、 No.69地点キョウ

ダイヤト遺跡、 NO.70地点キョウダイヤト遺跡・内牧城跡・城山古墳、 NO.72地点小瀬戸城跡、 NO.73-1'"'-./ 

3地点小瀬戸遺跡、 NO.74-1地点小瀬戸城跡、 NO.74-2地点栗ヶ沢遺跡、 NO.75地点番匠カイト遺跡及び

有東遺跡の8箇所であり、 NO.72・73-1・73-3・74-1・75地点の調査を静岡市が、他を当研究所が

実施した。

本調査の実施においては、調査範囲及び調査に必要な諸用地(作業員棟・駐車場用地等)が確保でき

たこと、立木伐採・除去等の調査環境が整うこと、調査を行う体制が整うことといった条件がそろい、

要請のあった順に開始することとなった。したがって、西から東、東から西へといったような整理され

た順序で調査を実施することはできなかった。

調査の方法は、第3節で述べた調査体制の中である程度の統ーを図った。しかし、詳細においては各

調査で異なるため、各遺跡の調査方法と経過については、各遺跡の報告で述べることとする。

2 本調査の概要

静岡市西部地区の調査結果の概要は以下のとおりである。ここでは時代ごとに発見された遺構・遺物

を概観してみたい。

縄文時代 縄文時代の遺構は、栗ヶ沢遺跡 (No.74-2地点)で検出されている。前述のとおり、 藁科川

沿いには小規模な縄文時代遺跡

が点在しており、今回の発見も

この類型と捉えられる。栗ヶ沢

遺跡では、 UJ間部の尾根上、あ

るいは鞍部の比較的平坦面が発

達した部分に生活の痕跡が集中

していることが特徴である。遺

構は土坑や小穴で、あり、竪穴住

居は明確でない。近接する養源

山遺跡は山裾にあり、 栗ヶ沢遺

跡とは立地を異にする。現在で

は資料が少なく明確にできない

が、時期によって生業や居住す

る環境が変わっているのであれ 写真1 本調査の状況(小瀬戸遺跡)
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第 l主主総論

ば興味深い。

弥生時代~古墳時代 弥生時代の遺構は、有東遺跡で検出されている。中期のものと考えらえる掘立柱

建物4棟以上、土坑、溝、小穴等が検出され、同時期の土器、石器・石製品、木製品が多量に出土して

いる。調査面積は狭かったものの、遺跡の中心域の一角で、あった可能性が高い。

古墳時代については、城山古墳 (No.70地点)が調査されている。この古墳は、丘陵の南向き斜面に単

独で築かれる、横穴式石室を主体部とする古墳である。石室の側壁は二抱え大程度の割り石で積まれ、

床には部分的に拳大前後の円礁が敷かれていた。遺物は盗掘等によってほとんど残されていなかったが、

玄室の全面から出土した須恵器の杯身から 7世紀後半~末頃の年代が知られる。このような、丘陵端部

に単独で築かれる古墳は安倍川中流域右岸に複数あり、他の地域に普遍的に見られる群集墳とは異なっ

たあり方を感じさせる。

古代 古代の資料はキョウダイヤト遺跡 (No.69・70地点)、内牧城跡 (No.70地点)で検出されている。キ

ョウダイヤト遺跡からは広い範囲にわたって奈良~平安時代初頭の遺構が検出されている。北側に内牧

城がのる丘陵を控えた谷部からは、須恵器の浄瓶や土師器の蛮が埋め込まれた土坑が検出されている。

この丘陵の表層は破砕した岩石からなっているため、谷を埋める堆積物は極めて崩れやすいものである。

谷に面した部分に施設を設けるに際して、土砂崩れ等を予防し、施設を保護するための地鎮の意味が込

められているものと考えられる。また、この丘陵と内牧川との聞にも同時期の遺構が展開している。奈

良時代~平安時代初頭には、この地域の中心的な施設が一帯に営まれていたことを窺わせる発見となっ

た。また、小瀬戸遺跡 (No.73-3地点)から検出された平安時代の掘立柱建物群は、灰紬陶器や緑紬陶

器を伴っており、周辺の中心的な施設であった可能性を窺わせる。

中世以降 内牧城跡 (No.70地点)は、南北朝期に南朝方の山城として整備されたものといわれる。調査

の結果、城に伴う明瞭な遺構は確認されなかったが、周囲の急峻な地形は要害性を示すものとして大い

に評価できるだろう。戦国期の遺構は、小瀬戸遺跡で、水旧が検出されている。度重なる水害を乗り越え

て耕作を行っていた様子が把握されている。

第5節資料整理

1 資料整理の体制

本事業では、第2節のとおり現地調査を優先したため、基礎整理は継続的に実施してきたものの、本

格的な資料整理・報告書作成の作業はしばらく実施することができなかった。

現地調査・基礎整理を工区・地区ごとに実施してきたこと、現地調査を優先したため多くの資料整理

が必要となってきたこと、その多くの遺跡の資料整理を各現地担当者が同時に実施するのは物理的に不

可能なことなどから、資料整理および報告書の作成は、現地調査の実施と同様に工区や地区ごとのまと

まりの中で、順次遺跡ごとに実施することとなった。

静岡市西部地区の資料整理は、平成15年度末時点で現地調査が全て終了できたため、平成16年度から

部分的に開始した。現在(平成19年3月時点)、資料整理は中原整理事務所で実施している。なお、遺物

の写真撮影は当研究所写真室、金属製遺物のクリーニングおよび木製品等の保存処理は当研究所保存処

理室での実施を基本としている。

静岡市西部地区の資料整理体制については、現在も資料整理継続中のために、現地調査の体制のよう

に一括掲載することはできない。よって、各報告書にてそれに関わる資料整理の体制を示すこととする。

なお、本書に関わる資料整理の体制は下の第4表のとおりであるが、他にも多くの者が参加している。
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第4表 静岡地区資料整理の体制

平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度

所 長 新藤忠 預?藤 忠 粛藤忠 預f藤忠 擁f藤 忠 開f藤忠

高リ 所 長 山下晃 飯岡英夫 飯岡英夫 飯問英夫

常務現事兼総務部長 粂同徳幸 粂問徳幸 粂同借;幸 平松公夫 平松公夫 平松公夫

次 長 鎌問英巳 鋪夜間英巴 鈴木大三郎 鈴木大二郎
総
総 務 課 長 本杉nf{- 本杉Rf{一 鎌問英巳 鎌田英巳 鈴木大三郎 鈴木大二郎

経:an専門員 稲葉保幸 稲葉保幸 稲葉保幸 稲葉保幸 稲葉保幸

務
担
総務係長 111本広子 111本広子 山本広子 佐藤美奈子 佐藤美奈子 佐藤美奈子

会計係長 大橋燕 大橋蕪 野島尚紀 野島尚紀 野島尚紀

者R
刷 主 任 鈴木秀幸 中鉢京子

き当
主 事 鈴木秋 I'\~ 鈴木秋 I'\~

事 務 員 調所由美

fi~ 長 佐藤迷剖fi 111本昇平 山本昇平 111本昇平 石川素久 石川素久

次 長
東野克己 栗野克己 栗野克己 栗野克己

中11府郁夫
稲葉保幸

rifM 
及川 司 中|嶋郁夫 中11尚郁夫 中嶋郁夫 及川 青j

担 当 課 長 及川 TI1 篠原修二 中嶋郁夫 中嶋郁夫 中111鳥郁夫 及川 司
査
工 区 任 加藤理文

日1
市司 査 係 長 河合修

究 主 任調査研究 員 河合修

部 調査研究員 川|上努 川上努 川上努 川上勢 鈴木淑子 鈴木淑子

市リ 主 任 中鉢京子

事 務 員 調所由美

2 資料整理の方法と経過

現地調査・ 資料整理とも工区・地区ごとに実施していくことから、報告書・も地区ごとに作成していく

こととなった。したがって各地区の最初には、工区 ・地区単位で実施してきた調査の経過や概要等を地

区ごとにまとめた本章(総論)を掲載することとした。

以上により、静岡市西部地区における第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書は、本書を

「静岡市-lJとして、総論と小瀬戸遺跡、栗ヶ沢遺跡の報告を掲載し、続く「静岡市-2Jに有東遺跡、

「静岡市-3J残る静・岡市西部地区の遺跡(キョウダイヤ ト遺跡・内牧城跡 ・城山古墳)を、そして「静

岡市-4Jに静岡市東部地区(静岡

市清水区)の総論とNO.66地点庵原城

跡を掲載するこ ととした。

資料整理の作業についてであるが、

前述した資料整理の体制同様、現在

資料整理継続中のために一括掲載す

ることはできない。したがって、各

遺跡に関わる資料整理の方法と経過

は各遺跡の報告中に記すこととする。

小瀬戸遺跡の資料整理および報告書

作成作業については第2章第2節に、

栗ヶ沢遺跡の資~I.望室理および報告書

作成作業については第3章第2節に

言己している。 写真2 整理作業の状況
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第2章小瀬戸遺跡

第2章 小瀬戸遺跡(第二東名No.73-3地点)

第 1節位置と環境

1 位置と地理的環境

小瀬戸遺跡は、静岡県静岡市葵区小瀬戸の、標高58"'--'80m程度の北向きに開く谷地形 tに位置する。

この谷(以下、「小瀬戸谷」と表記する。)は、小瀬戸谷川によって開析されたものであり、谷を埋める

土砂も谷の入口付近は藁科川の影響を受けるが、他は小瀬戸谷川とその小さな支流がもたらしたものが

主体となる。谷は、小瀬戸j成がのる丘陵の張り出しによって入り口が狭められているが、半ばあたりで

は幅が300m近くになる。奥行きは1.5km程度で、あるが、半ばから奥側にかけて100'"'"'50mに著しく幅を減

じる。藁科川の流域には、このような小河川によって開析された谷がいくつもみられる。

谷には、岡部圏藤枝方面と連絡する県道静岡朝比奈藤枝線が通っている。谷を400mほど入った場所左

側には、独立した小丘陵があるが、本来は西側の丘陵と尾根でつながっていたものであり、この県道が

建設されるに際して掘り割られて現状の姿となっている。

谷を流下する小瀬戸谷川は、周囲から流入する澄んだ沢水によって流量も豊富である。第二東名をは

じめとした開発が進む中にあっても、ハヤなどが群れる景色がみられることには安堵させられる。

2 腫史的環境と調査歴

小瀬戸遺跡は、第二東名事業に伴って把握

された新発一見の遺跡である。したがって本事

業に着手する以前の調査歴は皆無である。現

在集落域となっている丘陵裾部は、小瀬戸谷

川や安倍川の水害を避けうる場所であり、集

落域として永らく使われてきたことは想像に

難しくないが、埋蔵文化財包蔵地として把握

されていないため、考古学的手法では探求が

及んでいない。

小瀬戸谷入り口の西側丘陵には、縄文時代

の養源山遺跡がある。第1章でも触れたよう

に、藁科川流域には同様の小規模な縄文遺跡

が分布している。養源山遺跡の内容は不確か

であるが、藁科川上流部から大井川涜域へ、

小瀬戸谷から岡部・藤枝方面へと縄文時代遺

跡が多くみられる地域へ抜けることが可能な

地域にあるだけに、この立地は興味深い。

遺跡の東側に突き出た丘陵の末端部には、

小瀬戸城が築かれ、ている。この城は、安倍城

のー支城として位置付けられているが、築城

年代等定かでない部分が多く、実態はよく分
第7図 本調査の位置と周辺の遺跡
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からない。ただし、本曲輪東側に二重の堀切が築かれるところをみると、恐らく今川氏の退去後にあた

る元亀・天正年間に武田氏などの手によって改修されているのであろう。

小瀬戸谷には、南朝に関わるとされる小字や一定の機能を示す小字が認められる。現在の県道によっ

て開削された小さな尾根の張り出し部(天神森と呼ばれる)内側は「門内」と呼ばれ、谷の内側からみ

た空間の限界を示すものと理解でき、興味深い。この奥側には興良親王の笹p所があったといわれる「ゴ

ショノ谷」があり、その周辺に「右エ門屋敷」、「常進屋敷」、「居廻り」などの小字がある。ちなみに、

今回の調査区は「右エ門屋敷」、「居廻り」の付近にあたる。

また、小瀬戸谷西側の丘陵部には、駿府城築城に伴う石切場が残されている。

第2節調査の方法と経過

1 発掘調査の方法

本調査に先立つて、平成11年4月26日から 7月22日までに、調査対象範囲の北側に対して試掘@確認

調査を実施した。開発対対‘象となる範囲を河川や地物.:!地也形によつてA"'E地区(本調査の地区分けとは

異なる。0)に区分した上、基本的には1日5"-'2却Om間隔で

でで、2幻3箇所、 C地区で18箇所の掘削を実施した。掘削は重機による表土及び耕作土の掘削後、人力により

精査をおこなった。その結果、戦国期を中心とする中世の水田の存在が把握され、部分的に古代まで遡

る遺物・遺構の存在が確認された。なお、 B・D'E地区については、静岡市教育委員会が試掘・確認

調査を実施している。

調査の記録は、掘削作業と併行して実測と写真撮影をおこなった。実測は主にトータルステーション

を使用し、 トレンチ設定図、遺構検出状況図、土層断面図を図化した。写真撮影は35醐判のカラーネガ

を使用した。

本調査段階では、試掘・確認調査の成果も加味し、調査対象地を73-1 "-' 3地点の三つに区分し直し

た。当研究所は対象地半ば付近に位置する73-3地点を分担し、本調査を実施した。本調査においては、

重機を用いて耕作土等を除去した後、国土座標に乗った10mメッシュのグリッドを設定した。グリッド

杭の打設は業務委託により、グリッド間隔と同様に実施した。グリッド番号は、南北方向に北からA"-'

Fとし東西方向は西から 1"'9とした。更に、地物の事情や工程の関係から地区内をA"-'Dの4つの

調査区に分割し、平成14年度にA.-..."D区、 15年度にE区の調査を実施した。

包含層及び遺構の掘削はすべて入力によって実施した。排士は場内に仮置きし、調査終了後各調査区

ごとに埋め戻した。遺構番号は調査の進展に合わせて、各調査区ごとに基本的には北から南へ随時付け

ていった。ただし、追加して実施した精査によって検出されたものについては、発見時で最も若い番号

を付けて整理した。また、本来ひとつの遺構を構成する掘立柱建物などは、柱穴個々の遺構番号と別に、

アルファベットと数字によって構成される記号 (SH1など)を別に冠した。遺構内の出土遺物について

は、元位置にあると思われるものは1/10"-"20の縮尺で出土状況を図化して取り上げ、混入したと思われ

るものについては、遺構ごとに取り上げた。また、遺構外出土遺物は、グリッドごとに取り上げた。

測量はトータルステーションを使用し、遺構全体図は空中写真測量をおこなった。写真撮影は6x 7 

判のモノクロと35mm判のカラーネガ、モノク口、カラーリバーサルを使用し、全景写真は空中写真撮影

を委託により実施した。

円
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第2章小瀬戸遺跡

第8図 説査区と周辺地形図

2 発掘調査の経過

本調査は、平成14年5月13日から平成16年2月27日までのおよそ1年9ヶ月にわたって実施した。各

調査区の調査経過は次のとおりである。

A区 平成14年5月13日から重機を用いて表土除去を実施した。 7月8日、表土除去終了に合わせて場

内に排土用のベルトコンベアーを搬入して、入力掘削を開始した。同月18日から上層の遺構検出作業を

始め、遺構の全体像を把握した後に遺構掘削を実施して9月5日に終了した。この後、写真撮影のため

調査区内外の全体清掃を開始し、同月12日に写真測量の撮影を行った。翌日には調査に際して設置した

配電施設等撤去し、 10月30日までに埋め戻しを実施して調査を終了した。

田区 A区の表土除去が終了した7月8日から重機を用いて表土除去を開始した。 9月11日から遺構検

出面の排水設備を整え、 18日から排土用のベルトコンベアーを搬入して、入力掘削を開始した。上層遺

つリ
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構の掘削は検出できた部分

から随時開始し、 11月21日

に終了した。この後、写真

撮影のため、調査区内外の

全体清掃を開始し、同月29

日に撮影を行った。翌日か

ら12月17日まで実測を要す

る部分の解体に着手した。

19日に場内の機材を撤去し

て、埋め戻しに移行した。

X=-i13300 C区 B区の人力掘削が後

X=-113200 

半に差し掛かった10月30日

から重機を用いて表土除去

を開始した。 12月12日から

遺構検出面の排水設備を整

え、週明けの16日から排土

用のベルトコンベアーを搬

入して、入力掘削を開始し

た。上層遺構の掘削は検出
X=-113400 

できた部分から随時開始し、

平成15年2月5日に終了し

た。この後、写真撮影のた

め、調査区内外の全体清掃

を開始し、同月 7日に撮影

を行った。翌日からは、 18

日まで実測を要する部分の

解体に着手した。 20日に場

内の機材を撤去して、埋め

o 50m 

第9図 グリッド配置図

戻しに移行した。

口区 C区の表土除去が終了した後の12月13日から重機を用いて表土除去を開始した。平成15年2月5

日に遺構検出面の排水設備を整えて、翌日から排土用のベルトコンベアーを描入して、入力掘削を開始

した。上層遺構の掘削は検出できた部分から随時開始し、平成15年3月13日に終了した。この後、写真

撮影のため、調査区内外の全体清掃を開始して、撮影を行った。翌日からは、 18日まで実測を要する部

分の解体に着手した。 3月18日に場内の機材を撤去して、埋め戻しに移行した。

E区 E区の重機掘削に先立つて、 D区の調査が終了した翌週にあたる 3月24日から月末にかけて、調

査区内に存在した士側溝の付替えを実施した。表土除去は、年度明けの4月7日から開始した。重機作

業と並行して 5月22日以降、表土が除去された部分から上層遺構の入力による遺構検出作業を開始した。

7月3日、降雨による冠水@隣接する工事法面の崩落@調査地区への土砂の流入等があり、翌日から18

日までを復旧に要した。 7月22日、本格的に調査再開し、 10月24日までに終了した。この後、写真測量

のため、調査区内外の全体清掃を開始し、 30日までに撮影を行った。翌週からは、下層遺構(集落)の

広がりを把握するために試掘坑を8箇所で掘削し、 11月17日から下層遺構の乗る整地層を北側から検出
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第2章小瀬戸遺跡

し始めた。平成16年1月5日から、検出された遺構の掘削を本格的に開始し2月12日に終了した。この

後、写真撮影のため、調査区内外の全体清掃を開始し、 19日に撮影を行った。翌日からは、下位の遺構

を探したが検出されず、整地層を除去しながら場内の機材を撤去して、 3月1日以降に埋め戻しへ移行

した。

3 資料整理の方法と経過

第二東名建設に伴う発掘調査については現地調査を優先するという方針から、資料整理は多くの現地

調査が終了した段階で実施することとなった。これに先行する基礎的整理作業(出土遺物の洗浄・注記・

接合・復元・実測、写真整理、図面整理・修正、各種台帳作成等)は、小瀬戸遺跡の現地調査終了後、

他の現地調査と並行して実施した。

平成15年度末の時点で静岡工区静岡地区の現地調査がほぼ終了したことから、平成16年度から静岡工

区藤枝地区の一部を除いた静岡工区の基礎整理および資料整理を、本格的に開始した。資料整理を必要

としていた複数の遺跡の中で、小瀬戸遺跡は基礎整理が比較的進展していたため、他の資料整理及び基

礎整理と並行しながら、優先的に資料整理を行うことになった。遺構図・遺物実測図の修正@編集・ト

レース、遺物の写真撮影、報告の執筆等を行い、これらを編集して報告書を作成した。なお、遺物の写

真撮影は6x 7判のモノクロ及びカラーポジを用いた。

第3節概要

1 地形

小瀬戸遺跡が営まれている谷底平野は、幅50'"'-'300m、奥行き1.5kmで、北へ平均2%前後で下る。両側

を150~200m ほどの丘陵に挟まれるため、日照時間は平野部に比べ制限される。谷底平野は主に藁科川

や小瀬戸谷川によってもたらされた砂醗層を基盤としており、上位には水性堆積によるシルトや粘土が

ラミナを伴い堆積する。従来からの集落は、谷の西側の山裾に沿って営まれている。この傾向は、水害

を受けにくい、より安定した地域に居住域を求めたことに起因すると思われる。藁科川の川入や小瀬戸

iIの氾濫によって谷が冠水した場合、谷の入り口が小瀬戸城の乗る丘陵や「門内」に接する小丘陵に

よって狭められているために、速やかな排水が促されない傾向にある。今回の一連の調査によつにて随所

で確認された水性堆積は、河川の把濫に伴ってしばらく湿地となり、排水後耕地として再開発されると

いうサイクルが幾度となく繰り返されていたことを物語っている。

2 土層

遺跡は谷の奥にあたる南側から、谷の入り口がある北側へと徐々に傾斜した地形である。谷の埋土は、

前述のように比較的蛇行しながら流れる小瀬戸谷川や、藁科川の影響も受けた水性堆積によるものであ

る。砂醗層の聞に数層のラミナを伴うシルト@粘土層を挟む傾向がいずれの地点からも窺えることから

も、この地域が周期的な水害を被っていたことが知られる。第四図は、各地点で検出された水田耕作土

を基軸に相関関係を示したものである。水田耕作土に用いられる土の質や、その上下に位置する土層の

関係、それぞれの層厚が地点ごとに異なっていることはまさにこのことを示しているのだろう。

zd 
ワ
μ



65.0rn-

B区
64.0m一一

63.0m 

62.0m-

61.0rn一一

i i 

第10図 A~E区土層相関図

A監の土層(第49図) A区は、南から北に向かつて下がり、東西はほぼ水平な堆積が見られる。丘

陵裾部に近いaにおいては、砂陳層 (11層)及びこの下に位置する粘土と砂醸の互層が比較的浅いとこ

ろから出現するのに対し、 cより北側では出現しない。つまり、元来この場所は北から南方向に急激に

落ち込んで、いたことが判明する。東西方向に関しては、 f~j においては構ね 6 層下位に厚さ1O~40cm

の粘土と砂醸の互層が堆積する。この部分でも急激な落ち込みを示すa-dラインに対して砂磯層 (11

層)の落ち込みがみられる。つまり、調査匿のほぼ中央に北から南に向けて元来窪んでいた部分があっ

たことが判明する。この窪みは永く微地形として残され、さらに後年に河川の侵入が起こったことによ

り一時湿地化して、上位の粘土と砂礁の互層を部分的に残す結果となったのだろう。上位の粘土と砂礁

の五層より上に堆積する 1層'"'"'6層は粘土を主体とする層位で、 5'""25cm程度の厚さをもち灰色~褐色

を呈する。このなかで最下位にあたる 6層で戦国時代~近世の水田を検出している。一方、上位の粘土

と砂陳の五層より下に堆積する粘土層は白色を呈するものがある (8層)。この変化は上位の粘土と砂醸

の圧層に含まれる地下水の影響であろう。

呂区の土層(第54図) B区においては南から北へ下る土層が確認されている。基盤となるのは青灰

色砂牒層 (8層)であり、この時点でみられる傾斜がほぼ現在まで踏襲されている。この上位は粘土層

を主体とするが、ラミナを含む粘土層 (6層)や砂磁層 (5層)を含んでいるため、河川の侵入と湿地

化が起こった時期がみとめられる G 主に耕作土ととされる部分は炭酸鉄(管鉄)が入る 3~4層である。

この層は南側では比較的安定しているが、低位にあたる北側では漸移的に同化する。戦国時代~近世の

水田は6層上で検出している。

C臨の土層(第58図) c区においても、南から北へ徐々に下る土層が把握されている。基盤となる
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第2最小瀬戸遺跡

砂膿層 (12層)は上位にラミナが入る粘土層 (10. 11層)を伴い、河川の侵入による湿地化がおこって

いることが判明する。 10層上には再び部分的に砂やラミナが入る砂醗層 (9層)が堆積する。この9層

の上位にあたる土層はある程度安定していたものと考えられ、炭酸鉄(管鉄)を合む5. 7・8層など

が水田耕作土として利用された層位である。戦国時代~近世の水田は、 A-A'断面8層上で検出してい

る。

D区の土層(第59図) D区は、 B.C区に比べればさほどでもないが、やはり北へ向かつて若干下

る土層が確認されている。ここでも基盤となるのは砂操層であり (A-A'断面5層、 B-B'断面7層)、

その上位に粘土層が堆積する。しかしB-B'断面の位置では、これら粘土層のと位に砂牒層と薄い砂層

が堆積するため、ある時期に川入りして荒地となっていることが判る。戦国時代~近世の水田はB-B'

断面5層上で検出している。

E罷の土層(第63.64図) E区も、他の調査区と同様に北へ向かつてやや下る土層を確認している。

A-A'断面の基盤となるのは砂醗層 (9層)である。この上には粘土層が堆積するが、中位と上位に更

に砂繰層が堆積するなど、他の地点に比べ河川の影響が大きかったことが知られる。また、不整合がみ

られる 2・4・7層も粘土でありながら水性堆積によるものと考えられる。このように、 E区において

は耕作域が小瀬戸谷川の氾濫によって、頻繁に利用不可能になっていたことが判明する。戦国時代~近

世の水田は7層上で検出している。また、下位に古代~中世前期 (9"-'1]世紀)の集落が営まれている。

これはA-A'断面の8層、 B-B'断面の7層上にあり、これらの層位は山裾から切り出されて敷かれた

整地層であると考えた。

3 遺構・遺物の概要

遺構は、戦国期 (16世紀)，，-，近世の水田(上層遺構)、平安時代 (9~12世紀)の集落(下層遺構)が

検出されている。このうち、平安時代の集落はE区にのみ存在し、他では検出されていない。

戦国期~近世の水同は、調査を実施したすべての調査区から検出された。水田面は標高65.6""60.4m

の間にあり、南から北へ3%程度の勾配を持って下る(第44・47"48図)0A.B.D区は東側に広がる

丘陵の影響を受け、上位の等高線が丘陵方向に流れる傾向がある。水田の区画である畦畔は等高線に沿

う方向にある。東西・南北方向を基幹とし、山際では東よりに振れてくる。水田の作土は粘土が主体と

なるが、71<性の堆積土がいたるところに見られ、耕作@把i監による川成。開拓のサイクルが幾度となく

繰り返されてきたことが知られる。遺物は主に古瀬戸後期IV新段階から19世紀代までの瀬戸美濃製品@

志戸呂製品が出土している。播鉢、碗阻類など一般的な生活雑器が主体である。

古代~中世前期の集落は、 E区の下層から検出されている。南北方向に近似した総柱の掘立柱建物が

古く、側柱の掘立柱建物がより新しい時期にあたる。これらは整地層とみられる層位の上位に築かれて

おり、東側の涜路との聞に土手状の盛り上がりをしつらえるなど、出水への対策を施している。遺物は、

整地層の上面や柱穴から緑紬陶器、灰粕陶器、山茶碗などが出土している。

第4節 層遺構と出土遺物

小瀬戸遺跡の遺構面は、大きく上下2面からなる。上層遺構は江戸時代までの水間跡や畦などで、 A

区 "B区 .C区 .D区 .E区に広がっていた。 E区はさらに下部に灰色の整地層が有り、平安時代から

鎌倉時代にかけての遺構が検出された。この部分とその周辺から陶器片などの遺物が出土している。他

のA区 .B区ー C区・ D区は江戸時代まで、の水田跡や畦などを検出したが、 E区で検出した最下部灰色

庁
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。 5m 

第12関 掘立柱建物SH1 • 3付近平面図

粘土層の整地は無かった。こうした状況で出土遺物を整理するにあたり、まず、 E区出土遺物を 'E区

遺構外出土遺物区分け図J (第32図)に示したように分けて、遺構・地点・層位・年代ごとに出土陶器や

土器を図示した。ことにE区は最下部で遺構を検出しており、これに伴って出土した陶器の製作年代を

考慮して図示している。さらに、その周辺から出土した遺構に伴わない遺物も区分けして図示した。し

たがって、下層部E区出土陶器は、掘立柱遺構SH1・SH2 . SH 3・SH4 . SH 5出土陶器や土器、

道状遺構1. 2 .4. 5 . 6出土陶器や土器、溝状遺構SDl1・ SD12. SD13 . SD14匂 SD15.SD17・SD

21出土陶器や土器などの順序で図示している。

1 下層遺構

(1 ) 掘立柱建物跡 (SH)

SH 1 (第11'""14， 28図@図版2) SH 1はE区G2'F2グリッドに位置する。平面形が長方形を呈

する総柱建物であり、建物の方向はN-r-Eである。規模は桁行4間 (6.5m)，梁行3問 (4Am)

で面積は21.82ばである。柱穴の平面形状は円形がほとんどで、楕円形もあり、深さは平均0.2mであっ

た。底面は標高62.6mから62.7mで、ある。出土遺物は (1~19) で、 8 世紀から 9 世紀の遠江系土師器

の聾 (1・7)、 K'--14号窯式併行にあたる猿投窯生産の灰紬長頚瓶 (8・9)、K-90号窯式併行にあ

たる猿投窯生産の灰柚陶器の碗 (10)、東遠系の灰紬陶器碗 (11)、糸切り碗 (16. 17)、0-53号窯式併

行の助宗窯生産の碗 (12)、同時期の長頚瓶 (15)などが出土している。この建物の時期は9世紀後半か

ら10世紀初頭と考えられる。
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.0 5m 

第15図 掘立柱建物SH2・6付近平面図

SH 2 (第15・17図@図版2) SH 2はE区G2・F2グリッドに位置する。平面形が長方形を呈する

掘立柱による側柱建物であり、建物の方向はN-5T-Eである。規模は桁行5間 (6.65m)、梁行3間

(2，95m)で面積19“6rrfを測る。柱穴の平面形状は円形が多く、不定形と楕円形もあり、深さは平均0.256m

であった。底面の標高は62.7mから62.9mで、ある。出土遺物は (20"-'31)で、遠江系の土師器の聾 (20)、

助宗窯生産のK-90号窯式併行の灰紬陶器碗 (23・24)、0-53号窯式併行の糸切り碗 (25，..._..27・29・30)、

同時期の灰紬陶器の碗 (28)、 1-2期の小碗 (31)などが出土している。この建物の時期は12世紀前半

と考えられる。

SH 3 (第12・18図。図版2) SH 3はE区G2・F2グリッドに位置する。平面形は長方形を呈し北

側が撹乱を受けた掘立柱による側柱建物であり、建物の方向はN-440-Eである。建物の規模は桁行3.2m、

梁行3.3m、柱穴の形状はすべて円形で、深さは平均O固175mであった。底面の標高が62.6mである。出
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第16図 掘立柱建物SH4• 5付近平面闘

土遺物は清郷嚢 (34)、。-53号窯式併行の碗 (35)、山茶碗 (36)が出土している。この建物の時期は

12世紀後半と考えられる。

SH 4 (第16・19・20図。図版3) SH 4はE区のG2グリッドに位置する。平面形は方形を呈する掘

立柱による総柱建物であり、建物の方向はN-70-Eである。規模は桁行4間 (6.8m)、梁行3間 (5.8m)

で、面積は39.44ばである。柱穴の平面形状は円形がほとんどであり、不定形もある。柱穴の深さの平均

は0.2mで、あった。出土遺物は9世紀の土師器の碗 (37・39)、糸切り碗 (38)が出土している。この建

物の年代は、 SH1と同様な構造となるため 91世紀後半から10世紀初頭と考えられる。

SH 5 (第四.21図@図版3) SH 5はE区のF2グリッドに位置する。平面形は長方形を呈する掘立

柱による側柱建物であり、建物の方向はN-400_.Eである。規模は桁行5間 (4.3m)、梁行4閤 (4.15m)

で、面積は17.8ばである O 柱穴の平面形は円形四隅丸方形 e 不定形である。出土遺物は助宗窯生産のK

90号窯式併行の碗 (41)が出土している。この建物の年代は柱穴の切り合いから、 SH4より後出するも

のであり、建物構造から12世紀後半と考えられる。

SH 6 (第15.22図@図版3) SH 6はE区のG2グリッドに位置し、平面形は長方形を呈すると思わ

つd
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第2章小瀬戸遺跡
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れる。掘立柱による総柱建物の可能性もあるが明らかでない。建物の方向は、 N-l1l"-Eであり、北

西方向に4間以上、南西方向に2間以上と思われる。発掘区の南西から南東にかけて撹乱されていたの

で規模などは不明である。柱穴の平面形状は円形⑨楕円形・不定形であり、深さは平均o.225mである。

出土遺物は無かった。この建物は不明な点が多いが、構造などにより10世紀代の建物と思われる。

(2) 道状遺構

道状遺構1 (第11・23図) 道状遺構1はE区のほぼ中央にあり逆T宇状に交差している。一方はE2・

F2グリッドにあり、長さ12.2m、幅約0.6mから1.2mで、方位がN-1r-wからN-430-Wとなる。

もう一方はF2グリッドにあり、長さ5.5m、i幅0.7mから1.3m、N-220-EからN-710 - Eとなる。

この遺構からは9世紀中葉の須恵器 (42)、K-90号窯式併行にあたる 9世紀後半の灰軸陶器の碗 (24・

103・144)、助宗窯生産で同時期の灰紬陶器の皿 (43)、13世紀中頃の山茶碗 (165)、小碗 (44)が出土し

た。土層は灰色シルトに風化礁を含んでいた。この遺構の年代は時期不明であるが13世紀中頃と思われる。

道状遺構2 (第23・31図・図版2) 道状遺構2はE区G2・H2グリッドにある。道状遺構2から道

状遺構4はセットをなすものである。道状遺構2は長さ12m、幅0.3mから1.2mで、ある。 E区にあるSH

1の西側の一方を囲むように作られている。土層は灰色シルトに風化礁を含んでいた。 E区南西の隅で

道状遺構3とV宇状に合流する。この遺構から古墳時代のものと思われる土師器の坪 (45)、土師器の聾

(46)、9世紀前半の蓋 (47)、K-90号窯式併行にあたる 9世紀後半の灰紬陶器の碗 (48)、11世紀後半

の灰軸陶器の輪花小碗 (51)、 12世紀前半の山茶碗 (52)、12世紀代で中国越州窯系の白磁菊花紋合子蓋

の一部 (53)が出土している。出土遺物 (51"-'53)は新しい時期の混入品である。土層は灰色、ンルトに

風化礁を合んでいた。この遺構の年代は9世紀後半から10世紀初頭と思われる。

道状遺構3 (第23・31図・図版2) 道状遺構3はE区G2グリッドにあり、 SH1の南側と東側を囲む

ように作られて道状遺構2と合流し、道状遺構4とも合流する。長さは18.5m、幅0.4mからO園9mで方

向がN-760-EからN-450-Eへ、さらにN-70-Eへとなる。この遺構からは出土遺物が無かった。

土層は灰色シルトに風化膿を含んでいた。士層などからこの遺構の年代は9世紀後半から10世紀初頭と

思われる。

道状遺構4 (第23図) 道状遺構4はE区G2グリッドにあり、道状遺構3につながっている。長さ6.2m、

幅O.4mから0.8m、方向がN-680-EからN-320-Wであった。この遺構から10世紀初頭の0-53号

窯式併行の長頚瓶 (15)、12世紀末の山茶碗 (54)が出土した。出土遺物 (54)は新しい時期の混入品であ

る。土層は灰色シルトに風化牒を含んでいた。この遺構の年代は9世紀後半から10世紀初頭と思われる。

道状遺構5 (第23図) 道状遺構5はE区G2グリットにあり SH2の東に作られている。長さ6.5m、

幅は0.5mからO巴9mで、ある。方向はN-230-EからN 20-Eである。出土遺物は10世紀初頭で助宗

窯生産の灰紬陶器の皿 (55)が出士している。土層は灰色シルトに風化離を合んでいた。この遺構の年

代は不明であるが9世紀後半から10世紀初頭の可能性があると思われる。

道状遺構6 (第23図。図版3) 道状遺構6はE区G2グリッドにあり、 SH2を切っており、 SD19、

SD20により切られている。長さ10.3m、幅0.6mから1.3mである。方向はN-340-EからN-430-W

である。出土遺物は9世紀前半でK-14号窯式併行の灰紬陶器の長頚瓶 (56)、糸切り碗 (25)が出土し

ている。土層は灰色シルトで風化膿を含んでいた。この遺構の年代はSH2の柱穴に切られていることか

ら、 12世紀前半以前と思われる。

(3) 溝状遺構 (SD)

8D10 (第11・23図・図版1) SD10はE区の北側に位置する。調査区北西から北東部にかけて弓なりに

屈折しながら延びる。 E2.D2グリッドで長さ10.8m、i幅0.5mから0.9m、深さO.l1m、N-20--E

の方向に延び、 D3グリッドで長さ4.1m、幅0.9mから1.3m、深さ0.12m、N-1010-Eの方向に延び
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る。さらにD3グリッドで長さ3.5m、幅0.4mから0.5m、深さ0.3m、N-580-Eの方向に延び、同グ

リッドで長さ3.1m、幅0.5m、深さO.llmで、N-960-Eの方向に延びている。溝状遺構の北東部にO.4m

から0.18mの角陳を積んだ堰状の遺構があり、流路の水量を調節したと思われる。この遺構は出土遺物

が無かった。この遺構の年代は12世紀から13世紀と思われる。

S011 (第11・23図・図版1) SDllはE区のE2グリッドに位置する。長さ11.3m、幅O.4mから0.9m、

深さO.lmで、あり、方向はN--50-Eである。一部に土手状遺構:と道状遺構に挟まれた不定形の窪みが

あり、広い部分で3m、狭い部分で1園2m、深さO.lmから0.2mであった。 SDllはここから屈折して北側

に延びてSD12と交差しさらにSD10と合流する。この遺構からは、 8世紀から 9世紀で遠江系の土師

器の聾 (57)、9世紀前半の土師器の杯 (58)、K-90号窯式併行にあたる9世紀後半の灰紬陶器の碗 (141)、

同時期の灰粕陶器の長頚瓶 (147)、0-53号窯式併行にあたる10世紀初頭の灰粕陶器の碗 (59)、同時期

の灰紬陶器の皿 (155)、13世紀で中国の白磁の四耳壷 (170)が出土している。この遺構の年代は12世紀

から13世紀と思われる。

S012 (第11・23図・図版1) SD12はE区のほぼ中央から北西方向に屈折しながら延び、 SDllと交差

してSD10と合流する。グリッドはE2・F2で長さ17.5m、幅0.4mから1.7m、深さ0.09mで方向はN-

280-EからN-120-Wへ、さらにN-280-Wであった。断面形は皿状を呈する。この遺構から 9世紀

後半の土師器の坪 (60)、13世紀の小碗 (168)が出土している。この遺構の年代は12世紀から13世紀と

思われる。

S013 (第11・23図@図版1) SD13はE区中央のF2グリッドに位置している。長さ6.9m、幅0.4mか

ら0.7m、深さ0.08mからO.lmで、方向はN-490-Eで、あった。断面形は皿状を呈する。この遺構からは、

8世紀から 9世紀の土師器 (61)、K-14号窯式にあたる 9世紀前半の灰紬陶器の長頚瓶 (62)、助宗窯

生産でK-90号窯式併行にあたる 9世紀後半の灰紬陶器碗 (41)の一部、助宗窯生産で0-53号窯式併

行にあたる10世紀初頭の灰粕陶器の碗 (64)、東遠系で同時期の灰紬陶器の碗 (63)が出土した。この遺

構の年代は東端でSD11と接続することから12世紀から13世紀と思われる。

S014 (第11・23図・図版1) SD14はE区の南幌肋ミら屈折しながら北側に延びる。途中で撹乱を!受けて

いる。グリッドはF2.G2・G3にまたがり、長さ35昭4m、幅0.3mから2.7m、深さ0.16mで、方向

はN-260-EからN-3r--wとなり、さらにN 20-Wとなる。断面形は皿状を呈する。この遺構か

らはK-90号窯式併行にあたる 9世紀後半の灰粕陶器の碗 (65・193)が出土した。この遺構の年代はSD

11の延長上に位置することから121世紀から13世紀と思われる。

S015 (第11ω23図。図版1) SD15はE区の中央部より南西に位置し SH3を切って東西に延びる。

E2グリッドにあり長さは6.2m、幅0.4mから0.6m、深さ0.12mから0.2m、方向がN-910 --Eであ

る。溝の東側は撹乱を受けているがSD14と交差していたと思われる。 SH3を切っており、 SP38に一部

切られている。この溝からは糸切り碗 (66)が出土している。この遺構の年代は12世紀後半以降と思わ

れる。

SD16 (第11. 23図・図版1) SD16・SD17. SD19 . SD20はSH2を囲むようにつくられている。 SD

16はE区の南西に位置し、道状遺構3に沿うように検出されSH2の北東から北西に延びている。グリッ

ドはG2にあり長さ4臼7問、幅0.12mから0.22m、深さ0.04mからO園06m、方向がN-67"-Eである。

この溝はSP230に一部切られている。この溝からは遺物の出土が無かった。この遺構の年代はSH2と関

係すると考えられるため、 12世紀前半のものと思われる。

SD17 (第11・23図@図版1) SD17はE区の南西G2グリッドにあり SH2の北西に位置する。この溝

状遺構の北西部と南東部は撹乱されており不明で、ある。長さ3固1m、幅0.5m、深さ0.04m、方位がN-

610-Eであり、 SP245からSP248に切られている。 SD17からは土師器の蓋 (67)が出土した。この遺構
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はSH2に伴うと考えられるため、年代は12世紀前半と思われる。

8D18 (第15.23図@図版1) SD18はE区の南西にあり SH2を切っている。この溝状遺構はG2グリ

ッドにあり長さ 1m、幅O.4m、深さO.05m、方向がN-100-Wである。 SD18はSP25に切られている。

この遺構からは遺物の出土が無かった。この遺構の年代は12世紀前半以降と思われる。

8D19 (第15・23図。図版1) SD19はE区の南西部に位置し、 SH2の南東から南西を包むように屈折

しながら延び、途中南側に分かれる。この遺構はG2グリッドにあり大きく二方向に分かれている。一

方長さ9.3m、幅O.3mからO.6m、方向がN-630-Eで、もう一方は長さl‘5m、幅O.3mからO固6m、方

向がN-10-Wで、深さO.05mからO.08mである。断面形は逆台形で、あった。この遺構からは遺物の出

土が無かった。この遺構の年代はSD16と同様に12世紀前半と思われる。

8D20 (第15・23図・図版1) SD20はE区の南西に位置し、溝の南部が撹乱を受けSP278、SP280に切

られている。この溝状遺構はG2グリッドにあり長さ2.5m、幅O.lmからO.2m、深さO.03mであり、方

向がN-660 - Eであった。出土遺物は無かったが遺構の年代はSD16同様12i立紀前半と思われる。

8D21 (第15・23図・図版1) SD21はE区の南西に位置し東西方向に延び.ほぼ中央部に道状遺構6が

通る。 SD21の西側は撹乱を受けており、東側も上層遺構発掘時の排水溝により撹乱されている。この溝

状遺構はグリッドG2にあり、道状遺構6の西側は長さ8.2m、l幅O.3mからO.6m、方向がN-820-E 
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第25図土坑SF3平面・断菌図

であり、道状遺構6の東側は長さ6.6m、l幅0.3mから0.6m、方向がN--890 --Eで深さがO.03mからO.05m

である。この遺構からの出土遺物は、助宗窯生産でK-90号窯式併行にあたる 9世紀後半の灰紬i陶器の

碗 (68)、糸切り碗 (70)が出土しているが、 SD19と接続するため、この遺構の年代は12世紀前半である

と思われる。

SD22 (第15・23図・図版1) SD22はE区の南西隅にあり南北方向に延びている。北側は上層遺構発掘

調査時の排水溝で、撹乱されているが、 SD21と交差するものと思われる。 SP341、343、344により切られ

ている。 G2グリッドにあり長さ4.7m、幅0.3mからO.5mで方向N-40- W、断面形が台形状である。

このSD22からは遺物の出土が無かった。この溝の年代はSD21と接続するため12世紀前半と思われる。

(4) 流路・!日間JII(SR) 

SR 8 (第11.23図・図版4) SR 8はE区の南東から北東にかけて流れる旧河川で、左岸が土手状遺

構 1と土手状遺構2になる。この河川の右岸は発掘区外となり川i幅の全容を明確にすることはできなか

った。 SR8はD3.D4・E3 . F 3グリッド、にかかっており、長さ55m、発掘区内でI幅20m、方向が

N-7"-EからN-240-Wであった。土層はシルト層で一部に磯が混入していた。標高は上流部で62.7m、

下流部で60.7mで、あった。この旧河川は山側やその谷部防込らの湧水や降雨を下涜に流し、 E区の南東か
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第2章小瀬戸遺跡

ら北東へ向かつて涜れていたと思われる。 SR.8の南東部の土手状遺構1では、これに接するように直径

約 3mの楠の大木の根を検出した。この根元付近から助宗窯生産で9世紀前半の須恵器の坪蓋 (217)、

土師器の部 (222)、土師器の碗 (220)が出土した。 SR.8からの出土遺物は、 8世紀から 9世紀の土師

器の台付護 (221)、9世紀前半の助宗窯生産の須恵器部身 (223)、9世紀前半の須恵器の坪身 (218)、

須恵器の坪身 (219)、K-14号窯式併行にあたる 9世紀前半の灰紬陶器広口瓶の一部 (14)、0-53号窯

式併行にあたる 10世紀初頭の糸切り碗 (227'"'-'229 ・ 231 ・ 232) 、 12世紀前半の山茶碗 (233~235) 、 13世

紀後半の小碗 (237)が出土した。土手状遺構1と同2は、 SR.8による水害からSHl~SH 6などの建

物を守るべく造られたとも考えられ、 SR8はたびたび氾濫した可能性がある。 SR8は9世紀頃から12

世紀頃まで流れていたと思われる。

(5) 土坑 (SF)

SF 2 (第11. 24図・図版1) SF 2はE区中聞の西側隅から検出された。表面は楕円形で三重の構造と

なる。外側は東西1.08m、南北1.13m、深さ0.18m、中聞が東西0.87m、南北0.88m、深さ0.07m、底

面が東西0.75m、南北0.76m、深さO固16mであり、覆土の灰色粘土層から13世紀前半の古瀬戸の四耳壷

(127) と陳2個が検出された。 13世紀前半の士坑と考えたい。

SF 3 (第11・25図@図版1) SF 3はE区の中間西側隅E1・E2グリッドから検出された。平面形は

隅丸方形の土坑で、東西0.95m、南北1.28m、深さ0.16mで、ある。この土坑の覆土の牒混灰色粘土層よ

り、 15世紀後半の志戸呂焼の錆軸播鉢 (323)が出土した。 15世紀後半以降の土坑と思われる。

SF 4 (第11図・図版1) SF 4はE区の南東側G3グリッドより検出された。平面形が円形で底部も円

形である。この土坑は覆土の黒色粘土層から13世紀中頃の山茶碗 (165)が出土した。掘り抜き井戸の可

能性もある。山茶碗の出土から13世紀中頃の遺構と考えられる。

SF 5 (第11図。図版1) SF 5はE区G3グリッドにあり SF4から東側に1.7m離れた位置にある。平

面形は円形に近く東西0.64m、南北0.64m、深さ0.5mであり、掘り抜き井戸の可能性がある。時代は不

明である。

SF 6 (第11・12図・図版1) SF 6はE区の中心よりやや南西部F2グリッドにある。平面が楕円形の

土坑で、あったと思われるが北側が撹乱されていた。規模は東西1.31m、南北は残存している箇所で1.03m、

深さ0.36mであった。覆土の灰色粘土層より猿投窯生産でK-90号窯式併行にあたる 9世紀後半の灰紬

陶器腕の一部 (10)、10世紀から11世紀のj青郷童相6)が出土し、掘削土中から18世紀の伊万里焼の染付

茶碗 (98)が出土した。出土品から18世紀の遺構と考えられる。

(6) 土手状遺構

土手状遺構1 (第11・23図・図版4) 土手状遺構1はE区のD2・E2・F2・F3・G3グリッド

とE2.D2・D3グリッドにある。この遺構は南東部隅から屈折しながら北東方向に向かつて延び、

途中で土手状遺構2と枝分かれする。土手状遺構1は分岐点から北西に直線的に延び、しばらく SD12に

沿うように北側に延びる。さらに途中で枝分かれするが、一部がSD10に沿って北東に延びている。この

土手状遺構のD2.E2'F2.F3・G3グリッドにかかる部分は、長さ56.0m、幅0.36mから2.1m、

高さ0.12mから0.2m、方向がN-120-WからN-'400_.Wとなり、さらにN-40-Wとtt.る。また、

E2'D2'D3'E3・F3グリッドにかかる部分は、長さ15.0m、|幅0.7mから1.5m、高さO.03m

からO.lm、方向がN-350-Eである。この土手状遺構1は調査時に上部を削りすぎた。この遺構はSR

8とSD10の水害より、 SH1からSH6の建物群を守るための堤防状遺構と考えられる。出土遺物は8世

紀から 9世紀の遠江系土師器の聾 (183・188)、8世紀から 9世紀の土師器の蓋(1:37. 182 . 189)、土師

器の窒 (187)、9世紀前半の助宗窯の須恵器 (175)、K-90号窯式併行にあたる 9世紀後半の灰紬陶器

の碗 (194)、同時期の灰紬陶器長頚瓶の一部 (140)、0--53号窯式併行にあたる10世紀初頭の灰柚陶器
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の長頚瓶 (117)、同時期の灰紬

陶器の皿 (150)、同時期の灰粕

陶器の碗 (12・13・201・225)、

糸切り碗 (163)、12世紀の中国

越州窯系の白磁菊花紋合子蓋の

一部 (53)が出土した。出土遺

物 (53)は新しい時期の混入品

である。 SH1などが存在した10

世紀初頭には土手状遺構1が作

られていたと思われる。

(第11' 23図・図

A' A 

土手状遺構2はE区D

3・E3 . F 3グリッドにあり、

土手状遺構1の中聞から枝分か

れして屈折しながら北側に延び

ており、 SD10に切られている。

この土手状遺構2も調査時に上

部を削りすぎている。この遺構

長さ 44m、幅0.8mから

1.5m、高さ0.03mから0.23mで、

土手状遺構2

版4)

A' 

l
 

t
 

i
 

l
 

l
 

-

A 

L=63.0m 

o 
は、

50cm 

小穴SP251平面・断面図

あり、方向がN-270-Wから

N-llO'-Eで、あった。東側に流れるSR8の堤防的な機能を持っていたと思われる。土手状遺構1と土

手状遺構2が枝状に分かれた部分から土手が二重構造になり、流水の激しい流れを受けていたと思われ

る。また、北側はSD10により土手状遺構が一部切られているが、土手状遺構1、土手状遺構2により水

の流れを受け止め、堤防的な役目をしていたと思われる。さらに、堤防の出し状に東方向と北東方向に

突き出ている部分がある。このうち、北東方向の出し状遺構は長さ 5m、幅O.9m残存する G 東方向の出

し状遺構は長さ6巳2m、幅1.15m残存した。この土手状遺構は暗灰色粘土層であった。土手状遺構2も土

手状遺構と同様にSR8の水害から建物群を守る機能があったと思われる。出土遺物はK-90号窯式併行

にあたる 9世紀後半の灰紬陶器長頚瓶の一部 (140)、。-53，号窯式併行にあたる10世紀初頭の灰紬陶器

碗の一部 (151)、同時期の灰紬陶器の碗 (224)が出土した。 10世紀初頭には土手状遺構2も築かれてい

第26図

たと思われる。

小穴 CSp)

SP 1・SP2・SP3 (第11図・図版1) SP 1からSP3はE区のE2グリッドにある。 SP1とSP2 

は土手状遺構1が北側に延び枝分かれする箇所にあり、土手状遺構1を挟むように存在する。 SP1より

南東に9m離れてSP2が検出された。 SP2からさらに南東に3.1m離れてSP3が検出された。 SP1か

らSP3までほぼ直線的に並ぶ。これらの小穴にはそれぞれ根石がある。 SP1は平面形が楕円形で東西0.59m、

南北0.47m、深さO園27m、小穴内に根石を使用していた。 SP2は平面形が楕円形で東西0.54m、南北0.6m、

深さO.16mで、方形の根石を使用していた。 SP3は楕円形で東西0.61m、南北O固48m、深さO.35mで根石

が使用されていた。このSP1 . SP 2・SP3の性格と年代は不明であるが、根石が検出されているので、

柱状のものが立っていた可能性がある。

SP160 (第11. 12図・図版1) 
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第2意小瀬戸遺跡

平面形は円形で東西0.47m、南北0.52m、深さ

0.44m、小穴の中に比較的大型の根石があり、覆

土の灰色粘土層の中から土師器 (82)が出土して

いる。

SP166 (第11・12図・図版1) SP166はE区F2

グリッドに位置し道状遺構2を切っている。平面

形は円形で東西0.29m、南北0.29m、深さ0.24m

で覆土の黒色粘土層の中より、助宗窯生産でK-

90号窯式併行にあたる 9世紀後半の灰勅陶器の長

頚瓶 (49)が出土している。

SP176 (第11. 12図@図版2) SP176はE区F2

グリッドにあり道状遺構2から東方に0.2m離れた

位置にある。平面形は楕円形で東西0.36m、南北

0.44m、深さO園23mで、覆土の灰色粘土層より糸切

り碗 (92)が出土している。

SP177 (第11. 12図@図版2) SP177はE区F2

グリッドのSH3付近に位置し、平面形は円形で東

西0.28m、南北0.26m、深さ0.23mで覆土の灰色粘土層より、 10世紀から11世紀の清郷輩 (34)が出土

している。

SP180 (第11・12図@図版2) SP180はE区F2グリッドにあり SH1の北側に位置し、平面形は円形

で東西0.33m、南北0.35m、深さ0.25mで、覆土の灰色粘土層より弥生土器 (33)が出土している。

SP189 (第11. 12図@図版2) SP189はE区G2グリッドにあり SH1のSP8から西側へ0.42m離れた

場所に位置し、平面形は円形で東西0.34m、南北0.36m、深さO四18mで、灰色粘土層より13世紀前半の

山茶碗 (18)が出土している。

SP192 (第11. 12図・図版2) SP192はE区G2グリッドにあり SH1の中にある。平面形は円形で東

西0.42m、南北0.44m、深さO.24mで覆土の灰色粘土層より土師器の聾(5 )が出土している。

SP194 (第11・12図・図版2) SP194はE区G2グリッドのSH1の中にある。平面形は円形で東西O.39m、

南北O.39m、深さO.l1mで覆土の灰色粘土層より土師器の壷(3 )が出土している。

SP201 (第11・12図・図版2) SP201はE区G2グリッドのSH1の東側にある。平面形は円形で東西

O.29m、南北O.3m、深さO.21mで、あった。覆土の灰色粘土層より 8世紀から9世紀の遠江系賓の底部 (7)

が出土している。

SP213 (第11.12図・図版1) SP213はE区Glグリッドにあり、道状遺構2の西側に位置する。平面

形は円形で東西0.27m、南北O固28m、深さ0.26mであった。この小穴の覆土黒色粘土層より、土師器の

輩 (46)が出土している。

SP232 (第11・15図ー図版2) SP232はE区G2グリッドにあり、 SH2のSP29より南西にO.lm離れ

て位置する。平面形は円形で東西0.38m、南北0.32m、深さO.13mであった。糸切り碗 (30)が出土し

ている。

SP236 (第11・15図・図版2) SP236はE区G2グリッドにあり、 SH2の中に位置する。平面形は円

形で東西0.31m、南北O.31m、j架さO.32mで、覆土の灰色粘土層直 i二より、助宗窯生産でK--90号窯式併

行にあたる 9世紀後半の灰紬陶器碗 (24)の一部が出土している。

SP238 (第11・15図・図版2) SP238はE区G2グリッドにあり SH2の中に位置する。平面形は方形
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第28図 掘立柱建物SH1付近遺物出土状況

で東西O.38m、南北O.38m、深さO.31mであった。東遠系で0-53号窯式併行の10世紀初頭の糸切り碗

(29)が出土している。

SP251 (第11・15・26図・図版2・5) SP251はSH2から南西に0.3m離れて検出された。平面形は不

定形で比較的大形の小穴で、東西O.83m、南北O固58m、深さ0.33mである。それを切って東西O.17m、

南北0.23r立、深さ0.61mの不定形の小穴が検出され、この小穴から柱根が検出された。この柱根の年代

はSH2に近接するため、 12i立紀前半と考えられる。

SP281 (第11. 15図・図版2) SP281はE区G2グリッドのSD19の付近にある。平面形は不定形で東

西0.38m、南北0.38m、深さ0.31mである。 SP281の覆土灰色粘土層直上から、助宗窯生産でK-90号窯

式併行にあたる 9世紀後半の灰粕陶器碗 (24)の一部と、 0-53号窯式併行にあたる10世紀初頭の糸切

り碗 (26)の一部が出土した。

SP283・284(第11・15図・図版2) SP283はE区G2グリッドにあり SP284に切られている。 SP283の

平面形は不定形で東西0.36m、南北残存径O.26m、探さ0.18mで、あるo また、 SP284は根石があり、平面

形が方形で東西0.39m、南北0.43m、深さO.22mである。 SP283の覆土中より糸切り碗の一部 (70)が出

土している。

SP299 (第11・15.27図@図版3・5) SP299はE区G2グリッドにあり道状遺構6を切っている。平

面形は方形であり、東西O.72m、南北O.65m、深さ0.42mで、小穴内に角離が根石として検出された。

この小穴の年代は道状遺構6より新しいと思われる。
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第四図 掘立柱建物SH2付近遺物出土状況

2 下層遺構出土の遺物

(1 ) 掘立柱建物出土の遺物

SH 1出土遺物(第28.34図@図版2・20) ( 1 )はF2グリッドにあるSH1の整地層から出土して

おり、遠江系の土師器の聾で8世紀から9世紀の製品である。(2)はG2グリッドにあるSH1の柱穴

のSP8より出土した遠江系の土師器の台付蜜で8世紀から 9世紀の製品である。 (4)はF2 . G 2 

リッドにあるSH1の柱跡のSP9より出土した湖西産の須恵器の瓶で8世紀から 9世紀の製品と思われ

る。(6 )はG2グリッドより出土した土師器の杯である。(8 )はG2グリッドより出土した猿投窯生

産の灰紬陶器の長頚瓶でK-14号窯式併行にあたる9世紀前半の製品である。 (9)は同時期でG2グリッ

ド灰色粘土層より出土した猿投窯生産の灰紬陶器の長頚瓶である。 (10)はF2・G2グリッドより出土

した猿投窯生産の灰紬陶器の碗でK-90号窯式併行にあたる 9世紀後半の製品である。 SP15とSF6から

の出土品と接合した。 (11)は同時期でG2グリッドより出土した東遠系の灰粕陶器の碗である。 (12)

は助宗窯生産の灰紬陶器の碗で0-53号窯式併行にあたる10世紀初頭の製品であり、土手状遺構1から

の出士品と接合した。 (13)は同時期でE2・G2グリッドより出土した旗指古窯生産の灰紬陶器の碗で

ある。土手状遺構1からの出土品と接合した。 (14)はE2 . F 3・G2グリッド灰色粘土層より出土し

た猿投窯生産の灰紬陶器の広口瓶で、K-14号窯式併行にあたる 9世紀前半の製品である。 SH1のSP11、

SH3のSP39、SR8からの出土品と接合した。 (15)はG2グリッドの灰色粘土層より出土した助宗窯生

産の灰紬陶器の長頚瓶で0-53号窯式併行にあたる10世紀初頭の製品である。道状遺構4からの出土品

と接合した。 (16)はG2グリッドより出土した東遠系の糸切り碗でK-90号窯式併行にあたる 9世紀後
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第30図 掘立柱建物SH3~5付近遺物出土状況

半の製品である。 (17)はG2グリッドより出土した東遠系の糸切り碗で0-53号窯式併行にあたる10世

紀初頭の製品である。 (19)はG2・F2グリッドより出土した東遠系の小碗で;12世紀前半の製品である0

SH 2出土遺物(第29・35図・園版2. 20) (20)はG2グリッド灰色粘土層(整地層)より出土した

遠江系の土師器の査で8世紀から9世紀の製品である。 (21)はG2グリッドより出土した土師器の聾で

SH2のSP30の風化陳混灰色粘土層から出土している。 (22)はG2グリッドより出土した土師器の童で、

SH 2のSP33灰色粘土層から出土している。 (23)はG2グリッドの灰色粘土層より出土した助宗窯生産

の灰紬陶器の碗でK-90号窯式併行にあたる9世紀後半の製品である。 (24)は同時期でE2・F2'G

2グリッドより出土した助宗窯生産の灰紬陶器の碗である。 SP236、SP281、道状遺構1からの出土品と

接合した。 (25)はG2グリッドより出土した東遠系の糸切り碗で0--53号窯式併行にあたる10世紀初頭

の製品である。 SH2と道状遺構6からの出土品と接合した。 (27)は同時期でG2グリッドより出土し

た東遠系の糸切り碗である。 (28)は同時期でG2グリッドから出土した東遠系の灰紬陶器の碗である。

(31)はG2・F2グリッドから出土した東遠系の小碗で12世紀前半の製品で、ある o (32)は伊万里焼の

染付の筒形鉢で筆筒の可能性がある。 18世紀の製品で上層部から混入した遺物と考えられる。

SH 3出土遺物(第30.35図・図版2・20) (35)はG2グリッドSH3のSP41より出土した東遠系の

灰紬陶器の碗で0-53号窯式併行にあたる10世紀初頭の製品である。 (36)はF2グリッドSH3のSP39

より出土した東遠系の山茶碗で12世紀後半の製品である。
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第31図 道状遺構遺物出土状況

SH 4出土遺物(第30・35図・図版3・20) (37)はF2グリッドSH4のSP50より出土した土師器の

碗でK-14号窯式からK-90号窯式前半にあたる 9世紀前半から 9世紀後半の製品と思われる。は

F2グリッドSH4から出土した糸切り碗で0-53号窯式併行にあたる10世紀初頭の製品と思われる。 (39)

はF2グリッドSH4出土の土師器の碗でK-14号窯式からK-90号窯式にあたる 9世紀前半から9世紀

後半の製品と思われる。 (40)はE2・F2グリッドのSH4にあるSP51より出土しており、瀬戸焼の鉄

紬の天目茶碗で登窯5期か登窯6期にあたる18世紀前半の製品で、上部層からの揖入品である c

SH 5出土遺物(第30・35図 a図版3・20) (41)はF2グリッドのSH5より出土した助宗窯生産の

灰紬陶器の碗でK-90号窯式にあたる 9世紀後半の製品である。 SH5とSD13の出土品が同一個体であ

る。また、 SH6からは遺物が出土していない。

(2) )董状遺構出土の遺物

道状遺構1出土遺物(第23. 33 " 35・36図@図版1. 20 . 21) (24)はE2グリッド道状遺構1より

出土した助宗窯生産の灰紬陶器の碗でK-90号窯式併行にあたる 9世紀後半の製品と思われる。この製

品はSH2、SP236、SP281からの出土品と接合した。 (42)はE2グリッド道状遺構1より出土した東遠

系の須恵器で9世紀中葉の製品と思われる。 (43)はE2グリッドの道状遺構1より出土した助宗窯生産

の灰紬陶器の皿でK-90号窯式併行にあたる 9世紀後半の製品である。 (44)はE2グリッドの道状遺構
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1より出土した東遠系の小碗である。

道状遺構2出土遺物(第31.36図・図版2・21) (45)はG1グリッ

ドの道状遺構2より出土した土師器の坪で古墳時代の可能性がある。

(47)はG2グリッドの道状遺構2より出土した須恵器の部蓋で

9世紀前半の製品である。 (48)はG1グリッドの道状遺構2より

出土した東遠系の灰軸陶器の碗でK-90号窯式併行にあたる9世紀

後半の製品である。 (50)はF2グリッドの道状遺構2付近より出土

した東遠系の糸切り碗で0-53号窯式併行にあたる10世紀初頭の

製品と思われる。 (51)は道状遺構2付近より出土している東遠系

の灰紬陶器の輪花小碗で、11世紀後半の製品で、ある。 (52)は道状遺

構2より出土している東遠系の山茶碗で12世紀前半の製品である。

(53)は道状遺構2付近より出土している中国越州窯系の白磁菊

花紋合子の蓋で12世紀の製品である。この資料は土手状遺構1か

らの出土品と接合した。道状遺構3からは遺物が出土しなかった。

道状遺構4出土遺物(第23. 33 . 34・36図 a 図版1. 20・21)

(15)は道状遺構4より出土した助宗窯生産の灰紬陶器の長頚瓶

で0-53号窯式併行にあたる10世紀初頭の製品である。 SH1からの出土品と接合した。 (54)は道状遺

第32図 E区遺構外出土遺物区分け図

構4より出土した東遠系の高台付山茶碗で12世紀末の製品である。

道状遺構5出土遺物(第23・33・36図・図版1・21) (55)は道状遺構5より出土した助宗窯生産の

灰紬陶器の皿で0-53号窯式併行にあたる10世紀初頭の製品である。

道状遺構6出土遺物(第23・33図・図版3・21) (56)は道状遺構6より出土した猿投窯生産の灰紬

陶器の長頚瓶でK-14号窯式併行にあたる 9世紀前半の製品である。

(3) 溝状遺構 (SO)出土の遺物

SD11出土遺物(第33図@図版1・21) (57)は遠江系の土師器査の口縁部で8世紀から 9世紀の製品

である。 (58)は土師器の杯で9世紀前半の製品と思われる。 (59)は東遠系の灰紬陶器の碗で0-53号

窯式併行にあたる10世紀初頭の製品である。

8012出土遺物(第33図@図版1・21) (60)は土師器の部で9世紀後半の製品と思われる。

S013出土遺物(第33図・閤版1. 21) (61)は土師器で8世紀から 9世紀の製品である。 (62)は猿投

窯生産の灰紬陶器の長頚瓶でK-14号窯式併行にあたる 9世紀前半の製品である。 (63)は東遠系の灰紬

陶器の碗で0-53号窯式併行にあたる10世紀初頭の製品である。 (64)は同時期で助宗窯生産の灰柚陶器

の碗である。

S014出土遺物(第33図 e 図版4・21) (65)は助宗窯生産の灰紬陶器の碗でK-90号窯式併行にあた

る9世紀後半の製品である。

S015出土遺物(第331翠@図版1・21) (66)は東遠系の糸切り碗で0-53号窯式併行にあたる10世紀

初頭の製品である。

S017出土遺物(第33図@図版2・21) (67)は土師器の蓋である。

SD20出土遺物(第33図・図版2. 21) (68)は助宗窯生産の灰紬陶器の碗でK-90号窯式併行にあた

る9世紀後半の製品である。 (69)は東遠系の灰紬陶器の輪花碗で0-53号窯式併行にあたる10世紀初頭

の製品である。

8021出土遺物(第33図・図版3・21)

初頭の製品である。

(70)は東遠系の糸切り碗で0-53号窯式併行にあたる10世紀

q
L
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。
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(5) E区b地点出土遺物(第32・37・38図・図版21・22)

(77) は須恵器の坪蓋で 7 世紀中葉の製品である。 (78~81) は遠江系の土師器の査で 8 世紀から 9 世

紀の製品である。 (82)は土師器の聾の底部でSP160から出土している。 (83)は助宗窯生産の灰紬陶器の

長頚瓶でK-14号窯式併行にあたる 9世紀前半の製品である。 (84)は東遠系の灰紬陶器の碗でK-14号

窯式からK-90号窯式にあたる 9世紀前半から 9世紀後半の製品である。 (85)は助宗窯生産の灰紬陶器

の碗でK-90号窯式併行にあたる 9世紀後半の製品である。 (86)は同時期で助宗窯生産の灰紬陶器の長

頚瓶である。 (87)は同時期で助宗窯生産の灰紬陶器の長頚瓶である。 (88)は同時期で東遠系の灰紬陶

器の長頚瓶である。 (89)は東遠系の灰紬陶器の碗で0-53号窯式併行にあたる10世紀初頭の製品である。

(90)は同時期で助宗窯生産の灰紬陶器碗である。 (91)は東遠系の灰軸陶器長頚瓶で0-53号窯式にあ

たる10世紀初頭の製品である。 (92)はSP176より出土した東遠系の糸切り碗で0-53号窯式併行にあた

る10世紀初頭の製品である。 (93)は同時期で東遠系の糸切り碗である。 (94)は同時期で東遠系の糸切

り碗である。 (95)は同時期で東遠系の糸切り碗である。 (96)はSF6出土の清郷聾で10世紀から11世紀

の製品である。 (97)は東遠系の高台付きの山茶碗で13世紀中葉の製品である。 (98)はSF6から出土し

た伊万里焼の染付の茶碗で18世紀の製品である。 (99)は伊万里焼の白磁の碗で19世紀前半の製品である。

(100)は伊万里焼の染付の茶碗で18世紀の製品である。

(6) E区c地点出土遺物(第31. 32図@図版22・29)

(101)は助宗窯生産の須恵器の杯身で8世紀から 9世紀の製品である。 (102)は助宗窯生産の灰軸陶

器の輪花碗でK-90号窯式にあたる 9世紀後半の製品である。 (103)は道状遺構1より出土した助宗窯

生産の灰紬陶器の碗でK-90号窯式併行にあたる 9世紀後半の製品である。 (104)は東遠系の灰紬陶器

の碗で0-53号窯式併行にあたる10世紀初頭の製品である。 (105)は瀬戸焼の灰紬の小皿で害窯10期に

あたる14世紀後半の製品である。 (106)は土手状遺構1より出土した志戸呂焼の鉄紬の徳本IJで16世紀後

半の製品である。

(7) E区d地点出土遺物(第32.38・39図・図版22)

(107)は遠江系の土師器の輩である。 (108)は遠江系の土師器の査で8世紀から 9世紀の製品である。

(109)は須恵器の杯蓋で8世紀代の製品である。 (110)は猿投窯生産の原始灰軸陶器の長頚瓶で0-10

号窯式併行にあたる 8世紀末から 9世紀初頭の製品である。 (111)は猿投窯生産の緑紬陶器の稜碗で9

世紀代の製品である。 (112)は助宗窯生産の灰紬陶器の碗でK--90号窯式併行にあたる 9世紀後半の製

品である。 (113)は同時期で東遠系の灰紬i陶器の長頚瓶である。 (114)は|可時期で東遠系の灰軸陶器の

碗である。 (115)は同時期で猿投窯生産の長頚瓶である。 (116)は道状遺構1より出土した東遠系の長

頚瓶で0-53号窯式併行にあたる10世紀初頭の製品である。 (117)は同時期で土手状遺構1より出土し

た東遠系の長頚瓶である。 (118)は同時期で東遠系の灰紬陶器の碗である。 (119"'-'121)は同時期で東遠

系の糸切り碗である。 (122)は東遠系の山茶碗で12世紀前半の製品である。 (123)は旗指窯生産の灰紬

陶器の碗で11世紀末の製品である。 (124・125)は東遠系の小碗で、12世紀前半の製品である。 (126)は東

遠系の小皿と思われる。 (127)はSF2より出土した古瀬戸の灰紬の四耳壷で筈窯4期(古瀬戸前H期)

にあたる13世紀前半の製品である。 (128)は中国元代景徳鎮窯の白融梅瓶で13世紀の製品である。

(8) E区e地点出土遺物(第32. 39 . 40図・図版18. 19 . 22・23. 29) 

(129)は古墳時代の土師器壷の底部である。 (130)は助宗窯生産の須恵器の坪身で8世紀前半の製品

である。 (131)は須恵器の坪身で8世紀末の製品である。 (132)は土師器の部で奈良時代の製品である。

(133)は駿東杯で8世紀から 9世紀の製品である。 (134)は遠江系の土師器の警で8世紀から 9世紀の

製品である。 (13日は土師器の窒の底部付近である。 (136)は土師器の部で奈良時代の製品である。 (137)

は土手状遺構1より出土した遠江系の土師器の査で8世紀から 9世紀の製品である。 (138)は遠江系の
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S字聾で8世紀から 9世紀の製品である。 (139)は遠江系の土師器の査で頚部に接合痕があり 8世紀か

ら9世紀の製品である。 (140)は土手状遺構1と土手状遺構2より出土した東遠系の灰紬陶器の長頚瓶

でK-90号窯式併行にあたる 9世紀後半の製品である。 (141)は同時期のSDllより出土した東遠系の灰

勅陶器の碗である。 (142)は同時期で東遠系の灰軸陶器の碗である。 (143)は同時期で助宗窯生産の灰

紬陶器の碗である。 (144)は同時期で道状遺構1より出土した東遠系の灰紬陶器の碗である。 (145)は

同時期で東遠系の灰紬陶器の碗である o (146)は同時期で東遠系の灰軸陶器の長頚瓶である。 (147)は

同時期でSDllより出土した助宗窯生産の灰紬陶器の長頚瓶である。 (148)は同時期で東遠系の長頚瓶の

把手である。 (149)は同時期で猿投窯生産の緑紬陶器の碗である。 (150)は東遠系の灰紬陶器の皿でO

53号窯式併行にあたる10世紀初頭の製品である。 (151)は同時期で土手状遺構2と道状遺構1から出土

した東遠系の灰軸陶器の碗である。 (152)は猿投窯生産の灰紬陶器の碗で0-53号窯式にあたる10世紀

初頭の製品である。 (153・154)は東遠系の灰紬陶器の碗で0-53号窯式併行にあたる10世紀初頭の製品

である。 (155)は同時期で東遠系の灰紬陶器の皿である。 (156)は同時期でSDllから出土した東遠系の

灰紬陶器の碗である。外面に墨書があるが判読不明で、ある。 (157"-162)は同時期で東遠系の糸切り碗で

ある。 (163)は土手状遺構1より出土した東遠系の糸切り碗でK-90号窯式併行にあたる 9世紀後半の

製品である。 (164)は東遠系の糸切り碗で0-53号窯式併行の10世紀初頭の製品である。体部外商に墨

書が施されているが判読不明である。 (165)はSF4と道状遺構1より出土した東遠系の山茶碗で13世紀

中頃の製品である。 (166)は東遠系の小碗で12世紀前半の製品である。 (167)は東遠系の山茶碗で12世

紀後半の製品である。 (168)はSD12より出土した東遠系の小碗で、13世紀の製品で、ある。 (169)は中国南

宋の白磁の小皿で12世紀の製品で、ある。 (170)はSDllより出土した中国南宋の白磁の四耳壷で13世紀の

製品である。 (171)は土手状遺構1より出土した常滑焼の査で13世紀から14世紀の製品である。 (172)

は土手状遺構1より出土した志野焼の鉄紬の小皿で後期N古併行にあたる15世紀中葉の製品である。

(9) E区f地点出土遺物(第32・41・42図・図版23・24. 29) 

(173)は助宗窯生産の須恵器の杯蓋で9世紀前半の製品である。 (174)は助宗窯生産の須恵器の杯身

で9世紀前半の製品である。 (175)は土手状遺構1から出土した助宗窯生産の須恵器の坪身で、9世紀前

半の製品である。 (176)は助宗窯生産の須恵器の坪身で9世紀前半の製品である。 (177)は土師器の坪

である。 (178)は土師器の聾である。 (179・180)は土師器の杯である。 (181)は土師器の輩で8世紀か

ら9世紀の製品である。 (182)は土手状遺構1より出土した土師器の査で8世紀から 9世紀の製品であ

る。 (183)は土手状遺構1より出土した遠江系の土師器の査で8世紀から 9世紀の製品である。 (184"-'

186) は遠江系の土師器の嚢で 8 世紀から 9 世紀の製品である。 (187) は土手~.犬遺構 l より出土した士師

器の喜重である。 (188)は土手状遺構1より出土した遠江系の土師器の査で8世紀から 9世紀の製品であ

る。 (189)は土手状遺構1より出土した土師器の査で8世紀から 9世紀の製品である。 (190)は土師器

の小形聾で、8世紀から 9世紀の製品である。 (191)は東遠系の灰紬陶器の碗でK-90号窯式併行にあた

る9世紀後半の製品である。 (192)は同時期で東遠系の灰軸陶器の碗である。 (193)は同時期でSD14よ

り出土した東遠系の灰紬陶器の碗である。 (194)は同時期の土手状遺構1より出土した猿投窯生産の灰

紬陶器の碗である。 (195)は同時期で猿投窯生産の灰紬陶器の碗である。 (196)は同時期で東遠系の灰

粕陶器の碗である。 (197)は助宗窯生産の灰柚陶器の碗で0-53号窯式併行にあたる10世紀初頭の製品

である。高台部を転用硯に使用した可能性がある。 (198)は同時期で東遠系の灰紬陶器の碗であり高台

部が欠損している。 (199. 200)は同時期で東遠系の灰紬陶器の碗である。 (201)は同時期で土手状遺構

1より出土した東遠系の灰紬陶器の碗である。 (202)は同時期で東遠系の灰紬陶器の碗である。 (203)

は同時期の東遠系の糸切り碗である。 (204)は東遠系の糸切り碗でK-90号窯式併行にあたる 9世紀後

半の製品である。 (205' 206)は東遠系の糸切り碗で0-53号窯式併行にあたる10世紀初頭の製品である。
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(207)は東遠系の山茶碗で13世紀中葉の製品である。 (208)は東遠系の片口鉢で13世紀初頭の製品であ

る。 (209)は東遠系の山茶碗で12世紀の製品で、ある。 (210)は東遠系の山茶碗である。 (211)は東遠系

の小皿で13世紀後半の製品である。 (212)は中国龍泉窯系の青磁の碗で12世紀から13世紀の製品である。

(213)は中国の青酷蓮弁紋碗で13世紀中頃の製品である。 (214"-'216)はかわらけである。

(10) E区g地点出土遺物(第32・42図・図版18・24)

(217)はSR8より出土した助宗窯生産の須恵器の坪蓋で9世紀前半の製品である。 (218)はSR8よ

り出土した助宗窯生産の須恵器の坪身で9世紀前半の製品である。 (219)はSR8より出土した須恵器の

坪身である。 (220)はSR8より出土した土師器の碗である。 (221)はSR8より出土した遠江系の士師

器の台付査で8世紀から 9世紀の製品である。 (222)はSR8より出土した土師器の坪である。 (223)は

SR8より出土した助宗窯生産の須恵器の坪身で9世紀前半の製品である。 (224)は土手状遺構2より出

土した東遠系の灰紬陶器の碗で0-53号窯式にあたる10世紀初頭の製品である。 (225)は土手状遺構1

より出土した助宗窯生産の灰紬陶器の碗で0---53号窯式併行にあたる10世紀初頭の製品である。 (226)

は同時期で東遠系の灰紬陶器の碗である。 (227"-'229・231. 232)は同時期でSR8より出土した東遠系

の糸切り碗である。 (230) は同時期の東遠系の糸切り碗である。 (233~235) は SR 8より出土した東遠

系の山茶碗で12世紀前半の製品である。 (236)はSR8より出土した東遠系の小碗で;12世紀前半の製品で

ある。 (237)はSR8出土の東遠系の小碗で13世紀後半の製品である。 (238)は渥美窯生産の山茶碗で13

世紀後半の製品である。 (239"'241)はSR8から出土したかわらけで15世紀代の製品であり、 (239)の

体部外面には炭化物が付着している。 (242)はかわらけで15世紀代の製品である。 (243)はSR8より出

土した内耳鍋であり15世紀後半から16世紀前半の製品である。

第5節上層遺構と出土遺物

1 A区水田

A区水田は、標高62圃4"-'60，8m付近に営まれる(第44図)。等高線は南から北方向に下るほぼ東西方向

を呈するが、 61.6m付近から上位は東側の丘陵裾部の影響を受けて東北東方向に変化する。

(1 ) 蛙畔(第45図)

水田の畦ra半はほぼ等高線に平行・直交する方向に造られている。基幹となる大陸間半はSK1"" 9であるc

板材と丸材の杭を用いた施設は東西方向の畦畔の北面に集中する傾向があり、 SK5以外の南北方向には

余りみられない。より下位にあたる田面に、上位の水聞が流出しないよう図られているのだろう。また、

特に東西方向の大畦畔毎に、上下で大きな段差が生まれている。大畦畔を整えることで、従来の南から

北に向かう斜面をより平坦にすることを意図している(第47図)。

SK 1 D 7 . 8グリッドで検出された東西方向の畦畔である。水田面で、ある灰色粘土層上に、問面の粘

土を掻き揚げて形作る。!隔は上端で0 ， 3~0.5mを現Ijり、南側・北側田面との比高差は 3cm前後で、ある。

北側の縁辺には板材を横に渡し、太さ 5~ 8cmの丸材の杭を打ちこんで押さえとしている(第51図)。

SK 2 . 4 D 6 ~E 7グリッドで検出された同一延長上に位置する東西方向の畦畔である。 i隔は上端で

0.2~1 昭 2mを測り、 SK4 では屈曲が強く細い。特にSK4 の南側を主体に複数列の杭が打たれる(第50

図)。

SK 3 D. E 6 グリッドで検出された南北方向の畦畔である。 I幅は Iニ端で1. 0~1. 2m を測る。

SK 5 D 7 . 8、E7グリッドで検出された南西 北東方向のl珪畔である。東側が確認調査トレンチに

よって失われている。北西側田面との比高差は10"-'12cm;f呈度である。西側から接するSK4との取り付き

- 65-



2 3 4 5 6 7 -
i
l
口
白
山
由

。。。
。
回
国

F
I
H〉 " ，r ー一一一

E区
C 

A区

SK9 

G 

H 

DI& 
J 

X~-113400一一一

40m K 

第43図上層遺構全体函

部分を主体に、畦畔の西面に杭が打ちこまれる。これより北側へ離れた位置に3本の杭が検出されてお

り、南側はSK6方向に杭を打ちこみ、微弱ながらも畦畔の西面に保護を施している(第50図)。

SK 6 E 7グリッドで検出された東西方向の畦畔である。幅は上端で0.4""2昭Omを測り、北側同面との

比高差は8'""-'l1cmで、ある。幅が著しく太くなる部分は、南側田面と畦畔との差が明らかでない。恐らく

放棄される前後に流出していたものとみられる。丸材の杭列は幅1""2m聞に少なくとも 2条が打ちこ
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第44図 遺構検出面の地形

まれている。一条は畦畔の内側部分にある。もう一条は外側(北側)部分にあり、内側部分よりも密で

ある。この密な部分は、下位(南側)の回面に対して段をつくって下がる部分にあたり、上位(南側)

の同面をより水平に、 下位の水間への流出がないように、より強固に保護されていることが窺える(第

50図)。

SK 7 F 7グリッドで検出された東西方向の畦畔である。調査時には、北側同商に対する比高差2cm前

後の段差として認識された。南側には少なくとも 2列の丸材による杭列が打ちこまれており、これらの

閣を移動していることが察せられる。ここからSK6方向(南北方向)にも杭列が施されている。

SK 8 E 4"-' 6、F5グリッドで検出された東西方向の畦畔である。半ばほどでやや南側に膨らんでい

る。幅は上端でO.2""L2mを測り、北側用面との比高差は5~lOcm、南側問面とは 4~8cm程度である。

丸材の杭は1m前後の幅で、打ちこまれる(第52図)。南への落ちの肩部以下に杭が多くみとめられること

は、この幅の北側にあたる部分が元来の畦畔北面であり、脆弱になった部分あるいは流出した部分を南
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第45図大畦畔位置図

側へさげて補修していったことを示しているのだろう。

SK9 F 6グリッドで検出された東西方向の畦畔である。東端で北東方向に折れていることは、山裾に

平行する方向の畦畔に連結していたことを示している。幅は上端でO.4m前後を測り、北側回面との比高

差は20cm、南側田面とは2cm程度である。この畦畔に伴う丸材を用いた杭列は、畦畔の幅に散らばって
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第46図 大陸畔と由菌位置図

検出されている。この幅の中で幾度となく盛り直されていることを示唆している。また、畦畔が検出さ

れなかった東側にも杭列が検出されていることは、元来まっすぐ、であったものを、ある時期に北東方向

へ曲げたことを示している(第52図)。また、北側から南側の田面へ水を廻すための水口と考えられる施

設が付随している。これは、畦畔の一部を切っており、内側に水が渦巻いたことによって削り取られた
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60.0m ←ー 1 灰黄色粘土

2 腐植土

3 B音灰色粘土
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小さな窪みが形成されている。また、畦畔の東側・西側の一部が不明確となっている。特に西側は砂利

によって覆われていたことから、洪水によって削り取られていることが窺える。

(2) 小畦畔による小区画(第43.46図)

10""-'20mおきに現れる大畦畔の内部は、畦畔(小畦畔)によって更に細かく区切られている。これら

は、木材を用いて保護されている大畦畔とは異なり、すべて周囲の土を掻き揚げて盛り上げることで造

られJている。小畦畔による小区画は、北ヘ下る斜面地へ均等に水を張るための工夫であったり、小さな

ものについては、苗代を育てるための区画であったりと、いくつかの意図が感じられる o A~互において

は、大畦畔による区画(問面)13枚に、このような小畦畔が検出されている。

田面1 田面1の内側は、小畦畔によって5ケ所の小区画に分けられている。 SK5に沿う部分が最も大
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第50図 A区大陸畔に伴う杭列位置図1

304mで、ある。

第2章小瀬戸遺跡

きく東西5.4"-"7m、南北

9.2'""906mの規模を持つ。

この西側は、ほぼ中央に

東西方向の小畦畔を造っ

て、二つの区画に分けら

れている。北側がやや広

く東西708'""9 m、南北

404m、南側が東西5"-'7

m、南北5'"'-'5.4mの規模

がある。一方、これら三

つの区画の南側にはSK4

に沿う幅の狭い小区画が

ある。東側が東西8m、

南北2.2----3m、西側が東

西304m、南北2置2mと、

特に後者はー坪にも満た

ない。

田面2 田面2の内側は、

隣接する田面1の小畦畔

が西に伸びて内部を3ヶ

所の小区画に分けている。

西側の一部にトレンチが

穿たれているため、東西

幅は定かでないが、南北

幅は田面1とほぼ同様で

ある。最も南側の小区画

は、 SK4が次第に北側へ

曲がってくるため、三角

形状を呈する。東西幅は

田苗3 回面3の内側は、隣接する田面2の小畦畔が西に伸び、南北方向の小畦畔2条によって少なく

とも 6ヶ所の小区画に分けられる。南北の大畦畔に沿う二つの小区画は、北側が南北3.4"-'3.8m、東西

3.3"-'3.9m、南側が南北405m、東西4----4.3mで、いずれも南西隅が一部水口状に途切れている。これ

らの商に接する小区画は、西縁の小!校畔が北東一南西方向に傾くため、変則的な矩形を呈する。北側は

東西 2"-'4m、南北 8m と長細く北側に水口状の途切れがみられる。南側は東西 4m~12m以上、南北

3 "-'9. 8mと台形状である。さらにこの西側に南北4""""6mの小区画がこっ存在する。

田園4 同面4の内側は、 7ヶ所の小区画に分けられる。南北方向のトレンチ以西に東西方向の小畦畔

が複数みられる。これらはトレンチ以東につながらないので、 トレンチ部分に南北方向の小畦畔が存在

した可能性が高い。最も大きな区画は東側にあり、南側の一部をSK6 に接している。東西13~J14m以上、

南北12~16mの規模があるが、中央部に南北方向の小畦畔の残欠がみられるため、本来は東西に二分さ

れていたものと思われる。この南側にはSK6に沿って、用水をもたらすと想定される小さな溝が取りつ
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畦隣上端，

いている。

第51図 A区杭列断面図

B' 

， .褐灰色粘土(炭化物含む)
2.灰色粘土(炭酸鉄含む)

3.暗灰色粘土

。 50cm 

田面5 図面5の内側は、 10ヶ所の小区画に分けられる。大畦畔SK2に沿う部分に比較的大きな区画が

みられる。 SK2と3のコーナ一部分にある小区画は東西方向が5.7mと長く、南北方向は2.6'"'-'3.4mと

なる。西側の小畦畔の中程は水口が造られているため途切れている。ここから幅40cm、深さ 6'"'-'10cmの

溝が、南側の小畦畔に沿うようにL字形に掘られている。この溝は、南北方向のほぼ同一規模の溝に繋

がることから、南側からもたらされた水を等しく回面に供給する用を成すものと考えられる。最も大き

な小区画は田面5の中央北側にあり、北側を大畦畔SK2に接する。南北方向6.6m、東西方向5.9mの規

模がある。この南側や南西側の小区画は、東西方向の小畦畔によって区切られて、このほぼ半分の広さ

となる。

田面6 田面6の内側は、 3ヶ所の小区圃に分けられるが、北側が調査区外となるため、本来はこの倍

程度と見込まれる。南側の撹乱沿いにある小区画は東西方向に7mと長い。この北側の小区画は、この

幅を南北方向の小畦畔によって区切った南北に長い区画となる。

回面7 田面7の内側は、南北方向トレンチの西側で6ヶ所の小区画に分けられる。いずれも正方形に

近く、碁盤の目状に並ぶ。最も小さな区画は北東側にあり、南北方向に4.3m、東西方向に2.1'"'-'2.9mと

なる。最も大きな区圃は南西側にあり、南北方向に2.9m、東西方向に4.5mである。また、南隣の回面

北縁には、回面7へ水を廻すための水口が聞いている。底が窪む部分は、落ちてゆく水が渦巻いた跡で

あろう。

田面8 回面8の内側は、 4ヶ所の小区画に分けられる。大畦畔SK3に沿う位置には、田面5から伸び

るほぼ南北方向の小畦畔に規制される最大幅2.8m、奥行きおよそ7mの三角形状の小区画がある。この

西側には東西方向に5.5mの小区画があるが、やや南に偏った位置に、小畦畔に平行する幅10cm、深さ 7

cm程度の小さな溝が掘られている。最も西側の大畦畔沿いには、幅3.9mの小区画がある。この、後二者

を区切る小畦畔は上端幅が30cm程度のもので、北側の田面5にも延びている。

図面9 田面9の内側は、 5ヶ所程度の小区画に分けられるが、北側はテストピット等によって抜かれ

ているために判然としない。南側の三つの小区画は、大畦畔の幅のほぼ中央を南北の小畦畔で区切り、

さらに東側を田面8から延びる東西方向の小畦畔で二分している。この東西方向の小畦畔は、さらに西

に延びる様子が伺えるので、西側の小区画も東側と同様に二分されていた可能性がある。東側の小区画

は、東西3m前後で、南北は1.5'"'-'3. 2mの規模がある。

田面10 田面10の内側は、南北方向の小畦畔によって5ヶ所の小区画に分けられている。北側をトレン

チによって抜かれているため、南北方向の側は判然としないが、東西幅1.2'"'-'2.4m程度で矩冊状になる

ものと思われる。

田面11 田面11の内側は、 3ヶ所の小区画に分けられる。大畦畔SK8に沿う北側の小区画は東西方向に

7.2m、南北方向に5.4mの規模がある。南を区切る小畦畔がクランク状に曲がるため、本来はこの位置
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で東西に二分されて

いた可能性がある。

南側の二つの区画は、

東側が幅4.1m、西側

が3m前後の規模が

ある。南北方向の規

模は、調査区境にか

かり判然としない。

田面12 田面12の内

側は、 8ヶ所程度の

小区画に分かれるも

のと思われる。北側

の小区画はいずれも

短冊状で、幅1.7'"

2.5、長さ4.7"'6.5m

の規模がある。南側

は調査区境にかかり

判然としない。

田面13 回面13の内

側は2ヶ所以上の小

区画に分かれている。

いずれも調査区境に

かかり、規模は判然

としない。東西方向

の小畦畔が田面12の

ものと同一位置にあ

るため、田面12に類

10m 
した短冊状の小区画4二ア
である可能性がある。

第52図 A区大畦畔に伴う杭列位置図2

2 A区水田面出土の遺物

A区水田苗出土の土器・陶磁器(第53図・図版24) (244)は土師器の坪で10世紀から11世紀の製品で

ある。 (245)は東遠系の鎌倉時代の丸瓦で表面の凸面が無文になり、四面に指頭痕が付く。一枚作り(型

作り)と思われ表面と内面に細砂を多く含んでいる。 (246)は上志戸呂窯生産の志戸呂焼の小皿で17世

紀前半の製品である。 (247)は上志戸呂窯生産の志戸巴焼の鉄紬小壷で17世紀前半の製品である。 (248)

は三ツ沢窯生産の志戸目焼の錆紬播鉢で15世紀後半の製品である。 (249)は上志戸呂窯生産の志戸目焼

の徳利で17世紀前半の製品である。 (250)は肥前焼の青緑紬の皿で17世紀前半の製品である。 (251)は

瀬戸焼の錆紬播鉢で19世紀前半の製品である。 (252)は伊万里焼の染付の碗で19世紀前半の製品である。

(253)は伊万里焼の染付の血で19世紀前半の製品である。 (254)は産地不明の鉄絵の土瓶蓋で19世紀前
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第2章小瀬戸遺跡

半の製品である。

3 B区水田

B区水田は、標高65"-'62. 5 m付近に営まれる(第44図)。等高線は南東から北西方向に播鉢状に下るが、

調査区北東側は東側の丘陵裾部の影響を受けて標高64"'"'63.5m付近で、やや平坦な面をつくる。

(1 ) 酷畔(第45図)

水聞の畦畔は基本的には等高椋にほぼ平行・直交する方向に造られるが、調査区の東側や北西側に行

くにしたがって崩れてゆく傾向がある。これはそれぞれの位置にある貯水池状の窪みや自然流路などの

影響によるものであろう。基幹となる大畦畔はSK10~13である。板材と丸材の杭を用いた施設はSK10

と11・12の一部にみられるだけで、他はいずれも耕作土を盛り上げたのみである。 SK10の施設は、流路

SR4によって問面が侵食されないように計らっているものと思われる

SK10 G. H 6グリッドで検出された南北方向の畦畔である。水田面上に、田面の粘土を掻き揚げて形

作る。幅は上端で0.7'"'-'1.0mを測り、東側同面との比高差は9cm前後で、ある。西側の縁辺には板材を横

に渡し、太さ 15~-45cmの丸材の杭を打ちこんで押さえとしている。これらは最大で幅2.5mにわたり、複

数列に及ぶ(第55・56図)。西から東側へ次第に田面を拡張していったものと思われる。なお、この杭列

はSK10の南端で西に90度折れて、 SKll上におよそ 3m続いている。

SK11 H 4"" 6グリッドで検出された東西方向の畦畔である。幅は上端で0.5"'""1. 2mを測り、北側回面

との比高差は11"'"'17cm、南側田面とは3"-" 7 cmで、ある。杭による補強がみられるのはSK10とつながる部

分、南北ベルトと交差する付近の2ヶ所である。前者は丸材の杭を用いて幅およそ 1mにわたって施さ

れている。 3""'-4列に及ぶものと思われるが、杭が混在するために分離は難しい。後者は畔の内側と外

側に集まる傾向がある。集中しているのはこの部分だけなので、水口などによる侵食から畦畔を保護す

る目的で、あった可能性もある。なお、杭列はSKllの西側延長上からも検出されている。この部分は貯水

池状施設の内側にあたる。畦畔と田面が整えられていた部分を、ある時期に改変しているのであろう。

SK12 H. 1 5グリッドで検出された南北方向の畦畔である。北端でSKllと連結している。幅は上端で

O，2""'Oo7mを測り、東側水田との比高差は3"-" 9 cm、西側同面とは3""7 cmであるの杭による補強がみ

られるのはSKllとの連結部と南端付近である。前者は4"'"'5本程度によるもので、脆弱な連結部を補っ

てし、るものと思われる。後者は10本弱が打ちこまれる。 SK12が南東よりに屈曲する付近を保護するもの

と思われる。

SK13 1 ・J5グリッドで検出された北西一南東方向の畦畔である。半ばほどで南向きにおよそ60度折

れる。幅は上端で、50cm前後で、ある。この周囲に田面は検出されておらず北側@南側ともに畦畔上面から

最大で30cmほどの窪みとなる。杭による補強は比較的南面に手厚く施される。

(2) 小畦畔による小匹園(第46図)

大畦畔の内部はA区と同様に、畦畔(小畦畔)によって更に細かく区切られている。これらは、木材

を用いて保護されている大畦畔とは異なり、すべて周囲の土を掻き揚げて盛り上げることで造られてい

る。 B区においては、大畦畔による区画(田面)11枚に、このような小畦畔が検出されているc 大畦畔

白体が地形の制約によって蛇行しているせいか、 A区でみられるように同 a延長上に小畦畔が造られる

{頃向はここでは乏しい。

田菌14 大畦畔SKllが北損Ijへ曲がってくる部分にあたるため、田面は台形様の矩形を呈し、内側は小畦

畔によって13ヶ所の小区画に分けられている。東西方向に3列、南北方向に3""5列あり、中央列の北

側と 2番目が東西方向に長く、西列の北よりと東列の南よりに南北方向に長い区画が造られる。このう
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1.客土

2.暗褐色粘土

3.暗褐色~明椙色粘土(炭酸鉄混じり、南に行くに従い明褐色となる)

4.暗褐色粘土(砂・炭酸鉄混じり)

5.青灰色砂礁

6.黒褐色粘土(白色砂のラミナを含む)

7目膏灰色粘土

8.青灰色砂磯
白色砂

第54図 B区トレンチ土層柱状図・断面図

ち最も小さな区画は西列の北よりにあり、東西幅1.3m、南北幅2.7mを測る。最も大きな区画は西列の

南側で東西幅3m、南北幅5mである。また、流路SR4から分岐した溝が南東隅に取りついている。流

路から直接水を引き入れる施設で、あろうか。

田富15 大畦畔SKllの影響による南北に長い矩形を呈し、内部は12程度の小区画に分けられている。北

側には南北に長く、幅1.2'"'-'2 m、長さ4.2'"'-'4. 8mの短冊状の小区画が並ぶ。南側は東西に長い幅1.1'"'-'

2.8m、長さ 3m以上の区画がならんで造られる。

田苗16 貯水池状施設の北東のほとりにあり、内部を5ヶ所の小区画に分ける。最も北側を大畦畔との

都合で底辺4.5m、高さ4.4mほどの三角形状に造る。この南側の区画は長方形であり、南北幅3'"'-'4m、

東西幅4.5'"'-'6. 3mを測る。中程の区画は南北の小畦畔で更に二分され、南北2'"'-'2.6m、東西1.9m以上

の小区画をあえて造り出している。

田面17 貯水池状施設の北側のほとりにあり、内部を7ヶ所程度の小区画に分ける。東よりの一部に掘

られたテストピットによって、ほぼ半数の規模が不確かとなっている。最も大きな小区画はテストピッ

ト北側にあり、東西幅9m、南北幅6m程度となる。最も小さな小区画は2m四方ほどである。このよ

うに、この図面の小区画は大小の差が極めて大きい。なお、田面南東側に小畦畔の一部が幅30cm程切れ

ている部分がある。ここは、流路SR2・3の延長上にあたる。流路から供給された水を取りこむ水口と

思われる。

。。
ヴ

t
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第55図 B区大陸畔に伴う杭列位置図

第2章小瀬戸遺跡

田苗18 貯水池状施設の北

西のほとりにあり、南側か

ら東側にかけては水回しに

供されたと思われる溝によ

って区切られる。この溝に

沿う部分は不整形な小区画

となるが、内側は南北I幅

2.3"-'3.1m、東西幅0.9"'-'

1.5mの短冊牧や台形状とな

る。これら小区画を縫うよ

うに幅0.5"'-'lm、深さ 2"'-'

4cmのL字型の溝が掘られ

ている。 ~?7l<t血4犬施設:から

水を引き入れるための施設

であろうか。

田面19 田面14の南側にあ

る矩形の田面で、内部は6

ケ所のよい区画に分けられる。

最も大きな区画は南東隅に

あり東西幅7.2m、南北幅

3.2"-'5.4mを測る。この西

側にある三角形状の小区画

を境する小畦畔は、水回し

を配慮したように北側で一

部が途切れている。この北側には南北幅1.5"-'2.2m、東西幅4.9""'6.9mの台形状の小区画が3つある。

このうち南西側の一つには、小畦畔聞に造られた幅50cm0 深さ 5cm前後の小さな溝が流路SR4から接続

している。流路から直接水を引き入れる施設であろうか。

国菌20 南側に張り出す矩形の田面であり、大陸畔SK12沿いに5ヶ所程度の小区画が観察される。南北

トレンチによって判然としない状況であるが、南北幅1. 5~2.6m、東西幅2.7m以上の短冊状の区闘が連

続していたものと思われる。

田苗21 貯水池状施設に注ぐ流路SR2・3に接する位置にある正方形状の田面である。内部は6ヶ所の

小区画に分けられている。東列は|召面20の小区画に類相した短冊状であるが、西列の3つは南北幅1.8""'

3固1m、東西IIJj1.6""'2 .1mで、正方形の近いものが含まれる。西列北端の小区画は、北西隅がァ1<:口状に幅50cm

程度空いている。 SR3を介して貯水池状施設へ水を抜くための配慮であろう。

田面22 調査区南東壁際にある正方形状になると思われる田面である。内部は6ヶ所程度の小区画に分

けられる。いずれも正方形状であり、南北11，届1.5........3.1、東西I幅2.2"'3mの規模がある。東側の列は調査

区境にかかり、規模は明らかでない。

由菌23 問面22の西側にある平行四辺形状の問面である。内部は12ヶ所の小区画に分けられる。中央や

や北側を東西に分ける小畦畔によって大きく二分され、北側には不整形な小区闘が。南側には長方形状

の小区画が配置される。北側の中央には東西幅5ロ6m、南北幅2.4mの長方形状の小区画がある。この西~

東は北側の大畦畔に規制される形でS字状やL字状の小区固となる。南側の小区画は主に長方形状で¥
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相互が縦横にモザイク状に配置される。これらは幅1.2"-'2.7m、長さ 2'"'"'3.5mと大小がある。

A' 

1m 

田苗24 調査区の最も南側で検出された矩形の田面である。内部は5ヶ所程度の小区画に分けられる。

北側は南北幅2m前後の小区画が東西に並ぶ。最も西側の小区画はほぼ中央を東西方向の小畦畔で、二分

する。これらの南側は最大で10cm~まどの窪みとなるが、その落ち際に杭が十数本打設される。この窪み

の南端には大畦畔SK13があり、やはり杭による補強がみられる。この窪み自体が、貯水池状施設のよう

な役割を持っていたことも考慮される。

(3) 流路@溝(第43図)

B区で検出された流路はSR1......_4である。このうちSR1，...__.3は調査区の西よりにある。その末端は

貯水池状施設に至っているため、水田の運営に供するように人為的に引きこまれていると理解される。

SR4は調査区の東側にある。更に東側の山裾に平行する位置にあることから、山際を流れる小河川のひ

とつで、あったと考えられる。溝SD5・6は流路SR4に絡む位置にあり、いずれも東から西へ掘られて

いる。水同に水を供給するためのものと考えられるが、 SD7については畦畔を切っているため、 SR4の

氾i監に伴ってで、きた水道である可能性が高い。

SR 1 G. H 4グリッドでi灸出された貯水池状施設の西端にある南西 北東方向の流路である。幅は最

大で3m、およそ6mの長さが検出されている。北側にある田面18とは13cm程の比高差がある。 SR1の

先端部近くからは、北側の水間に水を廻すための幅O.8......_1m、深さ10cm前後の溝が北東に掘られている o

SR 2 H4グリッドで検出された貯水池状施設へ南から至る南北方向の流路である。幅は70cm前後、深

さは16""43cmで北へゆくにしたがって徐々に深くなる。

SR3 H4・5、I4グリッドで検出された貯水池状施設へ南から至る南北方向の流路であり、 SR2の東

側に平行する。幅は40'"'-'70cm、深さは8'""'15cmで北へゆくにしたがってやや深くなる。

SR 4 G'"'-' 1 6 グリッドで検出された南北方向の流路である。 l幅はO.6 ......，1. 1cm、深さは18~40cmを測り、

南半で幅が広く比較的深いc 全体的には3%程度の勾配で緩やかに北へ流下する。

SD 5 日6グリッドで検出された南東 北西の溝である。幅は60cm前後、深さは7'""23cmで北西側に下

る。田面14の南東隅に取り付いていることから、流路から田面に水を引くための溝と考えられる G

SD6 H6グリッドで検出された東西方向の溝である。幅はO.6，...__.1m、深さは7cm前後で、西側に下る o

同面19の内側に引き込まれていることから、 SD5と同様、流路から用面に水を引くための溝と考えら

れる。
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SD 7 1 6"""'H 5グリッドで検出された南東一北西の溝である。幅は0.5"""'1.1m、深さは7"""'29cmで北

西側に下る。北西側にいくにしたがって細く、浅くなる傾向がある。田直19の畦畔を切る位置にあり、

流路と連結していない。 SR4の氾濫に伴ってで、きた水道で、ある可能性が高い。

(4) 貯水池状施設(第43図)

G""'" 1 4グリッドで検出された、流路の末端が取りつく空閑地である。東西におよそ20m、南北に15m

の不定形を呈する。東側のSR2・3が取り付く部分は、西側に南北から幅0.5""'"1 mの土手が張り出す

ことにより楕円形に仕切られている。この部分にはSR2・3からもたらされた水が優先的に溜り、北側

に聞いた水口から田面17に供給されていたものと考えられる。一方西端にはSR1が取りついているが、

この先端近くにはSR2・3とは異なって北東向きの溝が連結していることからも、 SR1によってもた

らされた水は優先的に溝を介して北側の田面に、流されていたものと思われる。また、この施設の底面は

特に掘り込まれておらず比較的平らであるうえ、北側の田面との比高差も最大で5cm程度である。した

がって、この施設は流路から溢れ出た水が薄く溜まる程度の容量しかなく、積極的に水を溜め置くこと

はできない。田面に落とす水を滞水させることによって温め、更により下位の田面へ効率よく水を再分

配するための調整機能を有していたものと考えられる。

4 B区水田面出土の遺物

B区水田面出土の土器・陶磁器(第53・57図・図版18・24・25) (255)は助宗窯生産の灰紬陶器の碗で

0-53号窯式併行にあたる10世紀初頭の製品で墨書陶器であるが、書かれた文字は不明である。 (256)は

渥美窯生産の山茶碗で12世紀前半の製品である。 (257)は瀬戸焼の折縁深皿で14世紀後半の製品である。

(258)は三ツ沢窯生産の志戸白焼の錆紬播鉢で15世紀後半の製品である。 (259)は瀬戸焼の鉄紬の天目

茶碗で大窯4前にあたる16世紀末の製品である。 (260)は産地不明の灰紬を施した急須で19世紀前半の

製品である。

5 C区水田

C区水田は、標高65.8""63.1m付近に営まれる。等高線は南南東から北北西方向に下るが、調査区北

端の貯水池状施設付近は標高63.2mあたりでやや平担な面をつくる。

(1 ) 畦畔(第45図)

水田の畦畔は基本的には等高線にほぼ平行・直交する方向に造られるが、調査区の南側に行くにした

がって崩れてゆく傾向がある。これは調査区の南に位置する山裾の形状が影響しているのであろう。基

幹となる大畦畔はSK14"""'16である。主に丸材の杭を用いた施設はそれぞれに施されるが、特にSK16に

著しく、部分的に石積みを伴っている。流路SR5を安定させるための計らいであろう。

SK14 1 3"" 4グリッドで検出された東西方向の畦畔である。幅は上端で0.25"""'0.9mを測り、南側田面

との比高差は10""'"12cm、北側は1""4cmである。畦畔を安定させるために打ちこまれた杭は比較的まば

らで、 1m前後の間隔をもっ。検出されていないが、これらの聞に横木を渡していたことも想定される。

SK15 J 4""K 3・4グリッドで検出された東西方向の畦畔である。東にいくにしたがってやや北側に

曲がる。幅は上端で0.2""0.5mを測り、南側田面との比高差は4""12cm、北側は1""'"6cmである。打ち

こまれた杭は西端部に集中している。 10""70cm聞編で、打ち込まれるもので、横木はみられない。水口な

どの施設を補強しているものと思われるが、調査区境にかかり判然としない。

SK16 1 3グリッドで検出された東西方向の畦畔である。南側回面と北側の貯水池状施設の聞に段状に
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造られており、幅は平坦面で、30""'-'60cmを測る。杭は段の上端、すなわち閏面25・26の北端部分と設の北

縁に打ちこまれる。東半分は畦畔自体の平坦面が失われ判然としないが、杭列が継続するため、やや南

向きに角度を変えながら延びていたことが窺える。これら杭列には、部分的に人頭大の礁を用いた石積

みが伴っている(図版13)。このSK16に車交し北へ伸びる上端幅20""'-'50cmを測る土手状の高まりにも、

東面を主体に0.3""'-'1m間隔で杭が打ちこまれる。相互の聞は80cmほど空いており、ここにも集中して杭

が打ちこまれる。貯水池状施設から東側へ水を廻す水口であったと思われる。

(2) 小畦畔による小区画(第46図)

大畦畔の内部はA.B区と同様に、土を掻き揚げて盛り上げることで造られた畦畔(小畦畔)によっ

て更に細かく区切られている。 C区においては、大畦畔による区画(田面) 9枚に、このような小畦畔

が検出されている。 B区と問様、大畦畔自体が地形の制約によって蛇行しているせいか、 A区でみられ

るように同一延長上に小畦畔が造られる傾向はここでも乏しい。

田面25 大畦畔SK16の東側で北縁が接する部分にあたり、田面は台形を呈する。内側は小畦畔によって

7ヶ所の小区画に分けられている。正方形状の小区画も合まれるが、三角形状が比較的多く、相互がモ

ザイク状に組み合っている。長方形状の区画は田面の中ほどにあり、南北幅2.2""'-'2.4m、東西幅2.5""'-'3 

mの規模がある。三角形状の区画は田面の南側にあり、属辺8m、高さ5.5mで、ある。

田苗26 田面25の西側に接し、北縁を大畦畔SK16とする。内部は小畦畔によって6ヶ所以上の小区画に

分けられている。 SK16に接する小区画は正方形状を呈する。一部の小畦畔が失われているが、 2.2m四方

程度の規模となる。この南側には南北幅2.1""'-'4m、東西幅1.2""'-'1.6mと南北に長い短冊状の小区画が並

ぶ。南端は東西に長い区画がみられるが、調査範囲外となり規模は定かで、ない。

田面27 調査区のほぼ中央東よりにある正方形状の田面である。内部は4ヶ所以上の小区画に分けられ

ている。大畦畔SK14に接する最も北側の小区画は、南を境する小畦畔が円弧状になるため、南北の最大

幅2.4m、東西幅6.7mの唇のような形状をなす。この南側には、南北幅4.4m、東西幅7.6m以上と長方

形状の最も大きな区画がある。南端の区画は2っとも不定形であり、東側で、南北幅4.4m、東西幅7.2m、

西側で南北幅1.6m、東西幅6.3m以上の規模がある。

田苗28 回面27の南に接する台形状の田面である。内部は4ヶ所以上の小区画に分けられている。北側

東よりの区画は南北幅3m、東西幅4.4mと東西に長く、北側西よりの区画は東西幅が2.6m程度と南北

にやや長い。南側西よりの区画は5m四方の正方形状であり、この回面のなかで最も大きい。東側の小

畦畔が北よりで不明確となるため、この部分に水口が存在する可能'性が感じられる。これらの東側の小

区画は調査区境にかかり、規模は判然としない。

図面29 回面28の西に接する。西側は調査範囲外となるため全面の検出はで、きなかったが、正方形状に

なるものと思われる。内部は5ヶ所以上の小区画に分けられている。北側の小区闘は広く、南北幅3.9m、

東西幅7m以上の長方形状になると思われる。この南東側の小区画は台形状で、南北幅5.3m、東西の最

大幅3.4mの規模がある。南西側の小区画は、中央に南北幅3.6m、東西幅6m以上の不定形の部分があ

り、更に南北に小畦畔で区切られたごく小さな部分を伴っている。この部分は幅が1mに満たない。耕

作に用いたと考えるにはいささか難がある。

田苗30 田面28の南に接する。東側は調査範聞外となるため全面の検出はで、きなかったが、菱形状にな

るものと思われる。北西側の小区画は不定形で、南北の最大幅3m、東西の最大幅4.5mを測る。この東

に接する小区画は東側が調査区境にかかるため規模は明らかでないが、同様な雰囲気であると考えられ

る。これらの北を境する上端幅O.2""'-'0. 5mの大畦畔は、北面に杭による補強を施している。一方、南側の

小畦畔にも北面に杭による補強がみられるが、この範囲は北西側の小区画に面する部分に限られる。南

西側の小区画は、南北幅3.8m、東西幅2.4""'-'5.5mを測る台形状を呈する。南縁を大畦畔SK15に接して
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いる。

闇面31 田面30の西にあり、南縁を大畦畔SK15に接している。内部は2ヶ所以上の小区画に分けられて

いる。東側は南北の最大幅6.5m、東西の最大幅5mを測る不定形を呈する o 西側の小区画は、調査区境

にかかるため規模は明らかでない。南に接するSK15には杭が密集して打ちこまれる部分があるため、よ

り上位の水間からこの位置に水を廻す水口が聞いていた可能性を感じさせる。

田苗32 調査区の最も南側に位置する。問面の形状は、二方が調査区墳にかかるため明らかでない。内

部は6ヶ所以上の小区画に分けられる。いずれも不定形を呈する。規模が判る小区画はSK15に接する部

分にあり、南北の最大幅5m、東西の最大幅5.2mを測る。耕作土中から有孔板材 (50)が出土している。

(3) 流路(第43・45図)

C区で検出された流路はSR5である。貯水池状施設に接する位置にあるため、同面から集まった水を

やや大きな流れとして下位に落とす機能があると考えられる。

SR5 貯水池状施設の東端にある南北方向の流路である。幅は4m以上になると考えられ、貯水池状施

設の南東隅にある底面に幅0.7m、深さ 2'"'"'6cmの細長い窪みを伴う水口から溢れ出た水は、水口の東に

接する浅い窪みに集まった上で、 SR5に流れ出ることになる Q この流路の延長上にあたるE区には同様

な流路は検出されていない。西向きに曲がってB区SR1に至る可能性が感じられる。

(4) 貯水迫状施設(第43図)

調査区の北端にあたる 13グリッドで検出された大畦畔SK16と土手状の高まりによって固まれた長方

形状の空閑地である。検出された範囲で、は南北約16m、東西5mの規模がある。底面は平らであるため

意図的に掘り窪められたものとは考えられない。底面と大畦畔や土手の高まりの上端との比高差は最大

で16cmであるため、 B区の貯水池状遺構と同様に東側の同面や流路から集まった水を薄く滞水させ、温

めて再分配するためのものと考えられる。

6 C区水田面出土の遺物

む区水田苗出土の土器・陶融器(第57図句図版19. 25) (261)は東遠系の小碗で12世紀前半の製品で、

ある。 (262)は瀬戸焼の錆紬播鉢で、後期Nか大窯1期の15世紀末の製品である。 (263)は瀬戸焼灰紬盤

で登窯8期から後で18世紀末の製品である。 (264)は肥前焼の白磁の花瓶で19世紀前半の製品であるo (265) 

は土瓶の蓋で登窯8期か登窯9期にあたる18世紀後半から19世紀前半の製品である。

7 D区水田

D区水間は、標高64.3'""62.9m付近に営まれる。等高線は南から北方向に下るが、調査区中央やや北

よりでは氾i監による砂楳が流入して回面を押し流しており、標高63m付近で平坦面を形成している。

(1 ) 醍畔

水田の畦畔は基本的には等高線にほぼ平行白直交する方向にj告られる傾向がある。基幹となる大畦畔

は南よりにあるSK17である。

SK17 1 1"'-' 2グリッドで検出された東西方向の畦畔である。 l幅は上端で0.3'"'"'O.8mを測り、南側同面

との比高差は3"'"'17cmで、ある。北側には平行する段が複数検出されたが、明確な田面は把握できない。

杭による補強は北面を中心に丸材の杭を用いて0.3~1. 7m間隔に行われる(第60図)。この面は溝SD

8に接する部分であるので、水による流出を防止する目的が感じられる。
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10m 

第2主主 小瀬戸遺跡

田富34 南端で大畦畔SK17に接する正方形状の田面である。北端はSR6によってもたらされた砂礁の

侵入を受け、流失している。南よりは東西方向の小畦畔によって東西i幅2.3'"'-'5.2由、南北幅2.4'"'-'3.7m

を測る正方形~長方形状を呈する 4ヶ所の区画に分けられる。このうち北東側小区画の南東隅と南西側

小区画の北西隅北側には、水口とみられる小畦畔の途切れが観察される。北よりは南北幅3.6m、東西幅

9.5mの比較的大きな長方形状区画に見えるが、南側の小畦畔より半円状の小畦畔が北東側へ分岐してい

るため、更に二分される可能性がある。

田面35 田面34の西にあり、南端で大畦畔SK17に接する。北側は洪水による砂礁の侵入により、西側は

調査区境にあたるため田面の形状は定かでない。内部は5ヵ所以上の小区画に分かれている。大畦畔沿

いには南北幅3.2"-'3固9m、東西l幅1.3m前後の長方形状の小区画が連続して営まれる。

(3) 流路@溝(第43.45図)

D区で検出された流路はSR6、溝はSD8である。 L[J裾を西側から廻って来た水に対処するものと思

るυ

SD 8 調査区の南側である 12グリッドで検出された東西方向の溝である。大畦畔SK17の南側に平行

しており、幅0 .4~ 1 m、深さ 5'""25cmの規模がある。この溝の南縁には0.25'""1 mの間隔で杭が打たれ

ており、 SK17南縁にある杭列とともに溝の範囲を区切っている。

SR6 調査区の中央から北よりの地域には、幅11"-'13mにわたって厚く砂礁をもたらしたSR6が東西

方向に流入している。この砂搬は西側からの急激な氾濫によってもたらされたと考えられ、水同面を削

り流してしまっている。この砂礁は、しかし、隣接するC区に同様な砂礁が認められないので、 H3グ

リッド付近で止まっており、谷中を貫流するものではないと考えられる。

8 D産水田面出土の遺物

。区水園田出土の土器・胸磯器(第5'7図 a 図版19. 25) (266)は助宗窯生産の灰勅陶器の碗でO一一53

号窯式併行にあたる10世紀初頭の製品である。 (267)は東遠系の小碗で12世紀中葉の製品である。 (268)

は東遠系の山茶碗で、12世紀後半から13世紀初頭の製品である。 (269)は中国白磁碗で12世紀の製品であ
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る。 (270)は東遠系の山茶碗で13世紀初頭から13世紀中葉の製品である。 (271)は東遠系の小皿で13世

紀の製品である。 (272)は中国青磁の蓮弁紋碗で13世紀中頃から14世紀前半の製品である。 (273)は古

瀬戸の鉄錆天白茶碗で後期Eにあたる15世紀前半の製品である。 (274)は中国白磁小皿で15世紀前半の

製品である。 (275)は常滑焼の蓋で15世紀前半の中野編年9型式の製品である。 (276)は美濃黄天目茶

碗で登窯1期か登窯2期に併行する17世紀初頭の製品である。 (277)は上志戸目窯生産の鉄紬播鉢で大

窯4期にあたる16世紀末から17世紀初頭の製品である。 (278)は美濃焼の鉄紬天目茶碗で登窯1期か登

窯2期の17世紀前半の製品である。 (279)は上志戸目窯併行にあたる志戸呂焼の錆紬播鉢で17世紀前半

の製品である。 (280)は上志戸呂窯併行にあたる志戸呂焼の錆紬播鉢で16世紀末の製品である。 (281'" 

283)はかわらけで16世紀の製品と思われる。 (285・286)は伊万里焼の染付皿で18世紀の製品である。 (287)

は伊万里焼の染付丸茶碗で18世紀の製品である。 (288)は瀬戸焼の黄紬片口鉢で18世紀中葉の製品であ

る。 (289)は産地不明の白磁盃で19世紀前半の製品である。

9 E区水田

E区水田は、標高63.1"'60.4m付近に営まれる。等高線は南から北方向に下るが、谷の中央部に近い

ため傾斜は比較的緩慢となる(第48図)。標高62.8"'62.6m付近と61.0m前後で平坦面を形成している。

(1) 畦畔(第45図)

水田の畦畔は基本的には等高線にほぼ平行・直交する方向に造られる傾向がある。基幹となる大畦畔

はSK18"'26であり、 SK18がA区で検出されたSK2と、 SK19がSK6と、 SK20がSK8と同一延長上に

なる可能性が高く、周辺の水田との連続性が窺える部分がある。

SK18 C・D3"'D4グリッドで検出された北西一南東方向の畦畔である。位置関係からA区で検出さ

れたSK2と同一延長上にある可能性が高い。杭等による補強はなされおらず、耕作土を掻き揚げること

で形成される。幅は上端で30"'60cmを測り、北側図面との聞には6"'16%の下り斜面を造る。北側田面

との比高差は12"'18cm、南側とは8cmとなる。

SK19 D 3'" 4グリッドで検出された東西方向の畦畔である。位置関係からA区で検出されたSK6と

同一延長上にある可能性が高い。東側は上端で20"'40cmと幅が狭いが、西端部分では1m前後に広がる。

西端で南側に折れてSK25につながるが、この部分の北側には直径20cm前後の自然礁が集められている。

曲面の補強として用いられていたのかもしれない。

SK20 E 2'" 3グリッドで検出された東西方向の畦畔であり、調査区の中ほどでSK25と交差する。位置

関係からA区で検出されたSK8と同一延長上にある可能性が高い。幅は上端で30"'50cmを測り、南側田

面との比高差は10cm前後、北側とは1"'6cmとなる。 SK25との交点南西側には、直径20"'30cmの自然離

が集められる。なお、この畦畔は調査区西壁から 9"'12.5mで、流路SR7によって切られている。

SK21 E' F 3グリッドで検出された東西方向の畦畔であり、調査区中ほどでSK25と直角に交わる。幅

は上端で、30，...，_，50cmを測り、南側水田との比高差は5'"'-'14cm、南側とは2cm前後となる。 SK25との交点北

東側には、補強のためと思われる直径10cm前後の礁が集められている。

SK22 F 3グリッドで検出された北西一南東方向の畦畔である。 2列との境付近でSK25と交差する。本

来はより西側にあたる田面52，...，_，54の南縁付近に延びていたものと思われる。幅は上端で0.3，...，_，1.3mを測

り、西へ行くにしたがって徐々に細くなる。北側の回面とは10cm前後の比高差があるが、南側の田面は

畦畔上端より 5cm前後高い位置にある。 SK25と交差する部分には50cm前後の間隔に杭を打ちこみ、直径

10cm前後の礁が集められている。

SK23 F 3グリッドで検出された東西方向の畦畔である。 2・3列境の東側でSK25と鋭角に交差する。
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第2章小瀬戸遺跡

幅は上端で20~80cmを測り、北側の間面との比高差は 9 ~22cm、南側とは 5 '̂'-"10cmとなる。畦畔の北縁

には補強のための丸材を用いた杭が0.1'""1 m 間隔に打たれ、特にSK25との交点より東へ6.5m付近まで

はより密に打たれる傾向がある。また、 SK25との交点北縁には直径20cm前後の操が集められている。

SK24 G 3グリッドで検出された東西方向の畦畔である。調査区境より西へ7m付+近で、SK25と交差する。

幅は上端で40cm前後を測り、北側同面とのJt高差は20cm前後、南側同面とは6cm前後となる。畦畔の北

縁は5"'-'50cm間隔で丸材の杭が打ち込まれ補強されている。特にSK25との交点から東へ3m程の範囲が

著しい。この杭列には部分的に横木が渡され、その周囲に直径20cm程度の繰が集められている(第65図)0 

SK25 D 3 r~G 3 グリッドにかけて検出された畦畔である。南側のG3~F2 グリッドでは北西一南東

方向であるが、これ以北では南北方向に向きを変える。幅は上端でO圃4""1.1mを測り、北西一南東方向

の部分においては、北東側に12'"26c111、南西側に12cm前後の比高差を生じているが、南北方向部分にお

いては東側 e西側ともに15cm前後と近似する箇所もみられるようになる。畦畔を補強する施設は、前述

のとおり他の畦畔と交差する部分に手厚く施される。特に杭や横木のほかに礁を用いる手法は、 A~D

区では用いられていないものである。

SK26 G 2・3グリッドで検出された東西方向の畦畔である。東端はSK25との聞に、水口と思われる60C111

程の間隔を取っている。幅は上端で20"'-'40C111を測り、北側田面との比高差は2"" 7 cm、南側同面とは 2~

6cmとなる。 G2グリッドで南北方向の畦畔と交差するが、ここからもまばらながら直径10c111前後の離

が複数検出されている。

(2) 小暗畔による小区画(第46図)

E区でも他の調査区と同様に、土を掻き揚げて盛り上げることで造られた畦畔(小畦畔)によって大

畦畔の内部は更に細かく区切られている。 E区においては、大畦畔による区画(開面)のほぼすべてに

あたる27枚に、このような小畦畔が検出されている。小区画は正方形~長方形状を呈するものが多い。

田面36 調査区の北端にある、北西一南東に長い長方形状になると思われる田面である。調査区境にか

かるため北@東・西の境となる大畦畔は確定できない。内部は11ヶ所以上の小区画に分かれている。中

央付近に 1~1. 8m四方の小区画があり、周囲に南北l幅0.8~1. 5m、東西幅3.5m前後の長方形状のもの

が配置される傾向がある。

田園37 田面36の南東側にある、北西一南東に長い長方形状になると思われる間面である。調査区境に

かかるため東の境となる大畦畔は確定できないが、西にある間面38と同様な規模であろう。北側には南

北幅1m程度、南側には南北i幅3.5mの2ヶ所の小区闘がみえる。

闇麗38 田面36の南側にある東西8''''9. 5m、南北5m前後となる北西一南東に長い長方形の同面である。

内部は長方形や矩形の小区画9つに分かれている。小区画の規模は、最小が南北幅1m、東西幅1.6m、

最大が南北幅2m、東西幅3.5mと一定ではなく、それぞれがモザイタ状に組み合っている。南西側の隅

には、長径1m、短径0.7皿、深さ0.17mの貯水穴と思われる窪みSF1から、導水のためと思われる幅

0.4m、長さ2.8m、深さ 6cm前後の溝SD9が延びている。

盟国羽 田面37の南側にある。南側の境は大畦畔SK18となる。東へ延びる2ヶ所小区画が検出されてい

るが、調査区境にかかり全体像は判然としない。恐らく、西側に連続する同面40に類するものであろう。

盟国40 田面38の南側にある東西11m、南北6m程の、北西一南東に細長い長方形の間面である。南側|

は大畦畔SK18に接している。内部は長方形・正方形・三角形等の13ヶ所の小区画に分けられている。長

方形の区画は阿国の南西隅にみられ、南北幅2.2m、東西i幅3.1mを測るc 正方形の小区画は中央から西

側に多く1.7，...._.2.2mの規模がある。三角形や矩形の区画は用面の東側に偏っている。大畦畔の間隔等に

変化がないにもかかわらず、東側に変則的な規模の小区画を配置するのは、何らかの特殊な事情があっ

たのだろう。

寸

f
4
Q
J
 



にD
hコ

A 
62.8m 

杭

7 

A' 

5 

1 砂傑 ①灰色粘土

2.灰黄色粘土 ②砂磯

3.灰色粘土

4.腐植混じり粘土

5‘砂諜
6 暗灰色粘土

7 白色粘土

8.灰色粘土

9.砂磯

o 3m 

第63図 E区トレンチ土層断函函1

② 

~ 



B 
62.3m 

(j 

①砂際1 灰黄褐色粘土(腐植物混じり、鉄分含む)

2.灰色粘土

3.灰褐色シルト(腐槌物混じり)

4 明黄褐色粘土(風化際含む、ややしまり強い)

5 明黄褐色粘土 (4層よりもシルト質)

6 灰黄褐色シルト(腐植混じり)

7 黄褐色シルト~砂

8 砂際

B' 

2 

② 

C 
62.3m 

t.D 
C与、D

滞
日
時

よ
J

草
湖
司
出
附
翠

1.砂機

2 灰黄色粘土

3 灰色粘土

4 砂際

5 灰褐色粘土(腐植物含む)

6 暗灰色粘土

7 白色粘土

呂 灰色粘土(嵐化機含む)

C' 

6 

o 3m 

E区トレンチ土層断面図2第64図



田面41 大畦畔SK18南側の問面である。試掘坑等によって一部が抜かれているほか、西側で小区画が検

出されていないなど、正確な規模は把握できない。内部は少なくとも 6ヶ所以上の小区画に分けられて

いる。東西に長い長方形状が主体であり、各々は南北幅1. 2~2.2m、東西幅2.7"'"'3.3mを測る O

田面42 大畦畔SK19の北側に接する問面である。 5m四方の正方形の回面であるが、内部に直径1.3m

の小区画をもっ不定形な張出しが南東側から延びている。

田面43 田苗42の南側に位置し、北縁を大畦畔SK19に接する田面である。 7m四方程度の規模があると

思われるが、東側は調査区境にかかり、南側はトレンチによって判然としない。内部は12ヶ所以上の小

区画に分けられている。いずれも南北幅1.3'-""'1. 5m、東西幅1.4""' 1. 8mを測る正方形状であり、南側で

比較的均等な規模となる。

田面44 田面43の西側にある南北幅8m、東西幅11m程度となる同面である。問面43との境をなす大畦

畔際で南北幅2.5m前後の小区画が観察されるが、これより西側では不明瞭となる。用面の北側を斜めに

横切るSR7によって同面が削られていることも考えられる。

田苗45 南側を大畦畔SK20に、西側をSK25によって区切られる、東西幅が17m程の田面で、ある。 SK20

に2.5""'3.5m間隔で、平行する小畦畔との聞に4ヶ所の小区画が作られる。小区画の東西幅は2"-4mを

測る。

悶面46 大畦畔SK20とSK21聞の、最も東側で検出された回面である。南北幅は12m程で、あるが、東側

が調査区墳にかかるため東西の規模は明らかでない。内部は3ヶ所以上の正方形~長方形状の小区画に

分けられる。南北幅は1.6""'4. 2mと一定しない。

田苗47 田面46と大畦畔SK20・21・25との聞に位置する、およそ14m四方の正方形状の田面である。内

部は13ヶ所の小区画に分けられる。小区画の形状は長方形状を主体とするが、南北幅0.5，...._，4m、東西幅

1. 4'""6. 5mと一定しない。また、北縁や南西側の小区画には、小区画内に突出する仕切り状の小畦畔が

観察できたり、水口を介して小区画同士がZ字状につながる部分もみられる。

田面48 大畦畔SK21とSK22間の最も西側にある長方形状の同面である。南北幅5m、東西幅7m以上

の規模があり、内部は9ヶ所以上の小区画に分けられる。西側は東西幅4.3'"'-'4.6m、南北幅1.0""'2.3m

の長方形状の小区画が南北方向に連続している。この東側には1.4'" 1. 7m四方の正方形状の小区画が並

んでいる。

田面的 問商品の南側にある、 7.5m四方の正方形状の四面である。内部は3ヶ所の小区画に分かれるが、

規模は一定しない。南側の小区画の北西側にあたる小畦畔は一部が途切れている。田面50方向へ水を廻

す水口であった可能性がある。

田面50 大畦畔SK21. 22・25によって三方を固まれる南北8'""11m、東西9m程の田面である。内部は

7ヶ所の小区画に分けられている。西側は矩形の小区画によって大きく 2つに分けられるが、東側では

不定形の小区聞が多くなる。

自国51 東側を大畦畔SK25に、南側をSK23に援する南北11m、東西6.5mを測る長方形の用面である。

内部は東西@南北に通る小畦畔によって、 6ヶ所の小区画に分けられている o それぞれは南北2.3'-""'3.3m、

東西2.3"'2.7mの規模があり、整然としている。

田園52 田面白の西側に位置する、およそ10m四方の田面である。内部は18ヶ所の小区画に分けられて

いる。田面51に接する東側には、東西幅3.3~3.5m、南北l幅 2m前後の長方形状の小区画が南北方向に

連続する。ここには、同面51からの水廻しに配慮したとみられる水口が、複数ヶ所に設けられている。

中央付近から西側には、南北1.4""'2. 7m、東西1.7'-""'2.4mを測る正方形状の小区画が、碁盤白状に配置

される。この部分の南側にも、水口と思われる小畦畔が途切れる部分が複数観察される。

田苗53 田面52の西側に連続する田面である。内部は旧面白の中央より西側にみられる小区画に類似し
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た、 10ヶ所以上の小区画

に分けられる。

田苗54 大畦畔SK22と

SK23・25によって挟まれ

た部分にあり、 SK25が北

へ緩やかにカーブするの

に規制された半月状の不

定形な問面となる。内部

は10ヶ所の小区画に分け

られている。 SK25に接す

る部分は、幅1.9m前後、

長さ 3mの長方形状の小

区画が連続するが、他の

部分においては三角形や

矩形の小区画となる。中

央より東側では、小畦畔が部分的に途切れて水口を構成している。

田苗55 大畦畔SK23・24.25に挟まれた南北幅3m、東西l幅9m以上を測る長方形状の田苗である。内

部は5ヶ所以上の小区画に分けられている。それぞれの区画は三角形や矩形をなし、一定でない。回面

の東側には、 SK23と24に平行する杭によって補強された畦畔が検出されている。両者の漸移的なもので

ある可能性もあろうが、検出された長さが2m程度で、あるため詳細は定かでない。

国面56 大畦畔SK24と25に固まれた同面である。東側が調査区境にあたるため、同面の形状は明らかで

ない。内部は、幅1.0.-.....-2.2m、長さ3.3m以上の東西に細長い小区画5ヶ所以上に分かれている。

田苗57 東縁を大畦畔SK25に接する、東西4""10m、南北7m前後を測る台形状の同面で、ある。内部は

9ヶ所の小区画に分けられている。 SK25に接する部分は三角形~長方形状を呈し、南東隅には同面59か

らの水廻しに配慮したと思われる水口が聞いている。西よりには南北2""2. 5m、東西1.5"" 2 mの正方

形~長方形の小区画が碁盤目状に並ぶ。

開富田 岡面57の西側に接する、 9m四方の正方形を呈する田面である。内部は10ヶ所程度の小区画に

分けられている。小区画は、基本的には問面白で検出されたものに類する規模である。

田薗59 調査!玄の最南端にあたる問面の一つであり、東縁を大畦畔SK25に接する。内部は13ヶ所の小区

画に分けられている。東側のSK25よりの部分は、南北2.2"'-'3.7m、東西2.5mの比較的大きな区画とな

るが、西側部分ではこれを概ね半分にした長方形状の小さな区画が整然と並ぶようになる。

田苗60 東を問面59に、西をD区の田面33に接する、東西8m、南北9.5mを測る長方形の田面である。

内部は11ヶ所のIJ¥区画に分けられている。南東隅には最大l幅1mの三角形状や、東西1.3m、南北1.5m

を測る長方形状のごく小さな区画がみられる。内部の多くは東西1.8""2.9m、南北1.2~~2ιmの長方形

状を呈する。

(3) 流路 "i轟(第43図)

E区で検出された流路はSR7のみである。小瀬戸谷川|から派生したものと思われる。

SR 7 調査区の北よりにあたる E1~D4 グリッドで検出された、南西一北東方向の流路である。同面

の方向との相関性はなく大畦畔SK19・20. 25等を切っているため、水田が整備された後に高位にあたる

南西方向から流入したものと思われる。同面を覆う 4層 CA--A'断面)は耕作土 (7層上半)を自IJり込

み、上位に堆積する砂牒層(1層)とも不整合がみられることから、 SR7の流入は多量の土砂とその後

=υ
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の湿地化をもたらして、戦国時代以来の水間を壊滅させたと考えられる。

10 E区水田面出土の遺物

E匹水田苗出土の土器@胸磁器(第57・66'"'--'70図・図版18・19・25"-'27)) (284)は志戸呂焼の鉄紬

の香炉で17世紀前半の製品である。 (290)は猿投窯生産の原始灰紬の長頚瓶で0-10号窯式併行にあた

る8世紀末の製品である。 (291)は猿投窯生産の灰紬陶器の手付瓶でK--90号窯式併行にあたる 9世紀

後半の製品である。 (292)は東遠系の灰紬陶器の皿で0-53号窯式併行にあたる10世紀初頭の製品であ

る。 (293)は東遠系の灰紬陶器の長頚瓶で、0-53号窯式併行にあたる10世紀初頭の製品である。 (294)

は東遠系の灰紬陶器の碗で0-53号窯式併行にあたる10世紀初頭の製品である。 (295. 296)は東遠系の

糸切り碗で0-53号窯式併行にあたる10世紀初頭の製品である。 (297)は東遠系の小碗で、12世紀中葉か

ら12世紀後半の製品である。 (298)は瀬戸焼の片口鉢で13世紀後半の製品である。 (299)は中国の青磁

茶碗でA-2類の12世紀から13世紀初頭の製品である。 (300)は中国の青磁連弁紋折縁皿でA類の14世

紀末から15世紀初頭の製品である。 (301)は常滑焼の費で6a型式の13世紀後半の製品である。 (302)

は東遠系の小皿で13世紀代の製品である。 (303)は中国元代の青磁茶碗で14世紀の製品である。 (304)

は東南アジア生産の黒褐色紬の花瓶で17世紀の製品である。 (305)は間安窯系の中国の青磁茶碗でA類

の12世紀後半の製品である。 (306)は瀬戸焼の灰紬平碗で後期N古にあたる15世紀中葉の製品である。 (307)

は中国元代の青磁盤で14世紀末の製品である。 (308)は中国の青磯蓮弁紋茶碗でB2類の14世紀末から

15世紀初頭の製品である。 (309)は瀬戸焼の縁紬小皿で後期置かN古にあたる15世紀前半の製品である。

(310)は瀬戸焼の縁紬小皿で15世紀前半の製品である。 (311)は瀬戸焼の灰紬の平碗で後期Eにあたる

15世紀前半の製品である。 (312)は中国の染付小皿で15佐紀中葉の製品である。 (313)は古瀬戸の灰紬

の柄付片口で中期EかNにあたる14世紀中葉の製品である。 (314)は瀬戸焼の灰軸の下し皿で後期Eに

あたる15世紀頃の製品である。 (315)は瀬戸焼の鉄紬の査か瓶で大窯か登窯の製品である。 (316)は瀬

戸焼の灰紬の平碗で後期Nにあたる15世紀中葉から15世紀後半の製品で、ある。 (317)は瀬戸焼の卸目付

き大皿で後期N古にあたる15世紀中葉の製品である。 (318)は中国の青轍茶碗で15世紀の製品である。 (319)

は瀬戸焼の縁紬小皿で後期N新にあたる15世紀後半の製品である。 (320'"'-'324)は三ツ沢窯生産の志戸呂

焼の錆紬播鉢で15世紀後半の製品である。 (325)は三ツ沢窯生産の志戸呂焼の鉄紬小皿で15世紀後半の

製品である。 (326)は中国の青磁碗でE類の15世紀後半から16世紀前半の製品である。 (327)は中国の

白磁小皿で15世紀後半の製品である。 (328)は瀬戸焼の錆紬措鉢で後期N新にあたる15世紀後半の製品

である。 (329)は古瀬戸の灰軸の腰折皿で後期N新にあたる15世紀後半の製品である。 (330)は瀬戸焼

の錆柚措鉢で後期N新にあたる15世紀末の製品である。 (331)は瀬戸焼の鉄紬の天目茶碗で、大窯1にあ

たる15世紀末から16世紀初頭の製品である。 (332)は瀬戸焼の鉄紬の天目茶碗で大窯1にあたる15世紀

末から16世紀初頭の製品である。 (333)は美濃焼の灰紬の丸碗で大窯1にあたる15世紀末から16世紀初

頭の製品である。 (334)は美濃焼の端反丸皿でチミ窯1期か大窯2期にあたる16世紀初頭から16世紀中葉

の製品である。 (335)は瀬戸焼の錆紬播鉢で後期N新にあたる15世紀末の製品である。 (336)は古瀬戸

の鉄紬天目茶碗の加工円板で後期N古にあたる15世紀中葉の製品である。 (337)は中国の白鶴輪花皿で

16世紀中葉の製品である。 (338)は唐津焼の絵麿津鉢で16世紀後半の製品である。 (339)は美濃焼の鉄

事由の丸皿で大窯3期にあたる16世紀後半の製品である。 (340)は美濃焼の灰粕の丸皿か端反皿で、大窯1

期か大窯2期にあたる16世紀後半の製品である。 (341)は美濃焼の灰紬の丸皿で、大窯4期にあたる16世

紀末から17世紀初頭の製品である。 (342・343)は美濃焼の灰紬の丸皿か端反皿で大窯1期か大窯2期に

あたる16世紀後半の製品である。 (344. 345)は美濃焼の灰軸の丸皿で大窯2期か大窯3期にあたる16世
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紀中葉から16世紀後半の製品である。 (346)は志戸巴焼の鉄紬の天目茶碗で16世紀後半の製品である。 (347'"'-'

350)は上志戸呂窯生産の志戸目焼の鉄紬天目茶碗で16世紀後半の製品である。 (351)は上志戸呂窯生産

の志戸日焼の灰紬中皿で16世紀後半の製品である。 (352)は上志戸呂窯生産の志戸日焼の鉄紬茶入で16

世紀後半の製品である。 (353)は志戸呂焼の鉄紬の小壷か茶入で16世紀後半の製品である。 (354)は上

志戸目窯生産の志戸呂焼の鉄紬小杯で16世紀後半の製品である。 (355'"'-'357)は上志戸呂窯生産の志戸目

焼の鉄粕香炉で16世紀後半の製品である。 (358)は志戸日焼の鉄紬の小皿で16世紀後半の製品で、ある。 (359)

は上志戸目窯生産の志戸日焼の徳利で16世紀後半の製品である。 (360)は志戸呂焼の灰紬の小皿で16世

紀後半の製品である。 (361)は上志戸日窯生産の志戸呂焼の灰紬中皿で16世紀後半の製品である。 (362)

は上志戸呂窯生産の志戸目焼の口禿皿で16世紀後半の製品である。 (363)は上志戸呂窯生産の志戸呂焼

の鉄紬内禿皿で16世紀後半の製品である。 (364)は上志戸呂窯生産の志戸呂焼の鉄紬小壷で16世紀後半

の製品である。 (365)は上志戸呂窯生産の志戸呂焼の鉄紬査で16世紀後半の製品である。 (366)は上志

戸目窯生産の志戸呂焼の錆軸播鉢で16世紀後半の製品である。 (367)は志戸呂焼の播鉢で16世紀後半の

製品である。 (368)は上志戸目窯生産の志戸目焼の鉄紬壷で16世紀後半の製品である。 (369)は上志戸

呂窯生産の志戸呂焼の錆紬播鉢で16世紀後半の製品である。 (370)は志戸日焼の錆紬播鉢で16世紀後半

の製品である。 (371)は上志戸呂窯生産の志戸呂焼の錆紬播鉢で16世紀後半の製品である。 (372・373)

は志戸呂焼の錆紬播鉢で16世紀後半の製品である。 (374)は志戸目焼の鉄事由鉢で16世紀後半の製品であ

る。 (375)は志戸呂焼の錆紬播鉢で16世紀後半の製品である。 (376)は志戸日焼の錆紬播鉢であり漆で

接合されており火を受けている。鍋状に使用していることがわかる。 (377'"'-'380)は志野焼の丸皿で登窯

1期か登窯2期にあたる17世紀前半の製品である。 (381)は灰紬の志野丸皿で連房1にあたる17世紀前

半の製品で高台裏に墨書がある。 (382)は志野焼の鉄絵小皿で登窯1期か登窯2期にあたる17世紀前半

の製品である。 (383'"'-'385)は志野焼の丸皿で登窯1期か登窯2期にあたる17世紀前半の製品である。 (386)

は志野焼の鉄紬の絵小皿で登窯1期か登窯2期にあたる17世紀前半の製品である。 (387'"'-'390)は志野焼

の丸皿で登窯1期か登窯2期の17世紀前半の製品である。 (391)は志野焼の丸茶碗で登窯8期か登窯9期

にあたる18世紀末から19世紀初頭の製品である。 (392)は常滑焼の窒で16世紀の製品である。 (393)は

常滑焼の蓋で16世紀の製品と思われる。 (394)は美濃焼の総織部丸茶碗で登窯6期か登窯7期にあたる

18世紀中葉の製品である。 (395)は美濃焼の鉄紬の天目茶碗で登窯3期にあたる17世紀後半の製品であ

る。 (396)は志野焼の小皿で登窯1期か登窯2期にあたる17世紀前半の製品である。 (397)は志野焼の

丸皿で登窯1期の17世紀前半の製品である。 (398)は志野焼の鉄絵皿で登窯1期の17世紀前半の製品で

ある。 (399)は志野焼の丸皿で登窯2期にあたる17世紀前半の遅い段階の製品である。 (400)は瀬戸焼

の鉄紬の天目茶碗で登窯3期にあたる17世紀中葉の製品である。 (401)は志戸日焼の錆紬播鉢で17世紀

初頭の製品である。 (402)は志戸呂焼の鉄紬の香炉で17世紀前半の製品である。 (403)は志戸目焼の鉄

紬の香炉で17世紀前半の製品である。 (404)は志戸目焼の鉄紬の小皿で17世紀中葉の製品である。 (405)

は美濃焼の緑紬の端反碗で登窯1期の17世紀前半の製品である。 (406・407)は美濃焼の灰紬の丸皿で登

窯5期か登窯6期にあたる18世紀前半の製品である。 (408)は瀬戸焼の鉄軸の端反碗で連房4か連房5

にあたる17世紀後半から18世紀初頭の製品である。 (409)は瀬戸焼の鉄紬の天目茶碗で連房4にあたる

17世紀後半の製品である。 (410)は瀬戸焼の錆紬播鉢で登窯6小期にあたる18世紀前葉の製品である。 (411)

は志戸日焼の鉄紬の丸碗で17世紀前半の製品である。 (412)は瀬戸焼の鉄事由の播鉢で登窯2期にあたる

17世紀第2小期の製品である。 (413)は美濃焼の鉄紬の天目茶碗で登窯5期にあたる18世紀初頭の製品

である。 (414)は志戸呂焼の錆軸播鉢で17世紀後半の製品である。 (415)は美濃焼の黄瀬戸菊皿で登窯

5期にあたる18世紀初頭の製品である。 (416)は美濃焼の鉄紬の天目茶碗で登窯1期か登窯2期の17世

紀前半の製品である。 (417)は肥前焼の櫛目丈皿で17世紀後半の製品である。 (418)はかわらけで17世
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紀の製品と思われる。 (419・420)は伊万里焼の染付の茶碗で18世紀の製品である。 (421)は伊万里焼の

染付の壷で18世紀の製品である。 (422)は伊万里焼の染付の小盃で、18世紀後半の製品で、ある。 (423'"'-'427)

は伊万里焼の染付の茶碗で18世紀の製品である。 (428)は瀬戸焼の腰錆茶碗で登窯7期か登窯8期にあ

たる18世紀後半の製品である。 (429・430)は瀬戸焼の腰錆茶碗で登窯8期か登窯9期にあたる18世紀後半

から19世紀前半の製品である。 (431)は瀬戸焼の腰錆茶碗で登窯9期か登窯10期にあたる18世紀末から

19世紀初頭の製品である。 (432)は志戸目焼の鉄紬の徳利で18世紀後半から19世紀前半の製品である。 (433)

は伊万里焼の染付の茶碗で19世紀初頭の製品である。 (434)は呂宋紬の火入れで19世紀初頭の製品であ

る。 (435)は伊万里焼の染付の盃で19世紀前半の製品である。 (436)は伊万里焼の染付の丸茶碗で19世

紀前半の製品である。 (437)は伊万里焼の染付の茶碗(小碗)で19世紀前半の製品である。 (438)は瀬

戸焼の錆紬播鉢で19世紀前半の製品である。 (439)は瀬戸焼の錆紬播鉢で登窯8期にあたる18世紀後半の

製品である。 (440)は瀬戸焼の飴紬の片口鉢で登窯6期にあたる18世紀前半の遅い段階の製品である。 (441)

は瀬戸焼の鉄絵の鉢で登窯10期か登窯11期にあたる 19世紀前半の製品である。 (442)は生産地不明の色

絵の茶碗で19世紀前半の製品である。 (443・444)は伊万里焼の染付の茶碗で19世紀前半の製品である。

(445)は生産地不明の鉄絵の土瓶で19世紀前半の製品である。 (446)は生産地不明の仏銅器で登窯8期

か登窯9期にあたる18世紀後半から19世紀前半の製品である。 (447)は生産地不明の染付の小盃で19世紀

前半の製品である。 (448)は生産地不明の染付の茶碗で19世紀前半の製品である。 (449)は生産地不明

の白磁の茶碗で19世紀前半の製品である。 (450)は伊万里焼の染付の茶碗で19世紀後半の製品である。 (451)

は生産地不明の赤絵の仏銅器で19世紀後半の製品である。

11 その他の遺物

(1 ) 確認調査出土の遺物(第53・54・71図、図版24・28)

(452)は清郷蓋で10世紀から11世紀の製品と思われる。出土地点は不明である。 (453)は中国の白磁

の小皿で15世紀後半の製品である。出土地点は不明である。 (454)は美濃焼の志野菊皿で登窯1期にあ

たる16世紀末から17世紀初頭の製品である。出土地点は不明である。 (455)は美濃焼の鉄紬の天目茶碗

で大窯4期前半にあたる16世紀末の製品であり、加工円板である。出土地点は不明で、ある。 (456)は美

濃焼の鉄紬の天目茶碗で大窯4期後半にあたる16世紀末の製品である。出土地点は不明である。 (457)

は瀬戸焼の鉄紬の天目茶碗で登窯2期か登窯3小期にあたる17世紀中葉の製品である。出土地点は不明

である。 (458)は美濃焼の鉄紬の天目茶碗で登窯5期にあたる18世紀初頭の製品である。出土地点は不

明である。 (459)は瀬戸焼の長石紬の丸碗で18世紀後半から19世紀前半の製品である。出土地点は不明

である。 (460)は伊万里焼の染付の皿で18世紀の製品である。出土地点は不明である。 (461)はA区よ

り出土した尾張産の片口鉢で13世紀前半の製品である。 (462)はA区3層より出土した東遠系の小皿で

13世紀前半の製品である。 (463)はC区より出土した伊万里焼と思われる長石紬染付呉須で19世紀前半

の製品である。 (464)はC区より出土した産地不明の染付茶碗で19世紀前半の製品である。 (465)はC

区より出土した産地不明の灯明受皿で19世紀前半の製品である。 (466)はC区より出土した龍泉窯系青

磁蓮弁紋碗で明時代15世紀の製品である。 (467)は出土地点不明の土師器杯で8世紀から9世紀の製品

である。

(2) 木製品

出土した木製品は52点である。木製品の半数ほどは日常生活で使用するような製品である。 1点 (52)

以外は上層遺構である水田面からの出土であり、 16世紀末以降のものである。

付礼状木製品 細長い板自の板の一端を両側縁から削り込んで、頭部を作り出しているものである。(1)、

円
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第71図 出土遺物実測図17(土器17)

(3)は板状の形状であるが、(1 )が板の幅そのままの頭部を有するのに対し (3)は幅を狭め尖頭状

としている。 (2)は頭部方向に細くなり尖頭状となり、先端は丸く箆のような形状をしている。いずれ

にも墨書はみとめられなかった。

栓 (4)は円錐台状を呈する。棒状の素材の側面を削りこんで作られている。桶の下部に用いられた

栓であろうか。

箸 (5"-'17)は棒状の木製品であり、先端をより細く削るなどした形状から箸であると判断した。 (13・

14)などのように細いものと、 (12・15・16)のように太く長いものがる。断面形状は、細いものが正方

形に、太いものが長方形状に整えられる傾向がある。太く長いものは菜箸のようなものがイメージされ

る。

漆椀 (18，，-，23)は漆椀である。漆の塗り分けは、内面に朱・外面に黒、内外面ともに黒、内外面とも

に朱の三種があるが、内面に朱・外面に黒の場合が多い。 (18)は内面にわずかに黒漆が残っている。 (19"-'

22)は内面に朱漆が残っており、外面に黒漆が残っている。また (19，，-，21)は外面に朱漆による文様が

一部残存している。 (23)は内外面ともに朱漆が残っている。皿である可能性がある。

曲物 (24"-'26)は曲物の属板である。 (24)は直径が7cm程度の小型のもので、柄杓の部材である可能

性がある。 (25・26)は1cm程度の厚さを持つ頑丈なもので直径も30cm程度になると考えられる。 (25)

は末端が削られたうえ、広くこげている。底板から転用されたうえ、最後は燃料として用いられたのだ

ろうか。 (26)は側面に側板を固定する木釘の痕跡と思われる穴が残っている。また、別のものへ転用さ

れた痕跡であろうか表裏を貫通する 2"-'3 cmの穴が3ケ所あけられている。

桶 (27)は桶の底板である。板に加工された心持ち材を用いている。直径70cm程度になる大型のもの

で、組み合わせられた複数枚の、もっとも外側にあたる一枚である。

板材 用途が定かでないものには板状・棒状のものがある。 (28"-'35・44"-'51)が板材、 (36"-'43)は棒
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状板材である。板材の中には大きなものから割り取る、あるいは削り取られたもの (28"-'33)、何らかの

部材の一部であるもの (34・44"-'51)がある。前者は建築材などが、畔の土留として手頃な大きさに再

加工されて持ちこまれたものと思われる。後者は、その形自体が何らかの目的をもつものだろう。 (34)

は側縁にいくにしたがって薄くなる三日月状の板であるが、中央付近に長方形状の扶りがある。元来、

中央に長方形の穴があけられた長楕円の部材であったものが、木目に沿って欠損していると考えられる。

(44"-'47・49)は長方形~正方形の板材のほぼ中央に富径4"-'9cmの穴を1ヶ所あけたものである。 (48)

は円形に削り出された板材の中央に直径1.0"-' 1. 2cm前後の穴をあけるものである。これらの用途も判然

としないが、木釘等を介して他の部材と連結していたのであろうか。 (50・51)はやや大きく厚い長方形

の板材に円形・矩形の穴をあけるものである。 (50)には別に小孔3ヶ所あけられている。

棒状板材には、当初から棒状を指向したであろうもの (40)、箆状のもの (38)、板材から割り取られ

ることによって棒状になったであろうもの (36・37・39・41"-'43)がある。

柱根 (52)は唯一下層遺構で出土されたもので、 SP251から出土した柱根である。底部から 8センチほ

どがしっかり粘土の中に埋まっており、痛みが少なくどっしりした感がある。

(3) 金属製品

銭貨を除いたその他の金属製品は56点出土した。大半がE区からの出土であることは、 E区の東側に

営まれている戦国期以降の集落(静岡市調査区)から混入したことを訴しているのだろうか。

鯨 ( 1 )は定角形の鉄鎌である。茎は半ばから先端にかけて欠損している。

軒 (2，，-， 8)は釘で、そのうち (2・4・6"-'8)は角釘である。 (3)は基部両端が脚部となる合釘

である。 (5)は形状などから最近のものと思われる。

鉄砲玉 (10"-'33)は鉄砲玉である。直径は1.0"-' 1. 3cmと若干の大小があるが、 1.2cm程度のものが比較

的多い。重量は7"-'9g台(概ね2勿"-'2勿半)が主体となる。

火箸 (34)は長さが概ね20cmの金属棒で、あるため、火箸に類するものと判断した。

小柄・刀子 (35"-'37)は小柄あるいは刀子である。 (35・36)は柄が残っているが先端部は欠損してい

る。一方 (37)は刃部のみの破片である。

火打ち金 (39"-'41)は火打金である。短冊形のものと山形のものがある。 (39)は短冊形をしてい

る。 (40)は山形をしており、頂上部に穴が聞いている。 (41) も山形であると思われる。木製の持ち手

に挟み込んで、使われる例がよく知られているが、 (41)などは紐などを穴に通して携帯していたのであろ

うか。

キセル (42，，-，46)はキセルの雁首、 (47"-'53)は吸口である。 (42)は火皿窓があり、火血補強帯が付

く。脂返しの湾曲が大きく、肩付のところで折れていると思われる。 (46)は火皿補助帯がつくが、肩付

がはっきりとあるようには見えない。 (42) よりやや後出するものだろう。 (43"-'45)は (46) よりさら

に後出するものである。 (45)は金象巌が施されている。同様に象肢が施される吸口の (47) と対になる

と思われる。他の吸口はいずれも肩付がない。したがって、 (42・46)あたりと対になるものはないこと

になる。

水田からキセルが出土する例は、静清バイパス関連の調査等でも恒常的にみられる。農村での喫煙は

賛沢であるとして当時の法度によって規制されていることからも、農村部への喫煙風習はかなり浸透し

ていたものと考えることができる。

こうがい (54・55)は銅製の細い棒状のものであり、こうがいあるいはかんざしの一部と考えられる。

不明鉄製品 (9・38・56)は用途不明品である。 (9)は基部断面が方形をしており、基部下端は尖っ

ているが曲がっている。基部上端には半分に欠けたリング状の部品が付いている。 (56)は土瓶などの弦

と思われるが定かでない。
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(4) 銭貨

出土した銭貨は26点で、あった。内訳は、唐銭1点@北宋銭12点 e南宋銭1点・明銭1点・無丈銭1点・

寛永通賓10点である。出土状況から、いずれも遺失物や流れ込んできたものとみられる。

開元通賓(1 )は鋳上がりが悪く字の彫りが浅い箇所があり、直径も小さく薄肉・背の輪幅も不均ー

のため、模鋳銭と思われる。

j照寧元賢(3 )は穿の角2箇所に鋳パリが残り、面の郭の一部が削れている。直径がやや小さめのた

め、模鋳銭の可能性がある。

元豊通賓(8 )は、畦上から出土した。背の輪と郭が不明瞭で、薄肉である。面の郭は明瞭だが穿が

丸くなっており、模鋳銭とみられる。

紹聖元賓 (10) は、背の輪幅が不均一である。面の郭は比較的明瞭だが穿は丸みを帯びて鋳パリが残

第78図

っている。

聖宋元責任2) は、水田検出面から出土した。背の輸と郭が不鮮明な上、輪l幅が不均一である。面の

郭が削れ穿が丸くなっており、模鋳銭と思われる。

洪武通賓 (14)は、背に「一銭lの文字が入っている。直径が21園3mmと小さいが、字も郭も鮮明で肉

厚なため、模鋳銭ではなく小型の本銭であると思われる。
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(25)は、風化して残存状態が悪く図には掲載していないが、文字の配列から戚淳元賓(南宋.1265 

年初鋳)であると思われる。

無文銭は、水間面から出土した。大変薄く、直径19.0mmの円形の中心に一辺8mmの方子しがある。無文

銭は、通貨の流通量不足を補うために、佐渡・石見銀山・堺・森大門・原川@高根城などで鋳造されて

いたことがわかっている。渡来銭から何度も鋳写を繰り返して鋳造されるうちに、小型・薄手化して銭

丈等が消滅してしまった銭である。東北地方などでは出土例も多く通用銭として民衆に広く認知されて

いたようであるが、県内の出土例はほとんどなく流通量はあまり多くはなかったとみられている。どこ

で鋳造されたものかは不明だが、 16世紀後半のものと考えられる。

寛永通貿は、古寛永 (17・18. 19 . 24)・新寛永 (20・21・22・23)・四丈銭 (15・16)が出土した。

いずれも銅銭である。

古寛永 (18)は、畦上から出土した。古寛永 (17・19) と新寛永 (21)は検出面から出土している。

そのうち、 (17)は背面に平研ぎの痕が見られる。新寛永 (23)の背面にも平研ぎの痕がある。

出土した26点のうち、 12点 (1・3・4・5. 7 . 10. 8・13・18・20・21・22)は被熱している。被熱の

具合から、いずれも、火災のような高温の火ではなく比較的低温の火を受けていると見られる。静岡市

による西側隣接区の調査では、集落跡とともに中近世の火葬墓および火葬の跡が検出されているため、

被熱した銭貨は、あるいは住居域または火葬場所等から流れ込んだものであるとも考えられる。

(5) 石器@石製品

石製品は5点出土している。縄文時代のものと思われる打製石器3点と、江戸時代の砥石2点である。

縄文時代の打製石器については、同時代の遺構や土器が出土していないので、その出自は明確でない。

ただし、小瀬戸谷の入り口にある養掠山遺跡や第3章で報告する栗ヶ沢遺跡の事例からも明らかなよう

に、近接する丘陵部には縄文時代の遺跡が点々と分布しているので、これらの生活の影響が低湿地まで

及んでいたことは想像に難くない。

打製若斧 (1)はD区G2グリッドの掘削土中から出土した。表面の一側縁に原融面を残すことから

れ
川
川
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も、手頃な円礁から割り取った剥片が素材になっていたことが分かる。調整は表裏に及んでいるが、全

体的に側椋から大きく調整した後に刃部と縁辺を細かく作り出している。

スクレイパー (2 )はE区E2グリッドの畦上から出土した。折れた打製石斧の先端部を転用したも

のと思われ、折れ面の一部にも細かな調整を施している。 (3)はE区Elグリッドの掘削土中から出土

した。これも(2 )と同様に打製石斧の折れた先端部を再加工したものと思われる。周囲を打ち欠いて

刃部を作る。

砥石 (4)はE区G3グリッドの検出面から出土した。短冊形の持ち砥石で、下部は欠損している。

表裏面・側面共に使用されている。裏面は、研ぎ減りにより砥面がやや波打っている。自の細かい仕上

げ用の砥石である。 (5)はC区J4グリッドの検出面から出土した。短冊形の持ち砥石である。表裏面・

側面共に使用されている。表面及び裏面は研ぎ減りにより砥面が波打っている。 (4) と同じく、仕上げ

用として用いられたものであろう。いずれも、江戸時代の物であると思われる。

「

31i
 

寸

i



第5表 土器・陶磁器観察表

J中間 器積 JltJ出回 口径
目直径:・

器高
型式 時代 区 グリッド 屑{也遺構 高台径 目白j二 焼成・調繁明色調 後存率

番号 ø~形 材質 (cm) (cm) (cm) 

)治土 1凹大の細砂合む

1 上師器
Eも1 j童江系 自~9C E F2 

SHl 掘削土中
(18.8) 

焼成良 口縁部1/15強
主塁 持i也屑 調繋際耗の為不明 休部一部

色調 10YR8/4浅黄梅色

上阿部
胎」ニ lmm以下の細砂、 3mm大の線合む

SHl SP8 焼成良
2 台付き IH買 i主主1:系 8~9C E G2 

灰色粘土用 調整摩耗の為不明頚部径(20.8cm)
休部一部

霊主?
色調 10Y官 7/3にぷい黄僚色

目白土 長石、 lmm大の細砂合む

3 土師器
E類 E G2 

SHl SP194 焼成良好
頚部1/12

~ff[ ば色粘土層 翻f，¥ I単純の為不明、外商ハケ臼
色調 10YR8/3浅裁松色

SHl SP9 
胎土 lmm以下の内色粒子含む、!!J斑有り

4 須忠;鴇 掘削上中
焼成良好

肩部117強
元丸

湖西 8~9C E F2 G2 
検出面風化礁

調整 外而ヘラ高'Jり、内面に墨付着、櫛白有
体下部1/10強

混灰色粘上層
り、肩部と体下部長合点無し

色調 5Y6/1灰色 2.5Y6/1黄灰色

胎土長石、 lmm大の制!砂合む

b 土師器 E類 E G2 
SI-11 SP192 焼成良

休部一部
蛮 灰色粘土屑 調整 摩耗の為不明

色調 10YR7/4にぶい黄挫色

日台土 2rnm大の制11砂、 3mrn大の際合む

61Jこ削i器 E G2 
SHl 

(8.2) 
焼成良好 休刊i一部

土干 掘削上中 調整摩耗の為不明 底部1/14

色調 10Yま6/3にぷい黄栂色

胎土 2mm大の細砂合む

7 土師器
sm付近 焼成良好

遠江系 8~9C E G2 SP2日1 (4 6) 調整摩耗の為不明、底部外而ハケは有り、 応部1/4g司
æ~ 

灰色粘土居 内面接形痕有り

色調 10YR7/2にぶい黄椅色

胎土 lrnm以下の白色粒子合む

8 灰紬陶器 K-14 sm  
焼成良好

長頚j悩 イ井行
猿投 日C前 E G2 

掘削土中
(6.8) 調整全体に降灰請iI付着 口縁部1/13

色調素地2.5Y7/1灰白色

和17.5Y5/2灰オリープ色

胎土長石を合む、 Al{斑有り

9 灰袖陶蒋 K-14 
sm  焼成良好

銭投 9C前 E G2 掘削Jニ!:I:1 (10.0) 調整全体に降灰納付着 口縁部1111
長室自瓶 iJf行

灰色粘上層 色簡素地2.5YS/l灰白色

納7.5Y5/2灰オリーブ色

SI-I1 SP15 胎土 lmm大の隊合む

10 灰勅陶器 1<-90 猿投 9C後 E F2 G2 
SF6 掘削上中

(13.7) (6.5) 3.9 
焼成良 口縁部一部

紙i イJf行 検出面 調整 底部へラ削り後ナデ、内而降灰紬付着 休部~向台部1/5
雪定地陥 色調 2.5Y8/1灰白色勅5Y5/3)j(オリーブ色

胎土 lmm以下の長石合む

11 1 ~(袖陶器 K-90 3m  
焼成良好

体部一部

碗 併行
京;逮系 9C後 E G2 

検十1¥市i
(7.6) 調整 応部ヘラ削りかすデ、内面納付着

高台部1/5
色調素地断而5Y7/1灰白色

紬5Y6/3オリーブ黄色

sm  
胎上 4rmn大の際含む

12 灰紬陶器 0-53 上手状遺構1
焼成不良

体部一部

腕 併行
B)J宗 10C初 E Fl G2 

掘削土中
4.6 調控除j耗の為不明、応部糸切り後ナデワ、

高台部2/3

検出師
日占り付け高台、内而重ね焼き正;つ

色調 5Y6/2IjJ(オリーフ色

SHl 
胎j二 2mm大の長石合む

土手状遺構1
焼成良

1，:]縁部1/5
13 灰車11陶器 0-53 

肱指 10C初 E E2 G2 掘削上中 (13 5) 6.8 4.9 
調整 底部糸切りヘラ削り後ナデ、外而下部

件部1/2
抗出 併行

務地沼
ヘラ削り

高台部'j'e形

灰色粘土府
色調 7.5Y7/1灰白色

剥1(*'J離7)2.5Y8/2灰向色

SHlのSPll

SlI3のSP39 胎土長石、 2mm大の納i似合む

14 灰納陶1お K-14 
E2 F3 SR8 灰色粘土 焼成良好

3京技 日C前 E G2 層盤地問検 調1色 外出ヘラ削りかつ、内外而識がかかる 側部一部l波J員1/6
FE口]悦 併行

D3 illlfri 直 k閉 色調素地5Y7/1灰白色

黒色粘ょ府 J刷 ftli10Y4/2オリーブ灰色
日u中

SHl 持地層
胎土 黒民主多少有り

15 民主I1陶器 0-53 指自rI上中
焼成良好

長珂1瓶 併行
B}J宗 10ctJJ E G2 

灰色粘土居
(12.4) 前:t1: 外泊iと版部へラ削り、裏面にヘラ記号 体下部~高台部νf

近状遺構4
残存貼り付け高台

色調 5Y7/1灰白色
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椅I司|器種・ 1 $"_" 1濯地. 1 ."0'" 1 'c，' 1 v" ，..1 ='~'.~""_ 1口径!底径・ 1{l:{高i |型式| | 時代 1 1)( 1グリッド| 層位遺構 | |高台符|〆
番号| 器形 I 'O~， I 材質 I """ I " 1"" I ，~ ""="" I (cm) I '"; ':' ~c I ( I ""'> I (cm) I、

胎土焼成調整・色調 残存率

61糸切り碗 I~，~;O I東遠系 19C後| E | G2 i SIT] 
併行 I"'~" I -~.~ I .~ I ~- I 1生111]lfi

(7.0) 

0-53 1 __." _ 1 _ _ _. 1 _ 1 
17 I糸切り腕 1--:~::: 1東遠系 110C初 1E 1 G2 1 I _.".=，，， I '-~" I ~ I ~.. I掘削土中

18 I111主主11m ill-1 I東述系 13CB首IE 

19 I小腕
金谷・

I←2 I 
鳥田
12Cli日1E 

思
附

乱
開
上

市

内

品。
q〆 速f[系 8~9C 1 D 

師上
自
ι

η
，ん“

-
K
 

H
7制
百
ド
h
u
H
 
上
議2
 

勺
ム

灰市h陶熔 IK-90 23 I ~~1'1111"UJtl U" I 日 1 助宗 1 9C後 I E 
|併打

(5.0) 

SP189 

G2 F2 I築地用

灰色粘土層

(14.0) 

胎土長石、 lmm以下の制[IT含む

焼1& 不良
調整 内外雨摩耗の為不明

色調 2.5Y5/1黄灰色

Bfi-=Jニ 長石、 3mm大の際合む
焼成不良

調議 内外而摩耗の為不明

色調 2.5Y7/1灰白色

胎上長石、 2mm大の制|似合む、出斑有り

焼成良好

調整内外出ナデ

色調 10Y6/1灰色

胎上 2mm以下の白色粒子含む

焼成良

調3主 目白り付け高台、スノコ痕
色調 10Y7/1灰白色

胎土 6mm大の隊、白色微細粒子含む

焼成良

調整摩耗の為不明

色調 10YR7/4にぶい黄位色

胎土 3mm大の隊合む

焼成良

調整摩耗の為不明

色調 10YR8/3浅黄梅色

胎土長石、 lmm以下の*111砂含む
焼成良好

1 i頭部~体部一部
色調内面7.5YR8/4浅黄桜色

外面10YR8/3浅黄樺色断而N6/ 時灰色

胎土 3剛大の際、 lmm大の制11砂含む

焼成良

調猿 内外而勅がかかる(つけがけしているが|口縁部~体部1/16

発色していなし、)

色調素地5Y7!1灰白色紬5Y7/2灰白色

件、部わずかに残存

底部1/日

体部一部

底部1/5

日縁部1/11
休部一部

体下部1/8
高台部完形

口頭部1/6

口縁部1/10強

Jj(利1陶器 IK-90 
24 1 :::'"".'"" 1 '，:'_;:: 1 助宗

|併1'1
9Cl主 1 E 

SH1 
G2 F21 

掘削土中
(4.1) 

胎土級密、 lmm以下の白色粒子合む、黒斑有

り

焼成良好 |口縁部1/8

5開発 内外而臼ぬν、ヶ塗り(発色していないワ)
色調素地7.5Y7/1灰白色勅2.5Y5/1黄灰色

0-53 
25 I糸切り腕|

併行
東遠系|町初 1 ~ 口縁部1/6

体上部1/5

nJq-rle 

f
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「
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0

 

腕hりj
 
U〆八、、

Y

フ6
 

つム 点逮系 I10C初 1E 

SI-I2 

G2 I掘削上中
(務地層)

SH2 SP30 

E I G2 I風化削 1(174) 

灰色粘土層

E 
SH2 SP33 

G2 I 
灰色粘土居

SH2 

G2 I検出面

灰色粘土層

(15.4) 

SHZ SP236 

SP281 検出而

E2 F2 I掘削土中築地I =n'l~: ".L~: I (14，2) 
G2 I居灰色粘上層
(]直上)

道状遺構1

SH2 

Gつ |掘削土中
】 l灰色粘土陪

道状遺構6

(12 2) 

SP281 

G2 I整地層

灰色粘土問

(5.4) 

日
行

A
U

併
前
川

加
ソj
 

判凶ア糸ヴ

tz
 

東逮系 IIOC行J1 E 
SH2 

G2 I 
検出耐i

(4.8) 

日台土 1皿大の細砂合む

焼成良

調務 内面以紘付着、外面灰納ハケ塗り

色調内面5Y6/1灰色外面5Y8/1灰白色

胎土 長石、 lmffiコにの組1砂含む

焼成 目い

調薬摩耗の為不明

色調休部5Y8/1灰白色底部6Y6/1灰色

胎土長石わずかに合む

焼成良

調整底部糸切り痕

色調 5Y7/1灰白色

f宇都一部
応部7/8

以車u陶器 I0-53 I '''~_ I '̂"，. I ~ I ~^ I SII2 28 I ~'::'~' >"" I の| 東遠系 I 10CtJj I D I G2 
碗 1M行?I -，，~'" I ....~.N I ~ I ~- I磯混灰色粘土居

体部1/4
!底部1/3

胎土徽密、 lmm以下の長石合む

焼成良 |体部一部

制整 両台昔日欠損、内而重ね焼き痕つ !底部1/5

色調 2.5Y7/1，灰白色 !底内面5PB4/1日青肖j火色

0-.53 
29 I糸切り椀| ノ !京遠系 110C初 IE 

併{丁
(5.2) 

目台土 長石、 4mm大の際合む

焼成良

調整摩耗の為不明

色調 2.5Y8/1灰白色

胎上 lmm以下の*IB砂含む、黒斑有り

焼成不良

吉岡主主 際耗の為不明

色調 5Y6/1灰色

胎上 lmm以下の白色粒子合む三黒斑少民有り

焼成良 |体下部1/4
制整貼り付け高台 !高台部1/2

色調 N7/ 灰白色 10YぐR2/1!!，l色
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挿図 器種・ 産地・ 口径
底径・
器高

型式 時代 区 グリッド 層位遺構 高台径 胎土焼成・調整・色調 残存率
番号 器形 材質 (cm) 

(cm) 
(cm) 

胎土 1~2mm大の細砂、 3mm大の磯合む

弥生 SH3付近SP180
焼成良好

33 
土器?

弥生ワ E F2 
灰色粘土層

調整摩耗の為不明 体部一部

色調 内面5YR61日様色
外面2.5Y4/6オリープ褐色

胎土長石、石英、 1mm大の細砂合む

SH3付近SP177
焼成良好

34 j曹郷費 lO~l1C E F2 
灰色粘土層

調整外面沈線を横位に付けている 体部一部

色調 内面10YR6/3にぶい黄櫨色
外面7.5YR5/6明褐色

SH3 SP41 
胎土長石合む、黒斑有り

体下部わずかに残

35 
灰紬掬器 0-53 

東遠系 10C初 E G2 検出面 (7.6) 
焼成良好

存
碗 併行

整地層
調整 底部糸切り後一部ナデ

高台部1/3
色調 2.5Y7/1灰白色

胎土長石、 2.5珊大の磯合む

SH3 SP39 
焼成良好

体部一部
36 山茶碗 E 東遠系 12C後 E F2 

検出面
(7.0) 調整 底部糸切り後}部ナデ、高台部欠損、

高台部2/3
貼り付け高台

色調内面N61 灰色

K-14 
9C前

胎土 1皿以下の白色粒子をわずかに合む

土師器 ~ SH4 SP50 焼成不良 体下部1/8
37 ~ E F2 (6.0) 
碗 K-90 整地層 調整摩耗の為不明、姑り付け高台 高台部1/4

前半
9C後

色調内外面白8/1灰白色底外酬61 灰色

SH4 
胎土 1mm以下の白色、黒色粒子合む

38 糸切り碗
0-53 

東遠系 10C初 E F2 掘削土中 (6.0) 
焼成甘い 体下部1/8

併行 調整摩耗の為不明 高台部1/6
(整地層)

色調 5Y8/1灰白色

K-14 
9C前 SH4 

胎土長石、 1mm大の細砂合む

土師器 ~ 焼成甘い
39 ~ E F2 掘削土中 (6.0) 高台部1/8
碗 K-90 

9C後 灰色粘土層
調整摩耗の為不明

前半 色調 5Y7/1灰白色

瀬戸焼 SH4 SP51 
胎土 2mm大の細砂合む

登5か 焼成良好 口縁部1/26
40 鉄勅天目

登6
瀬戸 18C前 E E2 F2 掘削土中 (12.2) 

調整 内外面鉄紬がかかる、外面一部曜変 体上部117
茶碗 整地層

色調素地5Y7/1灰白色勅5Y2/1黒色

SDl3 
胎土綴密、長石合む

体下部わずかに残

41 
灰勅陶器

K-90 助宗 9C後 E F2 SH5 (7.8) 
焼成良

存
腕

整地層
調整内外面灰勅付着

高台部1/3
色調 5Y6/1灰色

胎土 2mm以下の白色粒子合む、黒斑有り

42 須恵器
K-90 

東遠系 9C中 E E2 
掘削土中

(15.4) 
焼成良好 体下部1/15

併行 進状遺構1 調整底部ヘラ削り、貼り付け高台 高台部1/8

色調 2.5Y7/2灰黄色

胎土 1mm以下の長石合む

43 灰勅陶器 K-90 助宗 9C後 E E2 
掘削土中

(7.4) 
焼成良 体部一部

皿 併行 道状遺構1 調整貼り付け高台 高台部1/8

色調 2.5Y7/1灰白色

胎土長石、 1mm以下の細砂合む

44 小碗 東遠系 E E2 
灰色粘土層

(7.8) 
焼成良好 口縁部1/8

道状遺構1 調整内面降灰粕付着 体部一部

色調 N61 灰色

胎土 3mm以下の礁、白色細砂合む

45 土師器 古墳時
E G1 

掘削土中
(13.2) 

焼成甘い 口縁部~体部117
杯 代? 道状遺構2 調整摩耗の為不明 体下部一部

色調 7.5YR8/4浅黄綬色

胎土長石、 1mm以下の細砂合む

46 土師器 SP213 
焼成良好

E G1 調整摩耗の為不明 体部上半一部
費 黒色粘土層

色調 内面10YR6/3にぷい黄糧色
外面2.5Y7/3浅黄色

胎土長石、 1mm大の締砂合む

47 須恵器 9C前 E G2 
掘削土中

(13.0) 
焼成良 口縁部1/11

事手蓋 道状遺構2 調整摩耗の為不明 体部一部

色調 N71 灰白色

胎土長石合む

48 灰紬陶器 K-90 東遠系 9C後 E G1 
掘削土中

(7.0) 
焼成良 体部一部

腕 併行 道状遺構2 調整貼り付け高台 高台部1/3

色調 2.5Y8/2灰白色

胎土長石合む、黒斑有り

49 灰紬陶器 K-90 F1 F2 
SP166 焼成良好

長頚瓶 併行
助宗 9C後 E 

G2 
整地層 調書量 外面灰粕がかかる 目岡部1/5

黒色粘土層 色調素地2.5Y7/1灰白色
紬7.5Y5/3灰オリーブ色

口

61i
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第2重量 小瀬戸遺跡

挿図 器種・ 産地・ 口径
底径・
器高

型式 時代 区 グリッド 層位遺構 高台筏 胎土・焼成・調整・色調 残存率
番号 器形 材質 (cm) 

(cm) 
(cm) 

胎土 lmm以下の白色粒子合む、黒海有り、炭

0-53 道状遺構2付近
化物付着

体部一部
50 糸切り碗

併行
東遠系 10C初 E F2 

掘削土中
(5.6) 焼成良

底部1/4
調整底部糸切り痕

色調 N7/ 灰白色

胎土長石、 2mm大の細砂合む、黒斑有り

51 
灰勅陶器

東遠系 11C後 E G2 
整地層

(11.8) 
焼成良好 口縁部1/12

輪花小碗 道状遺構2 調整内外商ナデ 体部一部

色調 5Y7/1灰白色

胎土微細の黒色白色粒子合む

整地層 焼成良好
体下部一部

52 山茶碗 1 -2 東遠系 12C前 E Fl F2 検出面 7.3 調整 底部糸切り痕、貼り付け高台、スノコ
高台部完形

道状遺構2 状圧痕、内面重ね焼き痕

色調 7.5Y6/1灰色

胎土徹密

白磁
土手状遺構1 焼成良好

天井部1/4
53 菊花紋

中国
12C E F2 F3 

道状遺構2付近
(5.4) l.85 

調整型造り
口縁部1/15

合子蓋
越州窯系 掘削土中 色調素地7.5Y8/1灰白色紬(濃)5GY6/1

体下部1/5
整地層 オリーブ灰色勅(薄)5GY7/1腕オリー

ブ灰色

胎土微細~2mm大の黒色粒子、 lmm以下の白

II-2 
色粒子合む

54 山茶碗 ~ 東逮系 12C末 E G2 
整地層

(6.2) 
焼成良 体下部1/4

道状遺構4 調整底部糸切り痕、貼り付け高台、スノコ 高台部1/3
ill-l 

状圧痕、内面重ね焼き痕、降灰触剥離?

色調 5GY6/1オリーブ灰色

胎土 5醐大の磯合む

灰紬陶器 0-53 
掘削土中 焼成良好 体下部わずかに残

55 助宗 10C初 E G2 F2 灰色粘土層 6.1 調整底部糸切り痕、内外商灰紬ハケ塗り(発 存
血 併行

道状遺構5 色していない?剥離している7) 高台部完形

色調 5Y7/1灰白色

胎土轍密、長石合む、わずかに黒斑有り

灰勅陶器 K-14 際混灰色粘土周
焼成良好

56 
長頚瓶 併行

猿投 9C前 D G2 
道状遺構6

調整 内面灰勅がかかる、外面灰粕剥落 瓶の背部分1/5

色調素地2.5Y7/1灰白色

紬10Y6/2オリーブ灰色

胎土 2mm大の細砂合む

57 
土師器

遠江系 8~9C E E2 
SD11 

(22.6) 
焼成良

口縁部1/16
護 灰色粘土層 調整摩耗の為不明

色調 2.5Y8/2灰白色

胎土 2珊以下の細砂、白色粒子合む、黒斑多

数有り

58 
土師器

9C前 E E2 
SD11 

(4.2) 
焼成良 体下部1/6

杯? 灰色粘土層 調整摩耗の為不明 底部1/4

色調 内面10YR6/3にぶい黄糧色

外面5YR5/4にぶい赤褐色

胎土鍛密、長石合む

59 灰勅陶器 0-53 SD11 
焼成良好 体下部わずかに残

併行
東遠系 10C初 E E2 

灰色粘土層
(7.8) 調整底部中心糸切り痕、周辺ヘラ削り?ナ 存

碗
デワ内外面灰勅ハケ塗り 高台部1/4

色調素地5Y7/1灰白色軸10Y5/2オリーブ灰色

胎土長石、 lmm大の細ゆ合む

60 土師器 9C後 E E2 
SDl2 

(5.2) 
焼成良

底部1/3弱
杯 灰色粘土層 調整摩耗の為不明

色調 7.5Y4/1灰色

胎土 3mm大の際合む

61 土師器 8~9C E F2 
SDl3 焼成良好

体部一部
灰色粘土層 調整外面ハケ自体部径(18.8cm)

色調 10YR8/3浅黄援色

胎土長石合む、黒斑有り

62 灰紬陶器 K-14 
SDl3 焼成良好

猿投 9C前 E F2 掘削土中 調整 外面灰紬がかかる、上部一部に紬の無 頚部1/5
長頚瓶 併行

整地層 い部分あり

色調素地5Y7/1灰白色紬5Y5/2灰オリープ色

胎土 1醐以下の長石、 lmm大の穣合む、わず

かに黒斑有り

63 灰勅陶器 0-53 東遠系 10C初 E F2 
SDl3 

6.0 
焼成良 体下部1/3

碗 併行 整地層 調整 底部糸切り痕、内面重ね焼き痕 高台部完形

色調素地2.5Y7/1灰白色

勅(剥離?)7.5Y7/1灰白色

胎土 lmm大の細砂、長石合む

64 灰紬陶器 0-53 助宗 10C初 E F2 
SDl3 

(6.7) 
焼成良好

高台部1/6
碗 併行 整地層 調整内外面ナデ

色調 5Y7/1灰白色
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挿図 器種・ 産地・ 口径 底径・ 器商

番号 器形
型式

材質
時代 区 グリッド 層位遺構

(cm) 高台径 (cm) 
胎土・焼成・調整・色調 残存率

(cm) 

胎土綴密、 1mm大の磯合む

焼成良好

65 
灰勅陶器 K-90 

助宗 9C後 E F2 
SDl4 

(8.6) 
調整底部ヘラ削り、貼り付け高台、高台部 体下部1/8

碗 併行 掘削土中 欠損、内面自然紬付着 底部1/4弱

色調素地2.5Y7/1灰白色

勅10Y6/2オリープ灰色

胎土 l珊以下の長石合む

66 糸切り碗
0-53 

東逮系 10C初 E F2 
SDl5 溝中?

(6.0) 
焼成甘い 体下部1/4

併行 灰色粘土層 調整摩耗の為不明 高台部1/2弱

色調 5Y7/1灰白色

胎土 1nnn大の細砂合む

67 
土師器

D G2 
SDl7 溝中

(16.0) 
焼成甘い 口縁部~体上半部

書量 覆土中 調整摩耗の為不明 1/16 

色調 5YR7/3にぶい稽色

胎土 1~2mmの長石、1. 5mmの細砂合む

SD21 
焼成良

68 
灰紬陶器 K-90 

助宗 9C後 E G2 灰色粘土層 (16.0) 
調整 外面下半部ヘラ削り、内外面勅がかか

口縁部~体部1/12
碗 併行 る(つけがけしているが発色していな

(整地層直上)
い)、紬ハケ塗り

色調素地2.5Y7/1灰白色紬2.5Y7/2灰黄色

胎土 3mm大の磯合む、黒斑有り

灰勅陶器 0-53 
焼成良

口縁部1/10
69 東遠系 10C初 E G2 灰色粘土層 (13.4) 調整外面に墨書?あり、内外面灰勅付着
輪花碗 併行

色調素地2.5Y7/1灰白色
体部上部1/5

紬5Y5/2 灰オリープ色

SD21 SP283 
胎土 1mm以下の長石含む

70 糸切り碗
。-53

東逮系 10C初 D G2 溝中 (6.0) 
焼成不良 体下部1/8弱

併行
覆土中(整地層)

調整摩耗の為不明 高台部1/8

色調 5Y5/1灰白色

胎土長石、 2.5醐大の磯合む

71 
土師器

8~9C D G2 
検出面

(17.2) 
焼成良 口縁部1/15

費 整地層 調整摩耗の為不明 体部一部

色調 lOYR7/4にぶい黄澄色

胎土長石、細砂、 2nnn大の細砂含む

72 
灰勅陶器 0-53 

助宗 10C初 E G2 
検出面

(12.0) 
焼成良好

口縁部~体部1/11
碗 併行 風化穣混粘土層 調整 内外面紬がかかる(つけがけ)

色調 5Y7/1灰白色

胎土級密

焼成良好

73 
灰紬陶器 0-53 

助宗 10C初 E G2 掘削土中 (6.5) 
調整底部ヘラ削り、貼り付け高台、内面降

体下部~高台部ν6
碗 併行 灰紬

色調素地5Y7/1灰白色

職10YR6/2オリープ灰色

胎土細砂合む

74 糸切り碗
0-53 

東遠系 10C初 E G2 掘削土中 (12.8) 
焼成良

ロ縁部1/24
併行 調整内外面ナデ

色調 5Y8/1灰白色

胎土長石合む

75 糸切り碗
0-53 

東遠系 10C初 E G2 掘削土中 (5.0) 
焼成良

体部~底部1/3
併行 調整底部糸切り痕

色調 5Y8/1灰白色

覆土中
胎土 白色粒子合む

76 小碗 1 -2 東遠系 12C前 D G2 暗灰色粘土層 (5.4) 
焼成良好 体部ー部

SP? 
調整貼り付け高台 高台部1/4

色調 7 .5Y7 /1灰白色

胎土 1珊以下の長石、細砂合む

77 須恵器 7C 
E G2 掘削土中

焼成良 摘み1/2
杯蓋 中葉 調整外面ヘラ自IJり 摘み径(1.3cm) 摘み周辺1/3

色調 N7/ 灰白色

胎土 1回大の細砂合む

78 土師器 遠江系 8~9C E F2 整地層 (13.6) 
焼成良好 日縁部1/12

唱呈 調整摩耗の為不明 体部一部

色調 10YR7/3にぶい黄糧色

胎土長石、 2皿大の細砂合む

79 土師器 遠江系 8~9C E F2 掘削土中 (17.2) 
焼成良 口縁部1/14

聾 調整摩耗の為不明 体部一部

色調 10YR7/3にぶい黄櫨色

胎土 3mm大の棟、 1mm大の細ゆ合む

80 土師器 遠江系 8~9C E F2 掘削土中 (17.6) 
焼成良 口縁部1/20

型車 調整摩耗の為不明、口縁部欠損 体部一部

色調 10YR8/4浅黄燈色
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第2章小瀬戸遺跡

挿悶 1器種目 1 ，，~，~ 1産地・llfT'j:'J.l別式|
若干号| 器形 1 ，~~， 1 材質

11底f毛 1器市
1有ムi'f.:1

(cm) 1 1 (叫
残存率日寺代 1 I正 |グリッド 沼{立)宜1~寺 胎土焼成調薬色調

胎土 雲母、長石、細砂合む

焼成良好

調整摩耗の為不明

色調 2.5Y7i3浅黄色

胎土 長石、 2mm大の納l砂、 31聞大の操含む

焼成良

色調外面7.5YR5!4にぶい褐色
内而10YR5/1褐以色

日台上 長石合む、黒斑有り
焼成良好

調整 内面稀少し残存

色調素地2.5Y7/1灰白色

納5Y5/3灰オリープ色
トー→一一十一一一一一一一一一一一

l恰土長石含む、黒斑有り
焼成良

需品]整 貼り付け高台

色調 5Y6/1灰色

81 1 上自fll日5

子「|:
G2 
1{f!也層

I (16.0) 
~~ 掘削土中

82 1土阿部M F2 
SP160 

雪Eの底部 灰色粘土居

831 )夫新l陶器3 K-14 助主託 9C前 IE I F2 I掘削土中
長頚瓶 併行

84 1 日〈勅陶器 K-14-
9C削I

東遠系 ~ 1 E 1 日 |整地層
有益 j{..90 

9C後

851 :火袖陶需 j{-90 助宗 9C後 E F2 掘由IJ土中
碗 jJe行

861 灰勅陶器 K-90 助宗 9C後 E F2 G2 
路地層

長m比五 併行 掘削上中

871 灰紬陶器 K-90 助宗 日C後 E G2 F2 
灰色粘土居

長室目制 併行 継削土中

(9.0) 

(6 2) 

(13.8) 

(8.8) 

胎斗二 1mm以下の細砂、 2mm大の制11砂合む

焼成良

剰整内外而ナテ

色調 2.5Y7!1灰白色

口縁部1115弱

底部一部

U縁者日1/8

休部一部

高台部1/4

は縁部1必2
{恥h部1/16

胎J二 2mm大の綿砂含む、黒斑有り
焼成良好

部i主主 外面灰袖がかかる i服部のみ

色調素地2.5Y7 /1灰白色

*lB7.5Y5/3灰オリーブ色

胎土 2.5mm大の碍色合む、黒斑有り
焼成良好

調整 底部糸切り後ナデ、貼り付け高台

色調素地5Y7!1灰白色
柏7.5Y4/3日昔オリーブ色

体下部1/10
高台部1/8

民紬陶器 1K-90 
881 '~:':::.:"" 1 
長頚瓶 |併行

東逮系 1 9C後 IE F2 整地層 (8.6) 

891 民勅陶器 O 0併F一4fTF吋丁ブつ | 京遠系 I 1日C初 I E I F2 I!掘4紺4由削IJ土斗 I (6.2) 
E流

90 1 ~袖陶器 0併4汀Jつ | 助宗 I 10C相JI E I G2 I掘削土中
碗

91 11火紬陶器 0-53 東遠系 10C初 加削土qJ (10.0) 
長野瓶

l-s g…J z食L切り前 0-53 東域系 10C7J] I E I F2 I SP，17，E I (6，2) 
例行 灰色粘上層

切り碗 0f)17~5r 3 l 東遠系 110C初 IE I F2 I掘削」二中 I (4.6) 

94 1 糸切り碗 I~りr7f1丁 1 東速系 I10C初 IE I G2 I整地府 I (5 2) 

95 1糸切り腕I?併f5一J3 ! 京逮系 110C初 IE I F2 I検出制 I (6.0) 

胎土 lmm以下の白色粒子、 2.5mm大¢磯合む、

J県斑有り

焼成良好

調整 底部一部ヘラ削り、貼り付け高台、内 i高台音11/4
面降)}(袖残存

色調素地2.5Y7 /1灰白色

勅5Y4/2灰オリーブ色

胎土長石合む

焼成良好

調整 内市称 |体部~高台部1/白

色調素地10YR7/1灰白色

紬10Y5!2オリーブ灰色

胎土長石、 1mm大の細砂合む

焼成良

調務貼り付け高台欠損

色調素地2.5U8!1灰白色

胎土 赦1缶、お醐大の白色縦含む、 J且斑有り
焼成良好 l 

体下部1/7
調主主 内外而ヘラ削り?、貼り付け高台、高|

1 i荷台部1!6
台部重ね主き痕 I 

色調内面5Y7/1灰肉色外而5Y8/1灰白色

目白土 1mm大の納砂合む、黒r，f有fり
焼成良

調整 底部糸切り痕1 摩耗の為不明
色調 5Y6/1灰色

日台土 長石、 1皿m大の*m砂合む
焼成良

調整 岐部糸切り痕(摩耗している)

色制 5Y6/1灰色

胎土 2mm大の細砂合む
焼成甘い

調整摩耗の為不明

色調 5Y8/2灰白色

体下部1/9
高台部1/10

休部一部

底部1/4

休部一部

版部ほぼ1/2

体部一部

底部1/6

96 1 I白郷!i~ 1 lO--llC 1 E 
SF6 

F2 
灰色粘上府

97 1 UI茶碗 |血 11京逮系 113C中 IE F2 掘削j土中 体部~底部一部

1
l
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(64) 

胎土わずかに黒斑、知大の制砂合む

焼成良

調整摩耗の為不明

色調 2.5Y7/2灰黄色

胎土 石英、長石を多慌に合む

焼成良好

弓民 m~喜 内外而すデ

色調 10YR6/31こぶい黄線色

胎土 内色牧子合む

焼成良好

調銘向台部欠t員
色調 7. 5Y7/111<白色

{本部1/8
底部1/8



持関 器種。 産j也 Ut圭
底径

器高
閉式 時代 区 グリッド 周1iCr宜主主 高台経 胎上・焼成 調採・色調 残存率

番サ 詩形 材質 (cm) 
(cm) 
(cm) 

胎土絞密、長石合む

伊万里1
SF6 

1Jt成良好
休部一部

98 染付 伊万里 18C E F2 
i悩削と中

(5 0) 調採外泊1に染付
両台部1/12

茶碗 色調素地5Y8/1灰向色勅10GY8/1明絞灰色

染付5B6/)肯灰色

胎土徹子許

99 
伊万里

伊万里 19C前 E F" 3在地層 (9 2) 
焼成良好

口日子剖円~付三剖11/12
内磁碗 ;刑務 内外面lこ刺がかかる

色調 10Y8/1灰色

胎土徹密

伊万里
焼成良好

制整外面に染付 1-1縁部~f本部
100 染1，J 伊万里 18C E F1 整地層直 k (10，8) 

色調 外而2，5GY7/1明オリーフ灰色 1/81，章、
茶T拘

動(濃)5G4/lH音緑灰色

朝J(待)5B6/1背灰色

胎上 1皿以下の細砂、白色粒子合む、!詰斑多数

101 
須 j也君号 助。 日~9C E E2 F2 灰色粘土居 (5，3) 

'IJtrlJ;; bIい
体下部~高台部1/2

原身
7J'、

調整摩耗の為不明、貼り(、lけ高rt
色制 5Y6/]灰色

胎土 2~2 ， 5mm大の長石、 3mm大の際合む

102 
灰袖陶器

1(-90 功宗 9C後 E F2 
掘削土中

(15，0) 
焼成良

口早主部~í卒者11/12
和Ìì;;~f.~世 灰色粘土問 調整 内外面にハケ議りしているが発色せず

色調素地5Y6/1灰色羽15Y7/1灰白色

胎土長石、 3mm大の際合む

103 
ば勅陶器 )(-90 

尉J宗 9C後 E F2 
:仕日ti立構l

(14，0) 
焼成良好 日縁部1/22

碗 1J1行 掘削土中 調整 内面以納付着、外而施刺l不明 休部一部

色調素地2，5Y7/1灰向色袖2，5Y7/4浅黄色

胎土長石、 3mm大の際合む

104 
)j流Ii陶器 0-53 

東逮系 10C初 E F2 
直上層

(14，0) 
焼成良好 日緑、部1/16

碗 1jl1'1 U天色粘土居) 調整 内外而紬の発色が悪い 体部一部

色調 5Y7/1I)(白色

胎土 1mm以下の納砂合む

105 
(j天紬)

待10 瀬戸 14C後 E F2 整地層 (5，2) 
焼成良好 体部一部

小皿 調整底部糸切り痕 !丘部1/4

色調 2，5Y7/1灰白色

胎土 31聞大の際合む

土手状遺構1 焼成良好

106 鉄剥1徳利 志戸呂 16仁液 E E2 F2 主主地陪 捌削jこ 自間接 内外面に刺lがかかる

中灰色粘土問 色調 10YR6/3にぷい黄概色

袖7，5YR4/2灰褐色

胎上長石、 1mm大の細砂含む

107 
上師器

遠iJ系 E E2 指削土中
焼成良好

口縁部~休部一部
~t 調主主 摩耗の為不明

色調 7 ，5YR7 /6澄色

胎土 lnnll大の紺砂合む

108 
上師器

遠江系 8~9C E E2 灰色粘土屑
焼成良

口縁部~体部一部
3二4品fぎて 調整摩耗の為不明

色調 2， 5Y7/3浅黄色

Ilfl土 lmm以下の長石合む

須恵器1
焼成良好

摘み完形
109 
j不蓄

日C E F2 強地層 調j荘 内而回転ナデ天井吉11ナデ、
摘み周辺1/5

J告みf手2.8cm

色調外而N6/ J火色内面7，5Y7/1灰白

胎上 初段、 2皿以下の肉色粒子合む、 nu社有り

8C末
焼成良好

110 
原始以清11 0-10 

猿投 ~ E E1 t国削土中 (9 2) 
調整貼り付け高台、内riti白然論lr付着、二重

両台背任/4
長聖i瓶 併行

9C初
f越線あり

色調素地5Y711灰白色

有B7，5Y4/2以オリーフ色

灰色粘土居
胎上被害i

111 
緑清h陶据 1(-90 

1主投 9C後 E E2 黄色粘土直上 (12，9) 
焼成良好

日正'"部1/18
縫腕 むH'f

(7J(IUの一番下)
調整 内外耐に緑紬がかFる

色調 2.5Y7/3浅黄色

胎土長石合i[f、黒)%1有り

)ji1剤l陶器 ](-90 
~jt成良好

112 助言言 9C後 E E2 築地屑 (14 8) 調捺内外面灰清hハケ塗り 口ま昔n/10
臥i 併行

色調 :京地5Y7川灰白色

和110Y5/2オリープ灰色

胎土制I1砂合む、黒地;多数有り

J火利1向端 ](-90 掘削土中
焼成良好

113 点j主系 9C後 E 11'2 G2 調務外1向灰車lがかかる 村部1/3
長師、胤 併行 灰色粘土居

色調素地10Y8il灰向色

勅10Y5/2オリーフ、以色

ワム
U

円
/
U
U



第2主主 小瀬戸遺跡

持関 {;d種ー 忠告白 日径
l丘径回
器高

番号 器形
1\'1~\; 

材質
時代 0. 層位;!iii~

(cm) 
高台i圭
(cm) 

胎土焼成。調整・色調 残存率
(cm) 

日台土 長石合む

13乙1百1陶鴇 ](-90 掘削l土中
焼成良好

体部一部
114 
E品 併行

主主連系 9C後 E E2 F2 
灰色粘土層

(7.4) 調強 底部ヘラ削りかナデ、全面灰京11か
高台部1/4

色調 143地2.5Y1/7!JZ白色

断而7.5Y6/2オリーブ色

胎上 1mm以下の白色粒子合む、県斑多数有り

民事lJ陶器 K-90 !'IW" 良好 体下部~高台部
115 

長百~liJl 併行
猿投ワ 9C後 E F2 主主地層 (7.6) ~J整 底部糸切り、貼り付け高台、内問降灰脅lJ

1/5 
色制素地2.5Y7/1灰白色

結10Y6/3オリーブ灰色

胎土 3剛大の線合む

ぼ袖陶器 0-53 近状遺構1
焼成良好

116 
長~H瓶 併行

東逮系 10C有J E F2 
灰色粘土府

計松戸 外面全体lζ灰納がかかる 休部1/12

色調素地5Y7/11)(白色

高1i10Y5/2オリーブ灰色

胎土敵密

117 
灰刺陶器 0-53 

東逮系 10C初 E E2 
上手状遺構1

(14.0) 
焼成良好 体下部1/8

長頚瓶 併行 掘削と'f' 調整外而ヘラ削り、貼り十1け高台 高台部1/16

色調 5Y7/1灰白色

胎土長石、 3rnm大の礁含む

118 
民泊陶椋 0-53 

京遠系 10C初 E E2 F2 
掘削土中

(14.0) 
焼成良好 口t是部1/19

官宛 併行 検出面 調整 内外而浸し塗り 体部一部

色調 μ縁部5Y7/1灰白色体部2.5Y6/1黄灰色

胎土 白色細砂合む

119 糸切り碗
0-53 

東i主系 10C初 E F2 掘肖Ijj二中 (5.6) 
焼成良 体下部1/7

併行 調整底部糸切り痕 底部1/6

色調 5Y8/1灰白色

胎土長石、 lmm大の細砂合む

120 糸切り碗
0-53 

東逮系 10Gm E F2 
灰色粘土層

(5.4) 
焼成良好 体部一部。tfi (粘性強い) 調整摩耗の為不明 底部1/5

色調 2.5Y7/2DZ黄色

胎上 1mm以下の黒斑イゴり

121 糸切り碗
0-53 

東遠系 10C初 E F2 灰色粘土層 (5.4) 
焼成不良 体下部1/8

併行 調整底部糸切り痕、摩耗の為不明 }底書官1/3

色調内面7.5Y7 /1灰白色外面10Y/1灰白色

日台土 Zmm大の長石含む

122 山茶碗 1 -2 東遠系 12C古甘 E G2 掘削土中 7.2 
焼成良 i本部1/4

調整 底部糸切り波、内面重ね焼き痕、降灰紬 高台部1/2

色調素地N7/ 灰白色柄112.5Y6/3にぶい黄色

胎土微細..........2mm大の黒色粒子、 1mm以 Fの白
色粒子合む

焼成良

123 
灰納陶器

放指 llC末 E E2 検出而 (6.0) 
調整 底部糸切り痕、貼り付け高台、内而重 休部一部

E加 ね焼き娘、降灰勅付着 高台部1/2

色調素地2.5Y7 /113z白色
粕10Y4/2オリーブJ民色

断固7.5Y'i/3にぶい桜色
トー一一一

胎土長石、 1rnru大の細砂合む

124 IJ刈仇j 1 -2 京述系 12C言ij E E2 jJrij削土中 (4.6) 
焼成良好 休部わずかに残存

調整応部糸切り痕 高台部1/6

色制 2.5Y6/l!'者以色

胎土 長石わずかに含む

125 小碗 1 -2 片己主系 12C前E F2 J品目I[土中 (4.6) 
焼成良好

高古都113
調整 底部糸切り痕、貼り付け高台、内而降灰勅

色調 N7/ 灰白色

胎土長石、 2mm大の細砂合む

126 小皿 1lI -3 点逮系 13C後 E F2 直と照 (5.6) 
焼成良好

)底部1/4
調整底部糸切り痕

色制 N6/ 灰色

1喜4
胎土 4'~8mm大の際、 2mm以下の白色粒子合む、

灰7納 ~î湘
SF2 わずかに黒斑あり

127 
問:q:，託 戸 r~íj

13C前E E1 灰色粘上陪 焼成良好 体上部1/10

やや砂質 5間務 断面に!火T!lJが流れ込む、焼けヒビがある
H 

色調 2.5Y7/1灰白色

H台土 徹子告、わずかに県斑有り

白描t 中国
焼成良好

128 
栴j鼠 景徳鎮

13C冗 E F2 J同削土中 |前議…Ilh'n'n る外国r~11*Jì9 一部破片'1/12

色調内面5Y7/2灰白色

外而10GY7/1明緑)j(色

!此土 21剛大の制1砂合む

上師詰!
焼成良好

129 
'在

市{墳 E E2 掘削土中 (8.8) 調狭 底部本荒波、内外市指顕在4残存、民主耗 底部1/4

の為不明

一一」ー」一一一
色調 7.5YR6/6椴色
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折籾 器種ー 局日也・ |仁l径 底径@ 器高
型式 時代 [2{ グリッド 周 f~LJ:\主W~ 肯I可ムn何1笠 目白土 焼成。誠1空・色調 残存率

番号 器形 材質 (cm) (cm) (cm) 

胎土 2.5mm大の隊合む、黒斑有り

須忠器 hγ¥v-32 検出|古i
焼成良好

130 
杯身 併行

sJJ1A 8C前 E E2 
灰色粘土屑

(12.4) (7.8) 3.9 調路 !式部糸切り痕、焼き歪みあり、防り付 日縁部~高令官;1/2
け高台

色調内附N，j/ 11音j火色外I而子J5/ 灰色

胎土長右、 2mm大の制11砂合む

1~n 
須J志器

8C末 E E2 脳同'J:1'[1 (12.4) 
焼成良好

口縁部~体部1/14
杯身 調整外国ロクロ整形

色調 7.5Y6/1灰色

胎」二 2mm大の綱砂合む

土師昔日 奈良
焼成やや不良

休部一部132 
均2 時代

E E2 灰色粘土沼 (6.4) 調整摩耗の為不明、底部に段荒(ヘラ痕7)
底部1/2

イTり

色調 7.5YR7/41こぶい桜色

胎土 1mm以下の純!砂 白色微細粒子合む

育灰色砂i臣磁
焼占良

体下部1/7133 駿東珂て 8~9C E E2 
粘土

(6.5) 調聖書 摩耗の為不明、底部中心に窪みあり
底部1/2

色調内而2.5YR6/8燈色

外面10YR5/4にぶい黄褐色

胎土長石、雲母、 1mm大の柿l砂合む

ゴニ師器
焼成良好

r~ iMt古111/16134 
ヨ~~

i主む系 自~9C E E2 整地層 (20.0) 調整外面に爪による圧痕かワ、摩耗の為不
休部一吾11

明

色調 10Y7/4にぶい黄梅色

目台土 白色半世子含む

135 
j:獅器

E E2 r;JZ色粘土層 (6.0) 
焼成良好 休部1/7

~ 調整 内面J旨E則氏あり、夕、面1曲目あり 底部1/5

色調 2.5Y7/2灰黄色

胎土 3mm以下の様、白色制砂合む

136 
上師器 奈良

E E2 灰色粘土周 (4.8) 
焼成白い 体下部1/7

部 時代 調整摩耗の為不明 底部1/4

色調 7.5YR6/6椴色

胎土長石、 3mm大の磁含む

137 
上師器

遠江系 8~9C E E2 
上手状遺構l

(16.8) 
焼成良好 口縁部1/17

き霊 川の覆土 調繋隊、耗の為不明 体部一部

色調 2.5Y7/4浅黄色

胎上 lmm-:)i.:;の細砂合む

138 
土師器

遠江系 8~9C E E2 (24.0) 
焼成良好 口縁部1/10

S字輩。 調猿摩耗の為不明、指頭痕つあり 体部一部

色調 10YR7/4にぶい黄燈色

Hb上 3mm大のI1駐合む

139 
土師器

遠江系 8~9C E E2 灰色粘土層
焼成良 口縁部1/27強

ま空 調整摩耗の為不明 口唇部欠損

色調 10YR7/4にぶい黄械色

)jt;土 2mm大の制砂合む

灰勅陶器 1(→90 D3 E3 土手状遺構1，2
焼成良好

140 
長頭取i 併行

東逸系 肥後 E 
E2 灰色粘土層

調整外面全体に灰勅がかかる 体部1/9
色調素地2.5Y7/1灰門色

納10Y4/2オリーブ灰色

SDll トレン
胎土級密、 2.5mm大の傑合む

灰柚陶器 1(-90 チ内掘削土中
焼成良好

は縁者日~休部141 
碗 併行

東逮系 9C後 E E2 
検III而

(16.2) 調整 内面口縁部lmm位のへラによる一条の沈
1/8弱

整地層
線有り、空気が入って一部膨らむ

色調 7 .5Y7 /1灰白色

11白上長石、 3mm大の隙合む

142 
灰勅陶器 1(-90 

東i主系 9C後 E E2 J脳内Jjニ !-f~ (12.8) 
よt，~成良好 口示ま古川/11

liiiJ 併行 調整 内外面ともハケ捻り?発色恋い 休部一部

色調 7 5Y7/1灰白色

胎土長石、 4mm大の隣合む、黒斑イJり

1*有11，.勾掠 K-90 
焼成良好

口是正部1/9
143 
碗 併行

助宗 9C後 E E2 検出而 (16.4) 1協核内外ruil必袖ノ、ケ塗り
fiU:部約1/9

色調素地2.5Y6/1故灰色

1¥h5Y5/2灰オリーブ色

胎土綴省、 2mm大の長石含む

焼成良

144 
μ(T11!陶器 ](-90 

東遠系 9C後 E F2 
:丘状逮捕1

(8.7) 
調3主 j底部ヘラ削り、日I~ り付けI高台、外而白

体下部~高台部1/5F祐 併行 検出而 然柏、内nlI重;t焼き痕、ヘラによるー
条のれi古来あり

色調;#地5Y7/1以白色柏5Y7/2以内色

土I，，~t
目白土 1mm以下の長石含む、 HJr~[有り

145 
灰紬陶器 ](-90 

E2 灰色粘土層 (7.0) 
焼成良 体下部一部

腕 。Hi 制整底部糸切り後ナデ 高台部1/2

色調 2.5Y7/1灰白色
」一1_..._-
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第2主主 小瀬戸遺跡

持|苅 器種白 足立i出・ 口千王
底径・
器高

塑式 時代 lえ グリッド 層位遺構 高台筏 胎土焼成調銭色調 残存率
番号 器形 材質 (cm) 

(cm) 
(cm) 

胎土 長石、 lmm大の細砂合む、わずかに県斑有り

146 
灰清IJ陶器 K-90 

東遠系 9C後 E E2 掘削上中 ('7.4) 
焼成良好

両台部1/呂
長頚瓶 lM} 調整 摩耗の為不明、尚一り付け高台

色調 2.5Y7/1灰白色

目白土 長石合む、 ilU司有り

匹、車1，陶器 K-90 SDlJ. 
~ií成良好

体下部1/8
147 
長頭部五 併行

助涼 9C後 E E2 
掘削土中

調整 高台部欠損、内而降灰利l付着、沈線あり
高台部1/7

色調素地2.5Yア6m者以色
前fJ7.5Y5/2灰オリーブ色

s(清J，胸骨i
胎」ニ 長石、 1mm大の細砂含む

148 長百点j鼠
I王90

片己主系 9C後 E E2 j宮両IJ七中
焼成良好

把手
併行 制整 全体をナテている、一部lこ割れ有り

色調 5Y8/1灰白色

日台土 徹密、 1m1O以下の細砂合む

焼成良好

149 
総称陶探 K-90 

猿J生 9C後 E E2 
掘削上司1

(7.1) 
調繋高台部欠損

底部1/4
相i 併行 トレンチ内 色調素地25Y7/1灰尚色

外面2.5GY5/1オリーブ灰色

袖10Y5/2オリーブ灰色

胎土 白色粒子をわずかに合む

1)(1油陶器 0-53 
土手状遺構1 焼成良好

体部一部
150 
皿 併行

東遠系 10C初 E E2 川の覆土 (8.0) 調整 貼り付け高台、内而重ね焼き痕、袖付着
高台部1/5

}1i色粘上層 色調 2. 5Y7/1灰向色

)大柏2.5GY6/1オリーブ以色

水田1而 胎上 長石、 3mm大の限台む、わずかに黙班有

151 
灰柏陶器 0-53 

東遠系 10C初 E E2 E3 
掘削土中

(13.8) 
り焼成良好 口縁部1/7

碗 併行 ヒ手状遺構2 調整内外而灰紬ハケ塗り? {十二ヒ部115

道状遺構1 色調素地5Y6/1灰色袖10Y4/3U音オリーブ色

胎土級品';， 1剛以下の細砂合む、わずかに，叫

灰勅陶器
E置有{り

体音11/8
152 0-53 猿投 10C初 E E2 灰色粘土層 (7 0) 焼成良好
制i

調整 底部へラ削り、内外面灰事IJ
I冒i台育1115

色調素地5Y7/1灰白色勅10Y6/2オリープ色

胎土 1mm以下の細砂合む

153 
灰刺陶器 0-53 

東迷系 10C初 E E2 灰色粘土居 (7 8) 
焼成良好

高台部1/6
聴者 併行 調整ナデている

色調 5Y7/1灰白色

胎土長石、 2剛以下の制砂合む

灰前rtl陶器 0-53 
焼成甘い、生焼け

154 
前 相H子

東遠系 10C主J E E2 検出面 (7.0) ID;]整摩耗の為不明、貼り付け高台高台接 高台部114弱

合部がくっきりと線状になっている

色調 7.5¥'R7/6撹色

胎土 3mm大の際、長石含む、黒斑少量有り

155 
灰新1陶器 0-53 

東i主系 10C事刀 E E2 
SDn 

(8.2) 
焼成やや不良 休部一部

llJl 併行 灰色粘土層 調整摩耗の為不明 高台部1/4

色調 5Y6/1灰色

胎土 長石、白色粒子、 lmm以 Fの細砂含む

156 
灰勅陶~号 0-53 

東遠系 10C初 E E2 
SDll 焼成良好

休部一部
任指 併行 灰色粘土層 調整長害

色調 N7/ 灰向色

胎土 2mm大の細砂合む

157 糸切り碗
0-53 

東j主系 10C干jJ E E2 灰色粘土居 (5.7) 
焼成 Hい

!岳部1/3
併行 調護摩耗の為不明

色調 2.5Y8/1灰白色

胎土長石合む

158 糸切り腕
0-53 

ボ逮系 10C初 E E2 相r~li-nflî (5.6) 
焼成良 体育i一部

併行 割強 底部糸切り娘、干した時に付いた傷? 底部1/3

色調 5Y7Il灰白色

胎土 lmm以下の長石合む
UJ伝部1/4

0-53 1)(色粘土局 焼成良好
159 糸切り花ぜ

併行
東~色系 10C初 E E2 

GJZ1，民じり)
(13.1) (5.2) 3.5 

調路低部糸切り痕
{イ一部1/4

色調 5Y7/1灰肉色
底部1/6

0-53 
胎ニヒ lmm大の制11砂含む、黒J%f有り

1:.:!1i主部1/日
160 糸切り碗

併ff
東逮系 10C宅日 E E2 検11¥面 (11.8) 焼成甘い

休部一部
色調 5Y7/1}必白色

日守土 2mm玉三の前1]砂合む

161 糸切り碗
0-53 

東遠系 10C初 ι 官、 E2 検(1{而 (5.2) 
焼成良 休部一部

併行 司開設 摩耗の為不明 底部114

色制 5Y8/3淡tl~色

日台上 1mm大の制l砂合む

162 糸切り腕
0-53 

点逮系 10CfJJ 上主 E2 検IHrt官 (5 2) 
t完成主lい i本部1/3

併行 肉強 摩耗の為不明 底部1/2

色調 5Y6/1以色
一一
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持胃l mii重・ 片注1m. 口径
底径・

器高
型式 時代 l正 グリッド 陪{立遺構 高台径 1台土 焼成・調整・色調 残存率番号 器形 材質 (cm) 

(cm) 
(cm) 

胎土 2mm以下の白色粒子多量に合む、 m斑多
K-90 土手官、遺構1

数有り
体下部1/8

163 糸切り碗
併行

東遠系 9C後 E E2 
灰色粘土層

(6 9) h'u!X; ~い
底部1/11

調聖書 摩耗の為不明

色調 5Y7I1灰白色

胎土 lmm以下の制砂、長石合む

164 糸切り碗
0-53 
1車速系 10C和J E E2 灰色粘上回

焼成甘い
体部1/14

併行 罰百整 {宇部外面lと選者、文字不明

色調 2.5Y7/1灰白色

SF4 
日台上 3mm大の!際、 lmm以下の白色粒子含む、

j晶状遺構1
思斑有り

165 111 主~mti m-1 東逮系 13C中 E F2 G3 
黒色粘土府

焼成良好 体部1/8

掘削土中
調諮 内而自然[年灰勅の付着~I;(

色調 7.5Y6/1灰色

胎土 2mm以下の肉色村山子合む

焼成良好
体下部1/12小碗 1 -2 東逮系 12Cilii E E2 IklI肖!日.:A.J (4.0) 調整 底部糸切り浪、目白り付け高台、内而)j足羽h
尚台部1/5

色調素地2.5Y7/1灰白色

紬7.5Y6/2灰オリ ブ色

胎上微細の白色粒下合む

焼成良
体部一部

167 山茶碗 且 東i主系 12C後 E E2 掘削土Ij' (5.8) 調整 応部糸切り後ナデ、貼り付け高台、高台
高台部1/3

部一二段状になっている、内面重ね仇き痕

色調外而5Y6/1)k色内同7.5YR8/4浅黄椋色

胎土長石、 1rnm大の細砂合む

168 小碗 m 東遠系 13C E E2 
SDl2 検出面i

(8.2) 
焼成良好 口i主部1/8

風化1際混粘土層 調整内而降灰粕付着 体部一部

色調 N7/ 灰白色

胎土級需

中国白磁 N~1 12C 
焼成良好

体部一部
169 
小皿 つ 巾国

南米
E E2 樹高IJJこ中 (5.4) 調整底部ヘラ削り、外而ヘラ削り、内而全

底音W6
体と外面一部に育般車II7J切羽ミる

色調素地2.5Y8/1灰同色内I而10Y7/1灰白色

胎土紋密

170 
中国白磁

中国
13C 
E E2 

SDl1 焼成良好
体部1./8弱

四耳夜 南宋 掘削上中 調整粘上の接合政?あり

色調 10Y7/1灰白色

日台土 長石、細砂、 8mm:kのl牒合む、税多く含む

171 
常滑焼

常滑
13C~ 

E E2 
土手状遺構l 焼成良好

胴部一部
宝望 14C 灰色粘土周 調整内外而ナデ

色調内而N5/ 灰色"(.5¥'R5/2灰褐色

後期
胎土長石合む、黒斑有り

172 
志野焼

N占 美濃 15C'I' E D2 
土手状遺構1

(10.0) 
焼成良好

口縁部1/10
鉄事IIIN[ 灰色粘土屑 調整内外面刺がかかる

併行
色調素示7.5YR8/1灰白色納10Y1.7/1赤黒色

l恰土 2mm大の長石合む、黒斑有り

173 
須志{}詩 C-2 

助宗 9C'jtr E F3 
脳同IJ上中

(12.4) 
焼成良好 I-Il主音W5

杯蓋 。HJ 灰色粘土居 調整外面ヒ部ヘラ削り、自然納付着 天井部1/4

色制素地5

胎土 4mrn大の機台、む

174 
須恵!J~

助主詰 日C前 E F3 灰色粘土府 (12.7) (8.6) 
焼成良好 日縁部 v体部約1/18

杯身 調整 高f干の有無不明 底苦"わずかに残存

色調 7.5GY5/1緑灰色

胎土 lmm大の制砂悩む

175 
須忠器

助宗 9cilij E F3 
土手状遺構1

(8.6) 
焼成不良 i宇部一部

主干身 j火色粘上層 調整摩耗の為不明 高台部1/4

色調 7.5Y6/1灰色

日台土 白色粒子合む

176 
須;古端

助宗 9C前 E F3 掘削土中 (6.6) 
焼成良好 休部一部

打、身 制整削り 1[¥し高台 高fT昔日1/8
色調 N4/ 灰色

胎上長石、 lmm大の納]砂合む

177 
土自'1'探

E G3 1M背IJ土rl' (9.2) 
焼成良好

底吉川/9
1イF 調技 )底部部糸切り痕、摩耗の為不明

色調 5YR6/4にぷい桜色

胎土 雲母、 11聞大の細砂合む

178 
土師部

E F3 
焼成良好

破片
妥よLしd 調整内外而ナデ

色調 7.5YぐR6i4にぶい持色

胎よ 2雲母、 lmm大の部111砂含む

179 
上自ili部

E G3 掘削土中 (6.4) 
焼成良好 休部一部

i小 調整摩耗の為不明 内而底部ハケ日あり 底部1/6

色調 10YR5i3fこぶい黄褐色

plo 
円

L



第2章小瀬戸遺跡

j市|剖 器種・ 産地ー 口径
底径・ o，，/iij 

別式 時代 |宥 グリッド 府位遺構 高台経 胎土焼成・調整色調 残存率
番号 i思形 材質 (凹1)

(cm) 
(cm) 

胎土 1mm大の細砂合む

180 
土師器

E G3 主主と (5.8) 
焼成良

f正剖日1/6可主
f不 調整摩耗の為不明

色調 7阻ま7/1にぷい椛色

胎と 1mm以下の湘砂合む

181 
土師Wu 8.-9C E F3 

掘由IJ土rj-l
(14.0) 

焼成良好
[-1綾部1/10弱

主主 隊出粘土用 調整摩耗の為不明

色調 7.5YR8/4浅黄椴色

胎上 5mm大の1曜 2mm以下の内色粒子合む

上師器
焼成良

重E
8~9C E F3 一二手1k遺構1 調整外而一部摩耗の為不明 頚部1/17

色調外而5YR7/6i在色内而75YR8/3浅茂樟

色

日台上 長石、 2剛大の細砂合む

183 
土例i橋

遠幻一系 8'~9C E F3 
土手状遺構1

(16.0) 
焼成良好 日iま官官1/14

主主 掘削土中 調強 !事事Eの為不明 休部一部

色調 2.5Y7/31.主黄色

/J白土 長石、雲母、 2mm大の削1砂合む

184 
土師器

遠江系 8~9C E F2 
掘削上中

(16 4) 
焼成良好 口縁部1/12強

主主 (灰色粘土層) 調整摩耗の為不明 体部一部

色調 10YR7/4にぶい武fJ色

胎土 3mm大の様、 1皿大の制砂合む

185 
土師昔日

遠江系 日~9C E F2 
灰色料上陪

(18.4) 
焼成良好 口i主1/15

車~ (粘性強い) 調態 !早耗の為不明 休部部

色調 10YR8/3浅黄槍色

胎土長石、 2mm大の細砂合む

186 
上師器

遠む:系 8~9C E F3 
撫削」ニ中

(17.4) 
焼成良好 口縁部一部

主主 (灰色粘土陪) 調書車 外商ハケ目ワ 体部一部

色調 2.5YR6/31C:ぶい黄色

胎土 長石、 3mmコ三のE整合む

187 
上師探

E F3 
上手状遺構1 焼成良好

頚部1/7
室主 灰色粘土層 調整外国ハケ目、内面炭化物と炭付着

色調 2.5Y8/2灰色

胎土 1mm大の細砂合む

土師器 土手状遺構1
焼成良好

口縁部1/10
188 
宝室

遠f仁系 8~9C E F3 
灰色粘土層

(25.0) 調整外面に爪による圧痕かつ、摩耗の為不
体部一部

明

色制 2.5Y8/3淡黄色

胎土長石、 3mm大の陳含む

土師器 土手状遺構1
焼成良好

口縁部1/14
189 
き霊

自~9C E F3 
灰色粘土層

(26.0) 調整摩耗の為不明、外面ハケ同有り、 [CI縁
体部一部

昔日欠損

色調 2.5Y8/2灰白色

胎上 5mrn大の様、 1mm以下の白色粒子合む

焼成良好

190 
土自rli器

8~9C E F2 指削土中 (14.4) 
制強 摩耗の為不明、内面口縁部から休部に

[-1縁部~体育¥1/12
小形言語 かけてスス付着

色制内面5YR7/6椛色

外面7.5YR6/3にぶい褐色

胎土 長石、 2mln大の細砂合む、わずかに黒斑

務i由陪 有り

191 
l反中山陶器 K-90 

東迷系 日C後 E G2 
時灰色風化機混

(16.0) 
焼成良好

口縁部~休部1/17
断i 併行 粘土府 調整 内両市hがかかる(つけがけ)、外而粕村

以色粘土居 着痕残存

色調 京地2.57/1灰白色紬5Y5/3fミオリーブ色

目白上 llsm以下の五IA砂合む

);こ和1陶器 K-90 
焼成良好

休部わずかに残存
192 
碗 併行

東j車系 9C後 E F2 J覚乱 (6.2) 誠5在 j同部糸切り後ナデワ外両ナデかヘラ削
高台部1/8

り

色調 5Y7/1灰白色

日台土 長石、 4mm大の際含む

193 
Jj(1羽l陶器 1<-90 

東迷系 9C後 E G2 
SD14 似削土

(14.0) 
焼成良好 l斗縁部1/12

E完 併行 '1.1 (主主地層) 調整内世iJ!k柏村者 体部一部

色調 2.5Y7/3浅黄色

)J合上 級密、 1四以τの白色粒一-TP~む、県五五有り

194 
灰納陶器 K-90 

主主投 9C後 E G3 
土手状遺構l

(13 0) 
焼成良好 μ縁者n/8

v'lil fJffJ 灰色粘土屑 調整外面TU!ハケ;主りつ 判、 t昔日1/7

色制素地2.5Y7/1 紬7.5Y5/3灰オリ ブ色

JJil土 lmm大の11H砂合む
焼成良好

195 
灰勅~fiû+ij品 K-90 

主主投 9C後 E F3 検ILij而 (8.2) 
調整 丙i令部先端ft庇煩、底部ヘラ市IJり一部ナ

高台部約1/34
椀 併行 デ、|大Irui))く勅ハケ設以外lltiヘラ削り

色調素地2.5Y7/2以黄色

現[[5Y6/3オリーブ黄色

ヴ

tつut--



挿il'1 器種ー 産地 口?主
底径・

~~高
別式 時代 R: グリッド 層{j'[遺構 高台径 胎土焼成調挺，色調 俊存率

番号 詩形 材質 (cm) 
(CII1) 
(口n)

胎土長石、 2mm大の納1砂合む

196 
灰勅陶器 1(-90 

京迷系 9C後 E F3 検出血 (8 1) 
焼成良 体下部1/5

liil 併行 調設底部ヘラ円1)り、貼り付け高台 尚台部1/5

色調 7 05Y7 /1灰白色

)治上 30~5mru大の隊合む

197 
以袖陶器 0-53 

切IJij~ 10C初 E G2 ):疋色粘土府 706 
焼Ijj(;良

向台部1/2
断i 併行 1問主主 転用硯?、底部ヘラ自iIり後ナテ

色調 205Y7/1灰向色

胎土長石、 lmm以下の細砂台、む

収納陶器 0-53 
焼成良好

f1三下昔日1/9
198 
碗 併行

東逮系 10C初 E F2 灰色粘土問 (600) 司調整 荷台部欠J員、底部ヘラ削り、内雨降灰
底部1;会

納付着、外i而ヘラ円1)り

色調 5Y7/H〆白色

胎土 長石、細砂、 21羽田大の納砂合む

199 
)j(刺1陶器 0-53 

東遠系 10C初 E G2 
掘i'il)七中

(1207) 
焼成良

口絃部~休上部1/9
碗 mn 灰色粘土問 調整摩耗の為不明

色調 5Y7/1灰白色

)Jfi土綴;岳、 1rnru大の科1I砂合む

)jZ車1i ~'J器 0-53 
焼成良好

体下苦W4
200 
車追 併行

東遠系 lOC初 E F3 検出面 (1.2) 調整 底部糸切り後ナデ、内面軍:ね焼き痕
向台部113

色調索地10YR7/1灰内色

刺705Y5/2灰オリ ブ色

1)台上 4阻大の際、白色粒子わずかに合む

201 
灰官)j陶器 0-53 

東i主系 10C初 E F3 
上手状遺構1

(906) 
焼成良 体部部

R高 併行 灰色粘」二回 詞撃貼り付け高台、 j底部ヘラ削り 高台部1/4

色調 205Y5/1黄版色断面205Y7 /2灰黄色

胎土 2mm大の細砂合む

202 
灰剥IP旬¥lI↓ 0-53 

東遠系 10CtJ] E F3 掘削上巾
焼成良

体部1/6
碗 イif行 首相整 墨書

色調 205Y8/1以内色

胎上長石含む、旦U!!有り

0-53 
焼成良好

体部一部
203 糸切り碗

併行
東遠系 10C初 E G3 整地層 (44) 調整底部糸切り痕

底部ほほ1/2
色調外面705Y6/1灰色

断面5YR6/3にぶい澄色

))白土 l剛以下の*IE砂、白色粒子合む

204 糸切り碗
K-90 

東遠系 9C後 E F3 灰色粘土屑 (6.8) 
焼成不良 体下部1/5

併行 司司笠 摩耗の為不明 !底部1/5

色調 5Y7/1灰白色

胎土 1mru以下の長石、 11聞大の制砂合む

205 糸切り碗
0-53 

東逮系 10C初 E F3 灰色粘土問 (600) 
焼成甘い 体下部~高台部

併行 調整摩耗の為不明、内而2本の溝あり 1/4話耳

色調 705Y7/1灰白色

胎上 1mm以下の長石、 1rnm大の細砂、 4mm大の

0-5:3 
J屈削土中 隊合む

体下部1/32日6 糸切り附
併行

点逮系 10C11J E F3 {砂磁混じり粘土 (5 6) 焼成廿い
高台1/2

回 調主主 陛耗の為不明

色調 ::17/ 灰白色

月台J二 l剛以下の}J{色尚子、 2""'0剛大の白色l諜奇む

207 1)1茶碗 ill-2 東遠系 13C巾 E F3 G3 
脳内IJJニrlJ

(608) 
焼1& 良

休下部~尚子T部117
以色粘土周 調整底部糸切り岐、貼り付け高台

色調 705Y6/1以色

胎土 2凹コ三の制砂合む

焼成良好

208 円口鉢つ 東i主系 13C初 E G2 灰色粘土居 (11.8) 調務 底部から高台部が外れる、高台部にワ 高台部1/4

ラ状圧I匝

色調 10Y7/1灰白色

1向上 長石、 3mlll二三の隊合む

209 山茶liW 東i皇系 12C E G3 脳出I)jじt/-l (1400) 
焼成良好 口綾部1/9

調整内外i出ナデ 休部一部

色調 10Y6/1灰色

胎上 1mm以下の白色粒子合む、黒瑚[有り 炭

化物付者
休部一部210 山茶碗 東遠系 E F3 撹乱応 (64) 焼成良好
高台部3/2

調整 底部糸切り痕、P.r1jり十lけ高台

色調 5YR6/ 以色

胎上 白色粒子、 2mIJじkの出IH砂合む

211 小川l 東逮系 J3Ci友 E G3 ~!ill~ïIJ上中 (307) 
焼成良好 休部部

調j;~ 1I岳部糸9Jり反 M部ほぼ完形

色調 5GY6/1緑以色

l恰上級持:

212 育般碗 A2主ri
'1'国 12C~ 

E G3 掘削土Ij'
焼成良好

件音1I1/12¥J，
龍泉窯系 13C 調整劃1t文

色調 205GY6/1オリーブ灰色

--128 



第2章小瀬戸遺跡

|開蒋号 器種・ 産地 口径
成径・

器高
別式 時代 区 グリッド 層IJ'[遺構 両台径 胎土・焼成・調整・色調 残千f 平

器形 材資 (cm) 
(cm) (cm) 

H台土 級平出;

青磁
トレンチ内 焼成良好

213 
蓮弁紋碗

中凶 13C中 E G3 砂利混じり粘土 首魁\~ 外而蓮弁文 体部一部

陪 色調素地5Y7/1灰白色

背磁紬2.5GY7/1明オリーブ灰色

!恰土 lmm大の紺1砂合む

214 かわらけ E E3 
上手状遺構2

(6.0) 
焼成良

体部1/5~童
掘削上中 調主主 摩耗の為不明

色調 7.5YR6/6t音色

胎上 2mm以下の判H砂合む

215 かわらけ E G3 直 i二府 (7.0) 
焼成良 体下部1/14

調整 摩耗の為不明、外面ハケ日あり 1m音11/4

色調 5YR7/6栓色

胎土 3mm大の隊合む

216 かわらけ E E3 
土手状遺構2

(8.6) 
焼成不良 体下部1/6

掘削土中 司司繋 摩耗の為不明、指Hl'i痕あり 底部1/12

色調 7.5YR7/6楕色

胎土 lmru以下の長石合む、 HJ斑多数有り
摘み完形

須恵1t; SR8 焼成良
217 
f不謹

助宗 9CB甘 E F3 
胤イI::~長混粘上層 調2在外而ヘラ削り 摘み径2.4四I

天井部4/5

色調 :¥161 灰色
口iま昔日1/3

胎土 台色粒子をわずかに合む

焼成良好

218 
須恵器

助宗 9C前 E D3 D4 
SR8 

(7.6) 
調薬底部ヘラ削り、削り/1¥し両台、外面へ 休部一部

士十身 灰色粘土層 ラ削り 高台部1/8

色調内面10YR6/2灰黄褐色外而7.5Y6/1灰色

断面7.5YR6/4にぶい椅包

胎土 白色村子をわずかに合む

219 
須恵器

E D3 SR8 検出両 (9 0) 
焼成良 体部一部

杯身 調整 i掛り出し高台、外面へラ削り 高台部1/9

色調 5Y6/1灰色

胎土 3mm*の隊合む

220 
土師器

E F3 SR8 (9.8) 
焼成良好

口事"昔日1/15言語
腕 調整摩耗の為不明

色調 10YR7/2にぷい黄極色

胎上 5mm大の隊合む

221 
土師器

遠江系 8~9C E E3 SR8 繋地周
焼成良 日縁部1117強

台付主主 調整 内外面すデ 口唇部欠煩

色調 2.5Y6/3にぷい黄色

胎土 3mm大の隊合む

222 
上帥器

E F3 SR8 
焼成良好

体部一部破片
杯 調整摩耗の為不明

色調印YR6/4にぶい黄様色

胎土 lmm以下の細砂含む

223 
須恵器

助言三 9C前 E E3 SR8 検出而 (8.2) 
焼成不良 体部一部

杯身 調整摩耗の為不明 高台部1/2

色調内面5Y811灰白色高台5Y6/1灰色

胎上 長石、 lmm大の朝刊砂合む

224 
Ik勅陶器 0-53 

点遠系 10Ct，] E E3 土手状遺構2 (7 2) 
焼成良好 f宇都部

碗 併行 ~mJ~主貼り付げ高台 高台部115

色調 5Y7/1灰白色

胎土 lJnlJl以下の長石合む

225 
b乙袖陶滞 0-53 

町J宗 10C初 E F3 
土手状遺構1

(5.9) 
焼成良好 休部わずかに残存

碗 併行 掘削上中 調主主 内面に13<勅がかかる 高台部1/7

色調 2.5Y7/1以白色

胎上 1mm以下~8mm大の長石合む、県斑有り

226 
DdlU陶器 0-53 

東遠系 10C初 E D3 灰色粘土層 (7.1) 
焼成良 体部一部

日占 併行 調整 底部糸切り後ナデ 高台部1/6

色調京地7.5Y6/1!fi色断雨7.5Y7/1以白色

胎上 3剛大の傑含む

227 糸切り碗
0-53 

Jlfi立系 10C初 E E3 SR8 掘削Jフ1.1 (5.4) 
焼成甘い 休部一部

併行 調整摩耗の為不明 底部1/3

色ID/.I 10YR7/41こぶい黄詮色

胎上長石合む

228 糸切り碗
0-53 

東迷系 10CDJ E E3 SR8 検出荷i (4.6) 
焼成良好 体部一部。H'r 制1~ 底部糸切り痕 !日背任14

色調 10BG4/1陪育灰色

SR8 検IL¥面
日台土 1酬大の似似合む

0-53 焼成良 日綾部1/10
229 糸切り腕

併行
東j主系 10C初 E E3 風化際混灰色 (15.2) 

調整摩耗の為不明 休部吾i
粘 i二階

色制 5Y7凡灰白色

日台上 長石、 lmm:1¥の細砂合む、黒斑七一り

230 糸切り腕
0-53 

東i主系 lOCfJ] E D3 褐色料上層 (6.0) 
焼成良 休部一部

iJH7 i明議底部糸切りか? 底部1/6

色制 N51 以色
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挿凶 器有l' [11う也・ 口径
j底径
*号両

可J式 持代 医 グリッド 思位遺構 高台径 胎土・焼成 a調繋ー色調 桟存率許可 器形 材質 (叩u (cm) (cm) 

胎土長石、 1川大の細砂合む、黒民f1iり

231 糸切り腕
O~53 

東i主系 10C初 E E3 SR8 (4.8) 
焼成良好 休部一部。1行 自M~ 摩耗の為不明 底部1/5

色調 7.5YR6/4にぶい援色

胎土長石、 1mm大の油l砂含む

232 糸切りVI'I!
0-53 

点述系 10C初 E E3 SR8 掘削上'1' (4.8) 
焼成甘い 体部一部

{井行 E問護摩耗の為不明 底部1/5弱

色調 2.5Y7/3浅黄色

胎七 2mm大の紺l砂合む、 i!AJ'¥E有り

SR8 
焼成良好

日縁部1/11
233 111茶1拙 1 ~2 東遠系 12C自白 E D4 

灰色粘土問
(14.0) 調整 内面降灰納付着、焼きぶくれあり

休部一部
色調素地7.5Y7 /1灰内包

納5Y4/2灰オリーブ色

胎土微細-----3mm大の白色粒子、微細?2mm大

の黒色粒子合む
体部一吉1，

234 山茶碗 1 ~2 東遠系 12C前 E F3 SR8 掘削土rt' (7.4) 焼成良
高台部1/3

司，11主 底部糸切り後づデ、日占り付け高台

色調 7.5Y6/1灰色

胎土微細の日色粒子合む、県斑有り

235 1I1茶碗 1 ~2 東迷系 12C前 E E3 SR8 掘削土中 (7.4) 
焼成良好 休部一部

調整 底部糸切り後すデ、 RIiり村け高台 高台部1/8

色調 10YR6/1灰色

日台土 2.5mm大の硯拾む

236 小椀 1 ~2 東遠系 12C前 E E3 SR8 (3.4) 
焼成良 体下部1/3

調整貼り付け高台、変わら痕つスノコ痕つ 高台部完形

色調 5Y6/1灰色

胎土 4mru大の隊合む、思斑有り

237 小碗 m~2 東遠系 13Cl圭 E C3 SR8 掘削土中 (11.6) 
焼成良好 体部一部

調強内外T両ナデ 高台部1/日

色調 N6/1灰色

胎土長石、 4rnm大の際合む

焼成良好

238 山茶碗 i韮美 13C後 E D3 灰色粘土層 (18.0) 調主主 !底部糸切り痕を消す、高台部欠損、内 日縁部~底部1/5

而重ね焼き痕、内外商降灰納付着

色調 5Y7/1灰白色

胎土 3mm大の際、 2mm大の細砂合む

焼成良
底部1/6

239 かわらけ 15C E D3 SR8 掘削土中 (6 2) 調整 摩耗の為不明、外面底部付近に炭化物
休部一部

付着

色調 10YR7/3にぶい黄梅色

胎土 2mm大の細砂合む

240 かわらけ 15C E E3 SR8 掘削土中 (7 0) 
焼成良好 体下部一部

調整摩耗の為不明、底部糸切り痕 !底苦Hj6強

色調 7.5YR7/6税色

IJ白土 lmî服大の組砂含む、わずかに，1~l斑有り

241 かわらけ 15C E E3 SR8 掘削土巾 (6.6) 
焼成やや甘い 体下部1/8

調5書 摩耗の為不明、応部糸切り仮 !立音C1/4~司

色調 10YR8/3浅黄桜色

胎土 lmm大、 2.5mm大の刺1砂、わずかに思斑

合む
体下部1/4

242 カミわらけ 15C E E3 掘削土中 (6.0) 焼成不良
底部1/4

調整摩耗の為不明

色調 7.5YR6/E楕色

)治土 3mm大の際合む

15C後 焼成良
口縁部~体ピド部243 内上l釧 ~ E E3 SR8 摘削土中 (29.0) 調整 摩耗の為不明、内面ハケで横調整して
1/12弱

16C前 いる

色調 10YR6/41こぶい黄時色

日台上 2mrn)，の寺田砂合む

244 
土師器

lO~llC 色 D8 掘削上中 (13.0) 
焼成良好 日縁部1/8

会F 剰整内外面ナテ 休部一部

色剰 10YR7/4にぶい黄概色

日台土 砂つほかu、

245 九却L J4{逮系 鎌倉 A E5 掘削土[/"1
焼成良好

一部
調控 一部ヘラ高IJり

色誹J 7.5Y7/1J)(白色

胎土 微細~1. 5聞大の白色粒子合む

」一志
焼成良好

休部一部
246 !J、IIlt

戸円
志戸円 17C前 色 E6 掘削上中 (5.Oi 制整 底部糸切り後ナデ、貼り付け高台、外

高ft部1/1
而へラ削りワ

{色司，~ 2.5YR5/1赤!火色
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第2章小瀬戸遺跡

挿図 器種・ 産地・ 口径
底径・
器商

型式 時代 区 グワッド 層位遺構 高台径 胎土焼成・調整・色調 残存率
番号 器形 材質 (四) (cm) 

(四)

胎土長石、 2mm大の細砂合む

焼成良好

247 鉄紬小壷
上志
志戸呂 17C前 A D7 暗灰色粘土層 (7.4) 

調整底部へラ削りつ、外面ヘラ削り、鉄勅
体部一部

戸呂 がかかる

色調断面5YR5/3にぶい赤褐色

外面10YR5/2灰黄褐色鉄紬10YR2/2黒褐色

胎土 7皿大の礁、 2回以下の細砂合む

248 錆紬指鉢 三ツ沢 志戸呂 15C後 A D8 トレンチ内 (13.6) 
焼成良好

底部1/8
調整底部糸切り痕、櫛目15本櫛かワ

色調内外商7.5YR4/2灰褐色断面町R6局樺色

胎土 lmm大の細砂合む

上志
焼成良好

249 徳利 志戸呂 17C前 A E5 掘削土中 ('4.7) 調整内外面勅がかかる ロ縁部1/4
戸日

色調断面7.5YR6/2灰褐色

紬5Y6/4オリープ黄色

胎土長石、 lmm以下の細砂合む

焼成良好

250 青緑粕皿 肥前 17C前 A E5 掘削土中 (11.6) 調整 内外面に紬がかかる 口縁部~体部1/16

色調内面5CY4/3暗オリープ色

外面5Y6/3オリープ黄色

胎土 2mm大の細砂合む

焼成良好
口縁部1/23

251 錆勅播鉢 瀬戸 19C前 A D7 掘削土中 (38.0) 調整全体的に錆勅がかかる
体部一部

色調内外面2.5Y3/1黒褐色

断面2.5Y7/1灰白色

胎土徹密

252 染付碗 伊万里 19C前 A D7 掘削土中
焼成良好

体部1/13
調整外面に染付鯛部径(13.0cm)

色調 N8/ 灰白色

胎土鰍密

253 染付皿 伊万里 19C前 A E5 掘削土中 (11.0) 
焼成良好

口縁部~体部1/12
調整 口縁部口紅、外面に染付

色調外面N8/1灰白色口縁部10YR4/4褐色

胎土徹密

254 
鉄絵土瓶

19C前 A E5 掘削土中 (8.9) 
焼成良好

1/4弱
蓋 調整天井部に紬で絵を描いている

色調外面5Y7/2灰白色勅5Y2/1黒色

胎土 lmm以下の細砂合む、黒斑有り

灰勅陶器 。“53 焼成良 口縁部1/3
255 助宗 10C初 B H4 水田面 (14.0) 6.65 4.5 調整 底部へラ削り、貼り付け高台(三角高台 体部1/4
碗 併行

風)、外面墨書あり 高台部完形

色調 10YR7/1灰白色

胎土 3mm大の磯合む

焼成良

256 山茶碗 1 -2 渥美 12C前 B 排土層 (7.0) 誠整 高台部ワラ状圧痕、底部モミ痕、内面 体下部~高台部1/2

重ね焼き痕

色調 5Y7/1灰白色

胎士長石、 3mm大の磯合む

257 折縁深皿
後期

瀬戸 14Cj，長 B 15 ベルト内
焼成良好

頚部~胴部1/16
1 "誼 胴都径(22.5cm)、頚部径(30.0cm)

色調勅2.5Y5/4黄褐色断面2.5Y8/1灰白色

胎土 4皿大の磯合む

258 錆勅播鉢
三ツ
志戸日 15C後 B H6 掘削土中 (30.4) 

焼成良
口縁部~体部1116

沢 調整錆勅がかかる、片口

色調 2.5YR5/6明赤褐色

胎土長石、 2mm大の細砂含む

鉄勅 掘削土中
焼成良好

口縁部1/28
259 
天国茶碗

大4前 瀬戸 16C末 B G4 
(畦の横)

(13.2) 調整 内外面に鉄勅がかかる
体部1/9

色調素地10YR7/2にぷい黄槍色

紬5YR4/3にぷい赤褐色

胎土鰍密、 2mm大の細砂合む

焼成良好

260 灰勅急須 19C前 B 不明 排土中 (10.4) 
調整 削り出し高台、外面ヘラ削り、灰紬が 体部一部

かかる 底部1/11

色調素地5Y7/2灰白色

紬7.5Y6/3オリーブ黄色

陸上
胎土長石、 3mm大の磯合む

261 小碗 1 -2 東遠系 12C前 C 13 (杭列の少し上) (9.4) 
焼成良好 口縁部1/9

調整内外面ナデ 体部一部
掘削土中

色調 2.5Y7/1灰白色

後期
胎土 3醐大の礁合む

262 錆紬播鉢 Nか 瀬戸 15C末 C J4 検出面
焼成良好

体部一部
調整錆勅がかかる

大1
色調 10YR4/11暗赤灰色断面10四 8/1灰白色
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掃闘 器種・ 産地・ 口径
底径・
器高

型式 時代 区 グリッド 層位遺構 高台径 胎土・焼成・調整・色調 残存率
番号 器形 材質 (cm) 

(cm) 
(cm) 

登8
胎土長石、 2mm大の縮砂合む

263 灰勅盤 から 瀬戸 18C末 C 14 認査区南SP内
焼成良好

体部一部

後
調整内面に紬がかかる、体部径(7.2cm)

色調勅2.5Y7/2灰黄色 2.5Y8/1灰白色

胎土綴密

焼成良好

264 白磁花瓶 肥前 19C前 C 13 検出面 調整口頚径(4.2cm) 頚部一部

色調素地N8/ 灰白色

青磁紬lOGY7/1明緑灰色

胎土黒斑有り

焼成良好

登8か
18C後 調整外面に勅がかかる、内外面にナマコ勅

口縁部1/7強
265 土瓶蓋

登9 ~ C 14 睡上掘削土中 (7.8) がかかる、内面糸切り痕?、合わせ口
体部一部

19C前 部削り出し

色調素地2.5Y8/2灰白色灰紬5Y7/2灰白色
ナマコ紬5PB6/1青灰色

胎土 1回以下の白色粒子合む

266 
灰紬陶器 0-53 

助宗 10C初 D G2 掘削土中 (7.4) 
焼成長 体下部1/6

碗 併行 調整底部糸切り痕、貼り付け高台 高台部1/2

色調 2.5Y7/1灰白色

胎土 白色粒子わずかに合む

267 小碗 1 -2 東遠系 12C中 D G2 水田面 (5.0) 
焼成良好 体部一部

調整底部糸切り後ナデ 高台部1/5

色調 7.5Y6/1灰色

12C後
胎土長石わずかに合む

268 山茶碗 E 東遠系 ~ D G2 水田 (7.8) 
焼成良好 体部一部

13C初
際混灰色粘土層 調整底部糸切り痕、貼り付け高台 高台部1/5

色競 N6/ 灰色

胎土綴密

焼成良好

269 白磁碗 N類 中国 12C D G2 褐色粘土層 調整 内外面に紬がかかる 日縁部一部

色調素地5Y8/1灰白色白磁勅7.5Y8/1灰白

色

胎土 2.8回大の様、径1醐以下の白色黒色

13C初
粒子含む

畦端 焼成良 体下部一部
270 山茶碗 ill-1 東遠系 ~ D G2 

礁混灰色粘土層
(6.6) 

調整 底部糸切り痕、貼り付け高台、内面重 高台部1/2
13C中

ね焼き痕

色調 5Y6/1灰色

胎土長石、 2mm以下の細砂合む

271 小皿 E 東遼系 13C代 C 14 
殴の少し上

(8.0) 
焼成良好 口縁部1/8

掘削土中 調整内外面ナデ 体部一部

色調 5Y7/1灰白色

胎土級密

青磁
13C中 焼成良好

272 
蓮弁紋碗

B1 中国 ~ D 12 磯混灰色粘土層 調整外面蓮弁文 体部一部

14C前 色調素地2.5Y7/1灰白色

青磁勅10GY8/1明緑灰色

胎土長石、 2阻大の細砂合む

273 
鉄錆 後期

古瀬戸 15C前 D G2 掘削土中 (11.6) 
焼成良好 口縁部1/10

天目茶碗 E 調整 内外面に鉄勅がかかる 体部一部

色調素地7.5Y8/1灰白色紬10，宋2/2黒褐色

胎土 1珊以下の細砂合む

焼成良好
高台部欠損

274 白磁小皿 B群 中閏 15C前 D G2 掘削土中 調整底部ヘテ削り、内外面つけがけ
腰部一部

色調内面5Y3/1オリーブ黒色

外面2.5Y8/2灰白色勅2町7/2灰黄色

胎土長石、 3mm大の機合む

275 饗 中野9 常滑 15C前 D G2 畦端
焼成良

口縁部一部
調整内面ナデ

色調内面5Y7/1灰白色外面2.5Y8/2灰白色

胎土長石、 2mm大の細砂合む

黄天日
登1か 焼成不良

276 
茶碗

登2に 美濃焼 17C初 D 12 褐色粘土層 (11.6) 調整焼成不良の為鉄勅の発色不良(本来は黒 口縁部~体部一部

併行 褐色)

色調 2.5Y7/4浅黄色

胎土 3mm大の磯合む

16C末 褐色粘土の上の
焼成良好

277 鉄紬指鉢 大4 志戸呂 ~ D G1 層 (10.4) 
調整底部糸切り痕、外面鉄勅がかかる、ー 体部1/11
部鉄勅をかき落とす 底部1/5

17C初 褐色粘土層
色調外面10YR6/4にぶい黄燈色

内外商5YR2/1黒褐色
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第2章小瀬戸遺跡

~，図 器種。 産地ー は径
底径
部+高

番号 ;出形
耳目式

材質
AH~ 区 グリッド 層位遺構

(凹!l
高台径
(cm) 

胎土・焼fJji;.調整・色調 残存率
(cm) 

胎土長石、 4馴大の際合む

鉄清JI 普lか
焼成良好

体部一部
278 
天日茶碗 本t2

美濃 17C前 D G1 褐色粘土周 調整 内外i而lこ鋭、有liがかかる、外而ヘラ削りつ
服部1/6

色調 主主地2.5Y7/2灰黄色

首相7.5Y3/2オリーブ黒色

胎土 2mm大の細砂合む

焼成良好

279 錆事i出1j鉢 志戸円 17C前 D 12 ~主混灰色粘土居 (28.4) 
調整 内面一部と外岡全体に降灰勅十l肴、全 口業主部約1/15

体に野'i~油がかかる 体部一部

色調内外而10YR3!2黒褐色

断而10Yま 6/31こぶい茂挫色

日台土 絞密、 2mm大の前11砂合む

焼成良野

280 錆納tfrt鉢 志戸I?' 16C末 DE  G2 F2 婦別上中 (31.0) 
調整 内面一部降灰納付着、錆勅がかかる 口縁部約1/11

色調素地7.5YR4/1褐灰色 体上部109

断)耐10YR6/3にぷい草創立色

211車117.5YR5/3にぶい拠色

胎土 1mm大の細砂合む

281 かわらけ 16C D 1-12 掘削上'jl (6.2) 
þ)~成やや不良

底部1/4強
調整摩耗の為不明

色調 7.5YR7/4にぶい控色

胎土 3mm大の牒含む

282 かわらけ 16C D II1 掘削土中 (6.'1) 
焼成甘い 体部一部

調繋摩耗の為不明 底部1/7弱

色調 7.5Y8/6浅黄援色

胎上納砂合む

283 かわらけ 16C D 12 褐色粘上 k屑
焼成良

体部一部
調整摩耗の為不明休部筏(12.6cm)

色調 7.5YR7/6橋色

胎上 1mm大の制砂、長石合む

焼成良好

284 鉄紬香炉 志戸呂 17C前 E 不明 褐色粘土層 (10.4) 調繋 内面口縁部付近と外耐に鉄納がかかる 口綾部1/9

色調素地5YR5/311:ぷい赤褐色

勅10YR2/1煤色

胎土徹密

285 染付 I皿 伊万里 18C DE  H1 E2 
水1日面

(10.4) 
焼成良好 口縁部1/10弱

銅削上中 調整外面に染付 体上部1/10

色調素地7.5Y7/口氏白色染付10BG6/1青灰色

胎土 紋干託、長石合む

焼成良好
にl革主吾>1/25

286 染{、i 川l 伊万里 18C D G1かG2 不明 (12.6) 調整 内外商に染付
休部1/12

色調素地7.5Y8/1))(白色柚10Y8/1灰白色

馳5B4/1明育灰色

胎土級密

287 
染付

fJl万単 18C D 12 褐色粘土層上層
焼成良好 w苦目 前:

丸茶碗 調整 内外而に染付

色調素地10Y8/1))(白勅5B4/1明育灰色

胎土 lmu自以下の細砂含む

1者約 18C 
焼成良好

口*~剖\1 /11
288 

}\~ 1-:-1 illド
毛筆4 瀬戸

中J定
D 12 褐色粘土府 (13.4) 調書主 内外国に和1がかかる

村、上部一部
色調素地2.5Y7/1灰内色紬2.5'15/4t有褐色

2.5Y3/3陪オリーブ褐色

胎上級密

焼成良好
材、下部1/4

289 白磁盃 19C前 D 12 褐色粘土の上層 (2 8) 調務 内外出iに漏11がかかる
両台部1/4

色調素地N8/ 灰白色勅5G'17/1明オリ

ブ色

胎上長石合む、黒斑有り

原始灰勅 0-10 水田両 日止の担1
焼成良好

290 
長到瓶 1井行

猿投 8C末 DE  F2 G4 
阪色粘土問

調主主 外6ft灰勅つ降伏紬つがかかる 外而ヘ 胴部1/4

ラ ~í'J り
色調 素地5Y6/1灰色有117.5'15/説記オリーブ色

IJ台上 2mm大の長石、 3mm大の隊合む

日〈柏陶器 K-90 G2 G3 脳内l土中
焼成良好

休部一部
291 猿投 9C後 E (11.4) 調強底書1:糸切り後ナデ、一部糸切り後ヘラ
手十l瓶 1JHr F2 褐色粘土屑

削り 内外而一自然納付着
高台部1/4

色制 7.5'18/1以白色

Bfi'上 3mm7，Oコ隊合む、黒斑有り
Ij(紬陶探 0-53 

焼成良好
体部一部

292 
1111 。F行 東迷系 10C有J E E2 ノ'J<HJr百 (3.0) 調整貼り付け高台、内油j--条の同線あり

高台部1/4
色調 2.5Y7/2灰黄色

B，拙2.5GY7/1明オリーブ灰色

l拍と長石、 3mlll大の際合む

293 
j火羽li陶器 0-53 

東遠系 10C初 E E2 F2 
J官削jニ中 褐色

(8.4) 
焼i品 t'tt牙

応部1/16
長E号洗礼 併行 判i上府 紫外商ヘラ削り

色調 5Y7/1以白色

っdつJ1ょ



J司;1剖 ~号fæ 産地。 日径
底筏 e
器高

明式 時代 [孟 グリッド 周ft[:I'立構 高台径 胎上焼，，~ .調強・色調 残存率
番号 詩形 材質 (cm) 

(cm) 
((1U) 

胎上長石、 1mm大の納砂合む

294 
以~ìlI陶器 O~53 

東j主系 10C初 E E2 陛上 (6.2) 
焼成良好

r.ミj台部117
碗 併行 調終 日占り付け高台

色調 7.5Y7/1灰白色

胎上 1mm以下の長石合む

295 糸切り碗
0-53 
東遠系 lOC初 E E2 水fllの一番 F層 (5，2) 

焼成良好
体下部~応部1/5

併行 羽生害 歪み著しい、外商庫、耗の為不明

色調内而5Y6/1以色外部5Y7/1灰R色

l胎土 長石、 11岨大の制砂、 2mm以下の白色料子

296 糸切り碗
0-53 
東遠系 10CM E E2 別主 (11.7) 

焼成良好 1-1縁部1/15
f括行 調整内面ヘラ削り 休止部1/11

色調素地5Y7/1灰白色口縁部;¥14/ 灰色

12C中
胎上 長石、 2mm以下の納砂合む

掘削土中 焼成良好 体部一部
297 IJ、E者 I J荘遠系 ~ E F3 E2 

7)(HfI曲
(5.2) 

調書室 低部糸切り後十デ、貼り十jけ高台 両台部1/2
12Cl，詮

色調 N6/ 灰色

胎上 3つ8mm大の球合む

298 片日鉢 搬戸 13C後 E G3 7J<11I面
焼成良 体下部1/8弱

調整外而ヘラ削り 底部わずかに残存

色誠 10YR7/1灰白色

胎土紋密

12C 
検IIJ面

焼成良好

299 青磁茶碗 A~2類 中国 ~ E G2 
掘削上'1'

調整 内面に櫛拙文を有する 体部一部

13C相j 色調素地7.5Y8/1灰向色

青厳袖10Y6/2オリーフ灰色

育儲 14C末
胎土綴密

焼成良好 口縁部~体上部300 蓮弁紋 A頬 中国 ~ E E3 掘削上中(剛:横)
調整 内外面iに削って文様を入れている 1/12 

抗縁llll 15C初
色調 5GY6/1オリーブ灰色

胎土 3mm大の傑合む

ヰl野 焼成良好

301 業滑査
(6a) 

常滑 13C後 E F2 掘削土中 (26.0) 調整 内面降灰納付着 口縁部1/25

色静岡 10R4/1時赤灰色

京市UY6/3オリーブ黄色 断面5Y7/1版白色

胎土 1mm大の細砂合む

302 IJ¥llll m 東遠系 13Ct~ DE  E2 G2 掘削土中陛上 (8.3) 
焼成良好 口縁部1/6

調整 内面降灰納付着 休部1/8

色調 ;¥[7/ 灰白色

胎上級省、長石合む

303 青倣茶碗 中国 14C元 E F2 
掘削上中

(14.0) 
焼成良好

1:.1縁部~休部1/16
反色粘土居 調整 カンニュウが入っている

色調 10Y5/2オリーブ灰色

点南
日向上 長石、 4聞大の隊合む

.304 
黒褐色市h

アジア 17C前 E F2 検111函 (8.2) 
焼成良好

日空白音s1/4sJ司
花JfJi

タイワ
調捺外>nに勅がかかる

色調素地5YR5/2}火褐色粕N2/ 黒色

胎上 徹子号、まえ石、 lmlll大の細砂合む

中国
焼成良好

305 青倣:fiち椀 A聖J1
同氏つ

12Ci事 E F3 掘削土rlr (5.2) 副書強 削り1.11し高台、内面全体に以柏ヲがかかる 1/3強

色調素地5Y7/11)と白色

青磁勅10Y5/2オリ ブ灰色

胎土長石含む

後期 15C 
焼成良

口縁部1/13
306 以illJ51'碗

lV古
瀬戸

中葉
E G3 脳内l上司1 (17，0) ~)I~ 予定 外百nにrmがかかる

休部一部
色調 w地5Y8/2灰白色
}3<剰12.5GY6/1オリーフ灰色

胎土徹也、

307 育射娃 l十ILI 14C末 E G3 検ilJ耐 (21.4) 
焼成良好

口紋部1/12
調整 制つ、て文様を入れている

色調 5GYマ/1明オリーブ以色

胎上級持7

青磁 14C~ミ よ完成 良好
口縁部一部

308 蓮弁紋 B2l虫 中国 ~ E E3 掘削上中 調整蓮弁紋茶碗
体部1/12

茶碗 15C干VJ 色調京地N8/1灰内色

利15GY6/1オリー7'})(色

後期
胎土長石合む

焼成良好 休部一部
309 紋袖小IlIl Eか 瀬戸 15C!Ii E C4 掘削土中 (5A) 

初孫 !託部糸切り痕、夕、面長石刺?が7)'かる 底部1/4.
W!='i 

色誠 2.5Y8/2灰白色

胎上 1~2山大の刺l砂台む

310 縁需h小皿 瀬戸 15C前 E E2 掘削土中 (5.6) 
焼成良好

体下部~I底部5/16
~J~~1主 応部雨切り浪、内外耐に納がかかる

色調 2.5Y8/2灰白色

A
川
言

内
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第2章小瀬戸遺跡

持悩 器積 a 問|産地
口径
底径・
器高

時代 R: グリッド 層位遺構 高台径 tlh土・焼成・調整・色調 残存率
持号 tm形 材質 (cm) (cm) (cm) 

胎上長石、 2mm以下の細砂合む

後期
焼成良好

日絞部~体b部1/19
311 灰納平腕

E 
瀬戸 15C前 E E3 F3 掘削土中 (20.1) 調寝 内外面に勅がかかる、内而に火を受け

体下部1/9
た痕あり

色調京地5"17/1灰白色袖5Y6/3オリーブ黄色

1I台土級f;'1

312 
染付

，~，国 15cr~' E Gl 掘削土中 (3.5) 
焼成良好 休部わずかに後存

IJ、JIII 調挨 内外i而に染付 高台部1/11

色調京地N8/ IjZ白色染十l群宵色

瀬戸 中間
胎土級?宮、 lmm大の納|砂合む

313 灰勅 田か r!i瀬戸
14C 
E D3 脳同IJ土中

焼成良好 口縁部付i丘~体部

柄1，))¥-は 日f '1'葉 色調口紘部付近袖5Y4/4陪オリ ブ色 1/8 

内外而紬5Y6/3オリーブ黄色

胎上 1])1111以下の向色白黒色紋子合む

Jj(紬 後期
焼成良好

口語草';il1l/36
314 
下しllll E 

瀬戸 15C頃 E E2 掘削Jヒrj1 (14 5) 調整 内外而に称がかかる、外面指y]痕残存
休止部1/9

色調素地2.5Y7/1灰白色

勅7.5Y6/2灰オリーブ色

胎土 1~1.5酬の細砂含む

鉄利l夜か 大かつ
瀬戸 不明 E E2 指削土中

焼成良好
体育11/5

主主 登かつ 調整 内外而11:鉄勅がかかる、外而へラ削り

色調 7.5YR4/3褐色

日品、土 長石合む

15C中
焼成良

316 民抽平腕
後期

瀬戸 ~ E C3 院主 k (6.0) 
調整底部ヘラ削り、炭化物付着、削りlliし 休部一部

N 
15C後

高台、外而ヘラ削り、内面灰羽ijilSかかる 高台部1/2l車

色調素地2.5Y7/1灰円色

袖7.5Y6/3オリ ブ黄色

胎土 長石、 lmm以下の細砂合む

317 
在日日付き 後期

瀬戸
15C 
E E3 掘削上中 (27.0) 

焼成不良
口縁部~休部1/24

大皿 N古 中葉 調整 内外T面lこ粕がかかる

色調 2.5Y8/2灰白色

日台土 敵密

焼成良好

318 青磁茶碗 中国 15C E D4 水1ft中層 (13.0) 調整 内外T師に紬がかかる 口縁部1/却

色調素地7.5Y8/1灰白色

青磁利17.5Y6/2阪オリープ色

胎土 1111111以下の細砂合む

後期
焼成良好

319 縁利1小皿
N主庁

瀬戸 15C後 E E2 掘削土巾 (10.4) 調整 内外百円口縁部にJX紬か、かかる 口縁部~休部1/6

色昔前 素地2.5Y7/1灰白色

勅10Y5/2オリ ブ反色

胎土 4mm大の隣合む

320 錆勅指鉢
三ツ
志戸呂 15C後 E C4 j幅削土rt (20 9) 

焼成良
!コ縁部1/14

!fと 調整全体に鈴紬がかかる、外面mEJi桜残存
色調 2.5Y5/4にぶい赤褐色

胎土長石、 1mm大の細砂合む

321 長吉有Ii指鉢
三ツ
志戸呂 15C後 E E2 掘削仁中 (17.6) 

焼成良好 日縁部1/11

沢 色調 内外而5YR5/4にふい赤褐色 {宇都一部

断面白1R7/2明褐灰色

胎土 5mrn大、 2.5mm以下の隊合む

322 錆勅措鉢
二二、ソ
志戸日 15C後 E F3 j検iJlr面 (28.0) 

焼成良 日縁部1/12

沢蚊j 2間後 断而に炭化物付着 休部者11

色調 7.5YR6/4にぶい符色

胎土 4mm大のf接合む

SF3 
焼志良好

323 錆粕J雷illl三
三ツ ;ι戸日 15C後 E E2 F2 際混灰色粘土層 (29 2) 調整錆柏がかかる 日縁部約1/11

tR 
掘削土中

色調内而5YR4/1褐灰 体 k官1$'')1/20

外而(ま世帯1i)7.5YR5/3にぶい褐色 開ir而
5YR6/3にぶい桜色

胎土 2.5剛大の様、 lmm大の細砂合む

324 錆1出fili鉢
二二ツ
志戸呂 15Ciを E G2 倹iJ¥il!i

焼成良好

沢!切 aJffl'!'在 内外的Hこ袖がかかる

色調 10¥汲6/4にぶし噴j{:地↓ 1¥li7.5YR4/3褐色

!治土 2mm大の制紗合む

325 鉄南I1小nn
ー+、ノ、J
志戸呂 15C後 E G3 J岡高'1上中 (10.2) 

焼1& 良好
U縁部~体部1/12

~R 調整 内外((0口縁苦11ζ鉄柏がかかる

色調 5B5/1青!火色

15C後
昨Lf:li"i

い卜H卜l般色K周Eパ吋室罰t世綴良内玄間t宅舛街T 也富山8wζ輸q灰(5/戸向かw色ズdる1) プ色
体部一部

326 宵儲腕 E'I&i r!"凶 DE  G1 E2 (5.0) 

16C前
J問、印i土巾 高台1/4

」一 一…一一」ー」ー

戸、u
q
t
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j市阿 器積・ J~~地・ μ1歪 底径ー 器高
型式 時代 区 グリッド 府枚遺構 高台径 胎上焼成制繋・色調 残存率

番号 *普形 材質 (cm) (cm) (cm) 

胎」ニ徽昏:

327 白磁小11~ 中国 15C後 E G3 掘削土中 (4，Q) 
焼，，;;; &女子 休部一部

調整 内外而に~Iiがかかる 高fi'部1/11

ト一一一
色調 5Y8/1灰白色

胎上 2m]]}大の細l砂合む

後期
焼成良好

328 幸吉í~lj首鉢 瀬戸 150圭 E E1 掘削上中 (31，2) 調務 全体lこ鋳車Bがかかる 日縁部1/20
lV帝7

色調素地10Y守:<8/3浅資格色

錆調/iSYR4/2灰褐色
ト一一
「瓦長石 lmm大の湘桝む

灰市h 後期
焼成良好

{宇都わずかに残存
329 
腰折IUl 目新

f主社njゴ 15C後 E E3 掘削土中 (，1.8) 調整 !車部、外面ヘラ自IJり、削りlHし高台、
高台部1/5

内雨日跡あり

色調索地2.5Y8/2灰肉色勅7.5Y7/2以内色

胎土綴密

330 錆袖焔鉢
後期

瀬戸 15C末 E F2 掘削土中 (26.4) 
焼成良好 はt&.部1/30

lV新 調整 内外耐に錆納がかかる 休部わずかに残存

色調 7.5YR4/1褐灰色断面2.5Y8/2以白色

胎上 1mrn大の細砂合む

15C末
焼成良好

331 
鉄利1

一人l 瀬戸 ~ E G3 直上局 4.2 
調路 高台全面に錆利]がかかる、削り出し高

高ft部3/4
天目茶碗 台、内面鉄袖がかかる

16C初
色調断I而10YR7/4にぶい黄椴色

鉄粕10YR3/1日渦色錆利J7.5YR3/1黒褐色

胎上 lmlll以下の白色粒子合む

鉄清lr
15C末 焼成良好

332 大1 瀬戸 ~ E E2 掘削土Ij1 調整 全体に鉄粕がかかる、外面ヘラ由IJりつ 休部1/5強
天口茶碗

16C初 色調素地2.5Y7/1灰白色

鉄利12.5Y5/2U音灰黄色

15C末
)J台土 3mm大の隊合む

焼成良好 体部一部
333 ば納長L碗 大1 美濃 ~ E F3 検出而

調整貼り付け高命、両台部欠煩 底部1/4
16C初

色調 2.5Y8/2灰白色 甲山7.5Y6/3オリーブ黄色

胎土 lmlll大の細砂合む

端反 大1か
16C初 焼成良好

体部一部
334 
丸1111 大2

美濃 ~ E E3 掘削上中 (6.4) 調整 削り出し高台、内外市に青磁勅がかかる
高台部1/4

16C中 色調素地5Y7/1灰円色内面5GY7/1明オリ

ブ灰色 高台部7.5GY7/1明緑灰色

胎土撤干f;

後期
焼成良

休下部4/5
335 錆高lii古鉢

N新
瀬戸 15C末 E E3 掘削土中 (9.2) 調整底部糸切り浪、炭化物付着、錆袖がか

底部7/10
かる、 :次焼成を受けている可能「生あり

色調錆勅5YR4/1褐灰色 j由5Y8/1灰白色

胎土長石、 1mm大の純砂合む

主主制1
後期 15C 

焼成良好
休部一部

336 天は茶碗
lV占

['i瀬戸
中葉
E E3 検I['，liu 4.2 調:r;~ 自IJりHiし尚台、内!而に鉄袖がかかる、

高台部lまぼ完}啓
加工ドJift 火を受けた可能性あり

色調素地5Y7/1灰白色勅5YR2/1黒色

日台土 綴街

J囲内IJと，[，
~J~成良好

自峨 (10.2) 調薬 内而にゲjの凶柄、内面型11ち、外rifiに 口緑青11/851~337 
輸花1111

中国 16C中 DE  G2 褐色粘土問 つ わずかに間内有り、 1:1緑部波状にカッ 体部一部
検出jljj

トしている

色剥向色

日台土 4剛i大の隊、わずかに制砂合む

焼成良好

338 絵「占津j司令 唐津 16C後 E F2 掘削」ニ中 調長 !ト而回転ヘラi剖り、内而柚がかかる 件下部1/8

色調袖5Y6/2灰オリ ブ色

外而5YR6/1褐灰色

胎土 1I剛大の細砂合む

339 鉄勅丸IlIl 大3 美濃 16C後 自主と (12.0) 焼成良好 日正*Ic半部1/日

色調 10YR4/6j司色

Rrt土長石、 lmm以下の細砂合む
T完成不良

340 
))く拍[]J.UIIl 大lか

美濃 16C後 E F2 t首乱 (6.0) 
1周捺 内外面に紬がかかる、貼り付け高台、

出fn邦1/4.
か端13t1l札 }，2 底部削り後7デ

色調布lr<ilキ)2.5Y5/3哉褐色
粕(I佳)2.5Y4/2時灰色

胎と 1mm大の制砂含む

16C末 抗!削よ'1' 焼成良好

II 12 砂混じり 調整 削り出し高台、施%IBは高台部までかつ、 日記t部~体部約1/5341 灰市hJLml )(4 美濃 DE  
1'2 以色料1上回

(10.0) (5.4) 
内[両ロクロノ'J<I免き )丘音〈約1/9

17C初
褐色粘土居 色調印i而2.5Y8/2灰白色

澗j2.5Y6/4にぷい茂色
一一一一一一
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~12 章小瀬戸遺跡

挿凶 器種目 産地・ 器高
型式 II!i代 1玉 グリッド 層f立遺構 1:1径 高台径 胎土・焼成調諮・色調 残存率

番号 標形 材質 (cm) I (cm) 

胎土 2nnn大の湘1ft'!>合む

焼成長好

日ミ市h;lL)111 大1か
調i笹 底部サヤに入れて焼いた痕、目白り付け

!底部1/2¥泊
342 美濃 16C後 E E3 F3 掘削土中 (6 0) 高台 内外面納がかかる
か端反JI¥l 大2

色調内而10Y5/2オ1)一ブ灰色
両台部2/5

外litif本部10Y7/2灰色高台部10Y4/2オ

リーブ灰色

胎土 1mru大の納l砂合む

343 
日ミ車&.i-Lllll 大1か 美濃

16C後 E E2 掘削土中 (602) 
焼成良好

高台部1112
か端反皿 大2 志野 制強 削り11:¥し高台、内外而袖がかかる

色調断面5Y8/1灰円色勅205Y7/1灰白色

胎土 1mm大の細砂合む

16C巾
加民良好

344 IxTIB丸llll
大2か

美濃 ~ E F3 掘削土中 (6 8) 
調整 内外商に車[jがかかる、貼り付け高台、

底部1/8
J王3

16C1長
両台部欠!fl

色調内而10Y6/2オリー7灰色

外而5Y7/3浅黄色

胎土微密

焼成良好

大2か
16C中 百日]義 16弁菊花、削り1-11し高介、外而に青磁

体部一部
J火和1丸JIII

大3
美濃 ~ E F2 掘削土中 間吐と (700) ;阿!がかかる

高台部116
16C後 色調素地705Y7/1灰白色

内I古i紬705Y6/3オリーブ黄色 高台部袖

705Y5/3灰オリーブ色

胎土長石、 2mm以下の細砂合む

346 
i決袖

志戸呂 16C後 E C4 掘削土中 (1200) 
焼成良好

口縁部~体上部1/11
天日茶碗 調整 内外面鉄勅がかかる、内而i一部曜変

色調素地5Y7/1灰白色納7.5Y司王2/1黒色

胎土長石、 3mm大の隊合む

鉄紬 検出而
焼成良好

347 
天日茶碗

志戸呂 16C後 E G1 F2 
掘削土1，[1

調整全付に鉄勅がかかる 利三吾日1/10l虫

色調素地10YR6/2灰黄褐色

鉄勅205Y3/2黒褐色

胎」ニ長石、 3mru大のl縫合む

348 
鉄刺

志戸呂 16Ci珪 E E3 掘削土中 (1205) 
焼成良好 口縁部1/12

天は茶碗 ilm~室 内外出jlζ鉄勅がかかる 体部119

色調素地5Y6/1灰色柏10YR5/2以黄褐色

胎ょiニ 長石、 lmm大の細砂含む

349 
鉄荷台

志戸呂 16C後 E F3 掘削土中 (504) 
焼成良好

高台部1/5
天日茶碗 調撃 情IJり出し高台、内面全体に鉄対iがかかる

色調外面5YR6/4 鉄納N21 黒色

胎上長石、 31皿大の際合む

350 
鉄利1

追;戸呂 16C後 EB  E2 16 
掘削土中

(1202) 
焼成良好 口縁部1/15

天白茶碗 時の被 調撃 内外lfiil乙鉄清hがかかる 体部1/9

色調素地10YR6/1褐灰色刺10YR2/1黒色

胎土 3mm大の際合む

351 灰制中JIII ;昌子ゴ呂 16C後 E F2 掘削土巾 (10，4) 
焼成良好 口綜t部1/18
調整 内外而に11<袖がかかる 体部一部

色調 10YR5/1褐f1<色納5Y4/2灰オリーブ色

胎土 2mm大の細砂合む

鉄淵
焼成良好

352 
茶入

志戸呂 16C後 E E2 掘削上中 (404) 調整 底部ヘラ削り、内外而鉄勅がかかる 底部1/3

色調素地705YR6/2以褐色

袖705YR2/3極時褐色
ト一一一

胎土長石、 6mm大の際合む

鉄清11小夜
焼成良好

休部一部
353 志戸呂 16C後 E E3 撮自IJと中 (4，0) 調整 )底部ヘラ削りつ、内而鉄車11がかかる、
(茶入j

外I白iヘラ削りつ
底部1/2

色調印;向705Y5!1鉄事11705Y21 黒色

胎上士z石、 lmm大の*RI砂含む

354 鉄利1小杯 忘H呂 16C1，を E 
G2 r:i事i上 (8 0) 

焼成良好
口縁部~体部1112

制諮 内外而に鉄南11がかかる、内面指頭~fl残存

色調 10YR2/3黒褐色

胎土 lmm大の制砂、長石合む

焼成良好

355 鉄勅香炉 ;~;j.，" Î rl 16C後 E F2 土手の立~ff (12 6) 
調整 口唇部にj;!J，利1をかけず内而日縁部と舛

口1造部1/10
rfnに鉄納がかかる

色調 外国705YR4/羽田色 i05YR6/41乙ぷい将

色 705YR2/1黒色

胎土 3mm大の隊合む

知削土中
加点良好

356 長ニ柏香炉 志p 日 16仁後 E F2 
険I-H而

(1304) 調:主 内外荷。[ーi唇部に鉄車11がかかる 日~:g_部1/20

色調 内面705YR5凡tこぶしオ司色
外面10YR3/3m'j褐色 10YR2/3黒褐色

ウ
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挿凶 器干重町 陸地 a 口径
底径・

器商
型式 時代 区 グリッド 居 i~L)立構 高台1保 胎上焼成調茶色誠 残存率

番号 器形 材質 (cm) (cm) (cm) 

Bfi上 2mm大の前日砂、長石合む
焼Jj)!; 良招

357 鉄勅香炉 志戸呂 16C後 E F3 掘削土中 (11.8) 
制整 口唇部に鉄勅をかけず内而かえり部と

1-'1是主剖n/14
外市に鉄勅がかかる

色調素地10YR7/1灰白色古1J10YR2/2黒褐色
10YR5/1褐灰色

胎土綴密

358 鉄利1小]ll 志戸呂 16C後 DE  12 E2 
褐色粘土の上層

(9.6) 
焼成良好 口総部1/8

掘削上中 調捺全体に鉄有Iiがかかる 体部一部

色調 10YR4/1褐灰色

胎上 lmm大の細砂合む

焼成良好

359 鉄車B徳利 ;白戸目 16C後 E E2 掘削土中 (6 0) 前皇室 内外而鉄事iJがかかる w殺部1/4
色調素地7.5YR6/2Jk褐色

利15Y5/3灰オリーブ色7.5Y2/31高陪褐色

胎土 1剛以下の制砂含む
焼成良好

360 灰淵小1111 志戸日 16C後 E E2 掘削上中 (8.4) 調捺 内外而lこj火利1がかかる 口縁部~体部1/6
色調素地7.5Y6/1灰色

袖7.5Y5/2灰オリーブ色

胎jニ長石合む

焼成良好

361 灰勅中I旺 志戸田 16ciit E F3 型国削:[:'1' (6 0) 調整 底部に灰事iJのJ旨liIU民残存、削り出し高 高台部1/6
合?

色制 7.5YR5/31こぶい褐色

胎土 3rnm大の隊合む
焼成良好

362 1-1禿1m 志戸日 16C後 E E2 掘削土中 5.4 調整底部ヘラ削り、自1)り11¥し両台、内而重 両台部1/2
ね焼き版、淵は灰希I1かつ

色制素地2.5YR5/2灰赤色1:¥I15Y8/3淡黄色

胎土長石合む

鉄勅
焼成良好

休部一部363 
内禿JJll

志戸日 16CiJt E E3 掘削土中 (6.0) 調務 内而一部に富夫前hがかかる、削りI_Bし両台?
高台部1/7

色調外而10YR6/3にぶい黄特色
内而7.5YR6/3にぶい褐色 鉄有品，Y2il~A色

胎上 2mm大の細砂合む

364 鉄袖!)、至宝 芯戸田 16C後 E F3 掘削土中 (9.8) 
焼成良好

口縁部~休部1/8
調書車 内外ilii鉄車由がかかる
色調 2.5Y6/3にぶい黄色

胎土 1mm大の細砂、白色粒子含む

365 鉄袖査 志戸目 16C後 E F2 験出市 (9.1) 
焼成良好

底部1/15
調整外而鉄紺1がかかる
色調素地7.5Y5/1灰色袖2.5Y311!黒褐色

胎土 2mm大の細砂合む
検出而 焼成良好

366 錆勅捕手iょ ，古子7呂 16C後 E G2 風化膿;tiU~色 調整錆勅がかかる 体部一部

粘土層 色調 7.5YR5/3にぶい掲色
断面10YR7/1灰白色

胎土 2mm大の制砂含む

367 およ本 志戸呂 16C後 E C3 掘削土巾 (20.0) 
焼成不良

Iコ綾部1/12
調整摩耗の為不明

色調 10YR7/3にぶい黄椴色

11台上 1mm大の制JI砂合む

368 鉄袖査 ;-~~戸呂 16Ci泣 E G2 
検出両

(10.6) 
焼成良好 休部わずかに銭存

掘削土中 調聖書 外而と版部ヘラ削り、外面鉄清Iiがかかる 111'部約1/

色調素地2.5Y7/1以内色袖10YR2/1黒色

胎土 長石、 lmm大の絢l砂多く合む

369 鈴車J;揃鉢 志戸呂 16C後 E D4 加削土tl1
焼成良好

制強外耐に錆事11泊三pかる
色調 7.5YR7 /61萱色勅7.5YR4/2灰褐色

胎上 3nnn大のE集合む

焼成良好

370 錆前Ii措i ;在、戸内 16C後 E E2 F2 脳内1).1::'1' (7.5) 調整 外面へラ削り後ナデワ、一部に鈴1柏が 休部~底部1/3
かかる、指ibI8本かつ

i色調 5YR5/3tこぶし、赤褐色

日台土 4州大の隊合む

371 錆和l:hN鉢 志μPl 16C後 E F3 JM削土中 (22 4) 
焼成良好 口縁部1/20
色調 内外国ilOi.'R4/2))oを褐色 休部一部

断而7.5YR6/3にぶい褐色

胎土 3つ6mm大の際合む

372 長官有[j1¥1j鉢 ;-J:~:P ゴg 16Cl走 E D3 掘削土ヰ (30.0) 
焼成不良

口縁部~体部1/1:
調整摩耗の為不明、和維な作り

色調 10YR7/4にぶい黄符色
」一 」一

口凸
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4
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第2章小瀬戸遺跡

l1l1[盟器種 j京地 口径!底待器高
番号器形 型式 材質 時代 !三グリッド 府間構 (Cin)tp(CIII) 胎土焼成概色調 残存率

胎土 3mm以下の様、微純の白色粒子合む

焼成良好
373 鈴納指針、 志戸呂 16C後 E 1 F2 整地層 (27.0) 調整全体に錆紬がかかる 日緑部1/13

色調 素地5王百7/61な色錆紬5YR1/3!旦褐色

目白土 lmm大のI，~砂含む

焼}j~ 良好

374 鉄新1鉢 志戸呂 16C後 E 1 E2 掘削土中 (22.0) 調整内外l両鉄東hがかFる、は唇部に1liね焼 μ縁部1/8
き痕

色調内而7.5Y5/2!J(オリー7色

外而2.5Y5/3茂褐色

胎ニヒ 2mru大の細砂、 lmm以下の長石合む

焼成良好

375 錆料J市鉢 志戸円 16C後 E 1 E2 1 j陥商11上中 (10.0) I I imJ務底部糸切り浪、外而m頭痕残存、一部 体底育部F11//182 
に錆粕がかかる

色制 25YR5/6明赤褐色

日台土 lmlll大の前日砂合む

焼成甘い

376 錆勅播鉢 志戸日 16C後 E 1 C3 検ki111府出ーより は4.2) 調援底部糸切り痕、外而指illi浪残存、摩耗付部~底部1/8
の の為不明

色調 1OYR7/4にぶい裁桂色

胎土 1mm大の細砂合む

l 鷲1か 焼成良好 I~縁剖111/11
|幻7 志野丸ffil 美濃志野目前 E 1 F3 検出面 (10.0) 調!f塁内面ロクロ水J免き 体部わずかに残存

色調断面10YR8/1灰白色納1OYま7/1灰白色

胎土 3rnm以上の際合む

常1か 焼成良好
378 志野丸1m 寄託2 美濃志野 17C前 E 1 F3 検出而 (54) 制整 削り出L.，高台、内面ロクロ水挽き 高台部約1/8

色調断面25Y7/1灰白色勅25Y7/2灰黄色

胎土 2mm大の細砂合む

毛筆1か 焼成良好 体部一部
379 志野丸皿 賛2 美濃志野 17C前 E I F2 I j位向l土中 (6 6) 調整削り出し高台内面ロクロ水挽き 高台昔日1/14

色調断面2.5Y8/2灰肉色納5Y8/2灰白色

胎土 4mm大の際合む

賛lか 焼成良 休部一部
380 志野メ11m 予言t2 美濃志野 17C盲1)1 E 1 E2 揃削土中 (7.2) 調整問IJり出し高台つ 高台部1/8

色調 5YB/112t白色

胎土 2mm大の純l砂合む

民粕 焼成良好 口縁部1/15
381 志野丸I1見連房l 志野 17C前 E 1 E2 掘削土中 (lL5) I (6.3) 調整底部内由翠中育 高台部1/4

色調断面1OYペR8/2灰白色勅5Y7/2灰向色

胎土長石合む

志野者1か 焼成良好
382 鉄絵小JIIl 寄託2 美濃志野 17C前 E 1 E2 掘削土中 調整内面鉄絵、底部最大厚 O.6cm 底部一部

色調外面2.5Y8/2灰白内面10YR8/2灰白

胎土 lmm大の細砂合む

寄託1か 焼成良好 口殺到11/16
司83 志野丸llll 穀J一 美濃志野 17C前 E 1 Fl 整地層 (12.0) 調整内外而に納がかかる 休部一部

色調 2.5Y7/2!火黄色

H6'土 lmmj(の細砂、 3mm大の長石合む

報1か 焼成良好 口綾部1/17
384 志野丸皿受2 美濃志野 17C前 E 1 F2 G2 掘削土中 (10.2) 調整内外耐にL~由がかFる 件、部一部

色調 2.5Y7/2灰黄色

胎土 11111n大の浦l砂合む

登1か 焼成良好 休部一部
385 志野丸l世 登2 美濃志野 17C前 E 1 F3 掘削土中 (6 2) 調聖書底部へフ一測り、削り出し高台 高台部1/10

色調 5Y8/1灰白色

胎土 2酬大の細砂合む

志野鉄納豆ー1か 検111面 焼成良好 休部わずかに残存

386 絵小1111 登2 志野 17C前 E I F2 F3 I j~，削」ニ巾 (6.8) 調聖書 削り111し高台、内而墨書? 高台部約1/12

色調 1OYR7/21乙ぶい黄特色

日台土 lmm大の細砂合む

設1か 焼成良好
387 志野丸ll[ 美濃志野 17C前 E 不明 不明 (8.2) 謝l¥'l: ，1，¥り付け高台ワ、内外而勅がかかる 高内部1/19

色調関1耐2.5YB/2灰白色粕25Y7/3浅茂色

胎土長石、 2mm-)(の紺1砂合、む

ちoか 検出而 焼}J)i;良好
388 志野丸llIl 美濃 17C前 E 1 E2“ G3 掘削土中 (11.9) 前2室 内外出利lがかかる 1-'1*品部117

色調断而2.5Y8/1以白色袖5Y811J94白色

日台上 長石、 1醐大の制1砂台、む

焼成良好

389 1 ，邑野丸ml そ圭害者127うX 美濃志野 17C前 E 1 E2 脳出IJ土中 (5 8) 調整 底部ヘラ削りつ、同IJり/1'，し両台、内外 高台部1/14

而刺がかかる、内而底部にピン跡あり

L J__ I I色司断而2.5Y8/213< R竺堅.5Y7/:型竺竺
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挿図 器種・ 産地・ 口径
底径・ 器高

番号 器形
型式

材質
時代 区 グリッド 層位遺構

(cm) 
高台径
(cm) 

胎土・焼成・調整・色調 残存率
(cm) 

胎土長石、 1mm以下の細砂合む

390 志野丸皿
登lか
美濃志野 17C前 E F2 掘削土中 (11.5) 

焼成良好
口縁部1/13

登2 調整内外面勅がかかる

色調断面10YR8/6黄燈色勅7.5Y8/1灰白色

18C末
胎土 1mm以下の細砂合む

391 
志野 登8か

ワ ~ E G2 掘削土中 (4.4) 
焼成良好

体下部1/6
丸茶碗 登9 調整内外面紬がかかる

19C初
色調断面2.5Y7/1灰白色勅2.5Y7/2灰白色

E2 F1 
胎土長石、 3mm大の磯合む

体下部1/8
392 常滑費 常滑 16C E 

F2 
掘削土中 (13.0) 調整外面指頭痕あり

底部1/8弱
色調 2町R6/6燈色 2.町R5/3にぶい赤褐色

飴土長石合む

焼成良好

393 常滑蜜 常滑 16C? E E1 E2 
検出面 調整外面白然紬がかかる

肩部残存
掘削土中 色調内面10YR6/2灰黄褐色外面7.5YR4/2

灰褐色断面2.52Y8/1灰白色勅1町R
8/2灰白色

胎土長石、 1mm大の細砂合む

394 
総織部 登6か

美濃
18C 
E G2 掘削土中 (10.4) 

焼成良好
口縁部~体部1/8

丸茶碗? 登7 中葉 調整 織部が還元したもの、内外面に勅がかかる

色調 2.5Y5/4黄褐色

胎土長石、 1mm大の細砂合む

焼成良好

395 
鉄勅

登3 美濃 17C後 E F1 検出面 (4目8)
調整底部ヘラ削り?、貼り付け高台、内面 体部一部

天目茶碗 全体に鉄紬がかかる 高台部1/2

色調外面5Y8/1灰白色鉄紬10YR1.7/ 黒
色

胎土 2mm大の細砂合む、黒斑有り

登1か 検出面
焼成長好

口縁部1/6
396 志野小皿 美濃志野 17C前 E F2 (12.8) 調整 内外面紬がかかる、外面ヘラ削り後ナ

登2 灰色粘土層
デ

体部一部

色調 5Y8/1灰白色断面5Y8/2灰白色

胎土 3mm大の礁合む、黒斑有り

焼成良好
口縁部1/6

397 志野丸肌 登1 美濃志野 17C前 E E2 掘削土中 (12.2) (12.2) 2.5 調整 内外面勅がかかる、外商ヘラ削り後ナ
体部一部

デ

色調 5Y7/1灰白色

胎土 1mm大の細砂合む、もぐさ土?

焼成良好

398 鉄絵皿 登1 美濃志野 17C前 E G2 掘削土中 (11.6) (6.5) 
調整 内面全体に絵付けしている、削り出し ロ縁部1/24
高台 体部~底部1/11

色調素地5Y8/2灰白色勅2.5Y8/2灰白色

染付7.5YR3/2黒褐色

胎土長石、 2mm以下の細砂合む

17C前 土坑内
焼成良好

399 志野丸皿 登2 美濃志野 の E G3 F2 検出面 (12.6) (8.0) 2.35 
調整 底部ヘラ国jり、削り出し高台、内外面 口縁官官~体部ν6
勅がかかる 高台部1/4

遅い方 掘削土中
色調断面2.5Y8/2灰白色

外面底部2.5Y8/1灰白色柚5Y8/2.灰白色

胎土 9圃大の磯合む

鉄勅 土坑内
焼成良

口縁部1/15
400 
天目茶碗

登3 瀬戸 17C中 E F2 
掘削土中

(11.1) 調整 内外面鉄勅がかかる
体部1/7

色調素地10YR8/2

紬5YR4/3にぶい赤褐色N2/ 黒色

胎土 3~9皿大の際合む

401 錆勅播鉢 志戸呂 17C初 E G2 G3 畦上
焼成良好 体部一部

調整錆粕がかかる、体部と底部接合点無し 底部一部

色調 5YR5/2.灰褐色断面7.町R8/4浅黄櫨色

胎土長石、 2mm大の細砂合む

焼成良好
体部一部

402 鉄紬香炉 志戸日 17C前 E E3 掘削土中 (11.0) 調整底部糸切り痕、外面ヘラ商IJり、鉄勅が
底部1/9

カ注力hる

色調素地2.5Y6/1黄灰色紬N1.5/ 黒色

胎土 2mm大の細砂合む

検出面掘削土
焼成良好

403 鉄紬香炉 志戸日 17C前 E F2 (9.4) 調整 内面口縁部一部と外面鉄紬がかかる 口縁部1/8
中

色調素地5PB5/1青灰色

紬5Y2/2オリーブ黒色

胎土 1回以下の細砂合む

検出面
焼成良好

404 鉄紬小皿 志戸呂 17C中 E G2 F2 掘削土中 (12.3) (5.2) 3.2 
調整底部へラ剤り、内外面鉄勅がかかる、 口縁部~体部ν6

整地層
外面一部ヘラ削り 高台部1/4

色調素地2.5Y6/3にぶい黄色紬10YR2/1黒

色
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第2章小瀬戸遺跡

j市陪! 器ゃi[i' 1ft地・ 口4王
底干王

苦目h 宇I宮1
型式 時代 区 グリッド 府位遺構 高台径 胎上回焼成・調整色調 残存率

番号 器形 材質 (cm) (cm) (cm) 

検出面 胎土 2nmrj(の組i砂合む

405 
緑1ih

資1 美濃 17(二前 E F2 G2 
採地層

(11.7) 
焼成良好 1:1縁部1/11

i片時反碗 灰色粘土問黄色 調書室 内而に)必需iIがかかる、外面一部ヘラ剖り 休部1/7

砂混じり 色調官[17.5Y5/3灰オリ ブ色

胎土長石、 lmm以下の納砂合む

登5か
焼成良好

休部へ両台部1/7
4日6 灰紬メL111l

主査6
美濃 lSC前 E E2 掘削土中 (7 4) 調整 応部ヘラ削りかつ、指顕痕残存

!旺昔~J/8
色調素地2.5Y7 /1灰白色

事h5Y6/3オリーブ黄色

胎上 lmm大の制日砂含む

焼成良好

灰利]丸JlIl
登5か

美濃 18C前 E G1 砂利府 (9.4) (4.2) 2.4 
調毅 底部ヘラ1irJり、削り出し高台、内外而 付ド吾11/9

雪量:6 tこ勅がかかる(つけがけに内面重ね焼 高台部1/4
き主主あり、外而一部ヘラ削り

色調素地2.5Y7/1灰白色和15Y7/2灰白色

17C後
日台土 長石、 2mlll大の和j砂合む

408 
鉄事h 述房4

瀬戸 ~ E F3 
水日r~Ti

(11.4) 
焼成良好 日正ま部1/20

端反腕 方、5
18C初

掘削土中 調繋 内外面に鉄羽[]がかノトる 休部1/10

色調素地2.5Y8/2灰白色納7.5Y4/2Jjz褐色
船上 3mm大の隊合む

409 
鉄紬

連房4 瀬戸
17α3t 

E c.3 掘削土中 5.15 
焼成良好

高台部lまlま完形
天国J15碗 第4)明 調整 成部ヘラ削り、内外而鉄剰lがかかる

色調素地2.5Y7/2Jj(黄色事117.5YRl. 7/1黒色

胎土 2mrn大の祁!砂合む

410 錆古11播鉢
登6

瀬戸
18C 
E F3 掘削上中 (30.0) 

焼成良好
口i最昔日，(')1/.32

小期 前]荘 訊'Jl'，在銘粕がかかる

色調 2.5YR3/1暗赤灰色断而10YR8/2)J足白色

胎上 1，5mm大の制砂合む

焼成良好

411 鉄紬丸腕 志戸呂 17C自白 E G3 掘削土中 (5.4) 
調整 目1り十lけ高台、内外面と!底部一部に鉄 体部1/7

勅がかかる 高台部1/4

色調素地2.5Y7 /1 灰白色

鉄材5YR3/3暗赤褐色

胎土級密、 lmm以下の制砂合む

17C 焼成良好

412 鉄新)揺鉢 重量2 瀬戸 第2 E E2 掘削土中 (27.6) 調整全体的に錆利lがかかる 日縁部1/23

小期 色調素地2.5Y8/2灰白色

錆納7.5R4/1暗亦灰色

胎土 長石、 2mm;三の細砂合む

413 
量失1柏

登5 美濃 18C布j E E2 掘削上中 (10.8) 
焼成良好 口縁部1/21

天日茶碗 調整 内外面に鉄清hがかかる 休部1/4

色調素地2.5Y8/3淡黄色利IN1.5/ 県色

胎土長石、 3mlll大の際合む

414 錆事li指針: 志戸呂 17C後 E E2 撹再L
焼成良好

調整全体に錆勅がかかる

色調 10YR6/3にぶい黄祇色
←一一一一卜一一一

胎上 白色制11砂、 3mm大の機合む

美濃焼
焼成良好

415 武瀬戸 宅圭E
美濃
18C初 E E2 F2 掘削土中 (6.2) 

調整底部ヘラ肖jり 削り 1_1-1し高台、内面制 体部1/5

菊皿l
黄瀬戸 がかかる、外而勅が乗れた痕あり、 J量 r百台部2/3

頭痕残存

色調素地7YS/1IJ<白色利15Y6/6オリープ色

目白上 2mm大の甜l砂合む

416 
鉄袖 を1か

美濃 17C前 E G2 掘削上r_I_1
焼成良好

休部一部
天目茶碗 続2 制強 内而全体と外而一部に鉄事11がかかる

色調断面2.5Y7/1灰白色鉄袖N2/ 黒色

胎土総控i
#t成 良貴子

417 1節目文Illl 肥前 17C後 E F2 掘削土中 (12 0) 
調整 内面に青磁粕がかかる、櫛描波状文あ 口縁部1/19

り、外出ヘラ期lりつ 体育l一部

色調素地5Y'111以白色

青磁刺5Y6/2以オリーブ色

日台上 lmm大の制1砂含む

418 かわらけ 17C E E2 町主 t 
焼成良 体下部1/5強

調整摩耗の為制繋不明、回転ロクロ浪 Jil，剖11/7

色調内而5YR7/6tl'色外面2.5YR7/日援色

目白土 総省

419 
染付

伊万里 18C E E2 掘削土l↓l
焼成良好

休部ー部
茶碗 調盟主 外出に染付

色調素地5Y8/1灰白色車[]10Y7/1灰白色

胎上級密

420 
染付

伊万里 1SC E E2 F2 脳削土 r_l~
焼成良好

{本上部1/11
茶碗 調整夕、而に染付

色調布15GY7/1貯lオリーブ灰色染料濁青色
一一一一ーー祖国
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挿図 ifrf種・ 定地。 口筏
l丘f毛・
器高

若干号 器形
却j式

材質
時代 !玄 グリッド 屑位i童檎

(cm) 
高台径
(cm) 

胎土焼成調整。色調 残存率
(cm) 

胎J: 綴許i

焼成良好

421 染{、l 査 伊万里 18C E E2 掘削土中 調整外面lζ染付 付部1/10

色部外而7.5Y7/1灰白色断I而2.5Y7/1灰白

色染付10Y5/1灰色

胎土綴F号、長石、 lmm大の綱砂合む

染付
掘削1:'1' 焼成良好

体下部1/3422 
小盃

{片万里 18C後 E F3 G2 以色粘土層 (3.0) 調整貼り付け高台、外面lこ染付
両台割151/2

検出I古f 色調素地2.5Y8/1灰白色納10Y8/1灰白色

染付10BG5/1背灰色

胎土級省

染f')
焼成良好

口縁部1/16423 
茶碗

伊万里 18C E F3 掘削土巾 (7.0) 調整外面に染付
体部一部

色調素地5Y8/111(白色

白磁勅7.5GY7/1時総灰色

胎土徽諸:

424 
染付

伊万里 18C E F3 招削土中 (6.6) 
焼成良好

日縁部~休部1/8
茶碗 調銭外而に染付

色調 5GY灰白色

Bfot土級密

染付
焼成良好 口縁部1/23

425 
茶碗

伊万里 18C E F2 G3 掘削上中 (11.5) 調繋外而に染十! 体上部1/25

色調素地10Y8/1E乙白色染付薄青色 体下部4/23

染付(濃)5BG3/1附肯灰色

胎土級密、長石合む

染十i
焼成良好

体部一部426 
茶碗

伊万里 18C E F2 掘削土中 (4.0) 調整外面に染付
高台部1/3強

色調素地6Y8/U足白色粕7.5GY8/1明緑民

色染付10BG7/1明青灰色

胎土級密

染付
焼成良好

427 
茶碗

伊カ里 18C E G3 掘削土中 (8.8) 調整 内面に指頭痕残存 口縁部~体上部1/19

色調 5GY7/1Q月オリーブ灰色断面N8/ 以

白色染付5BG5/1青灰色

胎」ニ 1醐大の組l砂合む

428 腰錆茶碗
登7か

瀬戸 18Cl主 E G3 樹首1)土中 (6.0) 
焼成良好 体下、l'部1/10

登8 調薬 !底部糸切り痕、貼り付け高台 高台部1/8

色調内而5Y7/2灰白色外而7.5YR4/3褐色

胎土 lmm大の細砂、長石合む

18C後
焼成良好

429 H要錆J15碗
登8か

瀬戸 ~ E E2 掘削土中
調整 内面と外面と部に御深井粧がかかる、

体下部1/日強
登9

19C前
外国i下部に鉄紬がかかる

色調 鉄平副J10YR2/2黒褐色

御j禁iHilJ5Y7/1灰白色断面2.5Y8/1灰白色

胎土 lmm大の細砂、長石合む

毛堂8か
18C後 焼成良好

430 腹錆茶碗
登9

瀬戸 ~ E F3 掘削上中 調務 内而御i某井柏、外商鉄事l~がかかる 体下部1/8弱

19C前 色調 ill'ii高&7.5Y3/1思
色 I折而5Y7/1灰白色

胎上 4mm大の際、 2剛以下のYiMl砂含む

18C末
焼成良好

431 l要錆茶碗
登9か

瀬戸 E H2 掘削上中 (44) 
調繋 目占り付吋向台、外抽ffs事、納、内面御深井 体下部1/9

設10 +~Iがかかる 高台部1/12
19C初

色調素地2.5Y7/1灰白色

鉄清n10YR1/2黒褐色つ2.5Y5/4黄褐色

胎土 lmm以下の細砂企む

18C後 焼成良好

432 鉄納徳手1) 志戸間 ~ E E2 )1制1)上中 (3.8) 調主喜 内外I師lこ主主車liがかかる 口f主苦 I~ f.本音 11/6

19C前 色制素地7.5YR3/3時褐色寝il7.5Ytミ2/2)lH褐

色

胎土級害j

染{寸
焼成良好

433 伊万甲一 19C宇yJ E F2 土手 k 調整外耐に染付 体上部1/日
茶陥

色調 10Y8/1灰白色勅(濃)臨色

1由(湾)青色

胎上荘H封

434 
呂米T111

19C干yi E G3 脳印l土"，
焼成良好

1..1縁部一部
火入れ 訓1繋角形(六角)

色調聞1而2.5Y8/1灰白色

引 η

目白土 紋結

435 
染十j

伊万1ft 。』削土中 (4.8) 
焼成良好 休部一部

方"止く 剥銭外而に染1') Ic~部1/10

色調白色染N藍色

つムMA斗ム



第2章小瀬戸遺跡

挿図 器種・ 産地・ 口径
底径・
器高

型式 時代 区 グリッド 層位遺構 高台径 胎土・焼成・調整・色調 残存率
番号 器形 材質 (cm) (cm) 

(cm) 

胎土徹密、長石合む

染付 (3.7) 
焼成良好

436 伊万里 19C前 E F2 整地層 調整高台部欠損、外面に染付 底部1/5
丸茶碗 ? 

色調素地10Y7/1灰白色柚10BG7/1明青灰

色染付5B3/1明育灰色

染付
胎土轍密

焼成良好 体下部一部
437 茶碗 伊万里 19C前 E G2 掘削土中 (3.6) 

調整内外面に染付 高台部1/6強
(小碗)

色調素地10Y8/1灰白色染付青色

胎土 1mm大の細砂合む

焼成良好

438 錆紬揺鉢 瀬戸 19C前 E F3 検出面 (27.0) 調整全体に錆勅がかかる 口縁部1/21

色調素地2.5Y8/2灰白色

錆紬2.5YR4/2灰赤色

胎土 1皿以下の細砂合む

焼成良好

439 錆粕播鉢 登8 瀬戸 18C後 E G2 底上層 (28.0) 調整錆紬がかかる、火を受けた可能性あり 口縁部117

色調内外面7.5YR4/3褐色

断面2.5Y7/3浅黄色

胎土 2mm大の細砂合む

飴勅
18C 焼成良好

440 登6 瀬戸 前の E G2 G3 掘削土中 調繋全体に施紬されている、角縁がかなり 注口部3/5
片口鉢

遅い方 摩滅している

色調勅2.5Y5/4黄褐色断面2.5Y8/1灰白色

胎土 1mm以下の細砂合む

登10 焼成良好
体部一部

441 鉄絵鉢 台、 瀬戸 19C前 E F3 掘削土中 (16.6) 調整 内外商に鉄勅の文様あり
口縁部1/11

登11 色調素地2.5Y8/3淡黄色勅2.5Y8/2灰白色

鉄勅2.5Y3/3暗オリーブ褐色

胎土綴密

442 
色絵茶碗

19C前 E F2 掘削土中 (4.2) 
焼成良好 体部一部

(小碗?) 調整削り出し高台 高台部1/12

色調素地5Y8/1灰白色紬5GY8/1灰白色

胎土徹密

染付
焼成良好

443 
茶碗

伊万里 19C前 E F2 掘削土中 調整外面に染付 口縁部~体部1/16
色調外面2.5GY7/1明オリーブ灰色紬(濃)

5GY3/1暗緑灰色勅(薄)5B6/1青灰色

胎土鰍密

444 
染付

伊万里 19C前 E E2 掘削土中
焼成良好

体部一部
茶碗 調整外面に染付

色調白色染付青色

胎土綴密

焼成良好
体部ー部

445 鉄絵土瓶 19C前 E G2 撹乱 (18.0) 調整外面に鉄紬の文様あり
ロ縁部1/8強

色調素地5Y6/1灰色勅2.5Y8/2灰白色

鉄紬7.5Y3/1オリーブ黒色

18C後
胎土 1皿大の細砂合む

446 仏銅器
登8か ~ E F3 掘削土中 (5.6) 

焼成良好 体部一部

登9 調整脚部 高台部1/5
19C前

色調 2.5Y8/2灰白色

胎土鰍密

447 
染付

ワ 19C前 E F3 掘削土中
(5.0) 焼成良好 体下部一部

小盃 つ 調整外面に染付 高台部1/5~~

色調素地5Y8/1灰白色染付青色

胎土徽密

448 
染付

19C前 E F2 掘削土中 (4.0) 
焼成良好 体部一部

茶碗 調整削り出し高台 高台部1/3強

色調素地5Y8/1灰白色稀2.5Y7/3浅黄色

胎土敏密、 2mm大の長石合む

449 白磁茶碗 19C前 E F3 掘削土中 (3.8) 
焼成良好

1/451畠
色調素地2.5Y8/1灰白色

白磁紬10Y8/1灰白色

胎土徹密

450 
染付

伊万奥 19Ciilt E F2 掘削土中
焼成良好

口縁部~体上部1/12
茶碗 調整外商に染付

色調 10BG7/1明青灰色

胎土鰍密、わずかに黒斑有り

赤絵
焼成良好

451 19C後 E G3 掘削土中 (4.6) 調整外面に紬がかかる、赤絵線が2本入る 脚部1/3
仏銅器

色調内面5Y7/1灰白色外商10Y8/1灰白色

赤絵2.5YR3/4暗赤褐色
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第2章小瀬戸遺跡

第6表木製品一覧表

挿図
器種 時期 樹積 木取り 区 グリッド 遺構・層位

長さ 栢 厚さ
備 考

番号 (cm) (cm) (cm) 

1 付礼状木製品 16C末~19C前 スギ 板目 B H6N 掘削土中 19.1 3.9 0.8 上部左右に扶りあり

2 付礼状木製品 16C末~19C前 スギ 板日 B H4S SR2 28.4 5.4 0.5 上部に1.8X1.4cmの頭部を作り出す

3 付礼状木製品 16C末~19C前 スギ 板目 B 15N 水回面(陸横) 20.8 4.3 0.45 墨書の板材上端2.2X2.3cmの頭部を作り出す

4 栓 16C末~19C前 スギ 板目 E E2S 掘削土中 4.2 3.3 3.2 

5 箸 16C末~19C前 スギ 板目 B H5S 掘削土中 7.4 0.7 

6 箸 16C末~19C前 スギ 板目 B H5S 水田面(睦端) 8.9 0.6 0.5 

7 等 16C末~19C前 スギ 斜め柾目 B H4S 掘削土中 10.1 0.7 0.5 

8 箸 16C末~19C前 スギ 板目 B H6N 掘削土中 10.3 0.6 0.6 

9 箸 16C末~19C前 スギ 柾目 B H5S 掘削土中 10.7 0.6 0.5 

10 箸 16C末~19C前 スギ 板目 B H4S SR2 11.9 0.85 0.5 

11 箸 16C末~19C前 スギ 柾目 B H6N 搬削土中 12.3 0.7 0.5 

12 箸 16C末~19C前 スギ 板目 B H4N 掘削土中 29.6 1.1 0.75 

13 箸 16C米~19C前 スギ 柾目 B 15N 水田面(畦上) 21.1 0.6 0.65 

14 箸 16C末~19C前 スギ 柾目 B G4S 水回前 19.7 0.7 0.4 

15 箸 16C末~19C前 スギ 板目 B H6N 掘削土中 20.8 0.95 0.5 

16 箸 16C末~19C前 スギ 板目 B H5S ベルト内 18.1 。.8 0.6 

17 箸 16C末~19C前 スギ 板目 D 12N 褐色粘土
5.5 0.8 0.45 
4.5 0.8 0.45 

18 漆椀 16C末~19C前 シオジ 柾目 E C4S 水図面 1.9 高台形 6.5cm 内面朱漆

19 漆椀 16C末~19C前 シオジ 板目 E D4N SK16 内面朱漆外面黒漆に朱漆の文様一部残存

20 漆椀 16C末~19C前 シオジ 板目 B H5N 掘削土中 4.4 9.6 外面黒漆に朱漆の文様一部残存

21 漆椀 16C末~19C前 ケヤキ 板目 E C3S 掘削土中 2.6 2.7 0.5 内面朱漆外面黒漆に朱漆の文様一部残存

22 漆椀 16C末~19C前 クリ 板目 E C4S 掘削土中 2.05 2.7 5.5 内面朱漆外面黒漆

23 漆椀 16C末~19C前 クリ E D3N 掘削土中 内外商朱漆

24 曲物底板 16C末~19C前 ヒノキ 板目 E G3S 掘削土中 6.6 2.35 。町4

25 曲物底板 16C末~19C前 スギ 柾目 B H4S 水田面(畦横) 9.2 5.0 0.85 裏面上部欠損部焼痕残存下部段々に加工?

26 曲物底板 16C末~19C前 スギ 柾目 E C3S 水回面(畦横) 20.2 3.5 1.2 4mm~6mmの円形孔3ヶ所右側面木釘子L?ーヶ所

27 橋底板 16C末~19C前 スギ ;住持ち C J4S 水図面(陛上) 63.0 14.2 3.8 芯持ち材風化著しい復元最大径 93.6cm

28 板材 16C未~19C前 スギ 板目 B H5S 掘削土中 14.8 3.0 0.6 

29 板材 16C末~19C前 スギ 板目 B H6N 掘削土中 17.1 3.1 0.6 右側面に決りあり

30 板材 16C末~19C前 スギ 板目 B H5N 掘削土中 21.5 4.4 1.3 

31 板材 16C末~19C前 スギ 板目 C 13N 掘削土中 18.2 4.2 0.8 

32 板材 16C末~19C前 ヒノキ 柾目 C 13S 水図面 12.7 3.3 0.5 風化著しい

33 板材 16C末~19C前 スギ 柾目 D H2S 掘削土中 10.8 3.6 0.8 

34 板材 16C未~19C前 クリ 柾目 B 15N ベノレト内 35.8 4.9 1.7 

35 板材 16C末~19Clìíî スギ 板間 B I H6N 掘削土中 67.2 14.2 1.1 

36 棒状板材 16C末~19C前 ヒノキ 柾目 D I H2S 磯混灰色粘土 15.2 1.4 0.7 上下端焼痕箸か?

37 棒状板材 16C末~19C前 スギ 板目 C 14S 水田面 17.5 2.5 0.9 上端焼痕裏面に一部調整痕

38 棒状板材 16C末~19C前 スギ 板目 B I H4N 掘削土中 26.2 2.1 0.5 上端から7cm程割れ目を入れる

39 棒状板材 16C末~19C前 クリ 板目 D IlN 褐色粘土 30.2 1.7 1.1 表面調整痕残存

40 棒状板材 16C末~19C前 スギ 板目 C J4N 水田面 25.0 1.0 0.85 

41 棒状板材 16C末~19C前 ヒノキ 板目 B H6S トレンチ内 24.5 1.6 0.9 風化している

42 棒状板材 16C未~19C前 スギ 板目 B I H6N 掘削土中 23.0 1.8 0.8 棒状板材下端イキ

43 棒状板材 16C末~19C前 ヒノキ 板目 B G4S 水田面 16.7 1.2 0.9 下端傷痕残存

44 有孔板材 16C末~19C前 スギ 板目 B H4S SK11 11.5 3.8 0.8 9mm程の円形孔あり

45 有孔板材 16C末~19C前 スギ 板目 B I H6N 掘削土中 9.1 3.35 1.0 径5mm程度の孔あり 表面調整痕残存

46 有孔板材 16C末~19C前 スギ 板目 B H6S 掘削土中 8.3 4.3 0.5 中央左寄りに5鵬程度の円形孔あり

47 有孔板材 16C末~19C前 スギ 柾目 B H6S 掘削土中 8.1 5.2 0.7 
径4皿程度の孔あり 右側面イキ上下左側
商欠損多数の刃痕あり

48 有孔板材 16C末~19C前 クスノキ 斜め柾目 E E3S 掘削土中 6.2 6.3 0.9 風化著しい 中央に1.2X1.0の孔

49 有孔板材 16C末~19C前 スギ 板白 B 15 ベルト内 8.1 6.1 0.6 4rnm程の円形孔あり 左側、下部焼痕あり

50 有孔板材 16C末~19C前 スギ 板目 C I K4N 水間函 24.2 6.4 1.2 
中央に2.5crn程の円形孔 上にーヶ所3醐程の孔、下位
2ヶ所4回程の孔残存 中央孔と下部の孔の周囲に圧痕

51 有孔板材 16C末~19C前 アカガシ亜局 柾目 B I H5N 水田面(陛端) 17.3 4.9 1.3 3cm程の方形孔あり 風化著しい下部欠損

52 柱根 12C削 シャシャンボ 芯持ち E G2N SP251 24.1 13.0 底部縦:9.9cm 横ー 13.0cm
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第7表金属製品一覧表

挿番号図 器種 素材 区 グッリド 層佼遺構 長(cmさ) 
中高
厚(cmさ) 重(g量) 備 考(cm) 

1 鉄鍛 鉄 E F2 水田面 9.70 1.50 1.00 15.1 定角形

2 角釘 鉄 D 12 褐色粘土 6.50 0.60 0.50 3.5 

3 釘 鉄 E E3 水図面 5.10 0.50 0.40 1.5 合釘

4 角釘 鉄 E D4 掘削土中 2.45 0.50 0.20 10.0 

5 釘 鉄 E E2 掘削土中 2.85 0.60 0.60 1.0 近代か

6 角釘 鉄 E G2 水田面 8.00 0.90 0.90 1.4 

7 角釘 鉄 E G2 水田面 5.70 0.60 0.45 3.0 

8 角釘 鉄 E G2 水悶面 5.80 0.60 0.45 4.2 

9 不明鉄製品 鉄 E E3 掘削土中(杭列横) 10.70 2.30 0.55 10.9 

10 鉄砲玉 鉛 A D6 掘削土中 1.15 1.15 7.7 

11 鉄砲玉 鉛 A E5 掘削土中 1.20 1.20 9.9 

12 鉄砲玉 鉛 A E6 掘削こt中 1.20 1目15 9.2 

13 鉄砲玉 鉛 A E6 水田面(陸上) 1.20 1.10 8.8 

14 鉄砲玉 鉛 B G4 掘削土中(畦横) 1.20 1.20 9.8 

15 鉄砲玉 鉛 C K4 水田面(畦上) 1.20 1.20 9.0 

16 鉄砲玉 鉛 C J4 掘削土中(畦端) 1.15 1.10 7.4 

17 鉄砲玉 鉛 D H1 掘削土中 1.25 1.15 8.5 

18 鉄砲玉 鉛 D Il 褐色粘土 1.15 1.10 7.9 

19 鉄砲玉 鉛 D 12 褐色粘土 1.10 1.10 5.6 

20 鉄砲玉 鉛 E E3 掘削土中 1.25 1.25 7.4 

21 鉄砲玉 鉛 E E3 掘削土中 1.30 1.30 8.5 

22 鉄砲玉 鉛 E E2 掘削土中 1.30 1.20 7.9 

23 鉄砲玉 鉛 E F3 掘削土中 1.20 1.25 7.9 

24 鉄砲玉 鉛 E F3 掘削土中 1.30 1.30 11.3 

25 鉄砲玉 鉛 E F3 水田面 1.20 1.25 8.6 

26 鉄砲玉 鉛 E F3 掘削土中 1.20 1.25 8.4 

27 鉄砲玉 鉛 E F3 SR1 1.20 1.30 2.2 

28 鉄砲玉 鉛 E G2 掘削土中 1.10 1.10 7.0 

29 鉄砲玉 鉛 E G2 掘削土中 1.10 1.10 7.1 

30 鉄砲玉 鉛 E G2 掘削土中 1.25 1.20 9.3 

31 鉄砲玉 鉛 E G2 水田面 1.25 1.25 9.8 

32 鉄砲玉 鉛 E G2 水田面 1.10 1.15 8.2 

33 鉄砲玉 鉛 E G3 水田面 1.25 1.25 9.2 

34 火箸 鉄 C J4 掘削土中(畦横) 20.20 0.70 0.70 39.1 

35 刀子 鉄 E G2 掘削土中 15.35 1.40 0.50 17.9 

36 万子 鉄 C J4 掘削土中 12.40 1.40 0.45 12.5 

37 刀子 鉄 D 12 褐色粘土 8.10 1.40 0.50 9.5 

38 不明鉄製品 鉄 E G2 水間面 4.20 1.30 1.10 4.1 

39 火打金 鉄 A E5 掘削土中 4.80 1.90 0.60 12.5 短冊形

40 火打金 鉄 E G3 水田面 3.10 7.20 0.40 9.1 山形

41 火打金 鉄 E F3 水田面(畦上) 8.15 2.10 0.45 14.0 山形か?

42 キセル雁首 真鎗 B E2 掘削土中 3.20 0.70 4.5 雁首両さ3.20cm

43 キセル雁首 真総 E E2 掘削土中 6.00 1.00 9.1 

44 キセル雁首 真鎗 E G2 掘削土中 4.60 0.80 5.4 雁首高さ1.80cm

45 キセル雁首 真鎗 E G2 掘削土中 5.20 1.10 6.8 雁首高さ2.00cm 象候 47と対

46 キセル雁首 真鎗 D G2 掘削土中 7.50 1.40 9.2 雁首高さ2.15cm

47 キセル吸口 真総 B G4 掘削土中(蛙横) 7.30 0.95 6.4 象蔽 45とセット

48 キセル吸口 真鎗 E F3 掘削土中 4.50 1.10 3.5 

49 キセル吸口 真鎗 E G2 灰色粘土層(風化磯混) 6.10 1.00 5目7

50 キセル吸口 真鎗 E F2 集落iID 4.50 1.10 3.8 

51 キセル吸口 真鎗 E F2 掘削土中 7.20 1.10 9.9 

52 キセル吸口 真鎗 E F2 掘削土中 5目80 0.90 3.8 

53 キセル吸口 真総 E G3 掘削土中 4.40 0.80 3.9 

54 こうがい E F3 掘削土中 5.80 0.70 0.40 1.5 (11.30) 

55 こう;dS"、 E G2 掘削土中 7.70 0.30 0.30 3.7 

56 土瓶の弦? E F2 掘削土中 9.50 1.10 0.90 7.2 再考の余地あり
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第2主主 小瀬戸遺跡

第8表銭貨観察表

挿図
種別 銭貨名 書体 j'lij名 相J鋳年 区

グリ
層位・遺構

直径 重量
オ? 徴

番号 ツド (mm) (g) 

1 鋼生長 関元通資 J真喜 府 621年 E C4 掘削上rl' 22.4 2.8 
被熱。背の輸と郭が不明日章、務肉、字の彫りが浅い箇

所があるため、核鋳銭と思われる。

2 昔日銭 臭米通賓 主主主 ~t河ミ 1037年 D 12 V.:11混灰色粘|こ 2~1. 7 3.1 背の輸と郭が不明瞭。穿が丸みを帯びている。

3 銅銭 J照寧7C賓 立書 ~t'iミ 1068年 E C4 掘削 1:中 23.6 3.2 
被熱。背の郭がノ判明瞭。穿のj可2箇所に鋳パリが残る。
而の郭の一部が削れている郭抜けピタ。

4 銅銭 1照寧元資 Z証書 ;jt宋 1068年 E E2 lIlHi'J:!二時1 24.0 2.5 
被熱。わずかに歪み。字の彫りが浅く不鮮明。郭は比

較的明瞭だが穿は丸くなっている。模鈴銭?

b 銅主主 娘寧元資 真喜 北未 106Si手 E C4 』昂jjlH.中 24.1 2.5 
布t熱。鋳とがりが悪く援が入っている。字の彫りが浅
く不鮮明。

告白l銭6 ]"C~曲乙ミ支雨出時長司ず 行書 北米 1078年 E G2 持n背IJ土中 25.0 2.8 背の輪と郭が不明瞭。背の輪胞が不品j--。

7 品目l銭 フ己よ3J車資 築書; ~t 5fミ 1078年 E C4 掘削l::'j1 25.0 3.1 被熱。

8 出向銭 元!段通寅 室長吾 北米 1078年 C 13 検山面 開惇 k 23.7 2.2 
被然。背の輸と郭が不明瞭で、ほとんど半ら。薄肉。

穿が丸みを帯びているc 桜鋳f主ω

9 銅銭 フ己祐迎賓 築書 北宋 1086年 E C4 』開l'liLl::中 24.0 3.2 

被熱。表に白い付積物。背の輪と郭が不明瞭b 背の輪

10 制主主 給基E元資 行書 北宋 1ω4年 E E2 掘問'Jt:中 23.4 2.6 幅が不均一。面の郭は比較的l則投だが穿は丸みを帯び
て、鋳バリが残る。 1契鋳銭ワ

11 銅銭 元ね通賓 室長書 北米 1098年 E E3 t冊目リチc9' 24.1 2.3 背の輪と郭が不明瞭。穿が丸みを帯びている。核鋳銭?

背の輪と郭が不明瞭でほとんど平ら。背の輪隔が不均

12 銅銭 翌栄元資 行書 ~t宋 1101年 E G3 検出面 23.7 2.0 1 函の郭の 部が削れ、穿が丸くなっている郭抜け
録。棟鋳銭。

ト一一一トー

13 銅銭 政和通資 分梢 ~r. )Íミ 1111年 E C4 掘削土rl' 23.7 2.9 
被熱。背の事防ミ不明瞭。面の郭は明瞭だが、穿は丸く

なーっている。背の輪幅が狭い。

直径が小さいが、字が鮮明かっ郭もはっきりしており

14 鋼銭 洪武通貨常一銭 真喜 l現 1368年 E I E3 掘削土[ド 21.3 3.5 厚みもある。背のr--~ Jの入所角も鮮明なので、小型の
本銭とみるべきである。

15 銅銭 寛永通貧 困文銭 日本 1769年 E I G2 新f:削土中(褐色粘土) 28.2 4.6 背卜「波。

16 主同主主 寛永通費削文銭 円本 1769五ド E I G3 掘削上中 27.7 4.6 背寸一波。わずかに歪み。

17 銅銭 寛永通貨 古寛永 日本 1636年 E I G3 検出面 24.7 2.3 背にヤスリ痕

18 銅銭 寛永通費古寛永 日本 1636年 E I G2 目壬 I二 24.3 2.1 被熱?

19 銅銭 寛永蹴占寛永| 日本 1636年 E I G3 検出函 24.4 3.1 

20 銅銭 寛永通費需Tr寛永 日本 1697年 A I E5 掘削土中 24.0 2.2 被熱つ背の輪が不明瞭

21 銅主主 寛永通貨新寛永 日本 1697年 E F2 検出面 23.0 2.2 被熱?

22 銅銭 寛永通賓新寛永 日本 1697>ド C 13 掘削J:中 22.7 2.1 
被熱。慈が入っている。背の輪と郭が不明瞭で、ほと

んど平ら。

23 銅銭 寛永通賀新箆永 日本 1697年 E I F3 掘背IJこ仁中 23.0 1.9 背にヤスリ痕

24 銅銭 寛永通費 古寛永 日本 1636fj三 E I F3 掘削」二中 不明 1.2 歪み。右面4/7欠け。

25 銅主主 成淳7じ資 真書 尚宋 1265年 E I E2 検出面 不明 0.8 1/4欠け。風化して二つに割れている。

銅銭 無文銭 日本 16世紀 E I E2 水間前 19.0 0.8 
直径19ミリ。 J1l8ミリの方守Lロ県内では!lLI例口ほと
んどないロ

一」

第9表石器@右製品一覧表

挿図手存号 2号 積 材質 区 グリッド 層位遺構 長さ (cm) 幅(cm) 厚さ (cm) {蔚 是~

1 打製石斧 頁済 D G2 掘削上中 8.5 2.8 l.0 

2 スクレイパー 頁岩 E E2 附上 3.1 5.8 0.6 折れた}J製イ{斧の先端部を転用

3 スクレイパー 頁岩 E El 貯i削土中 4.6 3.0 1.0 折れたれ製{I斧の先端部を転用

4 低石 凝灰宥 E G3 検出面 6.5 3.2 1.6 

5 ~!);イi 砂岩 C J4 
型豆一一|

11.3 2.8 1.8 

第10表掘立柱建物(SH)計測表

遺構名 グリッド 棟方向 桁 fjx梁行(m)
平均桁行柱問

(m) 

SHl G2・F2 N~r ~E 6.50X4.40 4間)(3間 1.3 

SH2 G2 固 F2 N~5r ~E 6.65 x2. 95 51，在jx3間 1.3 

SH3 G 2 . F 2 N~440 ~E 3.20 x3.30 31甘jx2問 1.1 

SH4 G2 N~70 ~E 6.80x5.80 4附x3間 1.7 

SH5 F2 N~400 ~E 4.30 x 4.15 4間〉く 3rlJJ 1.1 

SH6 G2 N~1110 ~E 3.55 x 1. 20 4問 x1問 0.9 

7
6
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第11表溝(8D)計測表

遺構名 i又 グリ ツ ド 長さ (m) 椙(m) jす 向

SD 1 A D6 4.4 0.4~0.6 N-78' -V{ 

SD2 A E 6 . D 6 8.4 0.4~0.7 N-90" -W→N-20 -V{ 

SD3 A E6 15.0 0.2~0.6 N-130 -E 

SD4 A E6 6.0 0.3~0.5 N-710 -w 
SD5 B H6 9.0 0.4~0 .8 N-.150 -V{ 

SD6 B H6 9.0 0.4~0.8 N-740 -w 
SD7 B 1 6・H5 16.0 0.4~ 1. 0 N-430 -w→N-320 -w 
SD8 D 1 2 9.0 0.2~ 1. 0 N-790 -w→N-320 -E 
SD9 E C3 3.6 。‘ 4~0.8 N-770 -E 

6.2 0.3~0.4 N-630 -E 
D3 

4.1 0.9~1. 3 N-730 -E 
SDlO E ーーーーーーー“一ー~ ~ ~同一ー一一〒一円一一宇一ーーーーーーーーーーーー

D2・E2 12.0 0.5~0.6 N--540 -E 
一._--ー〒ーーーーーーーーーーーーーーーー【目明〒ー四百目'ーーー古田 F 目ーーー

E2 3.7 O. 5~0.6 N-80" -E 

SDn E E2 19.3 0.4~2.1 N-350 -V{→N-20 -w 
SD12 E E2・F2 18.5 0.4~1. 4 N-16" -W  

SDl3 E F2 6.9 0.4~0.7 N-820 -w 
SD14 E F2・G2・G3 35.4 0.4~1. 9 N-260 -w→N-350 -w→N-50 -w 
SDl5 E F2 5.5 0.4~0.6 N-820 -w 
SD16 E G2 5.2 0.1~0.2 N-650 -w 
SDl7 E G2 3.1 0.4~0.8 N-550 -W  

SDl8 E G2 1.2 0.2~0.3 N-19" -W  

2.8 0.2~0.3 N-20 -E 

SDl9 E G2 6.0 0.2~0.7 N-520 -E 

1.4 0.2~0.3 N-5" -E 

SD20 E G2 2.5 0.1~0.2 N-66" -E 

4.2 0.1~0.7 N-82" -E 
SD21 E G2 

6.6 0.3~0.6 N-710 -E 

4.9 0.2~0.6 N-13" --W 
SD22 E G2 _，-------山一品』ー一ー』一ーー】一ー』一ー『ー+ー〒ー『ーーーーーーーーーーー・ーーー由巳ーーーーーーーーーーー日.

2.9 0 .4~0.8 N-84" -W  

第12表流路(8R)計測表

遺構名 区 グリ ツ ド 長さ (m) 1幅(m) 方 |古j

SR1 B G4・H4 18.0 0.4~4.2 N-55" -E→N-200 -E 

SR2 B H4 12.0 0.8~L2 N-80 -E 

SR3 B H4・日5・1 4 12.8 O.8~ 1. 0 N-250 -E 

SR4 B G6・I-I6 働 16 27.0 0.6~2.0 N-17。羽f刈¥[-20"-E 

SR5 C H3.13 15.8 N-700 -E→N-50 -E 

N-660 -W  SR6 D 1 1・12 8.0 0.6~1.0 

SR 7 E E2・D3・D4 48.0 0.2~1. 1 N-57" -E 

SR8 E D3・D4・E3・F3 55.0 20以上 N-r -E→N-240 -W  

第13表土手状遺構計測表

遺構名

土手状遺構 1

土手状遺構2

グリッド ん一 向

D2・E2・F2・F3・G3 N-120 -W→N-400 -W→N-40 -W  

N-35" -E E2・D2・D3

E ID3'E3・F3

第14表道状遺構計illlJ表
遺構名 区 グリ ツ ド 長さ (m) 相(m) カ r;:'J 

道状遺構 l
E2・F2 12.2 0.6~ 1. 2 N-170 -W→N-43" -W  

E 
F2 5.5 0.7~ 1. 3 ]¥/-220 -E→N-710 -E 

j副犬遺構2 E G2.H2 12.0 O.3~ 1. 2 l苛 26"-E 

道状遺構3 E G2 18.5 0 .4ハ~0.9 N-760 -E→N-450 -E->N-70 -E 

道状遺構4 E G2 6.2 O.4~0 巳 8 N-68" -E→N-320 -w 
道状遺構5 E G2 6.5 N-230 -E→N-20 -E 

道:1)，遺構6 E G2 10.3 0.6~ 1. 3 N-34" -E→N-430 -w 

oo 
A斗
Z
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第2章小瀬戸遺跡

第15表小穴<SP)計測表

番号 グリッド 長径(c×m短)径 部 形状 {庸 考 番号 グリッド 長径(c×m短)径 深(cmさ) 形状 備 考

SP1 E2 59x47 27.0 楕円形 磯合む SP70 F2 50X46 27.0 円形 SH5 

SP2 E2 60X54 16.0 楕円形 磯合む SP71 F2 43X38 32.0 円形 SH5 

SP3 E2 61X48 35.0 楕円形 磯合む
SP72 F2 外内56X55 39.0 円形 SH5 

SP4 E2 44X41 17.0 円形 SH1 30x28 26.0 

SP5 E2 39X38 14.0 円形 SH1 SP73 F2 54x50 30‘。 円形 SH5 

SP6 E2 42X42 15.0 円形 SH1 SP74 F2 36X34 25.0 円形 SH5 

SP7 E2 43X43 15.0 円形 SH1 SP75 F2 34X34 23.0 円形

SP8 G2 45x43 35.0 円形 SH1 SP76 F2 34x25 40.0 不定形 SH5 

SP9 G2 41x40 17.0 円形 SH1 須恵器瓶(4) SP77 F2 42X41 33.0 円形 SH5 

SP10 G2 37X37 18.0 円形 SH1 SP78 F2 36x33 24.0 円形 SH5 

SPll G2 42x38 12.0 円形 SH1 灰粕陶器広口瓶(14) SP79 G2 41x34 18.0 楕円形 SH6 磯含む

SP12 G2 49x42 22.0 円形 SH1 SP80 G2 34X31 22.0 円形 SH6 

SP13 G2 48x48 21.0 円形 SH1 SP81 G2 35X33 27.0 円形 SH6 磯合む

SP14 G2 58x53 22.0 楕円形 SH1 SP82 G2 32x30 14.0 円形 SH6 

SP15 G2 53x44 17.0 円形 SH1 灰粕陶器碇(10) SP83 G2 38x32 28.0 楕円形 SH6 

SP16 G2 38x38 24.0 円形 Sl王1 SP84 G2 32X27 26.0 不定形 SH6 磯含む

SP17 G2 41X39 23.0 円形 SH1 SP85 E2 36x29 47.0 不定形

SP18 G2 39X36 25.0 円形 SH1 SP86 F2 56x36 51‘。 楕円形
SP19 G2 42x39 27.0 円形 SH1 SP87 F2 27x25 13.0 円形

SP20 G2 47x49 21.0 円形 SH1 SP88 F1 28x26 14.0 円形

SP21 G2 39X38 22.0 円形 SH1 SP89 F2 34x29 13.0 円形

SP22 G2 39X37 15.0 円形 SH1 SP90 F1 43x20 19.0 不定形

SP23 G2 41X39 23.0 円形 SH1 SP91 F1 48x25 19.0 不定形

SP24 G2 41X37 31.0 円形 SH2 SP92 F1 27x21 15.0 不定形

SP25 G2 41X42 28.0 円形 SH2 磯合む SP93 F2 38X32 19.0 不定形

SP26 G2 39x38 25.0 円形 SH2 SP94 F2 26X15 6.0 不定形

SP27 G2 35x32 19.0 円形 SH2 SP95 F2 51X38 12.0 不定形

SP28 G2 39X35 35.0 不定形 SH2 SP96 F2 38x34 5.0 円形

SP29 G2 34X33 16.0 円形 SH2 SP97 F2 32x30 10.0 円形

SP30 G2 35X33 20.0 円形 SH2 土師器斐(21) SP98 F2 29x26 8.0 円形 SP50の中

SP31 G2 60X51 30.0 不定形 SH2 SP99 F2 38x35 10.0 円形

SP32 G2 54x40 26.0 不定形 SH2 SP100 F2 30X28 9.0 円形

SP33 G2 31x19 25.0 不定形 SH2 土師器墾(22) SP10l F2 34X32 20.0 円形

SP34 G2 38x36 30.0 円形 SH2 SP102 F2 22X19 3.0 円形

SP35 G2 47X39 29.0 楕円形 SH2 SP103 F2 47x46 23.0 円形

SP36 G2 45X41 28.0 円形 SH2 SP104 F2 20x17 3.0 不定形

SP37 G2 36X35 17.0 円形 SH2 磯合む SP105 F2 30x30 38.0 円形

SP38 F2 33X33 22.0 円形 SH3 SP106 F2 38x35 22.0 円形

SP39 F2 50x49 19.0 円形 SH3 灰粕広口瓶(1母、山茶碗(3的 SP107 F2 38X36 27.0 円形 SH5 

SP40 F2 50x45 16.0 円形 SH3 SP108 F2 55X44 17.0 楕円形

SP41 G2 41x39 17.0 円形 SH3 灰粕掬器碗(35) SP109 F2 36X34 15.0 円形 礁合む

SP42 F2 38x38 11.0 円形 SH3 SPllO F2 23X14 13.0 不定形

SP43 F2 36X31 21.0 円形 SH3 SPll1 F2 25x24 20.0 円形

SP44 F2 36X33 17.0 円形 SH3 SP1l2 F2 40x40 7.0 円形

SP45 F2 63X60 17.0 円形 SH4 SP1l3 F2 48x36 9.0 不定形

SP46 F2 59x33 8目。 不定形 SH4 SP1l4 F2 42X38 4.0 不定形 礁合む

SP47 F2 65x61 8.0 円形 SH4 SP1l5 F2 35X33 4.0 円形 際合む

SP48 F2 60x60 11.0 円形 SH4 SP1l6 F2 33X31 4.0 円形 機合む

SP49 F2 68x65 13.0 円形 SH4 SP1l7 F2 34x33 10.0 円形

SP50 F2 58x56 7.0 円形 SH4 土師器碗(37) SP1l8 F2 42X38 6.0 円形 磯合む

SP51 F2 68x44 4.0 不定形 SH4 鉄勅天目茶碗(40) SP1l9 F2 30X28 13.0 円形 際合む

SP52 F2 65x65 5目。 円形 SH4 SP120 F2 18X19 17.0 不定形 SP68の中

SP53 F2 60X60 10.0 円形 SH4 SP121 F2 40X34 9.0 不定形 SP68の下

SP54 F2 64X60 13.0 円形 SH4 SP122 F2 28x25 14.0 円形

SP55 F2 62X58 19.0 円形 SH4 SP123 F2 22X21 12.0 円形

SP56 F2 57X35 10.0 不定形 SH4 外内41 2 × 39 7.0 外内 方円形形
SP57 F2 65X60 9.0 円形 SH4 磯含む

SP124 F2 5X13 3.0 

SP58 F2 60X58 11.0 円形 SH4 SP125 F2 45x42 14.0 円形

SP59 F2 66X64 10.0 円形 SH4 SP126 F2 40x38 7.0 円形

SP60 F2 72x68 15.0 円形 SH4 SP127 F2 34X34 17.0 円形

SP61 F2 61X61 7.0 円形 SH4 SP128 F2 26x25 24.0 円形

SP62 F2 64x59 11.0 楕円形 Sl壬4 SP129 F2 26X22 22.0 円形

SP63 F2 61x58 5.0 円形 SH4 線合む SP130 F2 58X56 18.0 円形

SP64 F2 64X62 11.0 円形 SH4 SP131 F2 25X22 8.0 円形

SP65 F2 44x43 30.0 円形 SH5 SP132 F2 44X42 5.0 不定形

SP66 F2 34x33 23.0 円形 SH5 磯合む SP133 F2 70x59 8.0 楕円形 SP70の下

SP67 F2 45X43 22.0 円形 SH5 SP134 F2 26x24 4.0 円形

SP68 F2 43x4日 16.0 円形 SH5 SP135 F2 38x38 2.0 円形

SP69 F2 42X36 16.0 円形 SH5 SP136 F2 50x49 5.0 円形
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番号 グリッド 長径(c×m短)径 深(cmさ) 形状 備 考 番号 グリッド 長径(m×短)径 深(cmさ) 形状 備 考

SP137 F2 28X25 7.0 円形 SP207 G2 26X25 14.0 円形

SP138 F2 49X47 4.0 円形 SP208 G2 21X20 7.0 円形

SP139 F2 24x23 9.0 円形 磯合む SP209 G2 45X45 36.0 円形

SP140 F2 44X40 10.0 円形 SP210 G2 34X34 21.0 円形

SP141 F2 26x25 4.0 円形 SP211 G1 27X25 30.0 円形

SP142 F2 31X29 6.0 円形 SP212 G1 34X31 14.0 不定形

SP143 F2 25X25 5.0 円形 SP213 G1 28X27 26.0 円形 土師器烹(46)

SP144 F2 31x31 8.0 円形 際合む SP214 G1 31x29 13.0 円形 際合む

SP145 F2 45x38 9.0 円形 SP215 G1 51x38 18.0 不定形

SP146 F2 28X28 12.0 円形 SP216 G1 27X23 17.0 円形

SP147 F2 45x43 15.0 円形 磯合む SP217 G1 24X24 17.0 円形

SP148 F2 23x22 15.0 円形 SP218 G1 19x17 19.0 円形

SP149 F2 20X18 13.0 方形 SP219 G1 27X25 14.0 不定形

SP150 F2 26X24 4.0 円形 SP220 G1 28X27 13.0 円形

SP151 F2 28X25 7.0 円形 SP221 G1 23X21 10.0 円形

SP152 F2 27x24 5.0 円形 SP222 G2 23X21 12.0 円形

SP153 F2 24x24 12.0 不定形 SP223 G2 28X24 17.0 楕円形

SP154 F2 23X23 5.0 円形 SP224 G2 19X18 15.0 円形

SP155 F2 47X42 8.0 円形 SP225 G2 23X22 12.0 円形

SP156 F2 31X30 6.0 円形 SP226 G2 27X26 22.0 円形

SP157 F2 30X21 36.0 円形 SP227 G2 27X24 16.0 円形

SP158 F2 30X30 5.0 円形 SP228 G2 41X37 25.0 円形

SP159 F2 32X31 22.0 円形 SP22沼 G2 32X28 10.0 円形

SP160 F1・2 52X47 44.0 円形 土師器斐(82)・牒合む SP230 G2 31X27 6.0 円形

SP161 F2 28X27 27.0 円形 SP231 G2 37X34 27.0 円形 磯合む

SP162 F2 27X19 9.0 不定形 SP232 G2 38X32 13.0 円形 糸切り碗(30)

SP163 F2 22X21 9.0 不定形 SP233 G2 35X31 14.0 不定形

SP164 F2 33X28 19‘。 円形 SP234 G2 35X31 9.0 円形

SP165 F2 22x21 12.0 円形 SP235 G2 34X34 32.0 不定形

SP166 F2 29x29 24.0 円形 灰粕長頚瓶(49) SP236 G2 31x31 32.0 円形 灰紬陶器碗(24)

SP167 F2 31x27 27.0 円形 SP237 G2 31x31 34.0 円形

SP168 F2 31x29 21.0 円形 SP238 G2 38X38 31.0 方形 糸切り碗(29)

SP169 F2 31X30 12.0 円形 SP239 G1 26X15 z干 楕円形

SP170 F2 23X21 20.0 円形 SP240 G1・2 31X28 15.0 楕円形

SPl71 F2 31X29 24.0 円形 SP241 G2 32X29 20.0 円形

SP172 F2 36X30 18.0 円形 SP242 G2 25X26 23.0 円形 礁合む

SP173 F2 34X29 21.0 円形 SP243 G2 28X28 33.0 円形

SP174 F2 39X25 24.0 不定形 SP244 G2 34X28 ? 不定形

SP175 F2 34X32 25.0 円形 SP245 G2 20X18 22.0 不定形

SP176 F2 44X36 23.0 楕円形 糸切り碗(92) SP246 G2 34x32 25.0 不定形

SP177 F2 28X26 23.0 円形 清郷窪(34) SP247 G2 21x19 8.0 円形

SP178 F2 33X31 24.0 円形 SP248 G2 23X21 22.0 円形

SP179 F2 28X25 27.0 円形 SP249 G2 32X31 15.0 円形 磯合む

SP180 F2 35X33 25.0 円形 弥生土器つ (33) SP250 G2 38X35 14.0 円形

SP181 F2 31X25 13.0 円形 SP251 G2 83X58 63.0 不定形 柱根残存

SP182 F2 39X36 13.0 円形 SP252 G2 35X34 32.0 円形

SP183 F2 42X36 10.0 円形 SP253 G2 37X34 29.0 円形

SP184 F1・2 29X28 15.0 円形 SP254 G2 39X37 22.0 円形

SP185 F1・2 32X32 25.0 円形 SP255 G2 35X33 21.0 円形

SP186 F2 24X19 18.0 円形 SP256 G2 30X27 27.0 不定形

SP187 G1 30X28 21.0 円形 SP257 G2 48X35 22.0 楕円形

SP188 G2 30X29 13.0 円形 SP258 G2 27X25 31.0 円形

SP189 G2 36X34 18.0 円形 山茶碗(18) SP259 G2 33X30 32.0 不定形

SP190 G2 39X19 15.0 円形 SP260 G2 45x41 23.0 円形

SP191 G2 43X40 20.0 円形 SP261 G2 39X32 27.0 方形

SP192 G2 44X42 24.0 円形 土師器蜜(5) SP262 G2 27X25 20.0 円形

SP193 G2 32X30 16.0 円形 SP263 G2 26X26 24.0 不定形

SP194 G2 39X39 11.0 円形 土自市器資(3) SP264 G2 27X23 23.0 不定形

SP195 G2 27X25 13.0 円形 SP265 G2 27X21 22.0 方形

SP196 G2 31X29 13.0 円形 SP266 G2 39X37 22.0 不定形

SP197 G2 40x40 10.0 円形 SP267 G2 40X29 30.0 精円形

SP198 G2 41X39 10.0 円形 SP268 G2 31X31 22.0 円形

SP199 F2 39X36 15.0 円形 SP269 G2 27X24 18.0 不定形 礁合む

SP200 F2 44X42 13.0 円形 SP270 G2 31x28 23.0 不定形 機合む

SP201 G2 30X29 21.0 円形 土師器蛮(7) SP271 G2 38X37 26.0 円形 磯合む

SP202 G2 34X32 16.0 円形 SP272 G2 47x47 16‘。 円買5

SP203 G2 32x31 21.0 円形 SP273 G2 46x39 53.0 構円形

SP204 G2 23X23 16.0 円形 SP274 G2 48X48 59.0 方形

SP205 G2 25x25 15.0 円形 SP275 G2 45X42 18.0 円形 際合む

SP206 G2 31x30 18.0 円形 SP276 G2 37x32 27.0 円形 機合む
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第2章小瀬戸遺跡

番号 グリッド
長径径

深(cmさ) 形状 備 考 番号 グリッド 長径(c×m短)径 深(cmさ) 形状 仏首 考

I SP277 G2 45X 4J 40.0 円Jf0 SP317 G2 29x29 24.0 円形

SP278 G2 39X29 16.0 情円j惇 SP318 G2 32x28 21.0 円形

I SP279 G2 40x38 33.0 方形 SP319 G2 38X34 9.0 方形

SP280 G2 44X40 27.0 方形 時整合む SP320 G2 32x31 13.0 円形

SP281 G2 38x38 31. 0 不定形 灰琳陶君3碗(24)、糸切り碗(26) SP321 G2 24X20 23.0 方形

SP282 G2 24X23 28.0 方形 SP322 G2 36X34 36.0 方形

SP283 G2 36x26 18.0 不定形 糸切り碗(70)・隊合む SP323 G.H2 40X39 29.0 円7i6

SP284 G2 43x39 22.0 万形 T縫合む SP324 G2 39X37 19.0 不定形

SP285 G2 51x36 47.0 不定形 SP325 G2 29X24 28.0 方形

SP286 G2 40x 38 25.0 不定形 機合む SP326 G2 27X23 26.0 方形

SP287 G2 43x40 13.0 円形 隊合む SP327 G2 40X34 31.0 惰円形

SP288 G2 33x32 36.0 円?醇 SP328 G2 61 X60 28.0 円形 機合む

SP289 G2 46x42 27.0 方形 機合む SP329 G2 28x28 20.0 不定形

SP290 G2 40X33 13.0 円形 SP330 G2 37x23 27.0 不定形

SP291 G2 36x35 40.0 円形 SP331 G2 30X29 26.0 円形

SP292 G2 35x32 16.0 円形 SP332 G2 35X32 28.0 円形

SP293 G2 36x32 20.0 円形 SP333 G2 30X29 24.0 円形 l集合む

SP294 G2 34X32 13.0 円形 SP334 G2 37X35 25.0 不定形

SP295 G2 38X 33 27.0 不定形 SP335 G2 33X29 32.0 不定形

SP296 G2 22X22 22.0 方形 SP336 G2 27X23 36.0 不定形

SP297 G2 32x31 18.0 不定形 SP337 G2 28X26 20.0 円形

SP298 G2 41X39 20.0 円形 SP338 G2 25X24 19.0 円形

SP299 G2 72x65 42.0 方形 傍証i SP339 G2 29X26 17.0 円形

SP300 G2 41X38 17.0 円形 隊合む SP340 G2 25X24 14.0 方形 l凝合む

SP30l G2 43x41 19.0 円形 SP341 G2 26 X25 24.0 方形

SP302 G2 37X35 21.0 円Jf; SP342 G2 39x36 32.0 不定形

SP303 G2 34X30 18.0 円形 SP343 G2 35x34 20日 方形 隊合む

SP304 G2 32X24 16.0 円形 SP344 G2 27x23 20.0 円形

SP305 G1 46x34 25.0 不定形 SP345 G2 30X30 25.0 円形

SP306 G1 26x25 23.0 不定形

立トふ
欠番

SP307 G1 27X18 21.0 不定形 53 X50 16.0 円形 隊合む

SP308 G1・2 29x 27 18.0 円形 SP348 G2 33X29 35.0 不定j醇

SP309 欠番 SP349 G2 29x28 16.0 円形

SP310 G1 35X32 17.0 円形 SP350 G2 40x32 21.0 楕円形

SP31l 欠番 SP351 G2 31 x30 25.0 不定形

SP312 G2 31 x 26 12.0 不定形 SP352 G2 28X25 34.0 円形

SP313 G2 25x 25 21.0 円形 円形SP353 G2 37X34 21.0 

SP314 G2 30x27 12.0 不定形 SP354 G2 25X22 36.0 円形

SP315 G.H2 23X25 13.0 不定形 SP355 G2 25X25 14.0 円形

SP316 G2 39X38 21.0 円形 線合む SP356 G2 L 24x22 27.0 円形

第16表畦畔(SK)計測表

遺構名 区 グ リ ツ ド 長さ (m) 幅(m) 方 !iJ 

SK 1 A D7・D8 26.4 0.3~0.5 N-80' -W  

SK2 A D6 13.0 0.8^~ 1. 2 N~76" ~"'/ 

SK3 A D 6 . E 6 11.2 1. 0~ 1. 2 N-18' -E 

SK4 t， D 7 . E 7 10邑 0.2~O.5 '¥)-60' -W→Nー 72'-w 

SK5 A D7'D8.E7 18.5 '¥[-28' -E 

SK6 A E7 18.0 0.4~2.0 N-68' -w 
S}王7 A F7 7.4 N-70' -w 
S1¥:8 A E4・E5 園 E6・F5 30.0 0.2~ 1. 2 N-38' -E→N-75' -w 
SK9 A F 6 12.0 0.4前後 N-73' -W  

SK10 B G6.H6 10.4 O. 7~ 1. 0 N-26' -E 

SKll B H4.H5 日6 37.0 0.5~ 1. 2 N-80' -E 

S1¥:12 B H5・15 7.0 0.2~0.7 N-44' -W  

SK13 B J 5 . J 5 8.4 0.5前後 トJ-350 -w 
SK14 C 1 3・14 8.6 0.25~0.9 N-65' -E 

S1¥:15 C J 4・K3・K4 13.4 0.2~0.5 N-87' -E→N-70' -E 

SK16 C 1 3 15.8 O.3~O.6 N-82' -E 

SK17 D 1 1 . 1 2 16.2 0.3~0.8 N-80' -W  

SK18 E C 3 . D3・D4 15.8 0.3~0.6 ト1-62'-W  

S}王19 E D3'D4 13.0 0.25~0.6 

S}王20 E E 2 . E 3 12.0 0.3~0.5 ;、1-70'-W  

SK21 E E3・F3 24.2 0.3̂"0.5 N-75" -V¥T 

SK22 E F3 15ρ 0.3ハ......1.3 ;"1-61' -W  

SK23 E F3 10.4 。 .2~0.8 ，，-77' -W  
SK24 E G3 7.0 0.4前後 N-83' -W  

SK25 E E2.F2.D3・E3・F3・G;， 37.'1 O.4~ 1. 1 N-35' -W→;-，j-8' -E 

SK26 E G 2 . G 3 
7.6 0.2~0.4 ;"1-3' -E 

0.2~0.4 子J E 

1
1ムロU

4
1よ



第3章 栗ヶ沢遺跡(第二東名陥74-2地点)

第 1節位置と環境

1 位置と地理的環境

栗ヶ沢遺跡は、静岡県静岡市葵区小瀬戸・飯間の、標高131'""169mの丘陵 tに位置する。この丘陵は、

標高301mの南東方向へ延びる山塊から北東へ派生する尾根であり、およそ2.3kmで末端へ至る。この分

岐点からおよそ 1kmの範囲にある尾根上には、|幅60'""70mのやや平坦な面が連続している。今回調査を

行った栗ヶ沢遺跡B区の南側で尾根は二股に分かれ、北側に派生したものは小瀬戸遺跡の南端に至って

いる。北東側の尾根は深さ40'""50mとなる大きな谷をいくつか挟みながら更に1.5kmほど北東へ延びる。

北東側の尾根は、先端に至るまでに、ところどころを痩せ尾根に挟まれながらも比較的広い平坦面を尾

根上に持ちつづける。尾根の末端にある小瀬戸城跡の本曲輪と、先の分岐点との比高差はおよそ150mと

なる。

この丘陵とはスギの植林や茶畑、竹林に多くを利用されている。近世の史料には、この付近の集落の特

産は笥であると記している。近世段階から地域の生活を支える役割を、大いに担ってきたことが窺える。

2 歴史的環境と調査歴

栗ヶ沢遺跡は、第二東名事業に伴って把握された新発見の遺跡である。したがって本事業に着手する

以前の調査歴は皆無である。今回の事業に際して実施された確認調査により、栗ヶ沢遺跡とその周辺に

も小規模な縄文時代遺跡が把握されたことは、小瀬戸谷の入り口近くにある養源山遺跡とともにこの地

域の縄文時代像を再現するためには貴重な発見となった。今回調査対象となった範囲については、第81

図を参照願いたい。

栗ヶ沢遺跡ののる斤《陵末端には、小瀬戸城が築かれている。この城は、安倍城の一支城として位置付

けられているが、築城年代等定かでない部分が多く管見の限りでは史料にも記されていないので、実態

はよく分からない。ただし、本曲輪東側に二重の堀切が築かれるところをみると、恐らく今川氏の退去

後にあたる元亀~天正年間に武田氏などの手によって改修さ るのであろう。

第2節調査の方法と経過

1 発掘調査の方法と経過

本調査に先立つて、平成13年4月10日から 9月6日までに、調査対象範囲の南側およそ4分の3に対

して試掘 g 確認調査を実施した(確認調査その1)。この一部は、前年度に静岡市教育委員会が確認調査

を実施しており、実質的にはその残部分を引き継ぐ形となった。確認調査は入力で行い、掘削作業と併

行して実測と写真撮影をおこなった。実測は主にトータルステーションを使用し、 トレンチ設定図、遺

構検出状況図、土層断面図を図化した。写真撮影は35mm判のカラーネガを使用した。この範囲の本調査

は、確認調査と並行して 6月11日から遺構の検出された部分を中心に調査範囲を拡張するかたちで実施

した。この本調査は7月25日の飛び地部(以下D-2区として報告する。)から開始され、 8月9日に南

尾根音ri (同D-1区)、 9月27日に堀部II (同B区南西側SD1部分)、 10月3日に堀部 1 (同B区北東側
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第3章粟ヶ沢遺跡

SD 1部分)、 10月29日に谷部

(同C区)へそれぞれ着手し

た。本調査においては、表土

の除去をパックホーとクロー

ラーダンプを用いて実施し、

遺構の掘削は入力で実施したc

遺構番号は調査の進展に合わ

せて、各調査区ごとに付けて

いった。ただし、追加して実

施した精査によって検出され

たものについては、発見時で

最も若い番号を付けて整理し

た。遺構内の出土遺物につい

ては、元位置にあると思われ

るものは1/10'"'-'20の縮尺で出

土状況を図化して取り上げ、

混入したと思われるものにつ

いては、遺構ごとに取り上げ

た。また、遺構外出土遺物は、

グリッドごとに取り上げた。

本調査の終了はD-1区が10

月29日、 B区が11月29日、 D-

2区とC区が12月17日となり、

撤収を合めて12月25日までに

すべてを終了した。

調査範囲の北側4分の 1に

あたる範囲については、平成

14年11月6日より試掘⑤確認

調査を開始した(確認調査そ

の2 以下この範囲をA区と

して報告する。)。確認調査は表土除去をパックホーとクローラーダンプを用い、清掃は人力で行った。

記録の採取は掘削作業と併行して実測と写真撮影をおこなった。実測は主にトータルステーションを使

用し、 トレンチ設定図、遺構検出状況図、土層断面図を図化した。写真撮影は35mm判のカラーネガを使

用した。この範囲の本調査は、確認調査によって遺構が検出された範囲を拡張するかたちで実施したの

第81図 周辺地形と各調査区

記録の採取は、平成13年度調査の方法を踏襲している。

2 資料整理の方法と経過

第二東名建設に伴う発掘調査については現地調査を優先するという方針から、資料整理は多くの現地

調査が終了した段階で実施することとなーった。これに先行する基礎的整理作業(出土遺物の洗浄 s注記 e

接合・復元@実測、写真整理、図面整理・修正、各種台帳作成等)は、栗ク沢遺跡の現地調査終了後、

q
d
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他の現地調査と並行して実施した。

平成15年度末の時点で静岡工区静岡地区の現地調査がほぼ終了したことから、平成16年度から静岡工

区藤枝地区と一部の遺跡を除いた静岡工区の基礎整理および資料整理を、本格的に開始した。資料整理

を必要としていた複数の遺跡の中で、栗ヶ沢遺跡は基礎整理が比較的進展していたため、他の資料整理

及び基礎整理と並行しながら、優先的に資料整理を行うことになった。遺構図、遺物実測図の修正 e編

集・トレース、遺物の写真撮影、報告の執筆等を行い、これらを編集して報告書を作成した。なお、遺

物の写真撮影は6x 7判のモノクロ及びカラーポジを用いた。なお、整理作業の過程で調査区名称をア

ルファベットに変更した。また、各調査区ごとに付けられていた遺構番号をA区からの通し番号に整理

した。

第3節概要

1 地形と士層

栗ヶ沢遺跡が営まれる丘陵は、瀬戸川層群の中に縞状に入る砂岩を主体とした層を基盤とする。斜面

は侵食が進み60%前後の急峻な地形をっくり出しているが、丘陵頂部から尾根上には、前述のようなや

や平坦な場所を広く持つことが特徴的である。尾根上には部分的に大きな谷が入るものの、尾根上の末

端までの傾斜は頂部の平均でおよそ9%と緩やかである。

遺跡はA区が尾根の頂部、 B.D-1・D-2区が尾根上、 C区が尾根の鞍部にあたる。いずれの区

でも基盤層は黄褐色の岩盤である。この上層に風化膿を合む褐色から黄色のシ/レト~粘土層が堆積し、

その上が表土となる。尾根や鞍部では、より上位にあるこれらの層位が風化・崩壊した堆積物が頻繁に

みられるようになる。

2 遺構@遺物の概要

遺構は、縄文時代の土坑や小穴、近世の林業用の作業道と思われる大きな溝が検出されている。

縄文時代の遺構・遺物は、 A'C.D-l区で検出されている。遺構は土坑や小穴であり、土坑は焼

土を合むものが目立つ。小穴は、特に鞍部にあるC区でまとまって検出されている G 藍穴住居としては

特定できなかったが、簡易な居住施設があったことは想像に難しくない。遺物はA区とD-l区を主体

に縄文時代早期の土器や石器が出土している。石器は石織がD-1区から複数出土している。居住施設

の比較的近くで使用されたものだろうか。

近世の遺構は主にB.D-1[亙で検出されている。尾根上に掘りこまれた大きな溝が目を引く。 近世

の遺物としては銭貨やかんざしなどが出土している。

第4節遺構と遺物

1 A涯の遺構と出土遺物

A区は尾根の頂部にあり、南北130m、東西110m程と比較的平坦な面を広く持つ。ここからは3基の

土坑が検出された。遺構内からの出土遺物がないため明確な時期は分からないが、周囲の包含層の出土

遺物から、縄文時代早期頃のものである可能性がある。
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第82図 A区遺構分布図

SF 1 直径1m程の円形の土坑、である。 深さは56cmを測る。炭を多く合む黒味を帯びる褐色土を覆土と

する。遺構内からの出土遺物はない。

SF 2 南北幅1.3m、東西幅O.7mの長方形状を呈する土坑である。深さは28cmを測る。黒味を帯びる褐

色士を覆土とする。遺構内からの出土遺物はない。

SX 1 最大ltj2固3mを調Ijる不定形の土坑、である o 深さは18cmを測る。内部は焼土で満たされていた。遺構

内からの出土遺物はないG

A区からは縄文時代早期のものと思われる土器4点、石器15点(製品4点)が出土じている。いずれ

も表土直下に堆積する粘性のある褐色土からの出土である。

土器(第87図1"-'4)は深鉢の口繰~体部片である。胎土は轍密で、直径1'"'-'2mm程の砂粒や雲母を

少量含んでいる。特に1・4の内面は、器面の残りがよく横方向に細かな擦痕が認められる。表面はい

ずれも本来無文の部分であuったと考えられるが、風化して器面の剥落が著しい。

石器 (10~13) はいずれも風化の進む頁岩製である。 (10) は、節理面を打面として得た矩形の剥片の

末端に刃部を作り出している。 (12)は、)京臨面を打商として得た三角形状の剥片を利用したものである。

背面に残ったバルブを三方向からの大きな調整で取り去った後、側縁に刃部を作り出している。背面左

側の調整は右側に比べ荒く、調整中におよそ半分に折れているものと思われる。 (13)は表面に原繰面を広
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第83図 B'C区遺構分布図

く残す縦長剥片を利用し、両側縁に細かな調整

を加え刃部を作り出す。表面右側の調整は細か

く、刃潰し状に施されることから、左側側縁

が刃部であると考えられる。同 (11)は、石

匙である。末広がりの剥片を利用しているも

のと思われ、裏面中央部に素材の面を残して

いる。左右対象で側縁からの調整により薄く

仕上げている。基部は特に付け根に両面から

調整を加えることによって作り出されている。

2 B区の遺構と出土遺物

B区はA区から南西に下りる尾根上にあり、

尾根に平行する大きな溝SD1が検出されてい

る。この尾根は平均13%程度の勾配をもって

いるが、 A区に接する上位のほうがおよそ18坊

ときつくなる。

S01 A区からC区に至る尾根上に、 110m

にわたって検出された大きな溝である。幅は

A区よりで最も狭く1.6m、ここより概ね34m

下位まで徐々に幅を広げて最大で、10.3mとな

る。 C-C'断面・ D-D'断面聞では2.4m前

後を測り、これ以下では4"-'5.2mとなる。深

さはB-B'断面付近で、3.3m、C-C'断面以

下で、50"-'60cm程度となる。溝内部の傾斜は、

大きく三つに分けられる。まず、 A区に接す

る始点から下位に26mの範囲で、は、一気に11m

下る(勾配42%)。ここから31m聞は、後半の

11mで70cmほど下る他はほぼ平坦である。こ

れ以降、末端に至るまではおよそ6m下る斜

面(勾配17%)を構成する。

SD 1の掘削残土は、現況地形でも把握され

ていたように、両側に掻き揚げられ土手状に

なっていた。 C-C'断面までの幅が広く取ら

れている部分が最も厚く、旧表土から 1m前

後の高さが残存していた。

遺物は出土していない。溝の位置や形状か

ら、小瀬戸城に伴う堀とするよりは近世の林

業に伴う木材搬出路と考えたい。

B区出土の遺物は極めて少ない。(第87図14)のかんざし1点が表土から出土したのみである。軸の部分

は銅製で、二文を呈する。飾りのはまる軸末端は、直径1.4mmほどの棒状となる。飾りは赤褐色のガラス
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A 
146.0m 

A' 

1 黒賞褐色土(腐植物、木の根を多く含む)

Z 暗賞褐色土(しまり弱い)

3 暗黄褐色土 (2層よりφ1cm以下町様混入事い、しまり弱い)

4 暗黄褐色土 (3層と類似、さらにしまり弱い)

5 淡黄褐色土(堆積が糧い)

6 黄褐色土 (φ5cm以下町際混じり、しまり弱い)

7 暗黄褐色土 (φ2cm以下の磯含む、しまり弱い)

8 明黄褐色土 {φ1間以下の離吉む.しまり弱い)

9 暗黄褐色土(ブロック状にややしまりのある土質が混入、しまり弱い

φ3-5酬の諜含む}

10 黄褐色土(しまりやや強い)

11 淡黄褐色鶴吉土 (φ5cm以下町礎吉む‘しまり強い)

12 淡貫褐色岩盤(軟質岩、地山)

13 暗黄褐色土 (φ3間以下の礎混じり)

14 暗黄褐色磁含土 (φ5cm以下旬機事量に含む、しまりやや強い}

B 
141.0m 

、〆
-~ 

1 黒黄褐色土(腐植物、木の根を事〈吉む)

2 淡賞褐色土 (φ3cmの操，毘じり、しまり弱い)

3 淡黄褐色土 (φ1cmの様含む、しまり弱い)

4 黄褐色土 (φ3間以下町磯含む、しまり弱い)

5 黄褐色離宮土 (φ5cmの離宮む.しまりやや強い)

6 貫褐色傑(角擦による}

7 黄褐色土 (φ5cmの角諜含む.しまり強い)

8 賞灰褐色岩盤(地山)
9.淡黄褐色土 (φ1聞の磯含む、しまり弱い)

10 淡黄褐色土 (φ1冊以下町傑吉む、しまり弱い)

11 黄褐色様吉土 (φ3酬の磯宮む)

12‘黄褐色襟含土 (φ5cmの礁吉む)

13 暗黄褐色土(様混じり)

14 賞褐色土 (φ5冊以下の磯混じり)

15 暗賞褐色土(<1>3聞の擦やや吉む)

16.暗黄褐色土機混 (φ5---1 Ocm、1......3cmの礁含む)

第3章栗ヶ沢遺跡

'7 C' 
139.8m 

11 

1 黒黄褐色土(腐植土.木の栂を書く含む) 15.淡黄色土

2 決貰褐色土 (φ1間以下町際混じり‘しまりやや強い) 16黄色土(しまりやや強い)

3 淡黄褐色土 (2層よりしまる) 17黄色土(しまりやや弱い)

4 暗茶黄色土 (φ3聞の磯混じり)

5 淡賞縄色土 (φ2cm以下の酪含む‘しまりやや強い)

6 黄褐色土 (φ3間以下町際吉む‘しま甘やや強い)

7 明黄色土(しまり強い、笹黄色のしまりの強い層あり)

8 暗黄色楳宮土 (φ3cm離宮む、しまり強い)

9 灰黄色土(しまり強い}

10 碕黄色牒 (φ5聞の蝶混じり)

11 暗褐色岩盤機

12 淡賞褐色土(しまり弱い)

13 淡黄色諜 (φ5cm以下回礁による}

14 暗黄色土 (φ3間以下の聖書混じり)

B' 

22 

、
、ー一ー干

17.淡質褐色土(しまり強い)

18淡黄褐色離宮土 (φ1-3聞の際吉む、しまり強い)

19.淡黄色蝶吉土 (φ10-15酬の際混じり)

20淡黄色土 (φ5閣の礎混じり.しまり弱い)

21 黄色土(しまり強い)

22賞色際吉土(しまり強い)

D 
137.5m 

1 黒黄掲色土(腐植物、木の損を事く含む) 11暗賞褐色土(諜混じり)

2 淡黄色土{しまりやや弱い) 12暗灰黄褐色土(しまり強い)

3 貰褐色土(しまりやや弱い) 13.黒茶黄色岩盤

4 黄褐色土

5 賞褐色土(賞色味強い)
6 淡黄褐色土(しまり強い)

7 暗黄褐色土 {φ1cm以下の諜含む)

8 暗灰黄褐色土 (φ1cm以下回磯吉む)

9 貰褐色土

10 黄褐色土(しまり強い)

E 
134.0m 1 黒黄褐色土

2.暗黄褐色土

3 黄褐色土

4 黄褐色際吉土

5 暗賞褐色土

6 賞褐色土
7 暗賞褐色土(小磯含む)

8 岩盤

9 賞褐色礁吉土

10 暗黄磁吉土

11.黒褐色土(焼土商品り}

12 賞褐色土 (φ1酬の篠宮む)

13 暗貫褐色粘土 (φ3-10酬の磯含む)

14 黄褐色粘土 (φ5cmの離宮む)

。 5m  

第84図 B区SD1土層断面図
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製で、中央に穴の聞く小さな梅花状の鋼板とともに柿の実を表現している。軸にクッション材となる丈

夫な紙を巻きつけた上、差し込まれる。端部の耳掻きは基部の軸が1mmと細く、身となる軸末端に飾り

をはめ込んだ上、しっかりと差し込まれている。このかんざしは、近世末~近代のものと思われる。

3 C区の遺構と出土遺物

C区は尾根の斜面に挟まれた鞍部にある。ここには東に聞いた最大幅25m程度を測る三角形状の平坦

面があり、土坑、小穴、溝などが検出されている。遺物は確認調査トレンチで出土した剥片以外はみら

れない。

(1 ) 土坑

土坑は不定形なものが多い。内面に焼土を合むSF8は溝SD3の下位に位置する。覆土は炭が多く入

る黒色土で、下位に焼土を伴っており、 SD3の覆土と類似することから同一組成である可能性が高い。こ

のような内部に炭や焼土を多く含む点では不定形な土坑SF4も同様であり、近世以降の所産である可能

性が高い。不定形な土坑はSF3や5である。時期を示すものはないが、 SF4や8に類するものであろう。

小土坑であるSF6や7は、前者と異なり平坦面の奥側(西側)の、小穴が集中する部分に合まれる。

時期は判然としないが、小穴と同じ組成と考えたい。

SX 2は一面を焼土で覆われる。確認調査でこの南側に掘られた17トレンチからは、縄文時代に遡る頁

岩の剥片が出土している。縄文時代の住居等に伴っていた炉と考えたい。

(2) 溝

溝はSD2'""'-'4の3ヶ所が検出されている。 SD2・3は同一延長状にあり、覆土の組成も類似するこ

とから、元来は一つの遺構で、あった可能性もある。 SD4は小規模であるので説明は割愛する。

SO 2 幅4.5m、長さ 7m、深さ 4'""'-'17cmを測る。覆土である炭が混じる黒褐色土は表土から掘りこま

れているため、近世以降の山仕事の際に掘られたものと考えられる。

S03 幅0.7'""'-'2m、長さ11m、深さ 6'""'-'10cmを測る。検出面までの表土は5cm前後で、覆土は上位が

炭を多く含んだ黒色土、下位が炭の層となる。 SD4の北側近くには、 B区方面からの斜面が追っている

ため、 SD3の位置に比べて表土の堆積が促進されているものと考えらえる。

(3) 小穴

小穴はC区の西側に集中して検出されている。直径30'""'-'50cmの円形~楕円形を呈するものが多く、深

さは10'""'-'40cmほどとぱらつきがある。中には、縄文時代の住居に伴う柱穴が合まれると思われるが、組

み合わせの特定はできない。

4 D-l区の遺構と出土遺物

D-1区は、今回の調査範囲で最も南側にある。 C区を北側に望む北東方向へ下る尾根上にある。遺

構は平坦面をつくる調査区東端付近に集中する傾向がある。士坑、小穴、溝が検出され、縄文時代遺物

等を含む包合層の堆積が確認された。

(1 ) 土坑・小穴

士坑は円形のもの (SF9・10)、不定形なもの (SF11)の3基が検出されている。小穴は1基 (SPl1)

のみである。

SF9・10 溝SD7の底面で検出された円形の土坑である。 SD6やSD7と切り合うが、 SD7より古く、

SD 6より新しいものと思われる。 SF9が直径1.lm、深さ50cm前後、 SF10が直径1m、深さ30cm前後と

oo 
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第85図 D-1区遺構分布図

SF10のほうがやや小ぷりである。それぞれは1.6mの間隔をもっ。

SF11 調査区の北東側で検出された不定形の土坑で~ある。最大幅2m、探さ15cm前後の規模がある。覆

土のと位は炭の多く入る黒色士、下位は淡黄褐色土である。比較的遺存状態のよい牛か馬の脚部の骨

が出土しているため、近代の所産と考えられるc

小穴SPllはSD5とSD6の交点西側で検出された。直径35cmの円形で、ある。

(2) 溝

溝は尾根に沿う大規模なSD7、調査区東側でこれに切り合う SD6、SD6に直交するSD5の3条が

検出されている。

SD 5 幅O電6"-'1. 2m、長さ 9m、深さ30cm前後を測る細長い南北方向の溝である。

SD 6 幅2m、長さ6.4m、深さ65cm前後を測る太く短い東西方向の溝である。東にいくにしたがって

徐々に細くなる。東端付近で縄文時代早期にあたる深鉢の体部片(第87図5)が出土している。胎土は

j散密で、直径 1~J2mm程の砂粒や雲母を少量含んでいる。内面は器面の残りがよく、横方向の擦痕が観

察される。表面は本来無文であった部分と思われるが、風化により剥落が著しい。

SD 7 D-2区に至る尾根上に、 68mにわたって検出された大きな溝である O 幅は半ばより下側で最も

太く4.2m、調査区上端から 9rn付近で最も狭く1.6mとなる。溝内部の傾斜は、調査区東端の平坦面に

至るまではほぼ同一で、西から47m聞で、16m下る(勾配34%)。調査区東端の平坦面では勾配12%程度と

日
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第86図 D-2区遺構分布図

急に緩くなる。この溝は、 B区SD1と同様な性格のものと思われる。

(3) 包含層

一一一X=ー113805

一一-X=-113810

一一一X=-113815

5m 

一一一X=-113820

調査区東側の平坦面西よりで、現地表から20cm程度下に堆積する黄~赤褐色土が縄文時代早期頃の遺

物包合層となっていた。この層位の上面では銭貨(寛永通費)や金属製品(やっとこ)も出土している

が、後世の植林等により撹乱された過程で混入したものと理解した。寛永通費は3点出土しているが、

いずれも新寛永である。(第87図15)はいわゆる丈銭であり、肉厚で遺存状態も良好である。 17は背元、

18は薄手のうえ腐食が進み、所々穴が空く。

包合層から出土しているのは石器3点である。頁岩製のスクレイパー(第87図9)は、表面の多くに

原磯面を残す縦長の剥片のー側縁に、両面から細かな調整を加えて刃部を作り出すものである。 4分の

lほどは折れて失われている。全体的に風化して白色味を帯びている。他の2点は頁岩の剥片である。

この区画からは、元来この包合層中にあったと思われる石器が、表土に混入して10点出土している。

石質は頁岩が4点、黒曜石が3点、チャートが3点である。頁岩の中には、先のスクレイパーのように

表面が風化するものが合まれないため、これらの聞には時期差があるのかもしれない。製品は図化した

小型の石鍛3点のみで、他は剥片や石核である。黒曜石製の石鎌(同 6)は、側縁からの細かな調整の

のち、基部を凹基に作り出している。背面に素材の面を多く残し、厚みがあるため荒削りな印象を受け

る。チャート製の石鎌(同7)は、底辺の短い二等辺三角形状を呈する。細かな調整により、両側縁に

緩やかなふくらみをもたせ、基部を凹基に作り出している。一方の逆刺が節理に沿って折れて失われる。

チャート製の石鍛(同8)は、薄手であり、左右対象に整えられるため、他よりも洗練された印象を受

ける。細かな調整により、両側縁に緩やかなふくらみをもたせ、基部を凹基に作り出している。一方の

逆刺が折れによって失われる。

-160一
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5 D-2区の遺構

D'-2区は、 D-l区から下がった同じ尾根上にある。調査区の南東隅から遺構が検出されている。

検出されたのは幅2.2m、長さ3.4m、深さ約60cmの規模である。 B区SD1やD-l区SD7と同様な溝

の始点であると解釈し、溝SD8とした。なお、この調査区からの出土遺物はない。

第17表土器観察表

J中図
種別園器積 部位 時代 区 解f立・遺構 胎jニ・焼成・調整・色調

番号

胎土 1 mm0，、ドの白色砂粒を少量、石英を微議含む

1 
縄文土器

体部細片 前期 A 2層
焼成良

iWi吉本 調整 外而は磨耗のため不明、内面はナデ後微細な擦痕を付ける

色調 5YR4!8赤褐色~7.5YR3!2黒褐色
トー

胎土 1 mm以下の白色砂粒をやや多く、石英を微J込合、む

つ
縄文土橋

体部細片 前期 A 2層
焼成良

i架針ド 調整 外面はi密耗のため不明、内市はナデ後微細な擦岐を付ける
色調 5YR4!6赤褐色

除土 1皿以 Fの白色砂粒をやや多く、石英を微量含む

3 
縄文土器

円縁部細片 前期 A 31i爵
焼成良

j架鉢 調整 外面は磨耗のため不明、内面はナデ後微細な擦痕を付ける

色調 7.5YR4!4褐色

日台土 lmm以下の白色砂粒をやや多く、繊維を多く、石英老微量合む

4 
縄文土器

体部細片 前期 A 検出面
焼成良

深鉢 調整 外国は磨耗のため不明、内市はナデ後微帝国な擦岐を付ける

色調 7. 5YR3/1 ~3/2黒褐色

日会土 1 mm以ドの白色砂1立を少量、石英を微量含む

5 
縄文土器

体部細片 前期 D~l SD2 
焼成良

1~~主* 調整 外市は磨耗のため不明、内面はナデ後微締な擦痕を付ける

色調 5YR4/6赤褐色~5YR3/4にぶい赤褐色

第18表石器・石製品一覧表

挿凶
器 種 材質 l叉 層イ立 遺構 長さ (cm) rli!il(cm) 厚さ (cm) 重量(g) {府 考

番号

6 石鍛 黒u窪石 D~l 表土 1.8 1.2 0.5 0.7 

7 ;u倣 チャート D~l 表土 1.6 1.2 0.3 0.4 

自 {I長族 チャート D~l 旧表土直 k 1.9 1.1 0.4 0.5 

9 スクレイパー 頁持 D~l 黄褐色土1直上 6.5 5.0 1.7 63.2 白色に風化する

10 スクレイパー 頁岩 A 排jニ 3.6 3.8 1.3 10.1 

11 石匙 頁岩 A 検出面層 3.7 5.0 0.7 9.9 白色に風化する

12 スグレイパー 頁岩 A 検出面屑 7.6 4.3 1.2 27.4 白色に風化する

1.3 スクレイパー 頁岩 A 排土 6.5 3.2 1.3 25.6 白色に風化する
L 牛

第19表金属製品一覧表

{首考

::Js:幅1.4cm

第20表銭貨観察表

挿図
種別 銭貨1'， 佳11'， f)J鋳年代 区 屑f立遺構 直径(mm) 室長(g) 手者 徴

番号

15 銅銭 寛永通貨新克永 n;+: 1668年 D~l Jf:jl削土中 25.0 3.3 背丈

16 銅主主 克永i白資新寛永 日本 不明 D~l 表土 24.0 1.5 腐食が進む

17 剣銭 寛永通費新寛永 日本 1741年 D~l 黄褐色土産ー上 22.9 1.8 背元
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今回の報告では、小瀬戸遺跡と栗ヶ沢遺跡の地域的には近接した2遺跡を報告した。興味深い成果は、

低湿地(小瀬戸遺跡)における平安時代を中心とした遺構群(下層遺構)、戦国時代の水田遺構(上層遺

構)、丘陵部(栗ヶ沢遺跡)で検出された縄文時代の遺構に絞られる。

1 E区下層遺構の性格と年代

ここでは、検出遺構(第11・33図)について検討する。 E区下層部で検出された建物跡を概略すると、

9世紀後半から10世紀代の建物と、 12世紀前半から12世紀後半の建物に大別される。こうした建物群と

遺跡の立地などを考慮する必要があろう。

a. E区の南西から南東にかけての建物群と流路や溝を検討すると、 9世紀後半から10世紀代には、

建物群に対して南東部から北側の低地を流れていた大きな疏路のSR8があったと思われる。その後12世

紀前半から12世紀後半になると、南側の丘陵部や発掘区外西側から流れてくるSD10などの河川の氾濫が

あったと考えられる。この水害から建物群を守るような構造に整えられていたと思われる。

b. SR 8の、氾濫からSH1・SH4などの建物群を守るために、 9世紀後半から10世紀代に土手状遺構

1・2を構築している。この遺構はSR8の堤防的な機能を持たせるように構築したと思われる。このよ

うな、建物群を洪水から守るシステムは12世紀前半から後半にかけてSH5の北側の部分にも作られる。

12世紀代にはSD10・SD13の間が一時期窪地になっていたと考えられる。この部分は、建物群へ北側か

ら流れ込む洪水などの水害を防ぐために作られた窪地で、調整池的な役割を果たしていた可能性がある。

SDI0から浸水した水はこの窪地に溜まり、もう一度SD10に戻り排水されるようなシステムになってい

たと思われる。

c. 12世紀代にはE区の南の山側から湧き出る水を北側に流すための水路のSD14が作られた。これに

は窪地の部分の排水溝の働きもあり、こうした水はSD10に合流して排水されたと思われる。

d. 12世紀代に作られたと思われるE区下層の建物群の南側と北側の凹地は、輪中的な機能を持たせ

ていると考えられる。 SR8はE区の南東部山側から流れ出る大量の湧き水や、雨水を集めて下流部に読

していると思われる。

e. 12世紀代には、建物群とその近くを東西方向に流れるSD13. SD15・SD21と、 SH2を囲んで流

れるSD17・SD19などの水路が作られている。

f.静岡県埋蔵文化財調査研究所が今回調査したE区下層の西側区域は、静岡市文化財課で発掘調査

を行っており、 E区下層の西側からも建物群が検出(註りされているようだ。こうした点を考慮する

と、今回当研究所が調査したE区下層の遺構は、平安時代から鎌倉時代にかけての小瀬戸遺跡全体から

すると、中心地域ではないと思われる。むしろ、小瀬戸遺跡全体のうち、この時代の建物群の東側先端

部を調査した可能性が強い。

このように、台風や大雨が続いた時などにはSH1からSH3などの建物群の東側にある窪地(第11。

33図)や、 SH4 SH 5の東側と北側の部分の窪地が大きく池状になったと忠われる。また、 SR8の氾

濫による水害を防ぐために、土手状遺構1・土手状遺構2が9世紀後半から10世紀代にかけて構築され

たと考えられる。この土手状遺構1.土手状遺構2は、その後、 12世紀後半以降にもSR8の氾慌を防ぐ

ための堤防的な役割を果たしていたと考えられる。さらに溝状遺構は川状遺構と関係するとも思われる。

SD10はE区北部で検出され北ヘ向かつて流れており、 E区のすぐ西側にある静岡市文化財課の発掘区か
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ら伸びてくる川と同一で、あると考えられる。溝状遺構を見るとSD13やSD21のようにE区の東西方向に

仲びるものと、 SD14のようにE区の南北方向に伸びるものとがある。

さて、前述したように、 E区下層の遺構は掘立柱建物がSH1からSH6まで6棟検出されている。こ

のうちSH1とSH4の2棟は総柱建物であり、 SH6も総柱建物であった可能性がある。これら以外の

SH2・SH3・SH5の3棟は掘立柱による側柱建物であった。この中で、 SH1は道状遺構2・道状遺

構3・道状遺構4に固まれた状況で検出されており、 SH1と道状遺構2・道状遺構3・道状遺構4はセ

ット関係をなすものと考えられる。掘立柱建物跡SH1からSH6までの6棟について時期を検討すると、

次のような第 I期から第E期の3時期に分けられると考えられる。

第I期に区分されるのはSH1・SH4の総柱建物跡である。 SH1は方向がN-r-Eであり、桁行

4問、梁行3間である。建物の年代は9世紀後半から10世紀初頭と思われる。 SH4は方向がN-70 -

Eであり、桁行4問、梁行3聞である。建物の年代は9世紀後半から10世紀初頭と思われる。したがっ

て第 I期の建物はSH1 . SH 4の総柱建物跡で9世紀後半から10世紀初頭と考えたい。また、 SH6は

遺物が出土しなかったが総柱建物跡の可能性がある。 SH6は方向がN-1110-Eであり、第 I期の建物

群との関係から10世紀代の建物と考えておきたい。

第H期に区分されるのは側柱建物SH2である。 SH2は方向がN-570-Eであり、桁行5問、梁行3

間である。建物の年代は12世紀前半と考えられる。

第E期に区分されるのは側柱建物SH3 . SH 5である。 SH3の方向はN-440-Eであり、 12世紀後

半の建物と思われる。 SH5はN-400-Eであり、桁行5問、梁行4聞である。 SH4の柱穴との切り合

いや建物の方位から12世紀後半の建物と思われる。

建物群は以上3期に分けられ、第 I期が総柱建物跡SH1とSH4の2棟と総柱建物の可能性のあるSH

6、第E期が側柱建物SH2の1棟、第E期が側柱建物SH3とSH5の2棟であった。

また、 SH1を囲むように道状遺構2から道状遺構4が巡っており、建物を囲む道状の遺構と考えられ

る。今後、 9世紀後半から10世紀初頭の建物跡と道状遺構との関係を想定できる事例についても検討す

る必要がある。

この時期の当遺跡の性格については不明である。小瀬戸地域の中心的な遺跡と考えられ志太平野と結

ぶ間道が脇を通り、交通的にも重要な遺跡で、あったと思われる。

2 E区下層遺構出土遺物について

下層遺構出土の灰軸陶器 小瀬戸遺跡出土の灰紬陶器と生産地の関係を検討したい。この遺跡から出

土した灰紬陶器とその関係資料を年代的に分けると次のようになろう。

第I期は8世紀末から 9世紀初頭の猿投窯生産品で0-10号窯式併行の原始灰紬陶器の長頚瓶(註2

井上、 110・290)が搬入品として出土している。

第E期は9世紀前半の猿投窯生産品でK-14号窯式併行の灰紬陶器の長頚瓶 (8・9. 56 . 62)や、

K--14号窯式の広口瓶 (14)が出土しており、小瀬戸遺跡では9世紀前半に長頚瓶や広口瓶などの特別

な器種を猿投窯から搬入したことになる。この時期の碗形の慌用状況については不明な点があるが、 K--

14号窯式からK-90号窯式の東遠系の碗 (84)が出土している。

第E期は9世紀後半の猿投窯生産品でK-90号窯式併行の陶器の使用状況を検討すると、猿投窯生産

の緑紬陶器の稜碗 (111)、猿投窯生産の緑和|陶器の碗 (149)、猿投窯生産の手付瓶 (291)、議投窯生産

の長頚瓶 (115)、議投窯生産の碗 (10・194・195)を搬入し使用している。{也にこの時期には、東遠系

で窯跡が不明な灰紬陶器の碗 (11. 48・114⑥ 141' 142寸44・145.191"'193 . 196)、助宗窯生産の長頚
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瓶 (49・86・147)、東遠系の長頚瓶の把手 (148)、助宗窯生産の皿 (43)、助宗窯生産の碗 (41・65・68・

85・112・143)、助宗窯生産の輪花碗 (102)、東遠系の長頚瓶 (88・113・140・146)などがある。小瀬

戸遺跡でのこの時期の出土状況をみると、特殊な器種として猿投窯生産の緑紬陶器の稜碗・緑紬陶器の

碗・手付瓶・長頚瓶が搬入されている。この第E期の9世紀後半には東遠での窯業生産が始まり、駿河

国志太地域でも助宗窯で灰紬陶器の生産が始まる。今回の小瀬戸遺跡発掘調査で、助宗窯の生産品が検

出できたことは重要である。この他に窯跡は特定できない東遠系の製品もある。

第N期は10世紀初頭の0-53号窯式併行の陶器でこれを検討すると、猿投窯からの搬入品が極めて少

なくなる。助宗窯や旗指古窯などの灰紬陶器生産品でその多くがまかなわれたことがわかる。まず、こ

の時期の出土陶器を見ると猿投窯生産の0-53号窯式の碗 (152)が出土している。助宗窯生産の碗 (12・

64・72・73・90・197・225・255・266)、旗指古窯生産の碗 (13)、東遠系の碗 (28・35・59・63・104・

118・151・153・154・198，...._..202・224・226・294)、助宗窯生産の皿 (55)、東遠系の皿 (150・155・292)、

東遠系の長頚瓶 (116・293)などの出土品もある。この段階になると小瀬戸遺跡では、長頚瓶、碗、皿

などのほとんどを在地の生産品で、まかなっていることがわかる。出土の灰粕陶器を検討すると、第N期

とした10世紀初頭の0-53号窯式併行の時期以降使用が一時途切れる傾向にある点が注目される。

さて、前述したように小瀬戸遺跡の発掘調査では藤枝市助宗窯で生産されたK-90号窯式の灰軸陶器

の製品が出土している。消費遺跡において助宗窯で生産されたK-90号窯式の灰紬陶器(註3)を確認

できたことは大きな成果と思われる。助宗窯でK-90号窯式併行の灰紬陶器を生産していることは、菅

原雄一(註4)の報告と助宗窯出土資料を観察して明らかとなってきた。助宗窯で生産されたK-90号

窯式併行の灰軸陶器を窯跡と消費遺跡の双方で確認できたことになる。また、島田市旗指古窯の灰紬陶

器生産は0-53号窯式併行の末期(註5)からスタートし、その生産の中心が広久手窯期以降から山茶

碗の初期段階と考えられる。その点からすると、助宗窯と旗指古窯との関係はさらに重要になる。須恵

器生産の伝統のあった助宗窯に、その後、灰紬陶器の工人集団が移住したり技術を伝えて、 K-90号窯

式の段階から灰紬陶器の生産をスタートさせたことになる。そして、 0-53号窯式の段階で工人集団の

分散と移動があったと思われ、その移動した集団が旗指古窯で灰紬陶器の生産を始めたとも考えられる。

この点は島岡市船木の向山古窯(註6) 2区2号窯でもK-90号窯式の末には灰紬陶器を生産している

ので、合わせて今後検討しなければならない。

下層遺構出土の糸切り碗について 小瀬戸遺跡からは比較的多くの糸切り碗(註7)が出土している。

糸切り碗の生産地としては島田市船木向山2区2号窯(註6)、向山3区1号窯や旗指古窯第14号窯跡や

同第17号窯跡(註5)など旗指古窯跡群(註5) もあり、助宗窯での生産も考えられる。糸切り碗の用

途は不明な点があるが、消費遺跡である島田市大津の賠倉遺跡(註8)からは糸切り碗が多く出土して

おり、その中に「酒杯」と墨書された糸切り碗(註9)がある。糸切り碗のいくつかの用途の中に「酒

杯」として使用したものがあったことは認めるべきであろう。この他に居倉遺跡出土の糸切り碗には「尺」

などの人名(註9) と考えられる墨書資料もある。

小瀬戸遺跡出土の糸切り碗については器形、器高、口径、焼成などから検討すると大きく 2時期に分

けられると忠われる。 SH1の検出面から出土した9世紀後半のK-90号窯式併行と思われる東遠系の資

料 (16)がある。同じく 9世紀後半のK-90号窯式併行の東遠系と思われる糸切り碗 (204)が出土して

いる。次の0-53号窯式併行にあたる10世紀初頭には、東遠系の糸切り碗の出土量が多くなってくる傾

向にある。この0-53号窯式併行の糸切り碗は (17・25，...._..27・29・30・38・50・66・70・74・75・92，...._..

95・119，...._..121・157，...._..162・164・203・205・206・227，...._..232・295・296)などが出土している。圧倒的に

10世紀初頭の糸切り碗の使用が多いことがわかる。

下層遺構出土の山茶碗・小碗・小血について 山茶碗と小碗、小皿について検討すると、山茶碗の I
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期では渥美窯の12世紀前半 (256)と思われる搬入品が1点出土した。他の山茶碗は東遠系で12世紀前半

と思われる資料(註10、52・122・233"'235)がある。東遠系の小碗は、 12世紀前半の資料 (19・31・76・

124・125・236・261・267)がある。また、東遠系の小碗で12世紀中葉から12"世紀後半と思われる資料 (297)

も出土している。山茶碗のE期では12世紀後半の資料 (36・167)がある。他に山茶碗で12世紀代と考え

られる資料 (209)、同じく山茶碗でII-2からill-1期の12世紀末と思われる資料 (54)、同じく山茶碗

でill-1期の13世紀前半と考えられる資料 (18)、同じく山茶碗でill-1期の13世紀中頃と思われる資料

(97・165)同じく山茶碗でill-2期の13世紀中頃と考えられる資料 (207)、小碗・小皿で皿期の13世紀

代の資料 (168・271・302)、東遠系の小皿でill-3期の13世紀後半の資料 (126)、小碗・小皿で13世紀

後半の資料 (211・237)などが出土している。

3 戦国時代の水田遺構

戦闘時代以降に聞かれた水田遺構は、小瀬戸遺跡の全区画に渡って検出されている。水田面からは、

戦闘期~近世後半の遺物が出土していることから、 16世紀後半の開回以来、およそ300年聞にわたりほぼ

同一な土を繰り返し耕作していたことが明らかになった。小瀬戸谷は、総じて南から北へ下がる地形で

ある。等高線に平行する方向の大畦畔に普遍的にみられた杭や横木による保護施設は、田面を水平に整

えて下位に流出しないように図るためのものである。したがって、大畦畔の上下では大きく段差を持つ

個所がいたるところに観察されている。また、山際のB区を中心に、畦畔の方向が山に沿う方向に崩れ

てくる傾向がある。このことから、限られた空間を最大限利用して、生産効率を向上させようとする意

図が色濃く窺える。

近世の小瀬戸村は天領である。寛永年開で約65石、元禄年間で約195石、天保年間で206石の村高が郷

帳などに記載されており、小瀬戸谷の水田は、寛永年間以降およそ半世紀で3倍の収益を上げるにいた

り、それ以降はほぼ横ばいであったことがわかる。これは、農業技術の進歩とともに耕地が谷の隅々ま

で急激に広げられたことを示唆しているのだろう。ところが、これらの水田遺構は、多くの部分が砂醗

によって被覆されている。これは、河川の氾濫がもたらした堆積物によって、水田が一気に埋没したこ

とを示している。この洪水堆積物の上面にしばしば見られるラミナは、洪水後しばらくの間水が引かず、

湿地化したままであったことを示している。このことは、谷の入り口がせり出す尾根によって狭められ

ているために、谷全体の排水効率があまり高くなかったことが原因のひとつであろう。

近世の洪水で、記録に残るものとしては、文政11年 (1827)の藁科川の氾濫がある。この際には、小瀬

戸村の田畑は洪水堆積物によって広い範囲で川成(砂利によって耕作不能となる状態)となってしまっ

たようである。今回調査を行った水田からは19世紀前半までの遺物が出土しているので、調査によって

検出された水田はあるいは文政11年の水害によって埋没したものとも想定される。

しかし、水が引いた後は洪水堆積物の上面を利用して、再度水田を営んで、いる。水害からさほど時を

経ない天保年聞には、すでに元禄年間以上の生産高までの復旧を果たしている。耕作域の復旧には生活

と命がかかっているので、小瀬戸の人々は必死だったのであろう。このように、小瀬戸谷の人々は常に

水と戦っており、洪水のたびに粘り強く耕地を復旧させていたことが窺える。

4 丘陵部の縄文時代遺構

丘陵部にある栗ヶ沢遺跡では、縄文時代早期にあたる遺構と遺物が検出されている。得られた資料は

ごく少量であるが、近在の縄文時代遺跡の内容が判然としない現状においてはきわめて意味深いものと
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いえる。幾度も述べてきたように、安倍)11 .藁科)11流域には縄文時代の遺跡が点在している。遺跡の多

くは狭い範囲のもので、河川lから一段上がった丘陵裾部に位置することが多い。遺跡が大規模化しなか

った要因のひとつは大井川にみられるような河岸段丘が発達しなかったことが挙げられる。この地域の

沖積地から急峻な丘陵がせりあがる地形が、縄文人の暮らしを規制していたのであろう G

今回調査が実施された粟ヶ沢遺跡は、従来知られていた遺跡の立地と異なる丘陵上に営まれた遺跡で

ある。この地域の丘陵は、いずれも小河川による開析が激しいため、尾根も狭く細長い。調査範囲にお

いても、もっとも広いA区、狭いながらも山の陰となるC区から遺構・遺物が検出されたことは、限ら

れた条件の中で最も生活に適した地域を選び出していることを示している。

現状では、ごく限られた所見しか得られないが、当該期の遺跡が、丘陵上にも存在することを知るき

っかけとなったことは確かである。資料の増加を捉えて、この地域の縄文時代像を地理的な特異性を見

据えた上で構築していくことは今後の課題である。

文末となったが、報告をまとめるにあたって菊田 宗。鈴木悦之・大川敬夫・新井正樹(静岡市文化

財課)、八木勝行・岩木智絵(藤枝市博物館)の各氏にはさまざまなご教示をいただきました。記名して

感謝する次第です。

註

1 平成17年度静岡市文化財課の調査による。菊田宗氏(静岡市文化財課)のご厚意により、現地を実見させて

いただいた。

2 : 0-10号窯式併行の「原始以紬陶器」については、井上喜久男氏からご教示いただいた。

3・平成17年2月に八木勝行@岩木智絵両氏(藤枝市博物館)のご厚意で、波谷と河合が助宗窯産の阪紬陶器を

実見した。この中にK-90号窯式期に併行すると考えらえる、体部に回転ヘラ削りを施す碗が存在することを

確認した。

4:菅原2005による。

5 :松樺1976、櫨谷1982・83による。

6・IU島野1997による。ここでは旗指古窯跡生産の阪紬陶器より古い段階の陶器が生産されている。向山2号窯か

らは多くの「糸切り碗」が出土しているが嶋野雄康氏は報告していない。今後再整理する必要があると考えら

る。

7 :溢谷1983では、この器種を「底部を切り離している無高台1腕」としたが、今回は井上喜久男氏のご教示によ

り「糸切り碗」の用語を使用することとした。

8・池谷1987による。

9 :櫨谷1987・94による0

10 :河合20010 03による
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小瀬戸遺跡 図版1

小瀬戸遺跡・栗ヶ沢遺跡遠景(南より)

下層遺構全景



図版2 小瀬戸遺跡

8H 1・3、道状遺構2(西より)

8H2、8D16'""'22、道状遺構3(北西より)



小瀬戸遺跡 図片反3

8H4・5(西より)

8H6、8021、道状遺構6(西より)



図版4 小瀬戸遺跡

SD14(西より)

土手状遺構1・2、SR8(南東より)



小瀬戸遺跡 図f反5

SP251半載状況(南より)
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図版6 小瀬戸遺跡

A区水田面全景

SK1・4・5



小瀬戸遺跡 図版7

SK2・3、SD1 '"'" 3 (西より)

SR9、SD4(南より)



図版8 小瀬戸遺跡
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小瀬戸遺跡 図版9

B区水図面全景

SK10・11、SR4、SD5-7 (東より)



図版10 小瀬戸遺跡

SK10全景
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SK10近景



小瀬戸遺跡 図版11

SK10 杭列断面

遺物出土状況(漆椀) 遺物出土状況(付礼状木製品)



図版12 小瀬戸遺跡

SK14・15(東より)



小瀬戸遺跡 図版13

SK16、SR5

杭列断面(南東より)



図版14 小瀬戸遺跡

D区水図面全景

SR6、SK17(北より)



小瀬戸遺跡 図版15

SK17、SD8(東より)

E区水田面全景



図版16 小瀬戸遺跡

E区南端部水田完掘状況(西より)

SR7 (西より)



小瀬戸遺跡 図版17

E区北端部水田完掘状況(東より)

SF1貯水穴、 SD9導水溝(南東より)
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図版18 小瀬戸遺跡
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図版20 小瀬戸遺跡
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小瀬戸遺跡 図版21
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図版22 小瀬戸遺跡
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小瀬戸遺跡 図版23
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図版24 小瀬戸遺跡
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小瀬戸遺跡 図版25
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小瀬戸遺跡 図版27
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小瀬戸遺跡 図目反29
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図版32 小瀬戸遺跡
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小瀬戸遺跡 図片反33
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図版34 小瀬戸遺跡
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図版36 小瀬戸遺跡
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栗ケ沢遺跡 図版37

SF1・2(西より)

SX 1 (西より)



図版38 栗ヶ沢遺跡

SD1遠景(西より)

SD1近景(北より)



栗ヶ沢遺跡 図版39

SD2 (東より)

SF5 (北西より)



図版40 栗ヶ沢遺跡
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所収遺跡 所在地 (世界自~地系) (世界測地系)
調査期間 調査面積 調査原因

市町名 遺跡番号

静しずお岡か市しあ葵ilい区く 340 1380 
199805~ 

小瀬せ戸と遺いせ跡き 199808 
こせと 22201 A27 58' 17' 

200202~ 
21， 163rrf 

小瀬戸 52" 33グ 開発等の

200403 事業に伴

静しずお岡か市しあ葵和、区く 340 1380 
200104~ うもの

栗くりヶがさ沢わ遺いせ跡き 200112 (道路)
こせと はんま 22201 A28 58' 17' 

200211~ 
7，352rrf 

小瀬戸・飯間 38" 40" 
200212 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

奈良時代~ 掘立柱建物6 土師器須恵器緑紬陶器

鎌倉時代 溝口 灰紬陶器
小瀬戸遺跡 集落

戦国時代末
水田 陶磁器

~江戸時代

栗ヶ沢遺跡 集落 縄文前期 炉跡 1 小穴
縄文土器石鉱石匙 丘陵上の小

スクレイパー 規模集落

小瀬戸遺跡は、奈良時代~鎌倉時代、戦国時代末~江戸時代にいたる複合遺跡である。奈良時

代~鎌倉時代の集落は掘立柱建物6棟、溝口条、土手状遺構、流路等を検出した。集落は河川の

要約
影響を防ぐためとみられる土手状遺構内に営まれる。戦国時代末~江戸時代の水田は、近世段

階に河川の影響によって一旦廃絶したものと考えられる。

栗ヶ沢遺跡は、縄文時代前期の小規模集落である。周辺の丘陵裾部には同様な小規模遺跡が

点在している。
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